
学生便 覧

2 0 0 8 

城西国際大学



建学の精神

理事長水田 宗子

21世紀を迎えて，間界の巾の日本というテーマの爪要性は，さらにいちだんと深まって

いくことてしょう。この国際化の枇紀を牛きる，翌かな感性と知性と，確かな知識，技能

を持つ店々しい人材を育成するために，城両国際大学か太平洋に臨む広大な）LfサL里予近

の地に誕生いたしました。

房総0)地に出生し，数次にわたる蔵相，白民党政調会長存の嬰職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからす脊与してきた清廉な政治家，故水田ミ喜男0) 「学間による人間形成」

という理念を建学の精神として，学校法人城両大学は1960年代の初めに発足いたしました。

1992年に開芹した，祈生の城酉国際大学は，その建学の精神を共有し，継続してまい

りますか，さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学間と教育の目

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々祈たな活性化を求めなければ，その

役割を果たすことかてきませんか，人間と教育の原点は不変てす。城l}り国際大学では店い

人々か〈学ふことを通して白己0)可能性を発見〉し，〈ン年直さと公平さ〉をふだんの規範

として生きることを l甘甘します。こまかしのないスポーツの間界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，[£]の内外て，人生という広いフィールトて，｝jいっぱい活動するた

めに，杵い人々か育っていく希惰と抱負と魅）］に満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んていきます。
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高

等学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず， とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の間題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城1JLf[iij際大学の祈人牛議村を迎えるにあたり，この学生便覧に盛り込んである内

容を，直接ことばで砂［明するとともに，＂竹廿ゾ人ひとりの質間に応える，次のような機会や制度

を用邸しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，「l然の中で教員と学牛との交流を図ることを目的として，学科

ごとに泊川で実施いたします。たくさんの先生方と出会い，祈しい友人と語り合ってくださ

い。，沿細については，「フレッシュマン・セミナー要項」を参照してくださいa

2. オリエンテーション

4月1H （火） ～ 4月8日（火）の間，学部・学科ごとに実施いたします。なお詳細につきま

しては，オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，リj門科廿の，ふtlリ］＾；がそれぞれの年次において必要

なlf•項を，乱明いたしますので，必ず 11,' 席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，十『さんが「1叶際社会の中で牛きる人間の人格形成」という建学の粕

神を，具休化していくのを投助するものです｛う）よ礎ゼミおよびオフィスアワーを通じて，特さん

・人ひとりが持っている能力を 1^ 分発抑し，個性を伸ばし，キャリアを形成できるように，勉学

|．．の指導をはじめ大学牛活のさまざまな間題に対して，しり任教員がアドヴァイスをしてくれますっ

なお，具休的なことについては，オリエンテーションにおいて以糾lリ］いたします｛つ
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安房ラーニングセンター

安房ラーニングセンターは，学校法人城l)り大学創設者水廿I：＾喜男先生のIい延の地であり， 年^

を通じて気候温暖で知られる閉り川にあります 雄）ゞな太平江や鳥の声に鉱まれた既かな日然の中

で，充実した研修時間やくつろぎの時間を過ごすことができますッ

近くには，大自然の楽しさを満喫できる海やアミューズメント施設だけでなく，イ＾布衛門島や

郷土賽料館など文学探功に適した名所・ Ill跡があります0

1. 利用範囲

(1,， フーニング施設として，本学学牛および教職員の教行・研究・価修の場として活｝廿し，

また牛汎教育の推進を図ることを目的とし，特に必要と認められる者としますc

(2) 学生の利lllに際しては）恥則として教職員人は卒業生もしくは父鳳の引率を必災とし， ,JI率

者が利J廿責任者となりますし

2.利用期間

年間を通して利用可能です。ただし，鉦年12月29日から 1月3日は休館 [1とします。

3. 申込窓ロ・事務取扱時間

(1 i 窓ll 

城匝国際大学総務諜 軍話 0475-55-8800（代表）

(2) 受付時間

午前 9: 30-11: 30 午後12:30-16:00

(8月1日～ 8月2On，年木年始， t・日耀・祝祭ll・創立叫念日を除く）

4. 利用日数

原則として 3泊 4日を限度とします。

5. 学生利用料金

一泊二食付 3,255円（税込み）

6. その他

細部については，城内国際人学 JOSAI安因ラーニングセンター利用規定及び利用案内により

ます。
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学生生活のしおり

学 生 証

1. 学生，d卜は，本学学I卜てあることを訓叫するものです 通学II、iにば必ず批瞥し，本学の教職員

より捉小を求められた時は，速やかにこれに応しなけれぱなりません

2. 学生l]ll：しよ， 人学時に父付します {i幼期限が過ぎた場合， -,、9、:'を
I→オ-:;, 退学， 除籍竹，学籍異動が

牛じた場合は， 速やかに返遠しなければなりません万

3. 学4 ：• Iiil:．は， ）ゞ変繊細なものです 保管；．収扱いには允分に気をつけてドさい

4. 学生nll：にはII{｛祉番号（パスワード）機能が備わっており， 父付時は令員が 1札「 11 1 l J 

の番りに設定されております 各1］の立任のもと， Ii(仙I卜番りを学I}は前にある II応ll：番り変史

PCで必ず変史して 1、さい なお llif11止番げを忘れると各種の，」［明，りの発行がてきません

5.各ぶ験を受けるII.、『は，学'Ui1Eの提1ドがィ＼務づけられています（

6. 学II-.̂IIlLを紛失． もしくは破担した場合は，「学牛訛再発行願Jを学生諜に捉出し， t|l込んで

下さいなお，再発行にはいずれの且I！由に拘らず1,500円の発行『数料がかかりまず

学生証のアルファベット記号

学部

学科

学部

学科

学祁

学科

糸各‘貨 •I胄冷化学＾ ;;JS....................・ B 

爺伶{;-糸f悩~予：平l·.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. G 

ネhi祉：倍伶合学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..F 

福祉総合学科·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• F 

観光学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• T 

ウェルネスツーリズム学科••• •W 

学,"!IS

学平I・

学名15

学店I・

学部

学科

価

国1笠食人文学部・・・・・・・・・・・・・・・ll

日際文1ヒ学科・・・・・・・・・・・・・・・L

[ k]際交流学科・・・・・・・・・・・・・・・K

:t}＜ 本.
9

4

 
>
f
 

‘
 

ヽ m;............... r 

じ
L

クーノ

l欠療薬学科・・・・・・・・・・・・・・・C

メデイア‘ヽ戸部・・・・・・・・・・・・・・・X

メデイア伯報学科・・・・・・・・・A

牛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • S 

科 目 履修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• A 

学生証番号（学生番号）の見方

（総合経貨学科

G 2003~100 

＞
所
属
学
科

B
l
>
所
属
学
部

（［土］際文化学科）

HL2008-100 

(li、]I祭父流学科）

HK  2008-100 

＞
人
学
年
度

＞
個
人
番
＂
り

＞
所
属
学
科

＞
所
属
学
部

＞
人
学
年
度

＞
個
人
番
り

＞
所
属
学
科

＞
所
属
学
部

:
V
人
学
年
度

＞
個
人
番
サ
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（福祉総合学科）

FF2008-100 

v ↓ ↓ ↓ 
所所人 1IAI 
属属学 人
学学年 番
部科度 け

（ウェルネスツーリズム学科）

TW20.08-100 

V V V 

所 所入
属属学
学学年
部科度

＞
個
人
番
＂
ゲ

阪療薬学科）

PC2008-100 

i | 
'1/ V 

所所

属属ヽ9‘ら、、ミ~
~ f • J ̂ 

部 科

↓
人
学
年
度

＞
個
人
番
り

（メデイア情報学科）

XA2008-100 
! I 

I 
V V V V 

所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

連絡事項

大学から学生への通知市項笠は，すべてマグメディア （電動波動掲示板） または掲示板によっ

てお知らせします。掲ぷを見落としたために， 必災なF続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じる場合がありますc h[l]機会あるごとに各掲ホ板を注＾、なして見るように心掛けて

ください。

なお， マグメディア及び掲ぷ板の設骰場所は l‘̂＂」の通りです。

マグメディア： A棟第＾学生ホール前

B 104教室前

F棟第：学牛ホール内

G 3棟Iiij

掲
•• 

‘
 

J
 

-r, 
板： B棟西端BlOl横（学牛諜）

B棟西端エレベータ隣（教務諜，

A棟第仔：Itホール内（学lt課）

仝学科共通，福祉教有センター）

G 1棟 1階通路（総合終院学科，輻祉．総合学科）

G 2棟 1階通路（h|際文化学科，学生諜・焚学金，

G 3棟 1階通路 (1-Kl際交流学科，

国際文化教脊センター）

メディア↑li恨学科）

A棟 l階

L棟 1階

(fii祉教ffセンター）

(I矢療薬学科）

2階教学'li・務寮傍（東以紀尾）j・.111［キャンパス）

B棟コリドー （安房キャンパス）
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授業関係

I 脱修lh,II}

1. 股修1|l[9i]とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学晋すべき授業科甘を自ら決

定し，所定の様式に従い学部1i務室に提出することによって， 1’-l己の学習，寸圃を確立すると

ともに，叶I,;r'Jした授業科IIについて版修する権利を持つことになります

学年の始めに行われる版修llIIIIりの手続きは，非常に［災なものでありこの手紬きを怠った

り，晶ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける枠利を放東する

ことになりますc そのようなことでは進級，卒業にも如派をきたすことになりますので，特

に留紅して叶Inti手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，疑間にお応えします 期間・場所

については， 1ザ年オリエンテーション時にお知らせします

II 授業時間衣

- ----------- - ---

時限' I ll I III IV ' V 
- -1 -．------ ---―------ | --- ---------i―-------------, --―.―-------̂  ^------ ---+--- ---------- ----1 

i Ill IIH • 9:30-11:00 I n:10~12:40 ! 13:20~11:50, 15:00-15:30 : 16:40~18:10, 
L二•- -＿_______j____l__--
佑見）じりを存11I 9:40-11:10 I u:20~12:50 , 13:40~15:10 ' 15:20-15:50 , n:00~1s:30 

~---

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲ぷに注紅してくださいし

Ill 授業時間割表

授業Ilか間割表は，学生便覧の科[1群・科Ilの牝び順に表小されていますしまた，授業を実施す

る時期は，＜期間＞の欄に指定されています。

前期 前期セメスターに実施する科日

後期 後期セメスターに実施する科目

通年 1年間通して実施する科 [1

集中 集中溝義期間に実施する授業（補講期間に実施する場合あり）

その他 実宵，研修，インターンシップ科H

授業時間割は，クラスもしくば学籍番号によって編成されている科目がありますので，自分

の所属するクラス怜を確かめて，版修叶圃を立てるようにしてくださいっ

ただし，学科共通科 ll等では，所属クラスに関係なく科11を選択することができます。叶細

については，本便覧に載る学部ごとの「股修の手引と手続き」を参照してください。
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教室番号の見方

教宇番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配岡l叉］等を参名にしてください。

（例） B 1 0 3 

Bは棟番け 1 0 3は教室番り

w 休講

（例） G1 -1 0 1 

G 1は棟番7,} 1 0 1は教室番号

担酋教貝から連絡があり次第，掲ポにより連絡します。また，始業時刻から30分以卜経過し

ても教宇に連絡のない場合は，学部市務喉まで間い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の連行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱い

は， JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意

してください。

v 欠席届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務宇で検印を受けた後，授叢担晋教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓Uに用應してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理巾書を添え保証人連署のうえ，休学頻を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて顧い出ることによって更

に1年，通算 2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除します。

復 学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則としで芹期又は学年の始め 1か月前までに，医師の診断

汎または珊巾内を添え保証人連署のうえ復学頻を学部1i務字に提出し，学艮の昨nJを得なければ

なりません。

また，復学後の科 [l履修等については，学部1i務室の指導を受けてください0

退 学（学則弟40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由停を添え保証人連署

のうえ，退学頻を学部1i務寮に提出し，学長の，I乍可を得なければなりません。

除籍（学廿lj第47条）

授業料及び施設没価費の納人を怠り，＇督促を受けてもなお納人しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

]I・・^‘りな罪廿lにより退学した者が，そのJ[！！fllを解消じ芹業の継続が11J能となった時には，馳い出

により廿［人学を；；い［されることがあります

なお，再人学粕は学年の始め lか月前までに学部 'j1務宇に捉出しなければなりません

転部（学且1J第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月1iijまでに，他部受験許11J願を学部fli務宇に提出し，所

属学部長の咋IIIを得て受験することかできます（）

科目等履修生（学則第54条～弟59条）

本学学部における授業の脱修を希叩する者は，学期又は学年の始め 1か月前までに，科I1等脱

修I・じ受験頻を人試諜に提出し，人学の咋 II」を得なければなりませんc

研究生（学HIJ第60条～第66条）

特殊な研究に従'liしようとする者は，研究生受験願を学部事務室に提出し，人学の叶 IIIを得な

ければなりません

授業料および施設設備費

I 授 業 料

］．年間納人額を前期分および後期分の 2期に分割納人してください：）なお，大学から納人振

込）ll紙が， 4月 H1Jり前期分）および10月 1:1!)（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納人す辰込用紙」を使用してください

2.授業料負担者は，原則として第＾保nl［人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理諜に提出してくださいc

II 施設設備費

鉗年度授業料と 1n)時に納人してください なお，納人振込｝lj紙は「授業料等納人振込用紙J

を使）廿してくださいう

III 事伯により，授業料および施設設備費の納人に支I罪をきたす場合には，「授業料延納願Jを

経理諜に捉出し，相淡してください lll紙は経理諜窓l]に）廿紅してあります。なお，学納金が

未納の場合は， 9]仰亥学期の定期試験を受けられない場合がありますe,

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担甘教且を定め，各担‘li教員が語村にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。，渚村の担‘11教員や詐しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを日的に本部棟 l階にl笈務字があります。、怪我をしたと

き，体の調fが忠いときなど．辿慮なく利用してください，，利）廿する場合は，受付）Ij紙が学生諜

窓LJにありますので，必＇災事坦を品人後，来辛してください＾また，休脂肋， ir,lfll)l]i「も設岡し

てありますので利用してドさい （紀尼井町キャンパス、安房キャンパスはそれぞれ， 2階およ

び l階にあります）。

I 定期健康診断

本学では1-ij清：年 4月（前期入学）と 11月（後期入学）に定期健康診断（内科検診， X線検ft,

身休測定，検I/j{, lfll)[，聴此など）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異

常があった学牛は再検介（日費）が必悛ですっ

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断因の交付ができない！打は胄然ですが，各

種の奨学金の叶I品にも文障をきたしますので指定Hに必ず受診してくださいっ止むを得ない理

由により受診できなかった学牛は，医療機閃で発行される健康診断証町苫を学牛諜に提出して

ください（この場合は白己負担となります） 3

II 辿隔地被扶義者，；II:

医療機関を利用するとき、保倹証が必要となりますので，自宅通学以外の学牛は在学証明苫を

白宅に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたいことなどいろいろ出てきます。

そんなIlかは，あなたの成長のチャンスです，う

ぜひ学生相談室をご利）廿くださし‘°

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家放のことで悩んでいる人がいるJ

・「気分や休調がすぐれないJ

・「怠欲がわかなしヽ」

・「白分のことを知りたい」

・「今の学科が「l分にあってないようだJ

・「進路について「11,iがない」

•「1i故にあった」

・「食銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相，，炎してよいかわからない」

相談したい時は，

＊ 相淡は）！訓l]として f約闘です n 学牛相談字に直接ご連絡ください。
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〒283-8555 T葉県東金rh求名 1番地

城西国院大学 学生相，，炎宇

TEL 0475-53-2067 Email kokoro(ajiu.ac.jp 

女開室時 間

月・水・金耀日： 11時から16時

＊ その他の時間幣； l辰務屯へ相談の 1れし込みをしてくださいし

仮務宋 TEL 0475-55-8899 

責オII淡宰：阪務室隣

責 なお，直油・手紙による相，淡も受け付けています

責 相談については，プライハシーを停屯し秘密を守りますし

奨学制度

奨学制度には，大学独「lの水田焚学牛制度， ［一1本学生支援機構および地Jj自治体等の有英賢金

かあり，それぞれの部署で取り扱っていますc

I 水lIl焚学生制度（学務諜）

学校法人城［国大学創立者水田＾：喜男先牛の脊英の理想を実現するために設けられ，城西日際

大学の建学の精神に且ljり，優秀な学牛の顕彰と，さらなる脊成を ll的として，成粕・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各叩父より 1名，学部においては，各学年・各学科より l

名を選名し，授業料の•部として年額300,000円の焚学金が授与されます。

II 水廿1国際奨学金制度（学務諜）

学校法人城l闊大学剖立者水lll-：喜男先生の育英の珊想を実現するために設けられた水田焚学

生制度とともに，城［fli[叶際大学学牛の国際的な勉学を焚励することを [l的としますし本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，洵外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として500,000円を l：限とし，奨学金が授与されま

す。

皿 独立行政法人日本学生支援機構行仔焚学金（学牛諜）

独＿立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）は独立行政法人日本学生支援機構

法により設立され，優れた学生等であって経済的理由により修学に困難なもののうち，文部科

学省令で定める）森準及びJi法に従い，これに忍定された者に対して行仔されるものです。

学責として貸りする奨学金には，無利息の第一種奨学金と利息付の第―-．種焚学金の二種類

があり，経集は 4月の年 1同となっています。なお，家叶急変等による奨学金必要者について

は，緊急． I心急での 1れ込みを随時受け付けます。

機構が行う焚学金は学生諜で取り扱っており，申込み経集案内等の連絡事項はすべて掲ぷで

行います。 rti込みについての詐細や，家，寸，学）Jなどの lll込み条件等については，直前に説明

会を行いますので，必ずこれに出席して，出願手紬きに不備のないように心かけて卜さい。申

込概要は以下の通りです。



1. 第•種焚学金（無利息）

I 1 行与月額

[l宅通学者： 54,000円

自宅外通学者： 64,000円

（2) 学力

1年牛：高校評定平均が3.5以上

2年牛以lこ：大学における学業成績が1/3以上

2. 第ご種奨学危（イi利息）

11' 貸仔月額

3,5,8,10万円の中から選ぶことができる。
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（薬学部生は10万円を選択した者に限り， 2万円の増額貸与が受けられます。但し，利

息は別途，））

2 利率

利索固定）j式 1.6% 

利半見直し方式 1.0% (5年師に見直し）

（平成20年 1月現在）

1 3，学）J

1年生：出身学校の成績が平均水準以上であること。

2年生：人学における成禎が平均水準であること。

3. 予約採用候補者

f約採用候補者については，人学が指定した期日に，「焚学生採用候補者決定通知」を提

小し・必要事項をインターネットで人力してください。期 Hまでに提ポしないと，資格を失

うことになりますので祖絃してくださいヘ

4. 在学届の提出

高等学校在学中に日本学牛支援機構の焚学牛であった者は，人学後直ちに「在学屈」を学

生諜へ提出してください。提出しないと，大学介学中の奨学金の返還が猶fされません。

5. 焚学金の貸与と返還

奨学金の貸与は，学牛本人の各個人名義銀行lJ/Aj{に日本学’t・＾支援機構から直接振込まれ，

返還は卒業後に禎金lll巫から自動板替となります。

奨学金は[tlからの1:｝『人金と卒業生からの返還金がじたる財源ですc 卒業後の返還金は，後

沿．学牛の焚学金に1盾環述／廿されます,.返屈の義務を呆たして，はじめて奨学金制度が成り立

ちます C)

6. 継続について

1り年 1[III奨学牛としてふさわしいか否かを判断するために，「継紬頻」を提出することに

なっています 9う成紺叶寸良， 凩位小足， さらには索行小良者は、 1予りが倅11上．， または）発 1|•ととな

ることもあります
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w 地）jl'l治休等の焚学危（学生諜）

茨城県，ネhil,'も県雰の各都道府県または市町村の奨学金や交通追児ff災公笠の焚学拿がありま

す。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて経集しないものかありますので，申し

込む場合はいめに各窓lIに間い合わせてください

V 留学生への奨学金 (1"11繁文化教有センター）

外lk]人留学牛に対し， 日本学牛支援機構や平和中島財団等の焚学金があります。躾仏につい

ては，掲ぷで連絡しますので見逃さないようにしてください

住居関係

「I'むから通学できない行は，通学 II［能なところに「イt」を確保しなければなりません 「1U

ばTl：生活を允実させるために大切な条件です 大学では，通学に使利な環燒で勉学条件にかな

ったところを紹介しています 叶'•しくは学生諜に相談してください c

アルバイト

学生は学間に ~1J1 念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルハイトに多くの時間をさ

くことは決して奸ましいことではありません しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ないイl:1iを選びましょうう求人については，学牛諜の掲小板で紹介しております

なお，留学牛については，責格外活動，I'l司Jj[；りの交付を受ける義務がありますし、 19乍しくは，「留

学牛の手引き」を参照して卜さい。

施設・用具使用

本学の体有施設・教辛は． ll詞果授業および諜外活動で使用していますが，廿か間の許す限り 般^

学生にも開放していますC 施設や用具を使用するときは，学生諜で手続をしてください。

拾得・紛失

学内で物品を拾得・紛失したときは，学牛諜に届け出て拾得届．紛失届に必要巾項を叫入して

ください拾得物ぱ芦l嘉で保狩していますので，学生諜にIhし出てくださいc

学内での忘れ物が多いので，持ち物にば必ず，学紐番か氏名を出人してくださいし

6ヶ月を過ぎた拾得物については処分します。

また，許段から盗難防l|：のために，各[Lの持ち物の保竹・管理には t-分注紅してください

学用バス

学生・教職員用に東以・横沢・木更沖・内船橋・條板キャンパス・淋我・大網・成11l•成東・

束金の各駅から大学迄，学）llバスを連行しています。 [i1]数券または利川券がないと東Iドできませ

んので， t；前に購入し釆巾してくださいc 回数券は経理諜窓［]'利用券はA棟 1階ホール自動販

必機でそれぞれ販尤していますし
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城西国際大学 シャトルバス

J R東京駅 所嬰時間 1時間10分 片逍 600円
- -

横浜駅 | ！州加、i梢l
Ill寺11111(）分 1ヤ泊 900PI¥ ＼＼、

. L__  J __R ______ -~ 
1 ・ ------. ____ _._.．．ー・t
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I＇’”̂-紐--―脹キ--•‘‘ャ---ン•ハース―•--• ．I 所要時間

J R蘇我駅 所要時間 45分 ）冒且 200円
- - - -

J R大網”‘．炒駅—-̀7 所笈時間 25分片近 100円

＇ 9J R成束釈 所疫時間 10分）『追 100円

京成成田駅 l 所疫時間 50分片逍 300円

0各駅発大学行き
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2 アクアラインか迎ti11めの場介，横浜行きは1泉則として連hを取りやめ，木吏沖までの連行とな

ります



46 

自動車・オートバイ通学

現在，交通巾故は1ザl.1のように発生し，灼い命か奪われていますシ

1i故により学牛生活や修学に文1硲をきたすだけでなく，場合によっては人牛全てを変えてしま

います 「l 動車・オートハイ通学の場合，何ll••、i^ ・何処で 'Ji故に遭遇するかわかりません(9,li故を

未然に防ぐ為にも自動rド・オートハイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう

なお，やむを得ない1Flijで1]動tli．・オートハイ通学をする者は， ドライハーとしての真任と [I

北を持ち， 'Ji.故の無いよう心掛けて 1‘―さい 車輛通学をする場合は，＇加前に学牛諜への登録か必

要となりますし，登録のない場合は，中での通学を忍めておりませんので，必す登録をするように

してドさい 登録｝廿紙は学生諜窓l]にあります

また，学内への東り人れは禁止です 指定駐巾場（日動巾＝弟 1.第20_)_-]箇所・り行 オー

トバイ＝身}1 の］箇所・無料）に翡｝車する 'liを義務付けます—

大学周辺道路への迅法馬いドは，地域住民の）jに非常に迷惑を掛けることとなりますので絶対に駐車

しないで 1、さい 迎法駐4iが発此した場合．［l動中・オートバイ辿学禁止及び厳屯処間をドします

＝分神について＝ 大学の館内は禁焼です」喫煙する場合は指定の場所ですること。歩きタハコ及び

ポイ拾ては厳禁ですし

諸届

I 住所変更届

本人・弟•保nlE人・第 1ふll：人の住所を変史したときは，所定の）ll紙がありますので出人のう

え，辿やかに学牛諜に届け出てくださいe,

I 保証人変更届

家庭の都合で保llll：人が変わるときは，所定の）廿紙かありますので叫人のうえ，速やかに学生諜

に届け出てくださいし

皿 身上異動届

本籍地・姓名を変史するときは，所定の）廿紙がありますので叫人のうえ，速やかに学生諜にJI廿

け出てくださいc

1V 学生団体設立

学生が‘戸内において1寸l休を設立するときは，学生通則給 8条を参照のうえ学生諜に屈け出てく

ださい。

※本学学生は，入学時に全員「学生個人別カード」を学生諜へ，留学生の場合， /Jflえて「外国人

留学牛登録カード」を心載し l噌祭文化教有センターヘ提出することになっています＇•この提 Il,1

された各カードは，在学中における緊急時の連絡，保nll：ム人方への連絡及び在紐中の牛活指導等

に川いられます。

なお，その述用等については「個人柏恨の保護に関する法作」の規定に廿l]し，取り扱われますし
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また，「住所変更届」等の各種届出用紙や「証明書発行願」等の各種[μ0が用紙についても前出

法律に則し連用されます。

その他

I 大学への氾話による間い合わせ（行t,:f定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には切応じられませんっ必要のあるときは必ず登校のうえ，掲ポにより確認するか市務室窓

L]に間い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の原生援設を目的とする団体に，〈日本学生支援機構〉

があり，奨学援助，保険診療， 1);［牛会館の運営，管理及び外国人留学牛の援助・内外学牛の交

流等の事業を行なっています。

（取扱時間） 平 日 9 : 00-12: 30 13: 00-16: 00 

休 H t曜， 日耀， 祝日，一年未年始

日本学生支援機構

駒場事務所

〒153-8503 東扇都ll黒区駒場 4-5 -29 

〔留学生事業部〕

交流屯業 課合 03-6407-7455
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諸願．届一覧

種 災

休
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退
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”
-
f
"
[
f

‘

‘

、

L

‘

'

類摘
-------------.」..．• ----------- --------．．．．．．．． 

願 1i•Ill が発牛したとき，辿やかに学部1け務‘令

舶
で相談の/・., 手続きすること

崩li 

．．．．．．．．．．． 

やむを得ぬ井l¥＼で投業やふ験を欠I紺したと
届

き

治癒，ll［明汎
麻しん，風しん等の感染祉が治り，

通学するIIか

加、部崩i
．．一

仕 所 変 史 届
本人ぷよ父l:J:，

たとき
.... ・・・--・・-・・・・ 7 ・・-・・・-・-・・・..... 

保，lll．人変史）1廿 保91l]：人か変わるとき
..• t......................... 

1：沢動）川 本紐地沢動・改妍名人かかあったとき
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ． ．  

失 )H I 

1翡
'¾!Ill が発生したとき

）廿1
.........―→.．．．--.. 

枷設・）Il且使）l]崩(!大学の施設・！ll具を使ltlしたしヽ とき
．．．．． ・・・・・・・-・・・・ 

学生団体登録）1廿 褐ぷにより指ぷする（り）］）
．．．．．． 

団休設 I,i.11It• III崩t hill間教員が必要: (11 JJ) 

やむを得ぬ'lt|、1]で，授業料の納人がおくれ

るとき
~ -• --•.... 

技菜料負担打変史）』 授業料負担者が変わるとき
- ------------ ----

川紙配布窓II i 提出先 ！ 

•••—•• --．二；•一•--．．．．．．．．----•＿ー―-•••-------—• ---••こ

学祁'li務字

教学'h務宋

学部'li務寮

教学1i務室
．．．．．．．． 

大学しこ
教 学’ji務芍；

●へ

学名l項務寮
. 教学’li務寮

.. -・- -・ 

第2偲叶人の什所を変史し 学牛諜

教学＇］噂喉

学名I51i務寮

教学1i務‘脊

ク

,; 

2 

ク

ti['11教 li 

（学部ti務寮）
-

i 教 学’ji務寮

（学11:i渫）
．へ• --

学部屯務字
教学1渇宇-- ．．．． 

学生，，児
| 

教学1i務‘卒
．ー•ー・・

I ク

i // 

ク•

．． 

ク

...．、

経 岬諜

教学'Ji務字
・・ 、

ク

ク

ク

●ー・ ．． 

ク

経 則諜

教学'li務辛
一一

ウ ク

学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は関辿法令に叫載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる c

弟 2条 学生は人学前に提出した個人調介梨・学牛個人別カードの叫載'.li唄（住所・直誼番りな

ど）に変史があったときは，そのつど速やかに学牛諜に届け出なければならない

第 3条 学生ば和l詞正の交付を受け，必ずこれを批幣し，本学教職員より捉ぷを求められた場合

は，いつでもこれを捉ぷしなけれはならない

2 学生』「は人学時に交付する

3 学生，，止を紛失したときは， II¥：ちに学生諜に屈け出てIり発行を受けなければならない。
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4 学牛詞［の所持賽格を失ったときは， ll!［ちにこれを返納しなければならない-

第4条 加条規定の他，学校法人城l！り大学東皐紀）心井町キャンパスでの授業，諜外活動その他の

ため人館する場合，必ず学生，］止を入り llにて捉不し，別に定める様式のネックストラッ

プを）廿いて，確認、し易い位悩に‘常に着装しなければならない、）

第5条 学生は，鉦年 1[l1.1本学施行の健康診断を受けなければならない。

第6条 学牛はその本分を 1.9.j立し，社公的な規則・マナーを遵‘、『すること。他の人に対する暴

)J行為．迷惑行幻・セクシュアルハラスメントなどは決して咋されない行為である勺ま

た，これらの行幼を [l撃した1笠ドには速やかに学生部，学生諜へlllし出ること 3

第7条 学生が，交通手段として 1'」動IドをIllいる場合，学牛部に登録することによりそれを認め

る。その場合，指定の翡いlt場に駐Iltする巾を義務付けるッ

2 学生が19.1動車にで学内に乗り人れることを禁ずる。但し，特別な事帖により学内への乗

り人れを希沼する場合，学生部を経て施設狩坪者の昨u」を得なければならない。

3 [l,1頃」を受けた学牛．．が，学内に駐車する場合，施設竹J用者より発行された学内進入昨叫止

を， II［内の確認し易い位i性に常に提ぷしなければならない

4 ,;,I可期間を過ぎた場合は， ltいちにこれを返納しなければならない。

第8条 学牛．が学内で［寸j休を結成しようとするときは，代表者と顧間教員（本学専仔教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および狐間教員が連冴・抑I]］をもっで学生i鳴長を経て学

長の昨IITを得なければならないっ

2 ,1乍II［された団体は，絢年 5月よ日までに所定の団体名節及び連絡網を学It部長に提出し

なければならない 提出のないときは解骰したものとみなす

第9条 本学は、多様な文化的背贔を持つ学生が[U:界各地から集まっている国1際大学である．うし

たがって，本学において，特定の政治的・，思想的および富教的活動をしてはならない）

また，政治的・息想的およびぷ教的l・ll休と認められるものを組織してはならないc なお

かつ，学外においても，大学名を使川してlぃj様の活動をしたり 1J1イ本を組織してはならな

し、）

第10条 ‘‘和1:．団体が学外1寸］休に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

休活動をしようとするときは，代』叶者及び凱間教員の連粋 ・.j1|l[|lをもって学牛部長を経

て学長の咋rりを得なければならなし‘

第11条 学化が学内において集公をIll」こうとするときは，代衣者はその 7I]前までに所定の様式

に従し＼その 111月・使J1l しようとする施設•その他必裳'l』l を，心IKの 1•^，学'l噌I；長に頓

い出て lI1|•1りを得なければならない なお，集会の終 J’後その結呆について学4着I;」こに恨

；りするものとする

2 1)ij項の集会は｀午1lfi9 IIかから『後｀:iII・、『までの間とする

第12条 学Itが学内外において文内の配布及び褐小をするときはその立任者氏名を心載した文

rりを捉ぶし， 1リi定のぶド式に従し惰'.lj着I；にの叶 lりを得なければならない

2 1iij項の掲がは，本学所定の掲小板に掲小するものとし．その褐ぷ期間は 1週間以内とす
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るし

第13条 学生か学内において募金活動， lIt論調在，署名運動，投票及び寄付経集などの行為をし

ようとするときは，本学教職員をもってする貨任者より，あらかじめ学生部長を経て学

長の昨lljを得なければならない。

2 訓瑣に定める行為の責任者は，その行為実施に関してば‘f:It部長の指ポに従うとともに

その結果を報告しなければならない。

3 第 1瑣に定める行為は，本学教職員及び学It以外の者を含むときには，その行為の＾切

を繁ずるし

第14条 学生が，学生通則あるいは学内語規則に追背したと認められるときは，学則弟68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいば学内諸規則に追背したと品

められるときは，活動停化または解散を命ずる。

付則

この規則は平成 6年4月1日から施行する。

この改正は平成11年7月1日から施行する。

この改正は平成17年4月1日から施行する。
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各種証明書

"]［明内センターは，本部棟 l 階'li務宇内の学＿9l-：』に i付き，各和[1nl［明，りの受付•発行を収り扱っ

ています 発行する，，正明，りの種類と手放料については，次貞の「ー81し明翡発行舟i」を参照してく

ださい

また，紀）．じ）l町キャンハス及び安）ルキャンパスの学生は，教学'li務字が窓11になりますし

証明書の申し込みおよび発行について

1. 学生，』を使）廿して，ill:明内自動発行機（収扱時間：年よ年始および日附，祝祭 IIを除く 9:00

~17:00)で所定の採作をしてください

2.,i1［明，1［は且l]時発行されます

3. ，此明，りの柿類によっては，＂！「明青センター及び各教学 ・Ji:務字窓l]で申し込みし， l!llll発行で

きない，，l［明，りもありますので注怠してください

4. nll：明，・りのイi効期間は 3ヶ月です

5.',じ油および郵送による,1]［明，片の巾込みは，原則として受け付けません；

6. 学生証は ICカードなので折り Illlげたり，磁気の傍に近づけないでください（、

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1. 哨島l［は，片道の区間内において， 100kmを超え，帰省方で利lljする場合に使用するこ

とかできますC (JR各社のみ）

なお， 8名以tのl・t]休で旅行する場合は， I寸l休割引が利用できます

2. 学割nl［は， 1 [1 ljの父付で 2枚までとなっています （国1-，交通省規定）

3. 他人名義のものや叫人 1i坦を勝f•に内き換えて使用すると，本人が処闊されることはもち

ろん，大学令1本の学割l]J［発行1卒止処分を受けることになりますので，使用には注江してくだ

さい（）

通学定期について

閲 liの通学定期は，最岱の定期炸発ヽ）し駅の窓11に学生11l卜と翡紹に捉ぷし，購人してくださいし，

なお，通学定期乗車券購人J[}|j11正明，I}は，人‘ヽ 戸時に学生ill［と ＾緒に交付します（

その後，卒業まで自己竹理となります．

ただし，ハスの場合は，通学11!［明，り (II!［明，1｝センター窓ll発行）を沿えて購人してください

なお，什所変史をした場合，｛l＿所変史）Iti と•緒に通学定期乗車券購人廉）lj"止明，りを捉出してく

ださい。 1，止明因に新住所を心人し，抑印しますe
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証明書発行一覧

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学 ril]：明甚 200円 即llか

J皮紺l~iE 明 ；1t ， ク ク

： 
-- l 

ー•• t -••”^ ••-．一、．．---- 自動発行機

卒栗（見込）証明書： ク ク

-- -•- --•-•-•-. ! 

健康診断証町書→ [ ク ク

I 

孝父 1r践l史］イ系証明．ー内 ク 3H後 学牛諜・教学市務室
， ― - ---~-----~---—•-- -__________ _____,; 
I '  
l 

ん•

＇ 
福祉閃係，址明 l]／]―• ク

焚学金受給証明書 ク ク

--”• 

推肪書（進学川）
----i 

推肪青（就職Jリ）□／―ロ ！ ク

―--- - ----、- -

調在苫（進学用）

ク

ク

i

e

―
ー
，

9
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1
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文

ク

lI

英

学

学

7日後

路線バス定期券購 ： 

人用通学証IIJ]，t}
•-·-------•·-·---· 

通学定期乗車券！構
入Jk)lj乱［明翡

ク

ク

ク

，，， i 学生諜窓口
| t ~• v ● ^‘へ‘--....—• ● ●●---• ● ● ●●—•一•- ---• ---

3 11後

3日後
ヽヽ~ ッ ～ 』

31]後

就職諜

学牛諜・教学＇廿務室

ク

ク

即11か ！ 「l動発行機
-------L-~--—-——-------

2 11後！
ク

• (3日後） I学咋諜・教学'li務室

ク ----- 2日後＿＿ ___]— -ーク ＿ 

: (3 11後）
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将来のみちしるべ
（キャリア形成・就職センター）
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将来のみちしるべ

諸村の将来に大きな紅義をもつ［進路の選択」につし、て，適切な助， iと指導を行なうとともに，

就戦に役立つ各柿責格の取得をサポートするのが「キャリア形成・就職センター」です 各柿脊

格収得溝I巫を 1}}］1化していますので， i'I分の将来の進路に参ぢになるものを選ひ柏仰的に受溝して

ドさい また，キャリア形成・就戦センターには責格収得のための「キャリアアソプルーム」を

D棟 2階に設附しています 各神の教材や間題集か川、心、されておりますので，せひ活）llしてくだ

さし‘し、

大学llが代に何かひとつでも責格を収得したり特技を身につけることは大切なことです TOEIC, 

マイクロソフトオフィススペシャリスト，ホームヘルパーなどの責格にも積極的に挑戦しましょ

ぅし，

1年4：ム・ 2年生にとっては遠い先のことのように息えるかもしれませんが，就職は決上して卒業

学年になってから名えれはよいというものではありません〈人学時から，将＾来の進路について真

剣に名えることが大切です 以 l汀こ辿べるような’li柏を卜加こ‘il心をして，キャリア形成・就職

センターで行なう滸行1iには積極的に参加するよう心がけてください

キャリア形成・就職センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導}j針を立

案し，全学年を対象とした各神責格収得溝14位の実施に始まり， 3年生に対しては先ず就職適l’!［検

介を実施しまず 3年次の 7月から就職ガイダンス，就職 11式験対巖溝凰公務員試験対策溝凰

個別IHii妥指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指導をおこないます さらに，就織希望者に

は，インターネットや就職図内コーナー，企業個別ファイル笠を利）｝］し， 卜分な情報を手に人れ

ることか出来るようになっていますへ

よりよき社会人になるために 4年間を悔いのないように過して l‘ さ^い 進路について相淡した

いことがありましたら，キャリア形成・就職センターをいつでも功間してくださいし

主な行事予定

］．各種責格収得晶I恨

2. 就職ガイダンス

3. 就職適性検介

4. 進路登録票提出

5. 就職準備セミナー

6. 就職式験対象溝I巫

7. 公務員試験対策，溝j.I巫

8. 企業・柴学・怖祉施設就職i(li，淡公

9. 航喉・旅行業界受験対策溝J巫

（各学年，年間を通じて）

（各学年 4月： 3年次 7月～ 1月）

(1年次 4月： 3年次 9月）

(3年次10月）

(3｛ド汐<l0}j~ 2 }]） 

( 3 イ「~：クく 8 JJ~l2Jl) 

( 3 什：．：クく 8 JJ ~ 4 Jj ) 

(3年次 2月）

(3 イ「~汐<9JJ~3}J)

※ 叶細は褐小により連絡しますc
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図 書 館
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水川記念図書館

図翡館は知識の‘韮庫ですC l'又I.［りや雑必をはじめとして， CD-ROM, ビデオテープ等大学での

学習，教育，研究に必災な費料を収飢して利用に供しており，現在，約20万冊の蔵書がありま

す。

そして，それらの責料を利lllする快適な環壕と最祈の設備を東各えています

平成13年度間館した祈図書館は，情報図古館的機能の充実を図るためメデイア・ラウンジを設

け，インターネットによる伯報収飢や， CD-ROMデータベースの検索に対応；するパソコンを

多数配附していますへまた，ビデオテープ， DVD, CDなどを利用するための機悩を多数配備し

た視聴此コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の允実を図るためグループ学習室や閲

見ブースを設けています（

1. 図書館の利用にあたって

（l 利用責格学It，教職且，その他l叉l翡館長がn'1：II-［した者

(2 人館手紬学fl汀l［を「I，1動人館ゲート」に烙し込み人館します

(3; 廿｝］直fiIl-i liij 9 : 30~ 20 : 00 (l灌TlEl 9:30-17:00) 

(4-1 休 館 ll 日曜廿，国民の祝［］に関する法律に定める休ll,本学剖立心念ll (4月281]),

紆月の第 1月耀「l（館内整雖日），春期・夏期・冬期休業巾の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります。）

2.館外貸出

図汎館の脊料は，とくに定める責料（買重図書，参考図悶，視聴謡資料，特別指定図書，カII除

式質料，祈間，雑誌の最新り，その他図書館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利

川することかできますc

(1) 代出（l叉l,l})の冊数および期間

学部学生，研究生，科日等殻修州…•• 3冊， 1週間以内 (1?II＼・返却llを含めて 8日間）

大学院生•・ • • ・ ・ ・ •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ·····10冊， 1か月以内

(2) 箕出の手紬

貸出を希望する図内と学II漏j}を受付カウンターヘ提出するか，［］動貸出返却機で手続きを

行ってください。

(3) 返却

貸出を受けた1叉l内は，返却期限内に受付カウンターに返却するか， l]動竹出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所にiti:いてください。また，ブックポストにも返却できます（図書

館正面人LI, I叉1}｝館棟1i務窄人[」)。
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(4) 行出期間の延長

図書を引紬き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘl叉l翡を持参し手続きをして

ください。 i予11¥f約されている場合を除き， 1 lil]に限り延長できますっ

,.5! 行Il'1 に関する注怠'.lf•項

•[｛芍出を受けた図閃を他人に転貸することはできませんc

望，図書を破損，紛失した場合は弁附していただきます。

3＼返却期限を過ぎても返却していない図苫がある場合は，新たな代1liを受けることはできま

せん。

3. 図書館利用上の注意

図書館の利用については，職員の指ホに従い，特に次のF項については厳守してください。

i1！ 図翡館の資料および機器は大切に扱ってください。

12! 館内では静消を保ち，また飲食はしないでください。館内は禁帷です。

i3： 館内でのゲーム (PCゲームを含む）を禁1]：します。

14! 館内では携帝屯話は使）llしないでください。

15! 館内で，許IIIなく集会，印刷物の配布，貼紙，写真搬影等を行わないでください。

〇 所持品の骨坪は各自で責任を持ち，買重品は常に携幣してください。

I 7! その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に快んでください。
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情報科学研究センター利用案内

帖報科学研究センター（以ド『閏恨センター」としヽう）では，研究教有活動の＇伯報化， ネット

ワーク化， 1k]l繁化を柏仰的にifi：進しています すべての教字と研究字に伯恨コンセントを配附し

ていますので，学牛と教職且は3000を超える柏報コンセント（無線 LANを含む）から直［メー

ル， ¥VWW, データベースなとのサービスを自由に利川することかできます、、また，伯報センタ

ーでは国家試験に関する溝附を令llhiするなど，学生のキャリア形成にも貞献していますし

1.設備

11 パソコン戊附教‘脊

／ゞ ソコン教‘.L；'1 (c¥ 204) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・自習屯

編集辛 1 (A 209) ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •セミナー寮

／ゞソコン教辛 3 (A 2 l l) ．．．．.．．．．．．．．.．．．.．．.．.．.．．．．•セミナー宰

／ゞソコン教宇 4 (B 206) ．．．．．．．．．．．．.．.．.．...．．．．.．・ ・ •演宵字

/¥ソコン教窄 5 (B 207)................ ・.. ・..........演胄寮

メデイア・コミュニケーションセンター 3……セミナー窄

12 ノートパソコン対応教‘脊

A202,¥203 :-¥210 B303 B310 C2-l05 

Gl-101 Gl-102 Gl-302 G3-311 

(31 その他

スタジオ・調東名古{ (:¥206) 

リニア編集宇 (,:¥207, 208) 

2. 主なソフトウェア

MS -Office, macromedia STUDIO MX, [ I本泊糾版ソフト Eftelcomp, 

Adobe Design Collection, Adobe Premiere Pro 2.0, ArcVie,Y 

3. 利用にあたって

(l ! 「孔l直fi廿がl[U 9 : 00~17 : 00 

し2 休館 II 111附ll,［k]民の祝I!に関する法律に定める休l.l,4叫哨IJ立晶念日 (4月28H),

春期・夏期・冬期休業中の•定期間（その他臨時に休館することがあります））

4. 利用上の注意

11 パソコン教宇は飲食厳禁です（持ち込みも小 IIJ―)し

(2! 教寮内のパソコンはファイルを保{fできない設定です ファイルを保存・するには， CD-

R/RW, じSBメモリ，フロッピーデイスク等を各l]でjtl息してください

噂 批骨怜じ，店の利川を禁止します

14! A201 Iスタシオ）およびB206, B207パソコン教窄の目動扉は， liか間管理していますu

授業間始時10分前にI}fl錠，授業終r時間10分後に施錠されますc

(5! A204パソコン教室の人退室には学牛』が必災ですe
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{6’I 連絡直項涼ば情報センター前の掲ポ板で案内します。

，，「 その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教字にIM]する秩序等については， ‘II『恨

センター職員および学Iトサポーターの指ぷに従ってください

18 ノート刑パソコンは高価な枯密機悩です 紛失や収り扱いには注紅してください。

5. インターネットの利用

教室内のパソコンは＾部を除きインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧

や‘9じfメールの利用が可能です＾また，学牛ホールや図甚館，ネットラウンジには，佑恨コンセ

ントや這源コンセントが設置されていますので， ノートパソコンを接紬してインターネットを利

用することができます0 利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラブルに咎き込

まれたときには，教職員またば情報センターに屈けてください）

人学は，教脊・研究，学術H的でインターネットに接続していますc 節度ある利川を心がけて

ください。

大学内でのチャットの使Jl1は膨大なトラフィック（情報．：it)が発生し，教行・ {i)［究に支障をき

たすため，禁止しています

詳細は「城両国際）ゞ学学内ネットワーク利用悲準」等 (64ページ～）に掲載しています。

6. 電子メールアドレスの取得

虚fメールアドレスは学科オリエンテーション，コンピュータを使用する授業窟で取得するこ

とができます。その他の希望者は「ネ、J トワーク利川資格溝習会」を受溝し，所定の手紬きを経

て取得してください勺メールフォルダの容械は400MB, メール 1通あたりの送受い容贔は10MB

です，

アドレス収得後パスワードを忘れた場合， 1打報センターで「パスワード変史叶I,ij'いをしてくださ

し‘'こ

7. プリントアウト（印刷）について

レポート捉出時期は混雑がf想されます）時間に余裕をもって利）ijしてください。

紙は買重な森林責源です、，“［|J屈llプレビュー＂などを利｝ ljし． I：llil]1]は最小限にお頻いします。

カラー印刷ぱ伯恨センター内のカラープリンターを利）llしてくださいカラー印崩はイi料で，コ

ピーカードをJlj邸してくださいっ

8.講習会

伯恨センターでは， 1人でも多くの学I卜.にコンピュータの知晶および利川技術を修得してもら

うために溝胄会をl)tli忙しています

9. 学生サポート制度

コンピュータを使川する授業において，教員の補助をする学牛サポート [Ilij度を導人していま

す 叶しくばlfi恨センターヘお間い合わせください

10. 大学推奨ノートパ‘ノコンの修理について

伯骰センター窓l]にて大学拙奨ノートパソコンの修則受付をおこなっています 破担させてし

まったり故障と息われるときは，本体を付j恨センターまで特参してください 状況によってはメ

ーカー修則（イifi’iもある）となります 修則期間中は代杯機を行し出しますが，それ以外の行し

出しはできません，
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城洒国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第 1条 この）よ礼tは，城l}り[K]際人学学内ネソトワーク竹則・述！ll規程第 8条に）よづき，学内ネッ

トワークの利用に関し，必災な'li唄を定めるものとする

(:flJ JIJ 11的）

第 2条 学内ネットワークは本学における教有・研究に1月する活動の批迎及び向 l：を図ることを

II的として利JIJされなければならなし‘

（利）jJ可能者）

第 3条 学内ネットワークに機器を抜統し，利川できる者は次の区分によるや

(1 本学教職員

(2 本学学生（留学生別科を含む）及び大学院It

¥3 柏報科学研究センター（以 I‘̂『lfi恨センター」という） I祈長か適‘りと，忍めた者

（接続「紬き）

約4条 学内ネットワークに按紬し，利）jJしようとする場合は，あらかじめ↑h恨センター所長に

申泊し，摩沿を受けなければならなし‘、

2 オ姐続叶lrli]及び接続手紬きに閃する裳禎は，次の各りによるし

I 11 扱紬ItIし込み

学内ネソトワークヘの抜紬は，＇情恨センター所定の 1|l込9打を捉出して行うものとするし lk

晶を受けた 1i•項を変更するときは，変更する時効についても 1nj様とする

(2 桜紬のlf爛'i

恰報センターは，学内ネットワークヘの按続が適‘11と忍めた場合，これを水晶し，必要な

手紬きを行うし＂

(3; 按統の拒絶

柏報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの扱続と利）llを水ぷしないことがある

ア りi込悶に，故瓜に1拮偽の'li丈を叫載したときし

イ 利用者が，本学または第＾：者のい）llを毀担するおそれかある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき

（禾IJj廿JI：ク見長）

弟5条 学内ネットワークに利｝IJおよび利用形態に閃する要領は，次の各りによるし

（l, 利JlJ者の連絡義務
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利ll]者は，情報センターのネットワーク機器に故間が牛じたときは，直ちにその旨を情報

センターに通知する方

,-2' 利用の制限情報

センターは，天災・事変その他の非常惧態が発lj一ー・：するか， もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利用を制限する拮骰をとることがある。

13 ! 利用の中止

情報センターは，次に掲げる汎由があるときは，学内ネットワークの利用を中止すること

がある。

ア 情報センターの通信設備の保守またはエ惰のためやむを得ないとき。

イ 情報センターが設i罰する通伍設備の［第古方のやむを得ない屯由があるとき。

4！ 利用の停止，登録抹消

ア 情報センターは上項i21(3の事情以外に，利用者が城西国際大学学内ネットワーク利用

某準第 6条に該渭し，及び利用ガイド（帖報倫理規程）にある違反行為を行った者に

対して， ’-1-i-前に事梢を聴取したうえで，学内ネットワークの利用を停l卜^し，または登

録の林消を行うことができる ただし，緊急を要し，事前に聴収することができない

場合は，この限りではない。

イ 利｝廿者が，著しく日本lt]内の法令・閃係各国の法令・条例に抵触する行為を行った場

合には，学Itの場合ば芹生部長に，それ以外の場合は所属長に対し，事実を辿やかに

恨店しなければならなし＼

ウ 報；irを受けた各部署は，学則に基づく処分の要否，または既に講じられた措置の解除

の要否を審議しなければならない。

工 学Itは，退学・除籍・卒業と f,ij時に登録を抹消する。進学した場合には，祈たに接続

のIf1し込みをしなければならないC 教職員は『続きにより，退職後も定められた期間

内のみ，転送サービスを利川することができる 0

（遥‘、『'-li•項）

第6条 学内ネットワーク利川者はその利｝ll に ‘I1 たっては，次に掲げる事•項を遥守しなければな

らなし、2

i] I 教脊・研究及びその支援の Ii的以外に利｝廿しない，

し2 、1沈利を ll的とした行似またはその準備を 1-l的としたれ為に利lIlしない。

(31 第：．者の枠：利•財叫'~.プライバシーに担，_，i;: をりえる行為に利）廿しないJ

，4} 公序良俗に反する行為に利1|jしない

15 犯罪的行為， または犯罪的行為に結びつく行1，りに利｝廿しない。

¥(ii ヽ、戸内ネットワークの述｝廿を肋げる行幻

171 法令に迩／又する，または迎反するおそれのある行為をしない。

8 その他，城印噌祭jく学学内ネットワーク利｝廿ガイド (‘|[i恨倫岬規程）に定められた本学が
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小適切と判断する行凶りをしない または行為に利）廿しない

（免立）

第7条 情報センター及び学内ネットワーク行理者は，学内ネットワークによるサービスの捉供

の迎延もしくは中駈によって，または捉供されだ情報に関連して生じたすli内に対し， ＾切の賠償

責任を負わないし

附且lj

この基準は，平成16年1月1日より施行する。
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城西国際大学 Webページ符理・運用規程

（趣旨）

第 1条 この規程は城西国際大学学内ネットワーク秤坪・運Jij規程第8条に基づき，学内の

WWWサーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第2条 本学の Webページの管理・迎常に関し，必要な事項ば情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究貝会議Jという）において審議・決定される。

膚坪機閃）

第 3条 本学の WWWサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」

という）が狩理する。

(WWWサーバーの利用可能者）

第4条 本学の各WWWの各サーバーのディレクトリー領域の貸り可能者は以下のとおりとする。

本学の学科・各センター・各事務部署と第 2条の研究且会議が適当と認めた［寸1イ本、本学教職

員，情報教育担‘11教貝，授業に活用する教員，大学院学生，学牛および学生l,li休、う

(Webページ公間手続き）

第 5条 第4条に掲げられた各部署・団体が Webページを公開する際は，責任者及び作成すFl背

者をおき，情報センター所定の ll]nlり内を提出しなければならない。

噴任者）

節6条 Webページの記事内容は節5条においてrt]晶を行った各頁任者が頁任を負う。

（禁止併瑣）

第 7条 本学 Webページの内容については，研究・教行活動，または広報活動に沿ったものに

限り，公序良俗に反するもの， 1m業活動，政治活動及び京教活動を IJ的とするものは禁止する。

他人の杓作権， 肖像権を1必‘；りする行朽，また，個人及び糾織等の権利利益を佼古する行為，ま

たは佼古するおそれのある行幻を禁止する、うその他，城l}り[KII際大学学内ネソトワーク利J1Jガイド

('lfi報倫j用規程）に定められた本学がが適切と判断する行為を禁止する f

（改善通知及び公開中ll:）

第8条 本学 Webページから公I開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する
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ものと研究且公議がj'IJ断したときは，柏報を公間した者に対して，改善通知を行うとともに，帖

報の公間を中止する｝酎筏をとることができるし

（その他）

第 9条 その他，本学 Webペーシの管坪・述）IJに関して必裳な 'li・瑣は研究員会，！んが定めること

かできる C,

附則

この規程は平成16年1月1Hより施行する c
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城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）

（趣旨）

1 城西I叶際大学学内ネットワークの利用は，教育・研究の支援，またその発展と lrjJ上を 17的と

しているっ利用者は本学の建学の枯神に枯づき，品位を保ちネ［会の＾貝としての「l立を持っ

てネットワークを利用しなければならないc この利用ガイド（情報倫岬規禾兄）はネットワー

ク設備の利川に関する1i項をまとめたものである c

（利用 l”．の遵守直項）

2 城西国際大学学内ネットワーク利用基準第3条に定められている学内ネットワーク利用可能

者は，本ガイドラインを則解したうえで利用しなければならないc

3 上述利用III能者の 2に定められている本学学生は，本ガイドラインに甚づいたネットワーク

利用責格試験に合格し，利用責格を取得しなければならないc

4 ネットワークの利J[lに1際しては，伯恨科学研究センター（以ド「情報センター」という）の

指不に従わなければならない。

（利用）：の守るべきルール）

5 学内ネットワークを利用する際には最低限以下に掲げる事項を守らなければならない。

＜翡翡について＞

利用者はネットワークの利）IJを叶1晶する際には以下の1i項を守らなければならない。

11 利）ll者は，責格取得後は仝ての利用行為に関して令五任を負う。

12 虚偽または-^爪の利川脊格を 1れ清してはならない。

131 他の利川者と利用責格を共イiしてはならない。但し，円滑な情報の共打をn的としたメー

リングリスト作成を 111,＂＼する場合はこの限りではない可メーリングリスト作成を希咆する

団休ば11直センターの所定の利lijliIllli }りを提出しなければならない＼

く学内伯恨機悩の使用に関して＞

(_ 1 I 学内の情恨機悩・設価を使Il]する際は，定める利J廿時間内に限られる。

(21 ヽ、戸内の情報機悩設置教字は飲食ず、『込禁l|̂．である万

く利Jllについて禁lt'.li瑣＞

学内ネソトワークの利Jjjは利Ji]）よ洲第 2条にあるように．教ff・研究を II的としているっ従っ

て．以ドに褐げる行為は行ってはならない
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11 ハーチャル企業やハーチャル・モール亦の党利目的での利）ll

(2, SOHO等の日悩業のための利）ll

(3 研究活動に閃係のないゲーム，その他平に娯楽のためだけの利川

(4! 政治活動・富教活動の i附及活動のためだけの利）ll

15 インターネソトを利）llしたギャンブルやねずみ講などへの利）廿

16) ‘ノフトウェアの迩法コピーのための利）ll

以ドに掲げる行為は学内ネットワークの述付を妨げるものであるので，遵守しなけれはならな

しヽ。

(7 ネットワークの賢源 (19-l符時間，ハードデイスク使）ll:t-｛．通1,-，時間）を）＜州に泊費し紬け

るような行為によって他の利用者の利Illを妨古してはならない

映像や乳深竺窄の大惜のデータのダウンロートする際には注紅しなくてはならない C.

迩法なダウンロードは梵止されている

18！ 事前の[,ij怠なしに，他の利用者か保介するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない

（9) ネットワーク及びユーザーのパスワートの解成を試みてはならない

110, システムファイルを複製・削除・改変してはならない

(lli リモートシステムヘの杵限外のアクセスを試みてはならない

112 コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原［人］となる有＇甚プログラムまたはデー

タを作成したり，故怠に学内ネットワークに持ち込んだりしないc

<'1じfメールの利）ljについて＞

(1 発｛丘された軍fメールは，その発伯者がすべての責任を負う

12! ‘1じfメールを偽造してはならない

¥3 他の利用者の‘rじfメールを咋［I[なく』［み，削除・複製・変造または公l}flしてはならない

(41 チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の慮fメール，

脅追的な‘fufメール，イく確かな，社会通念に反する内容の軍 fメールを発いしてはならな

し、

15 ‘酋利 [l的のメッセージを発｛ばしてはならないしへ

(6 求められていないメールや迷惑となる這 f メールを発イ丘してはならない—

17 機密を裳するメッセージを送1,1するときはデジタル署名，その他，公に水，忍されだ心［旧lt

明を用い，賠り化して送いするように努めるなど， 卜分に ii〗:、なしなければならないし

18) パスワードはメモしたり，友人と共イi したりすることなく 1—'j 己管理し，定期的に変史しな

ければならなし＼］
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く法fItl：の繁l 卜^ili•項＞

i} I 他人の許作権，その他商標権などの権利を侵古する行為，または1必害するおそれのある行

為を行ってはならないc

12 他人の財飴・プライバシーを侵‘甚する行為，または侵‘Li［するおそれのある行為を行っては

ならない。

13 他人の名脊を毀担するようなは「謗中傷を行ってはならない。

l4 第．：者の特作物であるファイルやデータの引用・参照するときは署作権法の規定及び公正

な恨行に従わなければならないc

5 わいせつな文苫，両像その他のものを頒布してはいけないc

16, r蘭業lili予楽 CD・DVD-^ 合を許可なしに複製し，その複製物を背利 ll的に頒布してはなら

ないc

17 コンピュータを破壊したり，不圧の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

181 コンピュータに不正の指令を廿えるなどして，コンピュータを誤竹動させ，不正の利益を

得てはならない。

くその他＞

学内 WWWサーバーの利用， Webページ秤理・運川規程は別に定めるが，遵守すべき行為，禁

止される行為はじ項と 1n]様である。

附則

この規程は， 平成16年 1月1日から施行する。
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JEAP（城西国際大学湘外教育プログラム）

I.留学

JEAP = Josai (International) Education 1'1.broad Program (JJ戊l}り1Kl際）ゞ 学海タト孝文ffプログラ

ム）は， IKl際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学制度

ですし

その）II.,:本）j針は，休学せずに在学のままで、姉妹校であるカリフォルニア）く‘]を（じCR) やカ

モーソン大学 (CC) セントメアリーズ大学 (S:'vlU) ，首都師範大学 (C~U) および真罪大学

(AU) などに留学（期間は， 6か月， 8か月， 1年）し．本学を 4年間で卒業できることです

とくに UCRでは， fltJJ大学間の協定にもとづいて本学の学生のために特別のカリキュラムを糾ん

でおり，さらに， JCR(Josai Center in Riverside) に‘常肌する ResidentDirectorが→人ひとり

の留学生の学習・研究と牛活の両l(1iについてアドヴァイスを行い，特さんの留学牛活が円滑に送

られるような休制を杷えています(,

またじCRとlil]様に本学と提携閃係を結んでいる，カナダのカモーソン・カレッジ (CC) との

JEAP協定も，じCRとInlしように柩備されつつありますし

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以 l：在学していること。つまり，留学は 2年次以降に行う c

(2) 単年次配‘I➔科日の単位を収得していること 例えば， 2年次で留学する場合には， 1年

次 配‘11科IIの岨位を取得していること c

(3! 留学It活が可能な英晶能力を修得していることし

留学牛活を実り多いものにするには TOEIC400)丸以上の英晶能力をもっていることか望

ましいので，必要に応じて国際文化教ffセンターのエクステンション溝／Aドを受溝するなど

して能）Jアップに努めること

【注]TOEIC (Test of English for International Communication) は， Ill:界約60ヶ国で実

施されている英晶によるコミュニケーション能力を測るテストですc

2. 留学中の授業等

(1) JCR (Josai Center in Riverside) のカリキュラム（じCRのみ）

・JCRの本学教員による講義・ゼミ等＾＾

・ UCRのIntensiveEnglish （じCR・エクステンション学部による「外l玉l人のための品

学」プログラム）。

・じCR学部の授業の脱修 (1, 2 科目科）虹英，J｛i•カの条件あり） c



(2) JCRの課外プログラム

・ UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・ UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受溝。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学っ

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

3. 単位の取得と認定

JE,¥P 77 

JCRのカリキュラムおよびUCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科日と凩位

が， 1年間で最閥30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCR, CCならびに SMUは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立していま

すc その斡旋によって留学牛＿ ＾人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一→員としてアメリ

カ，あるいはカナダの人々の日常牛活を体験するこができますし費用には，術泊，兵費が含

まれています。

5. 寮

CNU, AUでは，大学寮での生活となります。

6．費用

本学への授業料他，留学先人学の授業料，渡航費，滞在費，保険代等がかかります。為替

レートや品条件の変化により， 1サ年金額が変わりますので詮しくは， l吋際文化教脊センター

にお間い合わせくださいこ

II. 交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校での 6か月～ 1年を期間として交換留学生として派追され

る制度があります。

くわしい内容は日際文化教脊センターにお間い合せドさい方

III. サマー・セミナー

留学までは名えていないけれども，英晶研修と 1rij時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ

リカの人地に立ってみたい人のために，以期休暇中に CC・ UCR ・ SMじにおいてサマー・セミ

ナーを開きます，また，スペインのバルセロナ「1治大学でのスペイン，翡研修，韓lKIの東西大学，

建I湯人学での韓IKI,，｛t研修，北嵐の('［都師範大学での中1叱轟価修のコースがあります セミナーの

期間は， 2週間から 1か月間とコースによって沢なります

各コースとも， プロクラムの内容に特徴があるので， ［1分の ll[Iりにかなうコースを選ぶことが
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屯裳です ，沿しくは，オリエンテーションに出If心して1ltlいてください

どのコースに参加する場合も，／iff修効果を翡めるために． JEAP関連科 llから］科 II (2屯

位）を，サマー・セミナーに先立って股修しておくことか沼ましい。

w．卒業後プログラム

4年で， JIじを卒業したあと， JL¥Pでの留学を希沼する学生のためのプログラムも）lj)立され

ているし卒業後の人’じ贔lに情学を糾み人れたい学生は， 11,.)1緊センターに相談すること

〔留学に向けての履修について〕

JE入Pでの留学効釆をより r'，ばめるために，留学を希望する学4は特に次のことにii位、して／復修

登録をすることが沼ましい-

1. 1年次必修の災晶 Iふ災晶 IBぱ必ず］年次中に股修し，合格しておくこと（．

2. 災会店 Iを履修しておくことが咆ましい

3. Reading & Writingおよひ Speaking& Listeningなどは学科設定の必修科llなどのI役

修に1硲古かないことを確かめてから）役修することし

汁 l 上のり［公，/i,Reading & Writing, Speaking & Listeningなとの科IIは留学のための絶対条件で

はありませんC II一、『間衣で必修科llと爪なる場合ば必修科Hを最優先してください-ただし，留学

効呆をあけるためには履修しておくことか咆ましい あくまでも II、}|l!J}くと照らし合わせて少なく

とも l科llは）役修しておくとよい

1.2 スペインおよび中川（北以）へのサマー・セミナーに閃しては，特に参加条件はない。スペイ

ン晶，中 1••EI[{｝を／復修している必要はない c
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前11,1「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタソフによる溝義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCRの教授スタッフによるアメリ

カ社会・文化についての講義を受溝しながら、

じCRのIntensiveEnglishなど、 TOEIC500点

のレヘルを IIざすレッスンを受けますッ

50(）、1仄を突破したら、］，兄放によりじCRの溝義

を選択して受溝OK

IIざせ、 TOEIC500、,.'.(I

明るい南カリフォルニアのI湯光があふれる

アメリカン・キャンパスの II々 を

よく学び、よく逸べ I

（他大学への留学も、これに従う）
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2008年度 (3月期出発 UCR)JEAP留学の流れをド記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考1こして下さい。

2007｛ド 10 J J H1J {Yf"J: lh軋，ーりも[-I l i ltJl l）l↓ 

（沿付，l}類： l1{｝学能力』lリj，り・健康診断内・留学につしヽての作文）

1月中旬 第 1lll]オリエンテーション

※ JE1¥P実施委員会代衣者出IIi’;

※ UCR人学崩{,i;& HC)MESTAY叶I込書捉出

※パスポート叶I油要領＆留学ヴィザ取得必悛，l}類，，兄明

2月中旬 弟21111オリエンテーション

2月 1<hJ 父l.Jおよび学生への況明会

※留学生活の、江義笠仝般晶lリj

※パスポート提出期限

※じS.ヴィザf.l囁内類提出

※アメリカ生活'li.91W・治安状態，汎明

※外貨購人・旅行）廿品況明

※質疑応答

※アメリカ大使館[hi扱

3月」直J 出発価最終オリエンテーション

※出発日の集合1翡間・場所の確認、

3)] 24日 出発

（以後の tな手続き）

じCRレジストレーション

投業1開始
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I プロジェクト教育センター
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プロジュクト教育センター

プロジェクト教育センターとは？

プロジェクト教育センターは， “BePositiw 1..，をモヽJ トーとして，平成15年11月に設立され

たセンターです “Be Positive !｀＇は．［前向きに生きよう」とか，「将，来に希望を持とう」とい

った、瓜味です 甘センターでは．大学で将木の歩を行みたしヽと息ってしヽる学牛を1心、投すべく，多

彩なプログラムを）1］、直して「あなた」をお背ちしてしヽます

「プロジェクト教育プログラム」とは 7

プロシェクト教育センターは，従米のカリキュラムではなかなか丈施できない「プロシェクト

教育プログラム」を実施しています その内容は1り年変わりますか，次のような教行を II指して

います。

• lilJ題について考え，間むの前府）と）j‘il、（ソリューション）を見つけ出し．間題解決を丈践する

教介

・学牛か柏極的に閃わり， 11,1i1人としての）Jを似jめ、将米設』のなかで具休的な IIに見える成呆

を裕げる教行

• 1]1Jかを作るとか， イベントをするといったプロジェクトを丈加することにより，学生かl,1ら

の力を闘め，将米につなげていく教ff

いずれにしても｀教える側も教わる側も，真剣勝負ッどちらも本気で取り糾む，そんな教行を

[1指していまず

「プロジェクト教育プログラム」を受講するには？

・個々のプログラムの内容は，すべて褐ぷします 褐小に注紅してください

. llllい合わせは，褐ぷの間合せ先にしてください（プロシェクト教有センターにぱ常設の1月脊

局はありません）

・城西国際｝ゞ学の学生ならは， 1iiiでも受晶できます ただし，定且や，希叩者多数の場合には

選抜をします

・版修のイ＿t｝jは，各プログラムで異なります 掲小に従ってください 各学期の初めの通‘常の

版修lll山とは，まったく別に股修叶IIIiりをする形になります

「プロジェクト教育プログラム」は単位になりますか？

叩｝認定をおこなうプログラムと，そうでないプログラムがあります 大部分のプログラムで

は，プロシェクト終［後，単位忍定がされます その場合， [rill緊人文学部の学牛には，専門科11

（「プロジェクト教宥 I~lV」各 2り叶立， lll4科 IIのいずれか）としてiii位が認定されます メテ

ィア学部，経虐が1,ti恨学部，伽祉総合学部の学生は，他学i,i|；)役修の枠を利）1jして， 1 ▲ lJしの科 llを卒
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業車小＇！：に糾み込むことができます方薬学部の学生は，他学部履修の粋がありませんので，卒業凩

位に組み込むことはできませんが， 1]由科llとして受溝できます

アドバイス

あなたのやる気と本氣さが試されるプログラムです。自分の将来を考え，前向きに取り糾む，

"Be Positive!" なあなたを待っています，



副専攻

副専攻 I
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副専攻について

多様化する現代社会においては．学院的な学びの謹仙が注 Hされています こうしたニーズ

に応えるために，本学では，学祁・学科の枠を越えて学ぶ「hiIj内攻」制度を設けてしヽます 「hill

,；り攻Jとは， 9じたる 1}｝攻＝所属する学部」以外の特定分野利 [1をうし単位．数以 I．．収得した学生

に，その勉学の認、＇』を付りする ilJji足です ＇…じたる＇、り攻」とは別の学 1!il1i[｛域を休系的に，密度贔

く学ぶ良い機会です

例えば， 1k]I緊人文学部の学生が「日本の中Iii:史」について学びなから「女‘袢学」 hilj専攻を修 j'

することによって， 1f1t,1広い視、1仄から多角的な間題の捉え力ができるようになります

これはアメリカなどで見られる：つの学間を専攻し，卒業時に．．つの学I:(Bachelor)学f立を

受け収るシステムに準じるもので，キャリア形成のうえでもたいへんイilllです また，＇、 t}門分野

以外の視、1:,(から名える能力も身につき，）ゞ学院の科IIも先行殷修できるため大学院への進学もイi

利になります。

副しり攻を修［した学牛は，卒業llかに卒業，；j卜..,1}•以外に，濯lj 内攻修 J'IIl]・」を受け収ることができ

ますc また，版歴翡にも叫人でき相応の評価を受けることになります

濯lj¥¥（攻」制度は，学生が自立的に学ぶ紅欲を持って初めて1i}ijなものとなりますた学牛のみ

なさんが内門的分野の学宵に加えて， I]ら多几的な理解）J.総合）Jを行むl^バで役に立ててもらう

ことを期待しています。
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く登録から修J言正授仔まで＞

副内攻は、 まず教務諜で登録し、 おおむね下記の t1安で凩位を取得してください。なお，登録

手紬きをしていない場合は利•日の履修ができませんので注紘してください，

←―  

学

-----

手続き閃係^
1
▲
 

/
r
 

オリエンテーション

登録カードの提出

2 学年， 4月 オリエンテーション□-------9---
: 3 学年 l 4月 オリエンテーション

4 学年 4月 オリエンテーション

' 2)] 闊lj内攻認定叶1]fi位の提出-1- -、--------------+--
卒業式 3 Jj /1,1lj内攻修丘l卜の授与 I ;1「32~40単位 ;11- 50,000円
------------------- - -・ー・ ••ー・ 一●●ー•ー ・ 一・・・ ・-----

※闊lj専攻登録者は，教務諜にて闊1Jしり攻の加iij登録と履修叶l晶時の1Hiii相淡をすることにより，

1年次から他学科脱修をすることができますc

•^ ソ

'
j

ヽ
．
ヽ
— ：

 
．． 

I
J
 

4月

修得単位．の ll安

4りWî

1疹1U1札f¥II:0)ll‘女C

I登録IIかに 10,000/リ

8 i ii位．

loii休＇以 J・.

10爪位以lこ

L _ _ _ _ ―--l 

晶定1|I泊II―かに 40,0001リ

<1J胆り攻に閃する間い合わせ＞

［副専攻の登録・相成につしヽ て】..・・・....教

【授業科日の股修につし、て】…•••…学部'li·務室

務 諜
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| 福祉教育センター I 
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福祉教育センター

伽祉教介センターは，社会付叶II教宥をIPhi広くド］ti'｝に実施するための窓IIとなっています 礼公

伽祉に閃する責格や丈胄に閃することはもちろん，祁濯に1月することでわからなしヽことや疑間か

あるときには，気軒に ‘’1センターバ棟 1I;1舟）までお越しください

■現場実習について

伽付総合学晶ては， ti公伽付 I:, 柏神保健輻祉 j：のIKI家ぶ験受験責格，イ呆竹‘ト・介，，佼柑，i祉 I:

の1,.. ]家脊格を収得することかできますが， との責格においても現場‘jこi)，1が必修科llになっていま

す 伽祉教行センターは，それらの実宵を『Ji骨に行うために次のことを行っています

l． 現場‘)翌1II「|1l1j>'巳裟・連絡，J乱東名・責料作成

2. 丈宵配属先の調柩・決定，実宵施設との連絡・』1,i柏

3. 現場‘jこi外に1月するオリエンテーション，伯恨捉供， 11111]別相，，炎などの学牛指唸

4. iti噴・丈宵指導担‘り教員の教行袖助・文投

5． 実宵教介に 1月する •I‘iり恨・責料の収集・調介

丈宵についての具イ本的な，品明は， 1/j-年間1化されるオリエンテーションと，演料・文冑科IIの投

業において行われますので，必ず参加して 1、さい

■国家試験について

伽祉教介センターでは， 1k]家試験受験責格が得られる社公伽祉 1:，粕神保健輻祉1：について，

国家試験受験のための以ドのような文按業務を行っています 各行'liについては伽祉教脊センタ

ーの掲ぷ板や，演胄・実習関係の投業，ア）‘‘ハイザー・ゼミナール担‘li教員から通知されますの

で，柏極的に参加するようにしてください

1. 受験対策講j.I巫等の1}}］1ii'.

2. 杉汀疑ぶ験の実施

3. 受験『紬の指導

4. その他1•Kl家責格収得に l灯lする相談・柏恨の提供

■その他研修の実施等について

以卜のほか，礼濯教行センターでは，ネi峠l教宥を允実するためのド叫のような活動をはじめ

様々な機食を設けていますので，柏極的に参加するようにしてくださいc

l. Il力間介，没員沢成価修（ホームヘルパー 2級，閑程）

2. 保 存l:l玉／家，式験受験対液溝f,ii（仝学部対象）

3. 介設技術^ ，翡j.kiを（ホームヘルパー 3級相‘''i)

4． ボランティア活動の文援

5. ニュースレター「WELLSAILING」の編集•発行
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総合経営学科

履修の手引と手続き

経営情報学部 総合経営学科

履修の手引と手緩き

く小目＞
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股修の手引と手続き

ー 授業科目について

舟f'喜・、11¥ ：，．|｛‘‘;'. [i 1；奇谷 (r 矛f‘喜．、‘j:•{ l ：こj3I tる

沖村 11I刊及ひ1'11!1Hlll「iから1杓成さ 1Lてし＼る

また束伯キャンハス、 束以キャン！ヽスて1}il]りされる月11ならひ（こ履修）j；人にマ')しごては，

ンテーション，'、］を通して指小する

I一分しこ‘;

なお，

II 

ること

教載に1月する利 IIは，

菜刊II Iよ予"fl・ JI~ 虹｝直困11 l／打 I・ II、

闊（しlijとして． 年度の迄中にキャンパスの変史はてきないのて

「II l l利^I!／作に］叶Iiliさオしてし＼る

授業科目の単位と認定

4べ予：祁ては爪1立{|」」を杯）IJしてしヽ る り叩ri|』とは，

I、りl"J fl l l ltr 1 ・ II . jヽりi

こl と/)ひとつの長業利11に

オリエ

定^の），し州により

応められた爪位かあり．履修した投菜科l1に対して， 11人！恢もしくはその他の力社、により学胄謹佃l

をしたうえて． その爪位を晶定する訓1文てある

叫立0)11瓢は，

しないものとする

m
 

¥ ・ B ・ CO):; f文I翠i,[|’イ1lliしこより 1Jしヽ，

/J父崩＼の，9‘「{1lliにつしヽ ては， ［ ＼ 

卒業に必要な単位について

今業に必＇炭なり印＇！は．次の｝ぶこ小すとおりてある

ただし [IIll科 11は卒業に必＇炭な平位には含めなし、

学i,i1: •学1'I

D・E・F・T・Zの叶価は平．位を，忍定

成粕発 の出を参照すること

廂f’i:iた'i、1¥｛1{’‘t', ;; 1; 靡伶｛↑皐｛や『']::f:l̂ 

系 廿
リ夕

i i i 1;, 数

i学利共通利11/ff I Iり＇し,ii¥・ I !イメ，翡・、1，り恨リテラシ

、、ド利•！し;通科11ill II (J,'s礎科Il lilr) 

16 

20 

'、り1I I l平ll l群 I

＇、りl"J科111『ilI 

れji it1平1̂I I ltl'-

指定された各科1i ／打より修胄した科Il以外に

選択必修

6

.

6

 

l

-

1

 

l2 

44 

I I l 1 2 1 
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IV 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

,̀,} {1次に見級するには、［），し礎セミ l.ll J 及ひ 1年次の必修利 11を含め36爪位以卜を修得し

なけれはならなし‘

各学年における投業科 IIおよび修得爪位放の 11安は，次の｝尋こぷすとおりてある

学 年 爪位放 o) 11 安

lり次 学科共通科Il lt'［ I （災晶・ 11 本晶 •‘|’1]｝|iリテラシ）

fl各{!} i P f立放
| 

30爪ぶ,:

2年次

修{!] i ii ｛立数

Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I........ ・ 2 f斗114爪f立（必、fl参）
11本;l/i-I : ¥ ・ I I3............ ・........ ・ ・...................... 2平1• | | 4 i i―i f＼ケ^・

（タト1叶人情学'1,..帰11,-l'1 ^必修）
•Ifi恨メデイア i［倫・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科ll 2 i ii位（必修）

系令‘1:;;、I’Ili-'恨），＇,=祉も 1i詞・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1HI! 2 iji.fi',: (、必修）

コンピュータ Jよ礎畠人はコンピュータ応） Il 溢・・・・・• l科112爪位

（選択必修）

r、1/l"JHI! /if I 
嶺令‘i:『‘店嶺ゞ［詞・・.................................................1平l・II 2 ijrf立 （必fl参）

油胄利•11m
悲礎ゼミ I......................................................1科11 2 i ii f立（必修）

※指定された各科 II 群より修得した科•11 以外に 16 爪位
.... 

学科共通利•11 Hf I (及，＇｛｝・ II,Iゞ翡・’|h恨リテラシ）

Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II ・・・・・・・・・ 2fI I I .l i it位 ｛必修）

11 ¥,,ti II A ・ IT I3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2平1• l 1 • I i ii~ f立
（り卜1l l)＼胄{‘‘t'・ f|． •'),1| ｝ [ I'1 ! |、必修）

iりiilfI f1• I I Ill' 
J占礎ゼミ II......................................................］科l1 2 i ii f立（必修）

12爪イ立 ※指定さオした各科ll lt'（より修得した刊•I ！以外に3(;iv f立
．．．．．．！・

:｝ { I・．玖＜乳ii?；{ f: I• I I !tl・ 
ゼミナール l...................................................l科I!、1i札位（必修）

インターンシソプ (lI l内） （海外）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l什112 t廿位

人は地域iiJI修 （選択必修）

修得爪位放

3 l爪位 ※指定さオした各利•111！r より修得した科 11 以外に28 爪 1立＾＾

1W次 iiii i1,1平l・llli.•I'. 
ゼミナール II...................................................I H 11,1 lj<. f立（必修）

修得爪f立放

18叩立 ※指定された各科 111打より修得した平1・11以外に 14爪｛立

卒業

修得爪位放

1 2 4 i i i. f立
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＞
 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

‘予：fi jt j直利 11群は，学利共通科 Il lli'̂ I 

(）JI，1此！平1・11ii『) 0) ＾＾系列に分かれている

（りし11打・ II本IIh.、1¥＼恨リテラシ），学科共通科 Il lff ll 

それらの各系列の中から 「III. 卒業に必裳な単位につ

いて」てぷされた所定のIF1立以じを修胄するために．科IIを）役修し、

ならなし、

卒業変件を満たさなけれは

i l 予：科•共迎科 ll lli'．I （りし，，｛t.I !本，翡・ •、1,＼恨リテラシ）

※爪位放に0印を付してある利廿は必修をぷすし

系

列
授業科ll 

Fullclamcn1als of 

最低修得

1 {j: 2 ij: 3什：^  4り^:.l札1立
•• --• --- --r •一 T -•—-----•-• I 

年次および爪ぷ！：数

学

科，（）ralFlu(_‘ncy 

II: 
ノ‘

English 

Fundamentals of 

辿
...........  ．．．．．．．．．  ー・

利・ Oral Fluency II 

I 11 fl 本，轟
: {fl'，- •--•-.- •--• 

i l 1本，轟

I 

English 

/‘ 

9 9 ▲ 

央

I I {＼ 

れ'i

恨 i

リ i

テ！
ラ

シ

II 

II 

11 

11 

じ
L

]

r

L

)

り
＇
リ

•• 

,
 

.
I
I
 

/

1

 

ー
｀_ヽ
1
,看

本

本

本

本

1

ム、
ノ
'
-

1 9 { i・ 

ー

(
I
 

ー

ー

,
9ニ
ー

l へ＼

I B 

II 

II 
•Il 

I
I
 

..•. 

l
 

＼
 

,4 

B
S
I
l
l
 
八

1

i

'

i

 

f
 

ー

・

ー

▲

:
1
9
 ，
 

^'1~" 

II 

9] 

9I 

じ
L

)＇リ

1

↓‘
 /

'
-

1

ム、
ノ，一

I IIri 

1f• 
9 91 1 

I
I
m
 Reading & ¥Y riting 1 

Reading & ¥Yriting II 
---- ．． 

Reading & Writing ill 

Speaking & Listening I 
-

Speaking & Listening II 
•ー・

．．．．．．．．．．  

Speaking & Li叫 ningIII 
--

?
-
9
I
 

9] 

ツ]

9
]
 

9
]
 

り
/
]

ウ

-
?
]
 

り
/
]
~

委文＇ 

hilJ ぢ

ゥ
]

「＇

．

．

 

2

2

l

 

り

]

-

16凩位

「学科共通利•l l lti 

I (災，翡・ II本

n{i・ •、I‘l'i 恨リテラ

シ）」の中より必

修科 ll及び「コン

ピュータ）よ礎，］崎

または「コンピュ

ータ）Jし）ll,1(i」のう

ち l科 11を含み］6
iii位以 I・心を選択必

修すること c

外lli1人留学II・・ー・帰
lk] 牛は「日本 ri/i• I 

:¥・IB・IIA・ 

II B 」を第•外 l 叶

"{,1• として必修する

こと

ゥ
1

り

/

]

2 
- --------------------------------------------
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系

列 i

- 9 -•• 

年次およびiii位数

授業科ll 仙 ぢ

日本晶恥礎』迂現社； ヴ
/
]

ドイ ッ ifi.

"" 

ドイ ッ [{i- l 

I l.l 1-Kl 
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ー
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---••------------------------•- 9 

！ 
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f̂ 

科

共
ヽ•ブ

叫

i 科——

'I! 
'-in': 

I 

~----------------------

| 
• 9,． 

央スペイン，l｛i• I B 
話▲ i -----

B
 

l {l : 

9] 
↓ 

フランス議］．＼
! 2 

•--―-―-•—••--•—●ー●ー●●●●● ー・・・一●●●●—- -•-.i 

フ ラン ス晶 IB 

スペイン，沿 Is¥ 2 I 

~--------__ I 

ゥ/]

A
 

B
 

-'  

4

^

q

 

／
↓
 ?

I
 

ウ
]

2
 

り

2
 

4

d

^

 

I
I
 3

 
4年

i最低11参1!J・ 

凩位放

16り叶立

「学科共通科 II群

I (英讃・ II本

晶・柏恨リテラ

シ）」の中より必

修科 ll及び「コン

ピュータ），い礎論」

または「コンピュ

ータ l，じ）ll論」のう

ち1科llを含み16
1札位以卜を選択必

修すること）

外[Ji]人留学牛・帰

lし］生は 9| l 4ゞ議 I

,¥・IB・II,¥・ 

II B」を第外[1,.I

＂｛｝として必修する

ことこ

—_— 9
F
1
 

9
9
9
 

占"+
情

I報

I l) 

7-

It| 

l KI 

.
L
I
 

f
I
 

4
 ..
 

I
 

ー

)){｝ 

ー A
 

9] 

ー B
 

9
]
 

ラ
れ'j恨メデイア溢

シ

-

9
I
 

コンピュータ）店礎偏 2
 

コンピュータ応Ilj論 ゥ
1

i経 ‘i方、川、ヤIi)よ礎，！倫 9
]
 

渭 jぢJ
(1) 学科共通利 11iff I では第•外[1」』としてりし:,\[,i （外[1 •. 1人留学生・帰IE!'l．孤は II本晶）を学ぶ うち

Fundamentals of English I ・ II. Oral Fluency I ・ II (11,t,:,;/¥・（よ 11 4<，,｛t l〕＼・ IB ・ II,¥・[IB) 

は必修科Iiである

(2) Fundamentals of English Il, Oral Fluency IIを履修するためには履修伯捉条f’1として．それぞ

れの］を修得していなければならなし、

(3l 11本閲 I.¥・ I Bo)しヽ ずオしか 2爪位を修得してしヽなけれはII本晶 II.¥・ II Bを履修することはで

きなし、

(.I) 第 2外[1..1，沿におしビCIBを）役修するには 1.＼を修得してしヽなけれはならなし‘
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9
]
 

学HJし辿111 1 /ti ll （）よf以と店1111/i ! 

系
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l"J 

9

-

f
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J
‘ヽ

＊
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、
J

，ヽ

！□1［スホーツ概畠

スホーツ科学］

スホーツ科学］］

史 概

11本(})1炉史 a

11本の I梵史 b

.d ，
． ‘
j

 

‘ヽ
教.^.、,

J

 

ヽ

／

た

•
9
.
}
f
"
f
 

‘

J

‘

ヽ

概

•9 

b 

沢文化 適応論

1礼恨』＜現技仏

礎．，ヽ
6^
 ーJ

 
）
 ”V 

9

1

 
"
f
 

ヽ父
Ji

‘、
i,.

く
ー
＾
く
ー

i

，
ぷ
小
，
ぷ
小

~
 

什：欠およひiit位数

l { I : ^ 

ム

．

d

I
l
 

9’l 

d

↑
1
 

/
9
 

ー'~ ^^̂ 
/
I
 

り

3

最低修得

iii位放
仙 ¥J 

‘) 

ヅ

]

り

-

、IJ
/ill 

ッ]

―学1‘i] ［逍刊• [ l lti 
II (），し｛楚利 III打）」

0) 1j 1より 2(）平位以

I•＾を選択必修する
-レヽ
—

»• 

，
 

、
J
‘ヽ

2
 
ヅ

ヅ
l

.

2

/

]

り

I

') 

ッ一
2()平位

9
?
,
L
 

、
}
1
.
9
 

ツ
l

り
I

ツ
I
9
I

ウ
l

-

9

]

t
しヽ

:
:
i
 

9] 

、H”
JII 

1

・1/ー
‘) 

ゥ

ッ]

文
月

‘、
i ’l t 、``ー

J
 ッl

h冒IHI公と伯恨倫岬 ッl

[1li1ぢ’:
学利共迎Hll/r!II (）！厨他利II In) は終，；内），し礎と教氏）！し礎に 1見lするオト）I lil'ーである
卒業＇炭 flとして 2化次以降に―コース＿を選択し，各コースか求める爪位修得もあわせておこなわ

なけれはならなし＼ III嘩Illにつしヽ ては， オリエンテーションII、iに況明します-
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2.専門科目群

如 "l科甘群は，「専門科[1群 I」「専門科llltFII」「演宵科lllt「」によって構成されている。

本学部では，コース制を導人しており 3一年次からは「企業マネシメントコース」「」I管利組織

マネジメントコース」「生活・環境マネジメント系コース」「情報マネジメント系コース」の 4つ

に分かれ，その中の専門領域のゼミで研究を深めることになるっ 1年次の桔礎教脊と「基礎ゼミ

I」, 2年次の「基礎ゼミ II」と段階的に学び， 十分な悲礎知識を備えて専門領域の研究「ゼミ

ナール」に進むことになる．）

1. 企業マネジメントコース

企業マネジメントコースでは， 1年次では語学，伯報，簿晶，経貸とマーケティングの某礎を

学び，晶礎ゼミで各学牛のコース選択を指導します0 2年次以降は白分の将米を見据えて学牛．＾

人ひとりが、カリキュラムの編成を行います。また 2年次からは，コースに対応した責格収得の

ための特訓プログラムや就職l準備が始まります。 3年次からはゼミナールやインターンシップ，

実務家溝座，体験プロジェクト等でマネジメント能力を高めて社会へ巣立つ準備を行います。

2. 公共マネジメント系コース

公共マネジメントコースでは 1年次では語学，情報，簿晶，経党とマーケティングの）長礎を学

び，悲礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次以降は白分の将来を想定して，キャリ

ア形成を訟識したカリキュラム作りをおこないます0 2年次からコースに対応した公務員，式験の

ための特』IIプログラムや就職準備が始まります。 3年次からはゼミナールや非営利分野でのイン

ターシップ，実務家溝庫，体験プロジェクト等でマネジメントの能力を高めて自治体， NPO,

NGOなどの非‘常利組織で活蹄できる準備をします。

3. 健康・スポーツ・ fl.. ：活マネジメント系コース

健康・スポーツ・ 1|：活マネジメントコースでは 1年次では講・学，情報，簿晶，経‘性とマーケテ

ィングの悲礎を学び，晶礎ゼミで各学生のコース選択を指導します．) 2年次からコースに対応し

た健康・休）Jづくり指導者 l¼l 連責格のための特，，）I| プログラムや泊費生活アドバイザー試験や就

職準備が始まります。 3 年次からはゼミナールや健康・スポーツ•生活分野でのインターンシッ

プ，実務家溝/,j人体験プロジェクト笠でのマネジメントの能力を［：りめて健康・スポーツ・牛活分

野で活躍できる準備をします。

4.‘lfi報マネジメント系コース

・I’,＼恨マネジメントコースの授業は，伯報の内門家有成，梢骰を経‘i月に閻塵に利用する人材の行

成，そしで1訂報をビジネスとする人材の宥成を 1l指しています そのために，伯恨関連脊格の修

得ぱ必姐と考えられ，人学の授業を受謁しているだけで経‘i的に必吸な知識とともに， 4年次まで

に何らかの付情I{|ll連責格を修得できるようにカリキュラムが糾まれています
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5. コース必修科甘について

各コースに分かれて予清する卜で，次のコース必修科IIを履修しなけれはならない
す― ... l 

l 

1 企業マネジメント公共マネジメント

コース コース

寸―――• __＿_＿ ＿＿...、---.  

マーケティング溢 経済原論 l

I -

健康・スポーツ・牛活
マ不ジメントコース ．，情報マネジメント

健康・スホーツマネ泊費4訴・環樟マネ

シメントサブコース シメントサブコース
コース

ー繭ーし̂
 ^
.. I
 

ー

1
¥
I
 

^
U
、

9‘‘t 
i、『I＇j恨杜公と柏恨倫則

倫... n
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休

卜

論

治

ン

メ

ー
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ー
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9
F
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f

-

済
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シ

ゃ
i
.
r
ネ

ヶ
ポ
＇
ノ
イ
ー

マ
i

会

＾

ー

t
 

ネ

A
H
U
-

ぞ．＂―

と

亡

一
;
＂
-

^ヽ

.1J
-

f

‘

.

 

業ヽ

こ

＾

．

l

．

/IJ 

.

-

9
•
•
9
9

，
ー
・
＇
ー
—
,
＇

_
.
1

~
 

ー

、

、

一

コ
ス
必
修
手
••• 

v., 

．
 

~. 

企業倫雌高

ー．．．戸一

I l本ll i l憲il;

企業と社会 這［商取引論

化汎スホーツ概蘊泊費生活と行政伯恨学）よ礎演胄

------- ---•—口'•• -• -- - - ， . . . . . . .  

※ 

スポーツ社会学 地域とKiらし 伯報ネ J トワーク論

または

ヘ＼、

‘~ 

データベース晶礎論

※柏報マネシメントコースは「1打報ネソトワーク論」または「テータヘース）よ礎，，倫ニの内，少なくと

もl科日を修得すること

※各コースの選択）j法や手紐きについては，払礎ゼミ I・ IIを通じておこないますc
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「l』{|"l平rl | i:F I」0)
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れた科llは，数字

の順序に従い，履

修することし
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投業科11
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年次およびiit1立数
- --

1年 2年 3年
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2 

！経 ‘i兄史
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糸f‘料［特珂！総論
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人 ’ji労務管則蘊
： ．．． ー・

’帝f貨 糸Il織
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1 | I 小

最低修得

4年 iii位放
---------- -

価 衿

"v・: Jヽ木 暉I
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企 業倫且ll- 高
i. ....• ---． 9 

企業とリスクマネジメント
----

:·-\-•-•ヘ
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竹 即会 l,1 llliII I 

'------- -------- ------

管・則公 11|- 11倫 ll
I 

')J;[ illi,i I-ti,［倫 l
．．．．．．．．  
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.l-< II 
-l—臣＇：人：-ヘ
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iii i..  ．．．． 

、J・ ＇ 

現代ファイナンス繭
, 1 I I l —-• • • --—---• • ---•___.- --―.. 

財務会 II「学 I

科
．一 -.  へ ー・

i 財 務会 11|・予'.ll 
＇ 

l l : 
'- ---------- --- ----- -,—•-•- -•一—••

流通l.ti恨システム論 2 
＇ 

------ ------- ----------~--•-----,----,---~--

I l詐
： 

マーケティング‘|、t:!C|I I入, 1J IふIIIII, 2 i ＇ 

I -- •- -. ------ ------ ----•-- --------.•—••——. -----—•-

II i ビシネスデータ分析 2 
..．．..．．.....  -----.....• -••-- -．．．．---- ---c----- - ----

！ビジネスゲーム 2 
—-•- ．.．．．---... ．---． ．．．． -- -• •一●● ● ●●ー・ ^;..-•- • --―  -.. ---------

柏 恨と職業 2 
I. ------ -------- •---- •--. -------•一・ ・••--• -

＇ 、11i報 術業論 ， 2 
．．．．．． --- - ---- - --- --

iデジタルメデイア偏 2 
i 

＾ ●●一----- ----- -------'―---. 4. ..-• --• --• i -•• 

,lfi恨ネットワーク繭 2 
i ・•一•----- - -----------• -.• -•一•••-.  • --—--•• • -―-----•• --•--- --．．．9 

データベース）店礎論 2 
------ --- --•ー・ ・・ 、 ， ． 

i 、h'l 報坪論 2 
--------. -------- -- ---- ---- -------- -

組織情恨論 2 
' - ------- --•ー・・・・• -• -• --... ． ---・一

i、I‘i'i報化戦略論
i 

' 

iデータベース／心）IJ論
＇ ,_ -------- - - -． 
帖恨処郎）よ礎高

.． 

！、情報処即応）廿論

L アルコリスム）よ礎蘊
-•---------------- --

‘
:
 

ノー

ウ
]
-
ツ
]
＿
ウ
l

9
↓
 

「'、1/l"J科 Il群II」の
中より 16単位．以 I・.

を選択必修するこ

とし

A"＂ 
III 

・L1 

•1 

，
 

ウ
I

ゥ
]
-

2
 

2 
---'------ ------' 

2 

， 

2 
-----; --------------―---- --

2 

2 

ウ
1

2 
------------'------~ -----

2 

2 

..；．．．．．---• 
一

.——--- - 1 

2 
-—----- --- -

i 2 
• •• 

2 
~一

i 

]―--------

1 6 i ii位▲

|「 I・ II」で表ぷされ'

tこ科•目は，数字の順 l

i)fに従い，履修する

ことへ ！ 

i 

ー］

―--と

2 '  
—--•一、~ ．．．．． 

2 ''.  
---------~ ---•一～一ー＾．，•一―----.―――-•••ヽ•一――.．．．- -•~-----------~-~ 
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―-”,  --- --—ャ｀”一、＾．＿ ＿ r ••--..•---‘—---•--

系 9 年次および単位数
授業科ll

最低修得
ヒ・―.— -• ?--- i ', |lii ぢ

列 I単位数＇1 年• 2年 3年 4年，|..、--．-----•.．．L _．． 

門'
起業マネジメント論 I 2 

9- 9--- - -•---9 ---- -＿ ＿ L.＿＿ ＿＿_＿ __＿＿9一，＿＿、一̂----j 
科巾今業と継承 , 2 

---- --L_＿_ | ＿＿, ＿_＿．．----l 1 6．凩位

9 日 新 規事 業間発論
I 

I 2 .,  

群ベンチャ ゜ ： ーキャヒタル論

/°マネシメント論
-—ーロ―•←-―—□-2 -— 

II 
2 -—- -~-- -- ------- -• I- ----

行政・自治体マネジメン l―I入 i‘ n H I J .  2 □_呂 r倫土-- -]—- ＿二
健康狩理概論 2 ! 〗三l倹とネili ネII -／ ―- 2 
環燒竹 理論 i 2 

-------~---- ------------------- --~---―1―-------------,---•一＾

地域振 興偏 2 
~. ---------------•--~--~--

,_スポーツビジネス論 ＇， 2 
―---•- ---｀―----＋ -- ----- r 

i スポーツ栄投学 2 ! □心と互休ーの科学 一 l --2 -—• 

------~-------~---_-- ---

！述動牛雌学

スポーツ 1欠学
-----------------・・ ・^．．．．．． ？ヽ ー●●●●ー・・・

スポーツ心則学
, ______ ---------- -----_．ー• V●ヽ ●ー．＿＿． tt.4• -

救急処it'i:（実宵を含む）
．、• •- - •-．．tv 、... • -~ ̂ 

スポーツ杜公‘芹
------ -- --------------- - -- ----------

スポーツ経党学

2

2

2

 

'
,
＇
-

-― 
一

[

―― 

―

-
-

.

 

-
2
-

―

―

 

―

-

~
 

『̀l科 ll群 II」の
中より 16凩 位 以 I・

を選択必修するこ

と

「]． II」で表小され

た科llは，数字の順

序に従い，履修する

こと。

り
/
]
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I __＿ •- -- ---

系！
・ 授業科ll , 

年次およびりt位放 最低修得
- --- -,--

［夕Il ] {1 2年 3年 4年爪位放 f1iii 
-- ---------- -- --------------,---~- ---------,---~-----~- --7---- --- '----------

スポーツと地域板飩 2 
ー•-.．．．．..．．．．.．--...．--. --

健康迎動指導法（実胄を含む） 2 
--- ー・

休）Jトレーニング実宵
--- ---

鮒 i¥l'l-―^且f! 学

術'Ii"_．クミ麻好術’I--＿‘、ド

学校保 健 学
・• --- -．．...--.．．．_ __.....-• - -

地域スポーツマネジメント論 a
.． ．．．． 

1 地域スポーツマ不ジメント論 b
ー・ ・ - ------. 

小化経‘院論．．． 

サービス丈践論 a
．． ーーー・ •-- •---．．．．．.. ． ．． ． 

＇サービス実践畠 b I 

|l・-l l際舒 ‘i兄論
---

| ミクロ経済学
．．．．．．．， 

マクロ経済学
-•・・• ---- `—•......` -. 

I、り 1Kl |；祭経済学
'- ------ ------ -一

門 ！財政 学
, -------- ------- -----

，平1-i 
＇危融システム論

- --

ll 
| 1Kl l際経済 'li-1打

- --- ----

ゾ金 融，I皿 I
, l甘： •—-- -----―-- ----------- •-•-

金 融論 II

! II i 
I危融商品収引法］
i,-------- ---------- ----

金融商品取引法 II
i ------------:-:---

I民 法］
•ー ・ ・・・・・・ 一^＇一

i民 法 II
---- 、--------• • -- -• ↓...--

、-
法 I

- --

倍i 法 II
i - -、

I会社法 I
r- ......--—--• •- --•- - ----• 

会社法 II
I --- ------ -

I法人税 法 I
ー・ ＾ ー•- -• - • - -----------—↓.．呵

，法人 税法 III •-- -•--------- -•- -
i行政法
9.  ー・•、 ---

労 働法
[——•. ＿_＿＿＿＿＿.. • -•- -•-- ---•---，．-• _＿＿＿＿＿.. 

国 際法 I
I i • • • --- --9 •-

国 1i祭法 II
一^，．

！経済法
'---------l___ --

廂

-
2
 

1.,' 

ウ

l
9
]
9
l
i
ツ]

----] 

ウ

I
2
-
2

2 
・・---- -.. . .  

‘),  
ム

2 

2 

‘) 
i 

ム

-•—--••• ----•... 9 

2 ! l 
ァー ．一

2 
~ ] ＿ ＿ -------- ----—--
, i -

2
-
2
「
'
|

．．．．丁―•一●●

i 

一
ウ

9
9
-
2
-
2
2
う
l-

_,！

i
2
-
2
 

↓
 

7
 

-

[

 

]

i

 

i

-.

-

-

2

2

2

2
『

i
'

-

i

 

161廿．位

「'、りl"J科甘群 II」の
巾より 16単小＇1：以 l-.

を選択必修するこ

と

「I・ II Jで｝く小され！

| 
tこ科•fl は， 数字の/IIHI 

＇序に従い，脱修する i

こと。
！ 

！ 

-... 4 

2 

， 
： 

ー•-—--．．．．．．ー••一•-- i 
2 ! 

------- ----------~----~•--- -------

¥J 
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3. 特設科目群

外国人留学生及び帰l吋＇卜のための履修科日であり，企業活動全般にわたる日本的な枠組みの理

解を深めさせる科liである。

年次およひ単位数 1 h打 臼 砂LI 

備 考
I 

---

同人留学生・帰

牛のための履修

H 

得した単位の内

単．位を学科共通

|＿ 
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4. 

系

列

自由科目群

年次および爪位数

授業科II

1年 2年

備 考

' 
．．．．．  ---

ボランティア活動 lA 2 
- -~--- - ---- ---------

ポランティア活動 IB 
．．．  

ボランティア活動 IIA 
'------------ ．，． 

i ポランティア活動 IIB 
----- ------------ --------- ------ ------' 

地則h,i恨1]倫 I
.． -- ----------------------

地坪梢報論II
- ----------

職業指導

4
 

i -----—→一

教脊原坪
1 -....-•— 

I’l,． 

＇教 ff諜利論
．．．． ●ー・

由 i

教 職論

科］教脊＇心坪学
．一

ー・••

l• I ！ 青年、し、J肌‘‘ji~

群＇
＇教脊制度

--• .．．、 • 一 ・ ・ ~.. ， ~ 

教ft}j法論 2 
---------.  - - - - - - - - - - - . . ' .  - ↓  

社会科教育法 I

社会科教脊法 1I
.. 

社会科教村社、：Ill 
.. 

社会科教育法W
i •ー・・・ ヘー●●ー•-- -•--- •• 、 • ••••—---... :V,．．．- , 

| 

公民科教宥法［

ウ
l

-

ウ
l

3年 4年
― ---T ― 9 

I 

ツl

4 
c_ ------------

4
 

?

]

2

 

2.  
→ --

| 
2 

i‘) 
! - i 

•t丁―• • ^-------------~--

--, 

公民科教脊法 II
．＾ー一

i商業科教宥法 I

商業科教脊法 II
ii---~--——---

＇情報科教育法 I i 

i i- -------- ------------------i  --------' 

佑報科教育法II
: | 

i.... ••--—-.. i 

|
 

I
 

2
 

,-----ー

””'--!--．‘'→一—
| 

2
 
91 

2 
••---

i 2
 

9] 

2 

••---•- -2
 -．,_' 

2
 

I 

| ....—一三

2 
~.....．．.  

／
 

'

,

＇

,

9

.

,

＇’
9
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一

／

i

i

 

備 考

日！柔道 ―:--J_ 
群：

I ←が-:I~□/ 
2 ---- ---- -- -__L___ ＿＿＿＿＿ ＿ ＿ _J  

〔備考J
(1) 自由科11とは卒業に必要な単位数には加りされないが，「l由に選択履修することのでき

る授業科llである。

(2) 本学科においては， I＇llll科IIとして，教職諜秤の科l1が準備されている。これらの目 lli

科llについては，後褐の「教職諜程」の況明を参照のこと。
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (L--¥S) センターは，本学の建学の粕神に）よづく人格形成，輻広

い教氏や知識の胄得，内l"l分野での学業に役立つ間也、瓜識の行成，社会人として求められる）k礎

能力のIh]「等をじたる II椋として褐けています

学牛の特さんにも，こうした1月也、iふ識をもって科ll l役修をしてもらうために．学名[1• 学科です

でに1}fl講してしヽる科llを＂人格形成伯域＂` ‘ -般教壺伯域" ")，員礎能）J似l域＂としヽ う 3禎域に大

きく分けて1ff即し直し，［リベラルアーツ＆サイエンス科Ill｛いとして牡別に捉ぷしています

各々の箭l域は，

人格形成伯域： I地球と環塙ー「人間と、思想」「1k]家と規範」『倫坪と社会」「ネ［会とジェンダー」

という｀］テーマ

＾般教投領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「杜公と経済」「健康と伽祉」という 4テーマ

），員礎能力飢域：「Jl,i,'｛l•分野」「，→i，粛分野J Iビシネスマナー」「プレゼンテーション」としヽう 4

テーマ

に分けてまとめてあります いすれも，学牛の特さんか就職して社会へ出る準価をするうえで重

災とされるテーマです

これらに加えて， LASセンターが特に）Jを人れたい分野・テーマについては独l］の科flとして

間溝し， さらに必央に応じて11il，溝するサマースクール等も「総合陥礎教義 I~w」として単位，忍

定します L入Sセンターが独 l]に開晶するこれらの科日は，すべて 1~ 4年次のいずれかで脱

修することができます

「リベラルアーツ＆サイエンス科fll「いを）役修して修得した単位は， 30単位を限度として叶l,Ilり

により，学祁・学科の各科fIl抒に4恥り枠えることができます 「リベラルアーツ＆サイエンス科I!

lfi」の1復修や内容についての質間，学業に係わる相成等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けていますc
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LASセンター利•日群
-- ．、・•--.．.””  

年次および平．｛立数
I ! ---- ---------- -•---—→--―-•---•••-•_． ilili ぢ．

1年 2什：． 3イ1: 4年
---- •— ュ ー ．．．・・・•-- -•--• 

※ ・ ・ 2' I 
-_ _____J____ _ ___ : -- ..-——----•• •ー・・＾” . ••— , 

！ 

LAS科 ll群から

修得した凩位の

中から30爪位を

—限度として，各
l 科 l] 群に Il•1,1在に

より伽り替える

！ことができま

ーす． li「細につい

ては，オリエン．． 

テーション廿炉に

――-| IIji明しますc

領
系列

域
, __ _________ _ _ ____．．ー・・ 一^●． -- •-

1地球と環塙 叩因と環塙
---------------- -----

現代の人間息想, ____ _ ....- 9..  • •-...., 

現代息想 2 
~t • •一

国家と政治 2 

l l l 糾•Iil 憲法 ※！ 2 
一—

！法律芹概論 ※！ 2 

政治学人IHJ ※ 2 
••—•^ t.＿．．.． l.. --..... ^ • -

倫雌学概論 ※ i 2 
「.- --•一．．．．．ー・・--•- --•• • -- -••• ト

伯報社会と情報倫岬 2 I 

-••- --•• • I”-• -•••• •ー・・ ｀ ”. - .. I •- ----

！女性学人l11J 2 
1-- ---------------ヽ 9.- --.....．. 

lジェンダー論 ※ 
| 2 

汀t会とジェンダ— ---•^ •- ---—・・ ・一~--- ---

！女性学 ※ 2 
~------—---.- -...．--• +--—• I 
！り性学 ※ 2 

. - ツ9

iサルからヒトヘ I 2 I 

日本の歴史 a
I 

※ 2 I ー•―-―- - --• :__．_＿＿ l _＿ 1 

日本の歴史 b ※ 2 [ 

rアメリカの歴史 ※ 

.． 

I韓国の歴史 ※ 

| l-l卓lの歴史 虹
'--、--------- •-、

人類と科学技術の発逹
.．． 

文化人類‘芹 ※， 
, _____ -------------- - ---•ヽ• - -•-----• 1_ _ 

9 日本文化概論 ※ 
, ----.．．．.. 

一・•--
．＿ ＿ 

1 アメリカ文化概論 ※ l 

ヽ• - •-

1日本文術 *| 
L.．．．．．．--••-•---• •• • • -•- • -----• •-•-—• •• -• ---

西洋文術： ※ 

[_ ______ ---一•-----------・- ---------

社会学人l"J
'------------------- ----------

i経済1叶‘I¥

授業科 ll

i 

2人間と息想

i)＼・―-------------- ---

令
じペ車規と＜

 

．、各9
.
 E
 

,’
 

＼
 53 

格

形

成

＇ 

！似li 

4倫則と社会
L k 

----- L 
''  ， 

i ••— 

| 
,--~----

••-―•口＿＿．．

----ロ---i

~-L ___―------- ＇口'’

¥1人類のあゆみ

IL
人舟

：教

1氾!2文化のかたち

領；

域，

文ーー‘
、
l
t

y
k
 

たゾボ＇と会f

▲

 

し
↑3

 

4健康と fi叶lI

※印は，

経済学人l"J. ---------------------

紆済学の悲礎
- -----

中l_―lsl経済人l"J
----- - ------

心と身休の科学

健康紺寸、『と牛活叶I-rt
I.．．．．．．．．．．．．．．＿..．．． 

1也の利^ II群に配‘片

.＇「ー

2

2

-

2

 

,． 
！ 

'2  
'-----------,--~--------— 
2 

i 
| 

-----------..--—•-•・・ : -----― , 

2 
-----1•--―----一--•ヘ・

‘)，  
------• •—-•一•----―--.. --.. 

‘ )＇：  
-.  ! 

9・．．．＿＿．．．．上．．．，．→•-----.．．!

2 
＇ l 

2 

2 

c__  ___ _ 

※ i 
----- L 

---•一

• I •••— 
※ 

| 

9
]
-
2
 

＇ ＇ •..-••-•••--.... I 

ぷ

ム

9
]

り
‘
]

9] 
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LASセンター利廿群

）よ
¥l¥JI:, ［語分野

礎

ヒヒ
ム

IJ

廿
リ夕系 授業科II

年次およびiji｛立数
＇ 冊 ぢ

)J ・• ---••—•• ●●●●●—●●ー・t~～~～‘

禎！

域＇
2 j j•晶分野

ビジネスマナー
， 

I - --------------------------

¥、4プレゼンテーション

2 

2 
．．． 

統け学の悲礎知識 2 
．． ... 

総合）よ礎教jitl(J[．,;[｛}） 
... ..  ・・-・-

総合払礎教養II(J「•I

I 
日本語駐礎表現法
------------- --- --------~--

[!4ゞネt；ミと日本ll-{i- ※ 

総合晶礎教投III(ふ轟）
＾ ^ー

総合晶礎教養w（ふ沿）
一^

ビジネスマナー I
-

ビジネスマナ―-Il

2
-
2
 

7
 

2
-

2
 

2
-
2
-
2
 

---1 

プレゼンテーション II

，
 2
-
2
 

, '1  

※印は，他の科日群に配閃
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科I」は，毎学期の初めの指定された期 Hに，所定の

力法（オリエンテーションで品明する）で履修申晶をしなければならない。履修凰翡は，年

間の受溝叶圃をたて，

履修申晶手続を間述えたために，授業科日の履修ができなくなり，その結果，進級はもとよ

以下に掲げる注餘＊項を厳守して，誤りのないよう

単位を収得する、意思表ぷをする学期初めの重要な手続きである。この

り卒業ができなくなる場合もあるので，

に脱修申品をすることふ

I 1 ! 履修叶且青書提出後は，授業科日および担当教貝などの変更，追加，取消しなどがないよ

う，提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認、するなどの細心の注、意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間迎いなく登録されているかどうかを必ず確認す

ること。ただし，履修lli請苫の返還または照合には応じないので，

ておくこと。

必ず「学生控」をとっ

~
 

?l 
履修巾面をしていない授業科l」は，受講しても単位は認められないc また修得した単位

は分割することはできない。よって，授業科l」のI1％行にあたっては進級や卒業に必要な単

位の算定を慎重に行ない，修得弔位数が不足しないようにガ全を期すこと。

3
 

|n]学期のInl廿寺限に 2つ以上の授業科I」を展修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修巾晶翡に晶人した場合は，両科目とも登録無効になるので注、なす

ること。

(41 

~
 L

3
 

I 6 I 

一度箪位を修得した授業科目は，

履修叶％fi翡には授業科I:i,

再度履修することはできない。

コマ・コード番りなど必要事項を圧しく記人すること記載

ト＾の諜りや不明瞭なものは叶Iii『「1体が無効になるので卜分注紅すること。

コマ・コード番号とは，時間剖表に授業科 [1と共に叫入されている番号で， その時限の

授業科日に[ihl行の番りである。
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(81 

股修Il-lniり｝｝は「履修l-lI請書品人例」を参照して，黒色ボールペンで品人すること。

指定された期 Hまでに履修申 91打を怠った場合は，学業の紅息なしとみなされて 退学処

分となるので提出期 llを厳守すること。

VIII 正規の履修からはずれる場合

1. 再 履 修

版修叶i[liiをして単．1立が収得できなかった授業科llについては，次年度または次学期にお

いて再び／復修することができる 3

2. 規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスで受晶せざるを得ない場合は，アドバイザーと

相，，炎の 1：必ず学名lいli務宇に 1|lし出ること ただし 1年次牛の規定外／役修は）j氾！ljとして認め

ない (9
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IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

1 1¥ 11人験は，定期 l1式験と臨時試験かあり，定期，式験は）！糾ljとして学期木あるいは学年4くに

行しヽ，臨時試験は担‘片教liの判11:）［により適‘l'［行われる

12 いすれの授業科 llも授業Ilか数の13以 l̂．を欠靡した場合には・ }原則として‘り該授業科

IIの受験責格を失う ただし，：］，iJ気または 11~‘りな則由によりに期欠席の場合には，特別

に配應されることかある

13 試験の時間割は褐がにより連絡する

14 授業科tiによっては溢文（レホート）捉出によって試験に代える場合かある

2.追 試 験

(1 追試験は，やむを得ない1叶打によって定期，式験を受験できなかった者に対し，｝以則と

して学）リlオくまたば‘;：年よに丈加する

12 追試験を希沼する者は， 1［‘片な 'hlllをill)」月する書lfliをもって速やかに投業担‘片教員に

屈け出ること

(3 追試験は，成粕衣の‘り該科11に「T」の』</いがなされた場合に限って受験することか

できるし

なお，追試験は、 1復修（再履修を含む）した年度に限り受験することかできる

11 追試験を受験しようとする者は，［追試験受験崩しを学i'｛|;Lji秒務字に捉出しなければな

らなし、

なお，追試験の受験料は， 1科llにつき200円である

3． 再 試験

¥l i加式験は，原則として学期木または学年4くに実施する~ただし， J受業科tiによっては

内・試験を行わない場合もある

心！ 定期試験の鮎呆，小合格（この場合成紺は/JI)ヽI仙亥科llに「F」0)」＜ぷかなされる）と

なった授業科IIのある者は， ‘恥亥投業科[lの担％教員が再試験を行なう場合，受験する

ことかできる

なお， 1り成験は， I役修（札j•履修を含む）した年度に限り受験することかできる

(3 再試験の受験を昨 II［された者は，「内ぶ験受験崩l」を学部'li務字に提出しなければな

らなし、し

なお， 1恥式験の受験料は， 1科甘につき 1,000円であるし

4重試験に関する注意

1. 辿 則

il 試験場内では，すべて1篇腎者の指小に従わなければならない なお，監抒者の指ぷ

に従わない者には，退場を命することがある

12, 11式験場内では， f^叫Jlj且・打込みを，9,tされた責料以外のものは，すべて監督者の指
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定する場所におかなければならないっ

,3 受験者は学生,ill：および受験i,1項」乱E （追 •.lり試験の場合）を．机の上の見やすい場所

に捉ぷしておかなければならない〗

4 試験間始から20分を舒過した後は人字・受験を晶めない

,5 試験間始から25分を経過するまでは退場を忍めない なお，監督行が退場を命ずる

場合はこの限りではない

6 I 受験者は，試験Ili監腎者の1i'l可を得ないで試験場を出てはならないU

7 試験の行われる学期の授業料木納の者・授業IIか数の13以 l．．欠席した者は，試験を

受けることができないぅ

81 病気・ 1i故その他」］ジ片な'li由によって受験できなかった者は，診1店）i，l},．'Ji-1¥知l［明そ

の他．［いりな'.lH打をlll「明する悶l[Iiを沿えて，迎碍iなく授業担‘11教且に1rti/11，なければなら

なし＼

2. 試験におけるが正行為の懲戒について

¥1l イ勺臼噂をした者については，学廿lj第68条により闘せられ，史に年度における‘恥亥

授業科llの単．位の認定を行わない-

,21 がllこれ乃のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する．つ

3 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷするっ

x 成績発表

l] 成禎発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール札l‘り教日より本人に成給表を交付するの

で，学証li務字の指小に従って必す交付を受けること その際，学’l詞ltを捉がすることっ

なお，指定された期 [1以外には父付しない

2 成紐の，，平価は次の叫りで衣わし， 60、i,'［以卜をもって爪位収得（合格）とする。

（合格）

A :100~80、[9[i、

（止規試験が合格） （追 •.Ii} 試験が合格）

F : 59』代以ド（再ぶ験受験11J") D : 59、し忙以l<

B : 79~70、1,＇i、 T:追試験受験11J E :木受験

C : 69~60、1.':( Z:追・再ぶ験の受験責格なし

! 3) 成粕についての疑間，質間席は成粕表父HI!のみ受け付けるので，学噌1いJi務本に間合わ

せること

4! ＇.ji故，病気等により指定IIに成紺し』妙の父付を受けられない場合は，代坪人を定め，成粕

表の父付を受けること その場合は代即人学4.19正および委任状を持参すること
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履修の手引きと手続き

I 授業科目について

lEII際人文学部l州際文化学科にお｛ナる授業科IIは｀学科共辿科 II群 I・ II, 学部コア科H詞内

門晶礎科Il ltl'9, 'り1"l科II群 I・ II・rn,＇、り1"l1月連科ll ltl’号 i'l ill科 ll ltIから構成されてしヽる

なお，教職に1月する科11および‘?芸且責格収得に1月する科11は， ［I III科 11群に配ii’,iさiLてしヽ る

II 授業科目の単位と認定

本学祁では爪位制を採）tlしている 単位刷jとは，ひとつひとつの投業科目にうじの）よ州により

定められたりt位があり，履修した投業科IIに対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，そのり叶立を認定する』IJI文てある

り叶立の，忍定は. c¥ ・ B ・ C :-l段階の謹価により 1」う D ・ E ・ I•、 .T·Z の il、1'価につし、ては， 単位

を認応しないものとする なお， Nは，単位振杯により車位を，忍定したことをがす

皿 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表にがすとおりである

ただし， 1］由科ll l作の科llは卒業に必炭なりt位には含まれないので，注紅すること

廿
リ夕系

学i,tl;•学科• lKlI際人文学部 川際文化学科
．．．．．．  

単位数
|leli；祭日本コース束アシアコース

学科共通科ll l詳I (，;，翡）
-• 

学科共通科lI群 1I(、［打恨科学）
．．．．．．．．．．．． ． ． ． ●ー・

学部コア科Hlfi— 

'、り1"］）よ礎科ll l罪

'りl"］科^ fl群 I （［玉l|緊日本）

16 

28 

20 
し—―------- -

4 

8 

18 

10 
-------------

20 

18 

12 

16 

専門科II群 II （東アジア） 6 

刈叶＂］科 llff)'oIII (プロジェクト研究・研修）

＇り1"ll関連科II群
．．．一

各科ll群に指定された最低修得単位のほかに， 1―KlI；祭文化
学科の全ての科il 群もしくは 11,•II際人文学部 1k]|；祭父流学科，！
経悩オli恨学部，ネhi刊総合学部．メディア学部より］6単位

［以 1こ修得しなければならなし‘--•------
11「 126叩立 プ

ー•••--～ _____J
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「悲礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科l]を含め36爪位以tを修得し

ていなければならないっ

各学年に履修する授業科ll群および修得凩位数の ll安は，次の表にぷすとおりである C 選択す

るコースによって卒業炭件が異なるため， 1年次から学曹nl→[Ihiを立てる必要がある。



116 

■|141象11本コース

学 {1: iii 位放 o) 11 安

学利•］し通利II lti l (, i• [ ［ [i) 

Fundanwntal．ヽ（）［E11glish I ・ Ural Fluency I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 HI I 11 i¥if立（必、jl参）
そ(I)他の， t11/i ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ·、.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 利• I l l i i i-i立（選り()

予：｛IJし逍『I| l tI II (•I I [ J }|｛ { I学）

廿i恨メデイア論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科1| 2 i ii f立（必修）

コンピュータ技他 l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ I平1・112 iiifと 1必修｝

邸コアHIIHI :｝刊 11 6巾1＼り（選択I
l {I久 iり111且噂11| l l『:;:: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ; ;:; ; ; 11;) :;; ~::, （選択）

I•り 1 l i l f • I I I l刊I(I Eli~;,: 11 +~ ! 

lrcJI：祭 II ~:-:a ・ b・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 HI I l iji.f/,:・（必、jl参）

l HI! 2 り叶＼，1(辻計）()

'、1/l"JfllIi「i,・・llI lロブロシェクト h)I究・仙修）

修胄i[1＼り放
）店祉と4・：、ミ I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l fl I l 2,p. f立 ({:、11参I

フロジ クl、ii)|：、先 I.............................................1利11:z ijr.f.',: l・必修）
1 (） i | i. 1立

※折］しされた各月11illより修胄した月11以外に 2爪位

、、i::f I J t iU ↑ill ill I (, i',i/¥i 

l i l l l l ci a n1 () I I t a l s (） [ l 4: ll gl lヽh11 • Oral Fluency II・・・・・・・・・ 2Hll 1 iji.fi'I l・f:'.、11参）
そ0)他0)l i ^ l l [iまた1より＇し il {i月11・・.. ・・・ ・・・・，．．，．．．．．．．．．．．．．．．． ］利•11 2,・ドi立 （選1)：) 

‘ヽ;'.[]：1;コアflI I iff ・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1平1| l 2 i i i. i I, I・．（選1]:） 

I、1/l"J)，し礎 HIii『(············""''"'""''••..・"・・"・・・・・..........1 科ll 8 i i i { ＼, 1・． （選i): I 

l、りl"JHII Hf I (/isl!悶:I lイく）

2 "'一^次
II本文1じ，詞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l 科• |I 2 iji.f,',:・（必{I参）

1平II I 8爪位（選択）

'、1Ji|＇ ’j 科•I IJ「Ir;l] （東アジア） ・・・・・..................................2科111 iji.f立 （必修）

’、り1"l｛斗ll HY ill (フ＂ロシェクト /iJI究． {i)f修）
）よ礎ゼミ II.........................................................]科11 2 i ii i立（必修）

フく＇ロジェクト iiJI・究 ll・--・--・・--・・--・--・--・・----・--・・・・・・・・・・・・・--・ I科11 2 i ii．位（必修）
，修得車位数 l科・I l 2平位（選択）

4(）爪位
'.1/l"JI月連HllH'I’：:...................................................... l爪位（選択）

予：利•］し通科11iii l (, ;,;/(J ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 利• | 1 2 i ii ｛立 （選-))~)

刈[| l'l f: l• I I群 I (Iじ］1；祭 11本） ..ヽ會・ • • ・響拿・ • ▲ • ・ ・ •響●”. ~ ・ ・ ・ • • ▲ • • ・ • • o.．. ~. 6 利△1 1 1 2 i ii位 （選i)｛） 
：｝ ｛，：.次 I、1/l''J科11ii'(II (東アジア）・...................................... 1 H 11 :z 1p.f立（選-1)~)

I、,Jil"11斗1/Hl'III (フロシュ＿クト fiJI究・／i}I修）

プロジ クト iiJl'J¥::III.. ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・...... ・ ・.. ・ ・ ・ ・ l HI l 2 iji. f立（必修）
修得爪位放 •Vl"ll月］也利I I lil'： ・ • ・ • ・ • 9 9 9 • • • • • 9 9,..  9 0.,．9 9・・・・ •響""""'"・・・·・・・・・・。 8爪位（選択）

38爪位
※指定：：： i した各利•| l ltiより修得した利・II以外に12巾位

1年次 •J/l"JH1!11l,.III (フロシ L クト {iJj究・研修）

！修得i[｛立放 プロジェクト｛洲究I¥..............................................l科Il (； 1[ i立（必修）

i 8爪位 ※指定された各科Iiiりより修得したfl!I以外に 2車位

！ 
竿9 △ 業

！修得爪位放

1 2 6 i ii ｛立
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■東アジアコース

学 11: 爪位放の 11 安

学科共迎利•11 I「[I (, ;•11{} ) 

Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I ・........ 2 f斗lI 1甲f立（必、{I参）
11111•-1,rn もしく 1 より杯 I•Icl,,ti の利•1,................................. 3科11 (｝ i ii. 1立（選札し）

学科•」し通科 II 1ff II (、［む恨科学）

、情報メデイア1諭I)...........・・・・・・・・・・・・・...........................]科l1 2 i it 1{f. （必修）

コンピュータ技能 l.............・・・.............................1科l1 2 i札位（必修）

予：祁コア利 II 1ff ・ ・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ 3 H l I 6単位．（選択）
1イ1：クく しl}|l'l J,Li'l，矛::: : ;;~::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ~ ;:;::; ;~::;:}:;~ ~;:;;j: 

I、1}| 1'J 平l• 1 1./tl': I (11、.l|訂:I lイく） ・・.........●...........................1 平1・ l 1 2 i v. f立

＇、り1"l科11I『I9:II （東アジア）

東アジアの映像文1じ・・・・・.......................................・］科112爪位（必修，i

刈il"j 科•ll1tfill (プロジェクト研究・価修）

），し礎ゼミ I..................・・・・・・・・・・・・・・.......・・．．．，．．，．，．．．，．．． ］ 科11 2. i ii f立 （必修）

fI各1!]．i ii f立妻文 フ゜ロジェクト研究 I.......・・・・..・・・・・・・・・・・.....................l科11 2 i ii位 （必修）

40爪1立 ※指定された各科ll lt}より修得した科l1以外に 2甲位

2 介：上次

修得り叶立放
40り叶立

...  ．．．．． 
学科共通科l| lt「I (r i上 II{}）

[,'undarnentals of English II ・ Oral Fluency II・・・・・・... 2科ll 4 単位 （必修）

I j 1 1 1、.JII {}もしく［よ I：州［ 111,m の利•,,................................. 2 利• | l 4 i ii. f立（選択）

学部コア科ll lt・‘f ・・........・・・・・・・・....................................1科Il 2 iii位 （選-!){)

[!J'1 "j)，し礎科•1111n;; :;;;(~~ ・i; ·~:;.. :::::::::::: ::: : : : ::: : : : :: : : : : : : : : : : : : : 1 !t:: ~平f＼り （選i1{） 
1り1"］ 1斗ll l抒1 (I Ii[ I：祭 I{本） 2『|l］ 4 i ii i立
＼り1"l科111rfII (束アジア）

文化交流史a(I l本：アジア）・............................. 1科11 2 iit1立（必修）

3利116平1立（選択）

'、り 1"l 利• 1 ]群ill (プロジェクト研究・価修）

枯礎ゼミ II...........響............・・・..........・・・・・・・・・...........1科l1 2 i ii. 1立 （必修）

プロジェク ト研究 II・・・・・..・・・・・........・・・...........疇..・・・・・・..1科l1 2 i it位 （必修）

］科ll2平1立（選択）

,.i} | 1 1 j I具J.連平1・11群・・・・・・ ・ ・ • ・ ・ ・・・・・・・・....・・・・・・・・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • • • • ・ • ・ ・ • ・ ・ •.. 4 i. it 1立 （選.)ls'.)

学科］し辿科ll l詳l (, i• 9/ h) 
1 | 1 | l•.I II{i もしく（よ韓 l1l,れの利•,,................................. 1科ll 2単位（選択）

3り：・次！ 1．1} | l ll店I・ I l 1『(： l (I L I I際II本）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2平I・ I I 4 1p.f立（選-tJ{)
Iヽりl11J科II Hf II (東アジア）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．り科•111() 平 1立（選択）

I、IJi|"J科Il lff rn（プロジェクト／iJI究・ ii}「修）
プロジェクト｛洲究III............................................. 1 科• 1 1 2 i it |¥,1ー．（必修）

修1翡1p.f立数：専l11JIい］連科lllff・・・・.................................................. 8爪位（選41{) 

38りi1¥9! ※指定された各{;'l・llir(より修行したf'l・ll以外に］2爪1立

4年次 I、IJ’l"l科ll lfl’: rn （プロジェクト仙究・価修）

修1!J. iじ位放 i プロジェクト価究I¥'.............................................I科l1 (i i i1 1立（必修）

8叩fI'「 ※指定された各科III杯より修胄した科II以外に 2爪位

ネ菜

修1翡iv. 1 I＇,:数！
126爪1立！
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

〔留、・心、’j i唄〕

I l 1 「l・ll・IIl・I¥'」で｝こぷされた科 flは，数字の）llri序に従い． I役修するものとする 「1

A・ l B」は1恥且ljとして l入を先に版修すること

12 [ a. b」はどちらを先に履修してもよい また，どちらか［力^のみの履修も 11Jとする

13 ただし，実院の）役修については．シラハスに叫された各科l1の）役修＇災件をよく虚むこと

＼4 爪位数を0で 1•Itl んだ科 II は，必修をぷす

15 本学は前期・後期のム＾学期制を取ってしヽる ）よ本的に大多放の科甘は学期ごとに！復修す

ることになる ただし， ；^il且こ 9 年間 (1iii期・後期）を通して版修する通年科IIかある ま

た，以期と冬期には集中溝義期間があり，比中，溝義期間には数1lilillnlじ科llの投業か実施さ

れる さらに，価修・インターンシ、Jプ笠は，学期の枠と閃係なく‘に施される場合もある

i6 ]｝i鳴として日立学年の者は， 1汁立学年に配‘りされている科llを）役修てきる たとえは 1年

次の枠のみに指定されている科 llでも， 2年次以 1：になってから1役修できる 但し，授業利

IIは学年が進むほど内1"l‘rtが闘くなるように配i悦してあるので，それぞれの学年の枠で）役修

することか沼ましい

1. 学科共通科目群

学科共通科ll群は， [ri]l (,i',lff), lri]Il ('h'i恨科学）の 2系列に分かれてしヽる それらの各科

H群の中から「III. 卒業に必災な爪位について」で小された所定の爪位以上を修得しなけれはな

らない，）

(1 9 ‘ヽ芥利•共通科[l l詳I (l i•IIli) 

lk] 際人文学部国際文化学科の）！し本をなす科 [1 であり， 1 ＿1—-]際化ネ［会に4 きるための教壺としての

ふ沿，さらにりi["l分野の学修に必要なIi,［｛iを学ぶための科日を配附してしヽる コースによって卒

業災件が沢なるため，備名欄をよく参照すること

授業科II
年次および爪位数

| 
最低修得

• ~ • ....... 

1 {1: I 2介ム▲ i 3介▲^  4イ1上▲ iii 1立娑父

Fundame叫 lsof English I'2 
匹ー．．．＾・•- .,．．．．ー．＿ ......••--

科l
l・ i Oral Fluency I 

共 'Fu叫 amentalsof English II: 
通 L------.. ＾ ...• -

科 OralFluency II [ l 戸一•• • • • 9 9... —-••• -^'9•-- -•-— ●一．．．．．ヘー

群i
'TOEIC: Vocabulary I 

--- - -す

I ; TOEIC: Grammar & Listening I 
.．．．. ,．，．..．.．  

9. 9 
TOEIC: Vocabulary II 

JII 
---．．．;  

巴 TOEIC:Grammar & Listening II 1 
^ - ----

Basic Writing Skills 
I ----••--••一●ー•--..．•------••--• •ー．．．．．．，．．．．●ー●●ー●● •—•—••• 

'Intermediate Grammar, 
2
2
 

2
2
-
2
-
2
 

| lKl際l1本 ■lt||悶目1本コース

l •---••------—←_＿＿--•ー・-- •--—’ 

ッ
]
-
9
]

-----j 

コース ！ 

I 16什｛位

ぢHoIlj 

一

＇ 

! ＿ ＿ ＿ ＿ 

を選択するもの

(1)必修の災晶 4

科l18叩立を含め、

16単位を修得しな

ければならない

(2) 応li•以外から

•ヶ [1,| 』を選択し、

2科1l 1単位を修

得しなければなら

ない

・ —....·---··・・＾ • 9-- ---• I 



日際人文学，霜 履修の下'JIと手続き 119 

-犀/1• 投菜tlH し＿ ］j:およひi1国放ー／艮低修得
列 1年 2年 3年 4年凩位数

Intermediate 
I |―;- l 

2 
l k]際ll木

Practical Discussion Skills 

Intermedlate ReadIng SKlll‘-ー'-'Lコース

I 
Business English Writing 

-

Spok€n Business E叫 ish ← [ 

、 .

ドイツ語 IA
-- -----

2--I 

ドイツ語 IB 2 
-~----~---~ 

ドイツ晶II . 2 
---- -.．．．．_＿_＿ i-- ----•• 

-t＿ィッ，沿1lI _. L I 2 --

フランス,m-rA , 2 
し•.．-- --------- -•• --- -••. |.．．--•一•一 i 、.．
| 

i学 iフランス晶 IB ]［三：：：：：］―~it------1
口記］： I-ーロ/---I スペインMtII - 2 
群 L--

L 
--~----------

I スーペイン，9ftllI _、 2 

一つ． ［ー叫Iil晶 I A ---_ 2 --•一
闊1叶 l語 IB 9,  
1 1 1 1 -- -----.．-----．．..．i. - _1-------• _ ＿＿ ＿...．.．．、
‘-＇ 

叫•K]語•II
1--- —.-- -- -十- t--- 2 

東アジア

中国語III I i 2 
- ----- --------I・ --------+-----1 

巾 lfln揺胄（｝ミ叫・文怯 •LL を含む）
．． 

叫玉］語：文法と』遠 I 2 
-----

叫玉1議：文法と乱瑾 II 2 
9 一ヽ•ヽー一 --

韓国語 IA 2 
--- --

韓l玉1，沿 IB 2 
----------

韓国語II

韓[l;1,l{fllI
．．．．．． 

韓 [lsl 講演胄（衣叫・文社、•LL を含む
．ヽ• - -

韓国諭：文法と』澤 I-------- ------------

韓1-1,-1，沿：文法と，沿低 II 2
 

---

--- -

2 

16単．｛立

コース

20叩立

備

■東アジアコース

を選択するもの

(1)必修の英晶4科

H8単位を含め、

20平．1立を修得しな

ければならない

(2) 災，，｛｝以外の，t
，轟は、叶 Il:KII沿6科
I I l2 m．位か韓liil，轟
6科•fl 12単位を選

択するものとする

渭jぢ〕

(I) 学科共通科•111作 I では，第りti叱沿として災晶を学ぶ うち， Fu叫 amcntalsof English I ・ 
II, Oral Fluency l ・ IIば必修科IIである

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを］役修するためには， l役修前捉条f1として，それ

それの Iを修得していなけれはならない

(3)外l「|｝＼留学生および帰 [I;•VI▲は，その II 本 II{t)J に応して、国 1際交流学科•|｝［l設の l1本晶科ll (11本

晶 IA ・ T B ・ II c¥ ・ II B) を履修し， りふ沿の必修科 11 (Fundamentals of English I ・ II, 
Oral Fluency l ・ II) に[9、9しみ枠えることができる また， II本晶lll• IV，ヒジネス II本，轟 T・ II 
をその他の学科共通科IIIii Iのivf立として認，定することができる さらに、第汐卜［k|晶として，

I:J:II{lあるしヽはい1卜してしヽた地域の公／ll，れ以外の^ ，T［1、I晶を選択必修とする
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2
 

‘‘芥f1」1，:]』{‘II I l刊II (、11, J {9̂1 { f‘I学）

これからの打＇J,t1{化ネ1公て必炭とされる， ハソコンやインターネソトなとに関する知識と技能を

修得し， 丈務椛）J を氏う利•II を配it'i してしヽる 「コンピュータ技能 I, II]はマイクロソフトの

技能責格対策刊llてあり會

＇ 

系

列 技菜fill

戸
1t‘
゜
↓
ー
作

n
（
打
札
十

"f

‘‘ー
1

ー/‘几

f
ー

+

_

/

、

1
{
‘
ヽ

一

9

9

9

,

'

,

＇|＇

.

|

.

L

 

伯恨メティア贔

ネ業までに、

l {I :． 

I"]責格を胄イりすることか叩ましい

什□欠および爪位数

：^ I
'
 

9
-

▲^ /
1
 

り

0
4 {l : → 

最低修胄

iii ｛立数
価 ¥J 

9
]
 

コンヒュータ技能 l

コンピュータ技能 II

?l 
4爪位

ゥ
1
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2. 学部コア科目群

学陥コア科ll群は， Fl際交流学科と共通する科1]を配附しているーグローバル化する文化や杜

会，コミュニケーションのありかたを多i贔な切り 1［から学び，［Is［［繁化社公にI［きる人間としての

教義を身につけ， 人文学を学ぶことの、，＇此義を明確にする

なお，情学をf定する者は，［留学プランニング」を履修すること

系

列

年次および爪位数
授業科 IJ

最低修得

[ ______ _j_ __ _ 

-， 

1年 2年 3り 4年甲位数
L_ ________ :_~-t --―- --― -I 

仙 羨
J

11 本とアシア 2 
．．．．．．  

学歴史・文化の視、内、 2 
[;IS -----
L I) 

コ
異文化雌附' 2 

-L--

ア コミュニケーションの晶礎 ！ 

平I・ -- ------------• ---―--

i ll i ビジネス人 l"l I 

!ff ---
日本 11{i 』く現

~---- -------

2
 

--—--L 
l 

8爪位

?] 

9l 

| 
砂、9.、：・プ― ‘ 
HI ［ フ／ニング 2 

＇ L --- --―----------- ------ --------
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3. 専門基礎科目群

3年次以降に選択する内l"J分野の）よ礎について学ぶ科lll作である 9.ii.、‘‘k
111 I J', 文学， ）こ術:, 映像，

政治，経済，社会，法律，

L
 

系
列

授業科 II

ジェンダー，比較文化，
． ・・・• - -

年次および爪位数

l {1 : ＾ 2介：▲ 3介ム^
--•↑ー

I j 

ャ

9
1
I
'
 

94:I ，
 Ii 

スポーツなどの科fl及び閃辿科目からなる

i最低修1!］-
4年爪位放

hiij ぢ

ー

＿

1
-
じと

ー，リ

一

,;/¥ 

災，翡
-----------

| ！本

比

）： 
映

I I {｝ 

本

本

較

，
 

i
▲

、

J

I

 ー

iヽ
 

像

治

晶学概論 a
．．．．． ー ・・

1 J{t 学概，；Ju b 

概

＇コ―̂

一
~
~

4
1
 

斉

会

‘
、
{
•

．

．

 

.

-

.

-

文
―
丈

t
t
去

W

一玄一

'
f
`
i

-

．

 

ー

・l

.

 

t1一
林

心
i
 

，
 

）
 

、、f
 ，

 
9
 ..
.
 

ヽ
~

t' 

ー

ー

II 
、、

ン／

l l 

I l 

外

ア メ

．ヽA
 

1-Kl 

l J 

‘ヽ‘,.
f 

‘ヽヽ,.
f — 

•4 9
t
 

、
J

‘ヽ

•
ム

9
.
9
 

、
J

‘‘
 

文 論

論

術史
ー ・・・・・・・ ム

文 化論

人 l"J

比校

スポー
~～へ＾

文

9‘‘’覺f← 

‘‘‘', f 

概

概

概

，そ、
J

‘ヽ

学

学
... 

[ii) 

ェ ンダ
---------------------

本 の歴

本

ヵ

命

i
倫

、IJ
r
 

.... J
 

AIHJ 

●

{1.n 

概

*
.
 

9

9

 
、
J
‘ヽ

概

a

b

 

ー、C

b 

2

2

2

-

2

-

2

2

 

人 ["l
... 

人 門
.. 

論

法

タ’入

Il I fII' ＇ 
．． 

a, 

.

.
 9

、

ja"J 
．．
 、、

史
ー・・ ・

の 歴史 b
----- - -

史概況
---------------

の歴史
．．．．．． 

韓 IKI の 歴 史
．．．．一

中 [•KI の歴史

現代中 [iii政治人 l"l

文化概論

ツ科

―
―
 

―― 

i

-

i

-―

-―― 

2

2

2

2

2

-

2

2

 

―― 

ウ

2
-
2
 

ウ
‘

]

i

(

”

/

•
一

学

... 

I 

18単イ立

•- •-....• 

9平11118 iji.位を

選択必修とする

ゥ
1

ゥ

••-•ー一三．．

l 

＇' 

り
r
]

.／-

-

＿

 
._J 
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4. 専門科目群

lKlI際文化学科の内門科目は，「lKll祭日本」「東アジア」の 2系列に分かれているへいずれかの系

4年次には各目の研究内容や活動内容を文亭や作品の形で集大成列を各日のサ1"］として選択し，

する- したがって、 どの系列を選択するか， 1年次から 「学科共通科Il肝 I （，；ムIii)」「専門某礎

科 Ill作」を叶lihi的に履修し，系統立てて学胄することが必要である

i 1 内門科 [_-lltt l （国際11本）

IIlt界から見た II本， 日本から見た[It界」を払本刑念に， 日本，訴， 歴史， 文学， 美術，女性，

視揺文化の II 本文化を 1,~ 際的視、L，}［から見直し， また！it界に発1,］しうる II本文化を研究するつま

‘、

,
―
系

た アメリカやヨーロッパなど各地域の文化についても学ぶ。

年次およびiit位数 最低修得

I 授 業科 ll r-
列 1りら 2年 3.i]', 4年 1札位

――--―i • •--•-- -．．．，．，_ ＿ ·• -----•••-- •---•.....~,... i, 9 - - --•---- -□Kl I祭 11 本、‘f: a i 2* 

l Kl 際 II 本学 b 2* 
-------. ----・--・・ ---------、,．.----·----~-,

L_1_l＿＿木＿文化臼／一竺＿＿＿＿ 1 
I日 本民 俗 学 2 

I 
--―-- ----•-. -------．．．̂.．．--•- •—,. -----•-•ヽ- ----— •1--~ 
日 本叶｝の文法 a1 2 

L_______ -•一

i II 本 ri｛ ｝の文法 bi 2 
----V-、------ - | ＿ --•-- ---- --＿ 1 _ ＿＿＿ 

H本語の晶彙・紅叫、 2 i 

日 本晶の i'「 Ii; 2 ! 
「―--•---―---.

| l1 本文学史 2 
．．ー•---. 

II本の文学 a(古典） 2 
.，1f r ----• ------------....””--~---" • -• • ~. 

＇ヽ J• i 

I 'I I本 の 文 学b（近・現代） 2 
! ; - - 99 

門 l漢文溝虚 a（韻い 1 ←- 2 | 
,------- ．，．．．．．．．． 

＇科漢文溝． li;tb （散文） i 2 
.．.. •- •--- + 

ll}道 a(内 ’lj'.巾心） 2 
| l l l••- -．”̀ -• -- -

鳥追 b(，り ‘1J：中心）
群―- -----..^•9•- •--- - ------• --...．. 

L Iiり；‘(：）こ術
-- -----------.  

I i II 本足術．． ． ．．ー・ ・ ・----
＇ サ ブ カ ルチャー溢

, -へ
------．．ー•...．．．.

ll、’[__ !象~-化--，倫
ll 典芸能と現代

際 • -- -― ---• . ..．．．-••一—- -•-•• •ー・＾● 9 

仏統文化と生活”...• ---―---••---...．．．．．---•—•• ••••—--....．I 
仏 教 文化•.. --• -.......-•.... 

．服飾文化へ本！・1im1 1 ---.........• ---•- •-•---••-「
出版文化，孤il 

- l . ．．．．．． ． ．. ．．．．---• • •-- -•ー・・ •ー・••-- -•.......... ．．―● •••- --

家 放論 2
．ーー・・ ・・・・・ ・・・・

1久刊学 ［
男、!11: 学

シェンダーと」、現a(文学）

日本文化との比校の視、1仄から，

l -{ 

I 
ジェンダーと｝ミ現b(X：術），

----~--

- ------'---

2 ! 

l_ __..-•-----—••----• 
2 

2
 

り

i
-
2

2
 
2
 
2
 

---―-／― 

I 

. 

--------..．7 

放備考

--

■1-K［際日本コースを選
択するもの
(1),、1Jil"l 1斗・ II翡］;Iよ
りコース必修 3 利• [i 
( 「［is[|；祭I-j4心芥a・b」
「日本文化論」）を含

み14科 []28iit1立を修得

しなければならない
(2) ,；り門科 II群IIょ
り3利9 [l 6iit位を修得

しなければならない

I KI l際ll本

コース

28叩立

＊必修

束ァジア

コース

lO爪1立

ツ
1

・
ウ

9] 
9] 
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＇ ‘、
玄ハ． り、次およひ爪位放 最低修胄

『夕

’~ 

授 業
lイ1:

●●――ー・・・・1 .．． -
越塙文学論

創竹

文化交流史bl日本：欧米）

I! ~くと北米

本 と 111 南米

本とヨーロッ／＼ 

11 

11 

‘
 

t
↑
 

11 
』̂▲/

l
 

）
）
 `ヽ

＾
▲
 

/
l
 

?
]
 

4 { I.． i ii 
1 

1立 放
仙 ¥J 

ゥ

ウ

]

ツ
]i_,＇

ゥ f、り111!科ll lti lI （東アシア）

11 ~,:力＼過」．しおよひ現{1, 木米にわたって密該な 1月係をもち， り1姿も相 I［の 1月係の発展か求めら

れる中[1ij,

夕lj 

韓/1,'1をII i心1こ．その， i直

視、1!,＇、を組み込みなから深く追究する

ける

系 年次およひi.i叶立放
投 業 、．t↑

 
l I 

l 1i1: 

文化．礼互舒済を紐合的に学ふ

将末的にビシネスの jll:界て訊針『てきる知誡や視、1仄を身に付

-̂▲ /
1
 

?
l
 

東アシア の 映 像 文 化

沖縄文化父流史

追跡と文化逍 Iが

アジアの女『t,，倫 I

文化交流如(|1本：アシア）．．．．．．． 
アジア経済

I rq J;↓ 1しfI it 11命

川都 市文化，1倫
ー・・ ・
川舒済人 1"l

|lcl 1年業人 1"l

文化礼公論

ジア息想．．．．．．． 
中川ビシネスと文化．．． ... 

中 1k] ビシネスと仏

II 中比校文化．．．．．．．．一●ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ヘ

II ，椅比校文化．．．．．．．．． 
叶，翻，J｛技法

中通 ，J{ 技法．．．．． ......  ．．．．． 

11 韓翻，；J{ j・支法．．．．．． ．．●●ー・•-.．．..

ll 直が通，1Jし技法

•• i訃l』tメンター・プログラムa

I 韓 I•El11打•メンター・ブログラム hl -]ドl11[i• メ／ター・プロクラム cl
l|I 仕lll{i~ メンター・プログラム 1J

刈’

l"l 

韓

中

中

中

多

、．{

|

 

ltl' 

II 

束

ァ

ジ

ァ

ア， II
!'  

i - i l l 

2* 

＾
ん
▲

／
ー‘

 `̀
 

-
2
 

ツ
l
-
9
]

ツ
I

叶

i
9
]
り

/
]
9
]
9
]
9
l
-

ゥ
]

4 {, : -

ツ
1

ヅ

l
i
9
l
c
l
9
]

一

最低修得

i i i ｛立数

東アジア

コース

20平1立

＊必修

また會 11本との比校の

仙 ¥J 

■東アジアコースを選
択するもの
(1) I、1}|＂l 科•II 群 l1 よ
りコース必修 2科 II

＇ （「東アジアの映像文
化J ［文化交流史a(11
本：アジア」）を含み
l(）利•1120 甲位を修得し
なけれはならなし＼
(2) しり1"l 1斗I I lil'. ] よ
り｀〗科 1110 単位．を修得
しなけれはならなし＼

[Ia]|；祭 II本

コース

6 i it位

ゥ
1

↓
l-
ウ

l-
？
l
り

l
ウ
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'3 ,、り1"］利^ 11lff III (プロジェクト研究・価修）

）よ礎ゼミ．プロシェクト研究，価修の 3系列を含む

「)］し礎セミ I・ II」はそれそれ l{「次， 2年次の必修である 大学で学ぶためのJ畠礎的な学）J

を身につけることや内1"］分野への唸人，およびキャリア形成への、1,迄誡1月発を ll的としている，9

「プロジェクト研究 I・ IT ・ III ・ I＼ア」は． 1 ～ 1年次の必修である 「I・ IT」「III・ IV J.そ

れぞれ 2年間ずつ紬けて1rl]じプロジェクトに参加するものとする 「T • II」では研究誌を含む

初歩的な内容を丈践的に学ひ，「III.I¥'」ては 4年間の学びや活動の集）＜成として作品を制作し

たり，恨罰りや卒業高文をまとめたりする

{i)膚の内容は 「インタ -./ンップ」「コミュニケーション・インターンシッフ」「[,q際文化fiJI

修 I・ IT」「洵外訊動 I・ IT」であり，いずれも選択科llである 「インターンシ、／プ］では，企

業や各種［寸Ii本において，定期間の就業休験をする 「コミュニケーション・インターンシップ」

は．海外において II本晶教投の実胄を行うもので，日本諭教員鉗成プログラムの，環でもある 3

「IKlI象文化研修 l・ IT]は，洵外あるいは日内に設定されたコースで研修を行う ‘り該地域の文

化を現地において体験もしくは身をもって経験し、祈たな知晶と視野を批得することを II的とし

｀ヽる 「洵外泊動 l.II」は，仝学を対象に提供されてしヽる JEAP1叫t）lIIlt学セミナーに参加し

た場合に， iit1立として認、定されるものである

系
列

授業科Il

I l、1} ）よ 礎 ゼ ー

年次および甲位数 最低修得．．．．．．． 
],,,, 2り： 3 ｛, -． 4 {j :. i i ii．位数

．．．  

2 

¥J 
曲
叩＇ 

プ

l

>

□プ
・

も

I
I
I
I
I
I
I
I
i
 

や

し

や

し

，

3
し

や

し

、

1

ー

ン

ソ

り

｝

ク

）

リ

j

り

）

／

ー

ツ

、

f

f

f
．
ト
ー
カ
｝
ヨシ

ミ

l
i
J
l
i
J
川
伯
作
シ
シ

ヽ
．
ヽ
~
ヽ
．
ヽ

l
j
.

▲̂

,
J
 

ン

一

ン

~
~
 

．

＇

 

ゞマUょ

一

ヶ

一

ゼ

ク

ク

ク

ク

3
 

夕

二

工

工

工

工

j文

夕

礎

ジ

ジ

ジ

ジ

、

間

ユ
~•

J 
？
 

ン

ロ

ロ

ロ

ロ

翌

ck

ン

ミ

、

-

晶

プ

プ

プ

プ

げ

イ

コ

イ

~
 

．．．
 

~~9, 門

科

11
群

IIl

（
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
修

[1:1 I際文 化研修 I

[L[ ［京文化価修 II

i‘il]: タ~ i1,1,Ji）J 

-_! 

9] 

9l 

‘) 
ー・[_ __ 

9] 

(l) 18爪1り：を 1役
修しなけれはなら
ない
(2) 「）店礎ゼミ I.
ll」および「プロ

！ ジェクト研究 I. ! 

II ・ III ・ I¥.」16爪
1立を必修とするヘ

6
 

，
 

--~ 1 8. i i i _ f立

3
 i. 

ゥ
]
.
り
/
]

i ilJ：外、i古動 lI

[ j1iiiど〕
(]) rフロシェクト h)|1tl. II Iおよび「プロジ I・ークト価究III.［＼―」は． 2年を迎して1lllじ教ilのプ

ロシェクトを履修するものとする
(2) Iフロシにクト研究 IU.I¥」を1役修するには， 「）よ礎セミ I・ II Iを修得してしヽ なけれはならなし、

(3) ―/1c11閉文化価修 I・ II ては，）りi定の仙修に参加した場合に I・ IIの/llfiに爪f¥IIか，忍定さオLる
(l) 「洵外泊動 I ・ II」は，サマーセミナー，ウィンターセミナーなどの洵外活動プロクラムに参加

して応の'lfi]i」,＇li後始動を受けた場合に 1ii(1りを認応する HI!てある 爪1立，忍定をするプログ
ラムは椙小府て），＼l知する

り
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5. 専門関連科目群

人学における学びと卒業後の活動や11:'Jiとを紺，ひつける科Ilか配ifiされており，将来の巡路ll 

椋にむかって，学業と並行してキャリア形成を1」う [Is)1繁的な場で仕＇れをするための知識や視、 1,':1、

を修得する科ll, ＇，りIHJ職に必要な知載や技能を修得する科ll，責格収得や検定試験合格を ll指す

科llか設附されてし＼るので． 11Wl々 の ll椋を立てて1役修してし、＜ことか沼ましし、

系

列
投業平1・11

年次および爪位数

l {I :. ．．
 
▲
 

/
l
 

3
 

ム^．9
ー9l 

最低修得

1介^”iit 1'L放

，
 
i
 帆i ¥J 

l k | 
．．  

| Kl 際

|：祭社；
- ----------------------------------~------

舒済、、ド

| 1 | 9.‘ 
々
4

9

J

 
閃 係 Sll 

JII 

9
,
1
]
 

翻ボ の 晶礎

蒻l1 J ｛の技仏（災 ll・'X務髯I1 J { I 

（災 ll) 

1

2

 

＜
 

4
 

ゥ
l

（災 Il) 
・• - ．．．．•ーヽ• • --• - • - ― -．．．．．.． 

通人の技社、［災 II-丈務通よ）

辿，;!(の）よ礎

2 
---

II本閲教投社、，a(教J羹社、ー）

II 1叫i教且砂，hコーステサイン
----------------

11,t,:,iii孝文オ乏il、C(孝文|i・孝文！［） 

9] 

II本晶教介 ’ji-＇| h a 
----- ----------- - -← 

II Jjぺil{｝ 孝父 ff '.ji-9| i'i b 
--—• --- -- --

胄1 | 本 n{i教 ユ＜
IJ 

9..^
)
 

,1 

り
/
]

ウ

ヅ
1

9
1
 

り
/
]

3
 

秘 9 | }・ 9̂
1d) 

.
J
 

‘
 

り
/
]

秘 汎
.•—- • -

プ ロジェ ク

f
1
ん．）

t
)
 

ヽ 父
hi
 

次
カ、,

1
.

II 
2
 

プロジェク

プロジェ ク

プロジェ ク

ト教 fiT 
．．．． 

ト教 fiII 
．． 

ト教 fim 

ト教 fl]¥マ

牛• ill： スポーツ概高

ッl

?
l
9
]
 
ッ]

9 | •一 ;l l ^ ＞戸‘
‘ J

 ＇ 
.、9

ー
J
 

、グ

、IJ
l
l
 

1e,.I 

i

2

2

 

--------―i ！ 

文 化人類学
●一．．．．．

ア メリカ文化概偏
．．．．．．  

カ文学概高リ

ウ
1

ウ

アメ
.．． 

ラテンアメリカの歴史
........ 

近 代 イギリス文学
ー ・

り
/
]

1
?
]
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系 ， 年次および単｛立放
授業科H

最低修得

列 1年 2年 I 3年 4年単位数
..．．←．．．．．．．．．  

ヨーロッパ lIt界とアメリカ 2 
＾ヽ＾ 9 9 ....  

l『以化間コミュニケーション論 ， 2 

第―→ :- ． 玉 沿J /r r_ 了Iヽ
← 9 i m1 1 1 1、Ĵ llIII! 2 ,  

----------- -

囚際政治人 l"l 2 

経済厭論 I i I 2 

i ff 只―-)凩論＿~-I~~_ー-I
ロ血 即 学 a 2 | --- L__-I---• •--1—+• •------, 

地即学 b 2 

地士'2
"心

1ii jll！ 字＇―・概 ，倫—+---—l. 2 -1 
-- - 9 -―--/ _-------• 

、／i、・教学概入
薗 ' 2

----- - -- ------------- --- ------

[1lli考〕
(1) 「翻，；Jりの技法」 「通，Jりの技法」を履修するには， 1原則として「翻；；Jしの技法」 「通ぶの技法」を履

修していなければならない

(2) 「プロジェクト教育 I・II,ill・l¥'Jでは，所定のプロシェクトに参加した場合に I~]¥'の順に

単位が認定される C‘

仙 ¥J 
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6. 自由科目群

I、1J’l"Jの内容以外に，教ffll,ikii免，，乍l)しや学芸且責格なとに必裳な利 Ilを配iiりする 本科Il l罪の履

{I参i廿ふ＇1:は， ＇、＇（ヽ菜 iit1立（こ含ま iしなし、

＇i 系
校菜利11

年次および単位放 最低修胄
仙 苔

列 1 {le 2什：^  3 { I : ＾ 1 {, ： 平位数

拇 物 直[i 概 高 2 

拇物館 、予 各諭 4 

視 l［應 見ヽ‘‘’」’ 教 官 2 

1,り物餅i')こ胄 T 2 

1,り物館＇）；胄 II 

教 官 馬し 則 2 

教 -ll < ，渫 利＇ 論 2 

教 軌 高 9‘-) 

教 4IばJ 、じ、 即 ‘‘J ‘:: 2 

I t J {I 』L、 則 ‘‘J ‘;: 2 

教 4i j < 贔1J 度 2 

教 4I'J ＜ カ 社、 :I入 2 l l | l iI 

l Kl n{｝ 平I孝文 fi i)； I 2 

I Kl ，翡科教有砂； 1f ： ‘) 

l Ll,,｛「科教 ff 社、 III 2 

ネ1ー ：ミ 平l^孝文 ff ij: I 2 

トI: ：芍 店1孝文 ff i」、- II 2 

社会利教 fi i」、 III 2 

ft iミ平1ク孝文 ff 社< I¥ 2 
．． 

地則）伶史科教行法 l 2 

地則歴史科教介、il、ll 2 

災晶科教行法］ 2 

り[ 11・｛t平I・ 身文 ff i」< II 2 

りし ，翡 平l・ 孝文 ff 社、 m 2 

道徳教脊の則論と）jil、 2 

特 別 、i‘/-r） : 動 論 i 2 

牛徒指＃ （進路指唸の
2 

則溢及ひ力法を含む）

教 4ILJ ; 札l I，炎
2 

（カウンセリングを含む）

総 合 l ‘'li 9[ , AI L>I J I 2 

総 合 氾ヽ，＇^し． 胄 II 2 

教 ..L-IJ < 丈 胄 I 
3 

(1i•Iiij及び’ji後指＼りを含む） i 

教 宥 丈 宵 II 2 
—•—- ----- ----- --------------------
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは．本学の建学の粕神に駐づく人格形成， 1[1闘広

い教j足や欠!I誡の胄得， 内l"J分野での学業に役立つ1廿l}姐、1,ふ成の有成，ネ1公人として求められる）長礎

能力の向1̂．方をじたる 11椋として掲げていますっ

学生の十『さんにも．こうした1!il題邸識をもって科II I復修をしてもらうために，学部・学科です

でに1lil，溝している科目を“人格形成禎域＂“＾般教鉦領域＂ ＂陥礎能力伯域＂としヽ う 3飢域に大

きく分けて柩岬しIいし，「リベラルアーツ＆サイエンス科II群Jとして特別に捉ボしていますへ

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環塙J「人間と息想J「|ii)家と規範J9倫坪と社会」「社会とジェンダーJ

という 5テーマ

般教投領域：「人頻のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と輻祉」という 4テーマ

晶礎能力領域：「JI:，ぶ翡分野J9, i.＂li分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてありますーいずれも，学生の特さんが就職して社会へ出る渕仙をするうえで収

災とされるテーマです‘’

これらに加えて、 LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独lrlの利甘として

閲溝し、さらに必疫に応じてl}｝j溝するサマースクールぐかも「総合）畠礎教此 I~I¥'」として爪位認、

定します し＼Sセンターが独lrlに1}｝l晶するこれらの科l］は，すべて l~ 4年次のいずれかで履

修することができます

「リヘラルアーツ＆サイエンス科II群」を股修して修得した単．位は． 30爪位を限疫として凰翡

により，ザ噂化学科の各科ll lffに拡り枠えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科甘

lff」の履修や内容につしヽての質llil、学業に係わる相談等は． F棟M2階にある LASセンターに

て随ll．． lヽ受け付けています
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リベラルアーツ＆サイエンス科ll l!,1’̂ 
！．．．．．  

1 
．．  

， た ＾

• 1収

i 
域

i ]地球と環塙
i i ・ ・・・

l i 

i)¥. 
2 人間と息想

[ 1、各

;）|／ 
l ク 3 [Il家と規範

＂リ夕系

ヽヽ^/r
-̀i 

し
↑とー^^j

 
倫

1• 
＇ 

成

伯

域
9

,

 

し
人利

教

蛇

伯

域

3社会と経済

投業利 11

j應j求j悶塙論

且↓イt(}））¥ |！l]、思、i且

現代息想
川家と政治

．．．．．．． 

II本lKl ；屈法
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リベラルアーツ＆サイエンス科[1群
ヽ―--- --- -----------------------―----ヽ- --- -

飢 9 年次および単位数 ~ 
系列 授業科 [I -—~ ＿←―-—-—-備考'

域 1年 2年| 3年 4年
-------- - 一一-- ．~一

i it礎の数学 2 ’ -、，----̂ ---

！線形代数学 2 
← -- - --~----

統社学の）；騨礎知識 2 -------• ロ一
礎 i

総合基礎教養I(JI：言;i[f) 2 
．一

総合焙礎教義II(11,―-［エ
能―--- - -t14̀t"礎表現訟―- -• 22  _＿ 

陥 ll』:，i.":{｝•分野

|）J ¥2, îii{i分野
- --

総合悲礎教義皿（は語） 2 
-

総合枯礎教義w(，i語）
, 1阻i!―- -—---- -- -• -----―-2 --- -------
| 

3ビジネスマナー
ビジネスマナー I 2 | 

------

1 域 ビジネスマナー II 2 

―-4プレセ／テー／ヨ／ ：ロニ：ニ-—-―-- ： --1 
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¥11 授業科目の単位と認定

各年次におしヽて履修しようとする長業月 11は、 1/j学期の初めの指定された期 I!に。）叶定

の力社、 Iオリエンテーションて虚叫する）て1役修l|l泊をしなければならない 履修l|lll|＼は、

りI:ij0)'之，翡ぃl1間をだて， 平位を収胄する をする学）月初めの屯＇炭な「：紬きてある こ

の1役修IJI 1ilり『紬を間泣えただめに｀長業科 11の履修かてきなくなり｀その糾釆巡級はもとよ

り， ＇、＇、業かてぎなくなる場合もある 0)て、以 Iヽ．に褐けるil立、’jiJ且を厳守して｀ II:'t i) 0）なしヽ よ

うに履修1|l，心をすること

l l )役修1|l,II,J,1}捉出後は、投業利 11および担‘li教員なとの変史＼追｝jll．収消しなどないよ

う，捉出する 1]りに長業II』1!'1］＇l』}ぶこ[!IJしてもう 1文fi'{1:，忍するなと，糾l心0)‘ii:、1,ふを払うこと

なお， 1位修附合 llか，没けられてしヽるのて1閲追し＼なく登録されてし＼るかとうか必す(i{1'，忍する

こと だたし， I役修111,II’jIIi 0)返隠または！！札合には1、ししなしヽので必ず「学'Iー・オや］をとってお

くこと

2 I役修1|l ，心をしてし＼なし寸羹菜1、•111 は、受溝しても爪位は認めら i しなしヽ 0)て、長菜科 11 の I I l 

lll＼にあた＇）ては進級や＇令菜に必＇炭なり iiIIIのり'ILをl‘!¥i［にりなしヽ，修得 ivi立放かィ＜足しなし‘

ように力令をJ!］jすこと

:i 111] •学期の Ill] •II 、1」限に 2 ✓) 以 1:0)校菜利 I! を履修することはてきない もしこのような

IF似する投菜利 11を履修l|1,II¥，りに，＇」人した場合は， IIhi科 IIとも登録無効になるので注、1,ふす

ること

4 •以 ii叩を修得した投菜科 II は， 1り度履修することはて§ない

i．了 ）役修IJl,f1'J，りには長菜什 11, コマ・コート番りなと必＇炭 ']i唄を正しく，心人すること 叫似

[O)，砂しりやが明It在なものは1|l,91¥191休か、1!！［幼になるので 1分け立すること

｛（； 災，，｛｝必修科 11およひ選択利 11の履修1|9，心和紬は他の科 IIと沢なる場合かあるので，オ

リエンテーションで「分IIi』lを受けること

1，7 コマ・コート番りとは、 II、i|1:J'l』}、に長菜科 IIと共に，，じ人されてしヽる番りて，そのII、}限の

拉菜利・IIに11i,11iの番りてある

ぷ 履修1|l,1|ll，りは，！、1、［色ホールペンて，，じ人すること

1(） 指定された］月 11まてに股修III[11＼を怠／）た場合は，学業の、1,ふ息なしとみなされて，退学処

分となるのて捉出期 11を厳‘、『すること

珊 正規の履修からはずれる場合

1.再 屈修

屈修1/1，札をして叩立か収得できなかった投業科I!につしヽては，次年炭または次学期にお

いて 1りび履修することかてきる

2. 規定外履修

該‘りするクラスの投業時間以外のクラスで之，翡せさるを得なし、場合は，必す人文学iilいJi
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務本に相成すること，うただし 1年次牛の規定外履修は1瓜則として認めないぅ

IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

11 試験は，定期ぶ験と臨II:『試験があり｀定期試験は原則として学期よあるいは学年よに

行しヽ ，臨Ilか試験は｝IIヽIi教員の'l'IJl祈により適‘I'［行われる

2 I しヽずれの投業科IIも授業時放の13以 I ．．欠），盾した場合には， I原則として‘り該授業科•[] 

の受験責格を失う ただし，病気または止‘りな｝ll!• 廿 l により長期欠Ili；の場合には，特別に

配慮されることがある

,3， 試験のII;『間割は褐ボにより連絡する、

4 授業科llによっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合があるへ

2.追試験

i]'， 追試験は，やむを得ない’ji柏によって定期，式験を受験できなかった者に対し，／）；［月I]と

して学期木または学年よに実施する

i2 追試験を希望する者は， 11・̂．‘りな’ji・由を，，l［明する加(riをもって速やかに授業担‘Ii教日に

屈け出ること

3 追試験は，成粕衣の‘恥亥科 11 に T の衣／J~がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，股修（再／役修を含む）した年度に限り受験することができる

i4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験粕」を人文学部'li・務‘脊に捉出しなけれ

ばならないっ

なお，追試験の受験料は， ］科llにつき200日であるヘ

3.再 試 験

i. 1 再試験は， I恥則として学期木または学年よに丈施する．ただし，授業科•II によっては

再．，式験を行わない場合もある

2） 定期試験の糾果，不合格（この場合成紺¢]） ‘li ，亥利 II に F の｝、／J~がなされる）となっ

た投業科llのある者は， lヽi,，亥授業利 11の担‘片教且かlり試験を行なう場合，受験すること

かできる

なお，・1り試験は， I復修 (Iり）役修を含む）した年疫に限り受験することができる

,• 3) 再試験の受験を，l'1：lljされた者は、「内試験受験1組」を人文‘]弩狐’ji務字に捉／1',しなけれ

ばならない、

なお、リj・・試験の受験料は， 1 科•II につき 1.000円である

4. 試験に関する注意

1. 通則

l) 91人験場内では，すべて監腎者の指小に従わなけれはならないへなお、監腎行の指ぷ

に従わない者には，退場を命することかある



134 

(2¥ niし験場内では，惰，；じIll具・持込みを，介された責料以外のものは，すべて監↑f者の指

定する場所におかなければならない

(3 受験者は学生証またば文験叶叫証を， t!Lの l'ふの見やすい場所に捉／J~ しておかなけれ

ばならない

(4 試験I開始から20分を経過した後は人字・受験を，，忍めない(

(5 試験I}｝］始から25分を経過するまでは退場を，忍めない なお，監督者か退場を命ずる

場合はこの限りではない

16.1 受験者は，試験中監'lf者の，l,11］を得ないでぶ験場を出てはならない

(7 試験の行われる学期の授業料木納の者・授業時数の］3以 l：欠席した者は，試験を

受けることかできない

(8 病気・ 'ji故その他正‘りな1HIIによって受験できなかった者は，診断，1［・’ji故，1］［明そ

の他正‘片な 'h甘lをJIl［明する書面を沿えて，遅滞なく授業担‘片教員に1II|Iliなければなら

なし＼

2. 試験における小ll:filりの懲成について

（］ ！ 不l「fi為をした者については，学則第68条により闊せられ，更に年度における ‘’i，亥

投業科lIの爪位の，忍定を行わない

(21 イ＜正行為のあった者の懲成処分については，教授会において審晶のうえ決定する

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保nll：人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする c

x 成績発表

（1¥ 成舶発表は，アドヴァイザーまたは演習担‘li教且より本人に成紺（表を父付するので，人

文学部事務窄の指ぷに従って必ず交付を受けること そのl祭，学生』を提ホすること

なお，指定された期 Il以外には父付しない

12) 成紹の叶価は次の叫りで｝、わし， 60},'［以いをもって単位修得（合格）とする

（合 格） （正規試験イ＜合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80、し＼、 F : 59 、l!［以 I‘• (Iり試験受験11J) D : 59，点以 I‘•

B : 79-70、Iヽ［［ T:追試験受験uJ E :未受験

C : 69-60/.( Z :追・再，式験の受験贅格なし

(31 成禎についての疑間，質間等は成粕表交付日のみ受け付けるので，人文学部1t務ム令に間

合わせることへ

(4） れ故，病気笠により指定Ilに成績表の交付を受けられない場合は，代則人を定め，成粕

表の交付を受けることその場合は学生，此および委任状を持参すること。
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履修のfりlきと手続き

I 授業科目について

国際人文学祁lこ!i]I緊交流学科にお:tる拉業科llは、学科共通科l| l罪I・ II.学陥コア科lI ltl', | Iとl

院教壺科ll i抒， 専門晶礎科fl1ffI. II' Iヽリ1"］科11！打 T・II・ill・I¥・＼， 及ひ[ll I I科ll li］から構

成されている

なお，［IIll利1| lil' は，教載に l½Jする利 I l lil＇てあり，卒業爪位にはり人されなし＼

II 授業科目の単位と認定

本学乳I；ては iじ位制を採lllしてしヽ る 平イI,1 訓とは，ひとつひとつの長業科 If に•定の），し州により

定められた甲位かあり，｝復修した投業科llに対して，，式験もしくはその他の）ji人により学沖Ilil刈III

をしたうえて，その単1立を忍定する制度である

爪位の認、定は，．＼ •B·C:} は 1;｛州の lil噌Iii により 1 j し•, D ・ E ・ F ・ T ・ ZのIIt仙は平位を認、定

しないものとする なおNは，単位枷粋により iii位を忍定したことを｝、す

III 卒業に必要な単位について

卒業に必裳な単位は，次の』ぶこ／」，＜すとおりである

I,I IIl科11trfは今菜に必要なiii.位には含まれないので，注瓜すること

学；;IS・ 学平I・

系 列
学科共通利•l l lff-I （りし，翡・ l 1本，翡）
、、芥科•Jし通科11l刊II (‘「1']恨科学）

学部コア科111打
IKll際教投科 lll打

’、1jl•1"l)，騒礎科 ll l打I (/II：界の文化と，；，翡）

＇，りl"J)よ礎科[l liI II (|I・-1|：祭父流），し礎論）

,h l"l科ll li[ l （ドl|象アトミニストレーション）

刈［『J科tl群II(［i:＿1|；祭コミュニケーション）
---

’、1,il"j科[l ltÎ III （り贔｛「プロジェクト）

'り l"J 科• l l群IV (油胄）

，h | ＂］科• I l群＼・ (I、1JfPl l見l連科ll ltl，_:) 
．・・•-- -- - - ------

各科田作に指定された最低修得iii位のほかに， lEll繁交流
学科の令ての科ll群もしくは人文学部1KIl祭文化学科．経
悩9,l1j恨学部．伽祉総合学部．メデイア学祁より 22単位以

ト修得しなければならなし、

9 1-l̂ 

11q際人文学祁 lKII繁父流学科

凩位数
.．. 

‘)‘) 
•7-

l 

6 

]() 

6 

6 

*30 

（コース内門科r1より 12以 t)

** ] 2 

8 

ウ
l

ゥ
1

l 2 6 iti．位

* 1•K廿祭交流学科には， 「I叶l象アトミニストレーションコース」と「lk]際コミュニケーションコー
ス」の 2つのコースかある ［「人にとちらのコースに所属するかは， 1k]|：祭交流演胄の指導教且
か決まる 3年次に｛確定する 1Kll繁アトミニストレーションコースの学生は，＇，り l"l科lIliI Iょり
12州位以 Î．修得すること I噌祭コミュニケーションコースの‘ヽ ；を生は，内1"）科Ill打IIょり l2平位

以 1：修得すること またリil"l科lliffl・II・ 皿合けて， 30平位以じ修得すること
＊＊卒業論文を）復修しなしヽ 場合は，し1Jll"l科II lfî 1 ~ ＼'の内より卒業論文に杵えて 4爪位を修得するこ

とc
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に巡級するには， 9）1し礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科日を含め36凩位以卜を修得し

なければならない

各学年における投業科llおよび修得爪位数の II安は，次のiぶこホすとおりである。
ー・・ • -- -• • -•一ー• .．． ． ．．． ．．．．．...--- --•ー．．． ．．...・・ー•--.. ．． •• -------------・-----

学年 りi f¥［放の ll 安
---------- - ----- -------------

1年次

学科共通科llin'， I （災晶・ II本n{f)
Fundamentals of English I.... ・・.......................... ・ 

Oral Fluency l.... ・ ・.... ・ ・.. ・.. ・ ・.. ・.... ・ ・.... ・........ ・.. ・ ・.... ・ 

Fundamentals of English II ·・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．.．．．．．．．

Oral Fluency II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
Basic Writing Skills.. ・... ・・・............ ・.... ・........ ・........ ・ 

Intermediate Practical Discussion Skills・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学科共通科Illff II （情報科学）

l科 11 3 i it位

l科 ll2凩位

l科11 3 i it f立
1科Il 2 i it位

l科 Ll2単位

1科 l]2i i1位．

（必修）

（必修）

（必修）

（必修）

（必修）

（必修）

'情報メデイア論•.．．．．．.．．．.．．.．..．．.．．．．．..．．．．......．.．．．....．... 1科l.|2. i ii. 1立（必修）

コンピュータ技能 l.............................................1科ll 2 _iit1立（必修）

学部コア科ll群
留学プランニング・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．.．.．．．....．．．.．．． l 科 l1 2凩位（選択）

コミュニケーションの ）1員礎・・・・・・・・•..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 l] 2凩位 （選択）

|L]際教投科Ll群

国際ll本学 a......................................................］科Il 2単位（必修）＇

専門）i韓礎科H群 I (1仕界の文化と，i^II{｝） < ]り：外l月 9;:{i• 2科ll
身り・タtlkl[l{｝科ll (I[Jl . 1 [ n•{i前期IA, 後期IB)．．．．．．．．．．．． 4単．位（選択必修）

専門悲礎科IliffII (l叶際交流恥礎論） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科[12単．位 （選択）

内l11J科ti群皿（処沿プロジェクト）

English Communication I.................................... 1科l1 2単．位（選択）

修1!]•単．｛＇．放 i
［り1"J利E l l lfi,:IV （油胄）

316り1{＼1 - [；]雰：こ｛t|修（洵外） ＿＿＿＿＿ ］ ;t~_: こ：：::~;~: i孟栞：

2年次

学科共通科IJlr'（， I （災晶・・ II本晶・)

Interm叫 iateReading Skills................................ ・ l科112単位（必修）

Oral Fluency IlI ................................................ 1科11 2単位（必修）

Intermediate Writing Skills ................................. 1科11 2 i itィ立 （必修）

学部コア科ll l罪
ビジネス人l"J-.....................................................1科11 2 i it f立（選択）

| Kl l：祭教義利•I I ltl'こ

芥図字~:::;::: : : : ::: :::::::::::::::::::::::: :::::: :: :::::::::: ::: ::: ~ ;::::: ~ ::::~.:~: i：虚：］：： ： 
I玉II怒ボランティア論.............................................]科ll 2 iit 1立:(選択）

地球環燒論・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l 科 II 2 1札位 （選り{)

'，り 1"j 晶礎科•|I /ff I (!If:界の文化と 9;，翡）

筍； • ̂タト11,1,,｛l•利•II (1:-fJ:：欠と 1lil ,̂ i. 1れの II)..................] 利• 1 1 2単位（選択）

’、1J'1"l)，し礎科11/ff II (l"||：祭交流枯礎高）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科11 4 i ii位（選択）

＇、りl"J科ll ltf I (I 噌祭アドミニストレーション）．．．．．．．．．．．． 3 年1• I I (；単位（選択）

'，り l"J 科• I I ltr: lI (1 1;l l際コミュニケーション）..................:-i科II6単位（選択）
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学年 i 単位放の Il 安
--・1 .．．. .．．-. 
1,、り1"l利^I l群Ill (りし llh• プロジェクト）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 2科ll 4爪位（選択）

！ Jヽり1111床îl l l判JV ( itii1J｝ ） 
1 修得単位数

42単位 i

）店礎ゼミ II.........................................................1科il 2 iii f立（必修）＇

'、1}|1 1l科II群＼• （',1/l"JI関連科11/tY)..............................1科ll 2 i it位（選択） ！ 
．．．．．．． ．へ • .．．．．．..．. .．．．．． • -. ．．...．.. ..． • ．..．... -．．． ...．．ー・ ・• --.． ．．． .•• 

、、［：科≫共通科 Il群 I (英，rh. l. 1本讃） ・・・・....................... 2科I14単位 （選1)し）

tlji 門科•II 群 I (日院アドミニストレーション） ・・・・・・・・・・..4科ll l o単位 （選択）

3年次 ，、り l"J 科• | l ltÎ II (l KI l怒コミュニケーション） ・・・・・・・...........4科I!10車1立（選択）

Iりl"l科Il lil,:Ill (災lI {iプロジェクト） ・・・・・・・・...................2科II 4 i p．位 （選択）

J.1JI IJIj 利•1 utnv (演宵）
修得単位数 1叶際交流油宵 I...................................................1科I..12 iii f立（必修）

34叩立
'りI"l科Il lfi・ ¥ T (J、1JiIl’l I刈連利•I I間） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・ 2科l.l 4 i ii位 （選4)｛） 

．． ．．．．．．．→ ・・ ・ ・ ． ．．．． ． ． ．一．．． ．．．．．． ．．．．．．ー•..... ，^.．．. ．. -... 
！ 学科•jし通科ll群 l (英，:If・ l l本，轟） ・・・・・・・・・・・・・.............. 1科目 2 単1立 （選.jj{) ! 

4年次

修得iii位．放
．．．．． 14爪位．．．．．．． 

卒業

修得単．位数 l

126平．位^

刈il"l科Il lt『I (l•Kl 〖祭アドミニストレーション） ・・・・・・・・・・・・ 1科II2単位 （選択）

I、1Ji『'l科11/tYII (l!ill怒コミュニケーション）．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科H2単位（選択），

専門科！）1nm (災晶プロジェクト）・・•.．．．．．．．．．．．．.．．．.．.．．.． 2 科 I! 4爪位（選択）

,.Ij |1[J 1斗lI件t¥ （iiii il,l） 

国 1界交流油~宵 II........ ・・・・・·・・・・・・・....・・・・・・.................... 1 科• [ | 2単．1立 （必修）

卒業論文..........・.................・・・・・・.....・・・...・.............. 1科114 Ip.｛立 （選択）

＇、り「'l科II群＼，. (',り11 1]関連科llltil.......................・・・・會.. 1 科•[ I 2平位 （必修）
----7 

： 

- 一^～ー・—•- -` •一• - -̂ -—---~! 
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V. 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

靡虹、9.li項〕

I]! 「I・II・ill・I¥'」で人ボされた科目は，数字の順序に従い，履修するものとする 「IA.

1B」は原則として， IAを先に股修すること

121 「a ・ b」はどちらを先に履修してもよいツまた， どちらか・}jのみの履修も iJ.［とするっ

3 ただし，丈［繁の履修については、シラハスに叫された各科 [1の1役修要件をよく，洸むこと 3

4 1ii位放を0で1.｝tlんた科llは，必修をぷすッ

5 本学は前期・後期の＾＾学期制を取っている ）長本的に大多数の科llは学期ごとに殷修する

ことになる 3 たたし， →部に・一年間（ r前期，後期）を通して履修する通年科日かあるーま

た，夏期と冬期には比中溝義期間があり，ーリ叶1し溝義期間には数日間詞じ科廿の授菜が実施さ

れるこさらに，研修・インターンシソプ等は，学期の枠と関係なく実施される場合もある。

fi, I原則として上位学年の者は， I‘―位学年に配％されている科 llを1復修できる c たとえば 1年

次の枠のみに指定されている科 llでも， 2年次以1-＿になってから履修できる 3 1l［し，授業科

日は学年が進むほど専門'rtが仇jくなるように配附してあるので，それそれの学年の枠で履修

することが惰ましいc

i7 1復修を指定された必修科 11が日分の収りたい必修以外の科目とポ複した場合には，必修科

tiの履修を優先すること

I 8 I クラス A ・クラス B といったクラス分けは，履修指祁の〗環として設けているクラスであ

るクラス指定は，履修者数が偏らないように必修科llなどでなされていることが多い。ク

ラスの指定がある科llは，それぞれ目分のクラスで履修すること 3

9! 1翡学・油宵・丈宵科 llにおいては，原則として週 lltl1の授業につき＾学期 (15週）で 1準

位を付 1}する（たとえば， 2り叶立の；；什学科IIの場合，週 2[rl]詞じ科Ilの授業がある， 3凩位

の晶学科Hの場合は，週3[lll)へ

10 溝義系の科目においては， I泉則として週］ ［11]の授業につき り学期 (15週）で 2凩位を付与

する（たとえば， 2り叶立の講義科廿の場合，週 l［叫受業がある。 4 itt位の晶学科Hの場合は

週2[nj) 

1. 学科共通科目群

学科共通科 II群は，学科共通科 ll群 I （従晶． ll本［9:｛i)，学科共通科日群 1I （情報科学）の

2利廿群に分かれている それらの各科 l]群の巾から「III. 卒業に必要な単位について」でポ

された所定のiit1立を修得しなければならないヘ

l i 学科共通科 Ii群 I (促議• I l 1心{i)

IKII際交流学科の特徴の•つとしては，充実したりし：I［｛i·教行が拳げられる。とくに 1 年次に

は，処舟を応l！的に学び，実践的なり贔/j-)Jを身に付けるために 6科 1114単位を必修としてい

る 2年次には 3科日(;iit1立が必修となっている 処店の必修利•Ilについては， h叫 lJとして

能力別のクラス分けがなされている 各l’lに1役修すべきクラスを指定するので、必ずその

クラスを1役修すること 11li1人の都合で指定されたクラスを勝手に変えることはできないし能

)J別クラス編成のため年度木（祈人牛の場合には年1文‘り初）に災晶能カテストを＇）こ施するの
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で、このテストを必ず受けること

系

列 長業科ll 
年次およひ爪位数

.．. 
最低修得

] ＿介―̂ 2介s. 3 {I • ,1 { I ^ _ i廿f立妻父
．．マ• -•..... 

3‘! ; Fundamentals of English I 

Oral Fluency I 2 
... 

Fu叫 arnentalsof English II• 3 
．．．．  

I Oral Fluency II 2 

名
10
日リ，
 

＇ 

必修20平1立を含み

22爪位を選択必修

Basic Writing Skills 

Intermediate Practical 

J ̂, 
::;:, Discussion Skills 

科_ Intermediate Reading Skills 
．．．．．．  

共 OralFluency III 
．．．．．．  ● ー・・

通 Intermediatei¥-riting Skills / 

科＇ TOEIC: ¥ ・ocabulary I'2  
11. 

TOEIC : Grammar & 
群． Listening I 

l'TOEIC : ¥"ocabulary II 

災： TOEIC: Grammar & 
; l i鼻
IIII, IふisteningII 

・—-.. ・• -．.  

I 
.¥dvanced Practical 

/ Discussion Skills 

＼
 

9l 

9

、

9l 

-2] 

9
l
.
2
 

2 2 i itィ立

ゥ
]

2

2

 

ゥ

Advanced Reading Skills 
．． ．．． 

Oral Fluency I¥― 

|....—• ●●●ー••-......-----• ----．．．．.. ．，．．．．．．．  

Business English Writing 
．．．．．．．．．．．．．  ．．．．．． 

/ Spokcn Busincsヽ English

English Pronunciation • 2 
．．． 

-
2
-
2
 ウ

1

ウ
]
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系

列

II 本』 I入
．．  

11 4べ II{i•I B 
．．．．．．  

1 ] 本 ， 沿 IIA i, 2 
．．．．一．．．．．．．．．．．．．．↓•--．．．--

日本語・II B .2 
ニー•ヽ•....----、、 9 .．...

l 1 4ゞ "{i• III ‘) 

- -----•--- I --•••ー・一••_＿_

1 1 本 iih^•W ‘) 

” ー 上 ＿ ．

浮'.|ビジネス ll本議 I I 
•-....--.....--．.. 

I. --2-
—--

利ゥ ビジネス日本，轟 II ‘) 

Il: ・---．．．．-―--- --------••- -•-----•--••-•---- ----――- ------- -―← -
＇ノ、 日本，粛悲礎 a 4 
I J』'—--——-• •------• --- - -----•------——-

I II本晶某礎 b
平l•:＇  

4 
| t---i 

＾ 一ヽ•-- - . : - -----• -••- .---•一一
1 1 4燿鳴礎 C 4 22単位^

l i -．．- - • -”̂  

i群日本，；｛鳴礎 d 4 | 
...————- --•一•-•----．-------•--••--• •-..__:___—-••-..-•----••_: 

I | | 1 4燿鳴礎 e 4 
... -—,—-••:--—, 

l j ・ •• 
- 114燿鳴礎 f 4 

本 ll本［1［鳴礎g
，粛・ i ―――----- ----—---• ---—-—- 4 9 •-• ---••---

- | |l位；｛｝）贔礎 h 4 
a＿ ●ーー・・・・

国 際岬陪a 2 
．．へ

l•Kl I：祭 J朋i附/ob 2 
ー・ ・

l•KI 際刑解c

渭鳩〕

(1) 学科共通科Il ltFIでは，第外191，沿として災閲（外IK1 人留学生・指定さオした帰II•VI·孤笠は II 本晶）
を学ぶ うち，単．付数を〇で1井［んである科IIば必修科IIである

(2) Ftrndamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには， l役修1iii捉条fIとして，そ

れそれの Iを修得していなけれはならない,Oral Fluency ill, I¥'も1rI]様に．［rIllI, |Iil mを履修

してしヽなければならない

(3l 11本』 L¥・ l Bのいずれか 2lji｛立を修得してしヽ なければ． 11 4,::,;{i II.-¥ ・ II Bを履修すること

はできない-
(41 11本晶）Jが允分な水州に辻しているかどうかの'l'IJI折は、個別になされる 従って日本晶の履修

につしヽては、；沿学教有センターの指ぷに従うこと

投業科 ll
年次および凩位数 最低修1翡．一99 99、 ”‘‘”””`9 ，止

: ｛IIil 名
1年 i 2年 3年 4年， iiif立数 ， 

l I ←へ～．．••―--- -----------—----•• --•一

情学生・指定され

た帰lKl 1|―ー^徒笠対象

？ 
i 

-』／

9. ．．--―-．．．．←．．．．．—ー••••----□...

2 l •——---

必修 8単位を含み

22甲．位を選択必修

（但し、 11本il{}｝J

が允分な水準に辻

していると判［取斤さ

れる学牛は、必修

22iit位のうち 8平．

位分までを学科の

t1 4心轟以外の科ll
で修得することが

できる）

,

-
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i 2） 学科共通科11HY II (・l11l恨科学）

これからの伯恨化社会で必要とされる，パソコンやインターネソトなとに1月する知識と技

能を修得し，丈務能力を義う科llを配骰してしヽる 年次にはこれらの利•1]を必修として学

ぶが，これと合わせてマイクロソフトの技能賢格を取得することか沼ましい

系

列 投業科11
年次およひili位数 ．最低修得
．． •ー・・・・ヽ ”← - -..r .．． .． 

111'- 2介今▲ 3 { l如^ 4介: i廿f I'／: 放
ぢ

ヒ

H，
 

．
 

＇ 

I

I

l

 

ヒ

ヒ

ヒ

じ

ム

ll

ム

ll

AIIH

じ

人

じ

人

i

j

 

，
 

ア

タ

タ

ィ

―

―

デ

ュ

ュ

メ

ピ

ピ

ン

ン

1
Jヘ

ト
”
卜

―

コ

コ

-

1̂
ij 

ー

学
科
共
通
科
IIlffIl
（
柏
恨
科
学

?1-

9

¥

 

9I 
4凩位

9
]
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2.学部コア科目群

学部コア科日群は， 国際文化学科と共通する科[lを配附している＼うグローバル化する文化や

礼会， コミュニケーションのありかたを多様な切り IIから学び， [Kl際化社会に生きる人間とし

ての教義を身につけ， 人文学を学ぶことの怠義を明確にするぅ

なお，

系

列
9
9
 

-

本と

留学をf定する者は，「留学プランニング」を脱修すること。
ー•- - - -•- -

年次および凩位数
ピ

i最低修得
: l l ,  • 

l ｛卜 2年 3年 4年1ii1位数
.. --•-•一←―.,_ -

! _ 2 --L_~ 
授業科ll

i H 

I学歴史・文化の視点、
1 部三— ―--• ー一、＿＿＿＿＿＿＿、．，＾ 一ヽ●ー

コ
異文化 坪陪

-’ コミュニケーションの某礎
．科 r

ti i ビジネス人門
群 □ーー• 一•- -• ..．---- -t--、 --- •一•••--- -

日 本講衣現
．．．ー・ ” 、-

I留学 プ ランニング

ア ジ ア

り
/
]

2
 

---「―---1 
； 

●●ー・一 •• •------’ 

•一ー／ 6凩位

~ ~— l 
， 

備 考》

2
 
9
]
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3. 国際教養科目群

悲礎的な lkl際教丘を身に付けるための利•I lを配附している l囁祭社公て活蹄するために19＇・1|象

教氏は必姐である IIt界の中の II本，人間と礼公，地球の木米，スホーツとシェンダーについ

て学ぶ なかでも[IKll際11本学 aJ「政治学人l"l-「経済学人1"l」は必修科llてある、

ヽ
ヽ
~

／
 ご

‘
ォ
ダ

ー
・
入
．
、
文

々
4

1
,
‘
1
 1

,

＇

yィ

＇ 

技業杵11

I k] |：祭 11 本学 a

I L] ［祭 11 本 学 b

l j本文化；l1外/K/)、↑(I学几対象I

| j本文化b(外II,l)I.iti‘i：ヤ ’I刈~象 I

I l ~'ネ 1:： ;＼ Iり卜1l l)I.iil‘‘;；:ru、rnzi

I I |＜ネ1;： b ！クト11̂ |）＼召l•'i’•9 /1ム文す舅{l 

年次およひ‘爪位数

l {l―▲ 2 { l △ 3ィ'c 4什→

9
]
 

9
]
9
]
9
l

う

最低修得

平位数

| 

仙 老

必修 6爪位を含み

l0単位以 1．を選択

必修

<
t
 

9
>
ボ＇

文．U
 

柑

科

ヽ

ー

と

ー

9

一
ー
）

、̀(‘、
J
i

4

^

＊

▲

 

,
'
，
'
 

、
J

、
J

‘
ヽ
‘
ヽ

人．＇人

I l l l 

I l l l 

9l 

9I 

l (） i it |'I* 

11 
II 本 11,・l :，ぶ ‘i」;
.．. 

11c1|繁ホランティア論
lil' 
地球屈~塙 ヽ

H
"
III 

•. 
:
I
 

?
l
?
l
C
/
l
 

ll,・I I摩政治人 l"J 2 
．．．．．．．．．．．．．． 

ス ホー ツ科学 2 

ジェンダー蒻 2 
．．．．． 
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4. 専門基礎科目群

，h |＂］）l，s礎科ll群は， 刈I|．"］某礎科Ij群 I （l仕界の文化と言，＇｛｝） と専門悲礎科［甘tl:II (f噌祭父流

）店礎論）の 2科[llttで構成されている

1 1) 1，1Ji |11]）店礎科ll群 I (Ill:界の文化とふff{)

llt界のふ沿と文化について学ぶ科「1群である英晶（留学’じにおいては日本晶）以外の第

．．外国，讃を必修としている一 グローハル化が進み、従晶プラスもう ＾ヶ l••KI[I{io) タト 1fil,Ji0)ti巨）J

が求められるようになっている。第汐卜1叱沿もぜひマスターしてほしい-
----- --------------．ー ・ー・・•- --- -•- --t.． -••、- --

マ，
可‘

一年次および単位数
授菜平l・ll

最低修得．＿．．．． 
列 ：＇1年 2年 3什: i_ 4年単位故

—•—- -•一•... ---．.. -•..-----．-... -—- -----—•——• ---• :．--•- ----• -- -•• • --• -• - -•• ● 

文化人粕学 i 2 | 
--.. - -•---- -．----.t---- -----•--+--——• 
宋教学概論 2 

.． 9 -•• •—--- l 
, I 

．．，~一 ---->-------

外国史概説 2 
--- - - - - - - -

地則
i ・．． ．．．． ．ヽヽー•

学 a□ •一-- 2-
．．マ・- --------

地丑l！学 b L 2 
一● ●へ•.．．．-•、一→

月： I 
ii心'
ヽ•--―•[__  

A ! 2 

B I 2 

価 考

i• 9 9. 1 1 9, 
•Pl: 
．． 

9・ 9L 
1 1 9 9 

l'•r• 

''"・ 1 1 9• I 
l'•r· 

I KI " { i・ ．．． .. 

l L[ II {｝ 
．． 

l l:.1,，{t 

! 
i ＇ 

---L-------
i 

i 

| 

_＿ 2 •ーロ
••----—--—:- •L. 

！ 
•-• 9 •--

I 
---l-------

＇ 

地
------ - - - ---- ------

ドイツ議 I
,If -------------------

I;i] ドイツ晶 I
悲ー

ヽ• •- - -- - --

ド イツ軍
（林

IIII II 
屈 ？ ••____.- -•- -• --- --- -•••一

科 lフランス i{} I A 
l-l [―••一—----•こ•••一:...-- ----•-- -- •••一••

群，＿
フフ／ス，；｛｝ I B i 2 

． ．．．．ヽー•- ．---------.. ----- L-----. . 

l フランス，；｛i^II 2 
' ー・ ・・・•-- -.-—-•• --- ---. ． .• ．． • -•一—• ---
履スペイン II{｝- I A i 2 
界----- -•-- --―- -――---- -••___ ＿•-「-- ---•---------—! 

の 一ス ペ•一ーイーーン竺[i_ I B i 2 

；＾，スペ
I I'  

イン，！｛flI i 
- 1------ ------- --- ----- --- ------ --―------

＂｛＼スペイン，［｛ ilil i 
レ＇

i し一

．．．．．＿ ＿ .. 

文 中 [El 晶 I
| 

• A.  
： ィヒ ~—--- ---―---- -―-- -＿ ＿. ．----―------

- l|l [I:＿1,！｛f l B 
・—----- ---• ------- ------

1 | l | I、-l n{「 II

I j l l -I;_ | I I―{ i 

. 
2 

—••- ---- --［ 

4

り
1

__ [ ____ _ 

2 

2 

「

9

ツ
]

ゥ
： 

I, 

~•....~”. 

2 

2 
- -------' 

6爪位

第●→．外ll:），；｛i・ •ヶ l k] 

r;[i• 4り1位 (/ri] ・第

ーム．外lKl』のL¥,

IB) を含み， 6凩

位：↓又lこ選択必修の

-レ
‘‘ 

皿

T
L

I
I
I
 

八＿

B
ゥ

2 

斡t

屑心〕
(I) 第外111,,｛}におし、て. I Bを1役修するには． I.¥を修得してしヽ なけれはならなし、
(2) 第汐卜lle1，舟におし＼ては1駅且ljとして， I,¥はIiり）！ll, I l}は後期に配‘りされてし＼る 外[I.l,，れの学や／

におしヽては継綺I•/1 か［＇炭であるのて" .年間 (1ifJ期・後J[ll)を辿して1役修することが叩ましい
I.¥, I Bを修得し， さらに上のレヘルの晶学）Jを身につけたし立?11.lill （外l1|II{}によっては

さらに lll) を1役修すること

[iii 晶•Ill ゥ
1
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12: リ｝門基礎科目群 Il （国際交流甚礎論）

国際交流.jK)際協カ・文化交流の桔礎を学ぶ科ll群である。

1

.

r

 

山
J

門
払
礎
科

H
群

"i

国

l El 際

授業科H

．、一．． 9 ．．．．,＿ ＿,.，.．- -'|―-- ----- -9..，9 - -.999  -

1 年次および単位数 最低修得
1 • -- -． i――----•—--•—,. ^ 9 

l {lム" 2 {1 : 3 {i ̂ ^  4年用位数
9̂ •-•- - .．-―--.． ,^ ! ．．．-••-•—・・→ 一．．．＿＿＿＿ ＿ 1 ・ ・•--•一ー・・ → 9--•—• 

| 

i

.

！
一
'
’
’

――
 

ァ1
、

を
~

ー
） 父

J

力
f
f
J
 

．
 

:.ls 
IJIL 

ヵ

文化交流史a（日本：アジア）

欠
-
J
A
 ．． 

1

、4
 

（
 

b
 

史流父ヒ

ーサ

ィ文
ッ

l
i
-

9
,
9
,
|
 ．．
 

」

(rkl
際
交
流
晶
礎
高
）

人
冊

.r.

＂ 

論

米）

2
 

--- -~- --

2
 

--

i 

l..... •----•-• 4 

2
 

2
 

i

「
'

---------~--------1-——^_ _'_____--~--'---』i

6単位

備 名

外 活 動 ー

――-7 

2
 

ゥr
]

一

ー

洵 外 ーrl 
‘‘ー、贔 動 II 

・・• -

（備考ーJ
(1) 科 H 冒帥外活動」はサマーセミナー，ウインターセミナーなどの海外活動プログラムに参加し

て定の事廿iJ．＇れ後指導を受けた場合に単位を認、んする科日である。単位認、定をするプログラ

ムは掲ぷ等で周知する。

--•--—.......------—• ̂ -．．．!  " -- - -、、-i 
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5. 専門科目群

国際交流学科の専門科日は， 5科日群に分かれている。うち「専門科目群 I （国際アドミ

ニストレーション）」と「専門科目群 II ([―1,1際コミュニケーション）」は，「国際アドミニスト

レーションコース」と「国際コミュニケーションコース」の 2つのコースにそれぞれ対応する

科H群である。それぞれのコースでの専門性を高めるために，国際アドミニストレーションコ

ースの学生は， 専門科目群 Iょり 12凩位以上，国際コミュニケーションコースの学生は，専門

科日群 1Iょり 12単位以上修得する必要がある。正式にどちらかのコースに所属するかは，演習

教員が決まってからの 3年次に確定するが，どのコースを選択するか， 1年次から底識しなが

らは圃的に股修し，系統立てて学習することが必要である。また，「内門科H群 1Il （英語プロ

ジェクト）」と合わせて，内門科日群 I・II・III合計で， 30単位以上修得することが必要であ

る。さらに「しり一門科ll群w（演習）」と「専門科目群＼「 （専門関連科H群）」がある。

11) 専門科日群 I （国際アドミニストレーション）

H本と他地域との関係，国際社会，国際関係，国際開発， NGOなどについて学ぶ科日詳

であり，国際的な組織で活躍するアドミニストレーターの育成を目指している。

戸＿＿~-—--

系 1一年次および単位数 最低{I

列
授業科日

; l ー•一

！ 国際交流・協力実践 2 I 
＇専―--
門日本 と北米 2 

ll口／くと中南米 2 --口：ロ
h: ,i ；□i0; ヨマ：Npp女：。 。皿

・ •,—,.,-',-,. """ ,---1--i―--------•_ ＿＿.. 

ーメリカ対外関係論 ！ 4 
-—•-—--• ---- -----―-．．．---- • ----, -----• ----•• --—一ー とーー女 性一＾•一— | ------- ［ --4--• 1- --上ヘ —--——-
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i2 しり[llj科[I l「I'：］I （日［靡コミュニケーション）

, ；̂ll{t，沢文化などを切り IIに［l」|象コミュニケーションについて学ぶ科llとともに，ビジネ

スに必＇炭なコミュニケーション能力を鉗うための利廿を配附している

系

：ダIJ
!•---, --- ----• 

I ;- II{t‘賢概虚
．．．  

, iム 11 { i学 概 ，l｛ib
．．．．  
,.,・・
央晶学概論 a

l , ! i ●ー・・ ・・ ．．．．．．．．． ．．．．． ．． 
Ii{J 災，社、芹概雌 b

..  ．．．． 

1 『j・ ti 公[I I I { |‘、J;.i 

群 ，｛，翡コミュニケーション，薗
．． ．．•ー・・・ ・• -． ．  ,．．--

, II 」II I Il[iコミュニケーション直

投 業科 Il 
年次および単位数 最低修胄

.． 

l {l.． 2 {l :． 3 {l.． ，1 り•. i ii ドi 汝文
------ ----'- _, 

2''  a ［玉1|靡コミュニケーショ
ンコースの学生は12りi
ィ立：以 Î．選択必修 ＇ 

2 

一') 

2 

2 内li l l 科• ll 

血')  群 l~III 

2 合はで
---------

2 3 0 i it 1立

|l:＿1 杯II緊コミュニケーション人門
＇奴| 

----

J9Jヽ 閃文化I:ijコミュニケーショ ‘I、

コ—
./1i冊．．．．．． 

異文化適応論
-- - -ュ

マスコミュニケーション畠
-- ----- - - --

i『伶＾ ＇^｛，，｛｝習 1'.JI，倫

／ 
ミ Public Speaking ..•—-- -----
ョ Presentation Skills 
ン，――--------- --------

秘 内実務 J

i秘悶‘)こ務 II
'-- ---- - ----- -- -- ----
ビジネス）店礎 2 
- -- -- ．一 -- ------'----

ヒシネス・コミュニケーション
-- -------- ----- 一一

仙 考

ゥ

]

り

]

ウ

l

ツ
l

ゥ

9
l
 

9] 

~. 
ヽ• -

‘) 

ぶ 内l"J利o f l {il: m （災諭プロジェクト）

災晶によるプロシェクト教行科 ll、 II災の翻ぷ・通，l｝(I見l係の科 l1，児ti’Iりし，翡教授法科 11な

とを配iiりしており｀災晶を丈践的に学ぶ科 flltl'である
--――--

系 年次および単位数 最低修得
投業利•ll --- ----- --

i 
- -

列 ］介: 2介: 3介: 4年 i廿．位放
1 - - ..~ 

1 English Communication I 2 
-- - - -----

English Communication IT ・ 2 
．・•---------．．．. 

English Communication Ill •-------- _ 2 ．．．．・---- -
iE叫ishC ommunication I¥. 2 

・• -- - ---

TOEIC 600 2 ．．． --- ----

! TOEIC 700 2 

価 ¥J 
-- -i 

TOEIC 800 

i English Project Education: 

Lecture Series I 2 
..  

, English Project Education: 

Lecture Seriい II
•• 

ウ
l

9
]
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ー・・ ••- - - ．--. • -·---~· 

系 I 年次および凩位数 ，最低修得！
授業科 ll L-

列 lり: 2介： 3．{l.． 4イ1.． iiii f立：数
I—-• -．:----―-•....--· • --••----- -・ •一•一•
専!English Project Education: 

9‘) 

l"J: 
Lecture Series III 

← • -- ---• -．． ．． ---- - - ----—-- • ------— ，・ 一・

i English Project Education:, 

科 iLecture Series I¥' 

ject Education: 1 

ewspaper ¥Vriting I 
2 

肝'—-• -• ・ー 99- •一—•一

11 i English Project Education: 
III :¥'ewspaper Writing II 

English Project Education: 
． ゥ・

! ~':\'ewspaper Writing III ! 

英玉nglishProjcパEducation’ •-- --/—-— しり門科II 
4 群 I~1lI 

国
English :s'ews Production I,.  i 

9 l l l ‘  
...... ~ 

English Project Education: 

プ English~ews Production II 
ロエ贔hProjcct-Educatlon ←- -- ----- I | 1 :;,.1-!［1: 

l¥Ientor Program I 
2 

ク／エ［二］喜。Ojg€rcatmEtucat10n+-ーロ 2

トl!i,lf-，}しの）よ礎 （英 ll)―- ---•— -: 

I逍訳の技法（英H.,j；務通，J(―） | 2 

児 iit` 英語教授法 l
〗-.，打英，轟教授社、 n—-- ：＿＿＿ | 

i （実胄を含む）
2 

English Teaching 

Methodology I 
2 

English Teaching 

I Methodology II 
. ・--・・.  ------------/t：米児 ii［文学

... ---, 

災 米 児 I,i’i: 文学 bl 
Oral English for Children a 

・--.  

l OraI English for Childr€n b ,  2 
・・・--.  ----・-・-・--・ ・・--・--・・..  ・・"・・・-----・・・・・ ••• • - -•• -9 

i発迂心且I！学 2 
.．．．．．．．..．.．．．.．．．...． 9. ．．. -・ •-........ 

渭心〕
(1)科II 「EnglishCommunication 1 」から「 1IIl1\ 」は，災晶週 ,l<~.\,:/II 合術の利 II てあり， 1 ～ 1¥「の

順番に単位忍定がなされるオ

(2) 科ll 「TOElC GOO」 「TOElC 70(）」 「T(）ElC 800」は，指定された溝1州を受溝したじで，

TOEICで600, 700, 800、［ば以卜を述成した場合に叩位認，定がなされる科IIである

(3) 利ll 「EnglishProject Education」では，それそれ l, 11, Ill, I¥'の順番にりi1如忍定がなされる

(4) 「翻ぶの技法」 「通，J⑭）技法」を）役修するには， h訓Il として「翻，，)(の）I~礎」 「通ぶ0)）よ礎」を履

修していなけれはならなし、

(5) 「児<'i'！処冶教投法］」から「発逹じ岬学」までの 9科IIは、児 ii’i災晶指導li丘成課行の科IIであ

る

II 

2
 

2
 -----: 

仙 ¥J 
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(4 ．専門科H群w（演曹）

ゼミ・演習 8単位が必修である 1年次・ 2年次は枯礎ゼミを通して，）よ礎教宥を受け

ふ 3年次． 4年次は，全員がいずれかの演習に所属して彎綿密な少人数教行を受ける。他

に，研修・インターンシップ科llを配it;：し選択で卒業論文もおいている

I- -----—---

系 年次および甲ぶi¢数 最低修得

廿
リ夕

授業科 [l

. - ... ----'----~-

！）よオ＊ゼミ伽 I 2 
·-------•------· 

＇，り←ー）よ塁＿・セ ミ II 2 I_- -~-
門 lKl院交流演習 I , 2¥ 

.• -一ー・ ・ ・・・ ・・• •- -． . . -----•,... 
科^ ［t| 際交流浙沖III 2 |.1.......------•----...----•—-- -•---•.....~......'--. ---... 
群 IKl院父流研修（海外） 2 
IV :------ -．．--―---．．．_..----- - 12単1立：

l-Kl際交流研修（日本） 2 
~ ! -----―---- ．-------ー・・ ・・ ．＿ ＿;-..ー・ ・・~

：： 演 コ、ユニケーション

Iり1;1祭ニ祉□夕／一／／ノノノーロ:—• 3 
卒業論文 i 1 一--r4 I 

- /..,  1.  

1イド 2イド 3イ[ 4介: rド． イ立 娑文
備 考

必修 8単ぶI：を含み12凩
ィ立：以上を選択必修のこ
と
卒業高文を脱修しない I

場合は、内門科Ll群 I
~＼の内より卒業論文！
に替えて 4叩立を修得
すること 1 

I 

I 
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(51 専門科目群v（専門関連科日群）

日本語教授法を中心とした日本語関連科目， 及び専門に関連する科目を学ぶ科目群であ

る。

i:I 
経済原 論

! r---ー二原論
専倫理学 概

比較文化概

日本語芯
科~

-f 概論

日本語学概論

H 1 日本の 歴史

本 の歴史

日本語 の音

日本語の 語 彙 ・ 意

日本語の文法
'---

専＇日本語の文法

門［日本語教授法 a（教授

日本語教授法

（コースデザイン・評

日本語教授法

（教材・教具

□本語教育事情
日！――~―

IH本語教育事情

群 1 日本語教育実

- ！ァメリカ 文学概

近代イギリス文

生 涯スポーツ概

プロジェ ク ト 教 育

プロジェ ク ト 教 育
一―

プロジェク
_ | ＿ 

プ ロジェ ク ト 教 育 w---l- --- -----→_ | 

〔備考一〕

(1) 科H「プロジェクト教脊 I」から「[,引V」では、所定のプロジェクトに参加した場合に I~Wの
順番に弔位認定がなされ

4
 
4
 

最低修得年次および単位数

1年 2年 1 3年 1 4年単位数
9 | 

2 

備 考

2
 
2
 

2
 

門

群

＞
 

関

連

才斗

日

2
 
2
 
2
 

2
 
2
 

2
 

8単位

2
 

2
 
2
 
3
 

2
 2

 
2
 
2
 
2
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6. 自由科目群

内l"Jの内容以外に．教行職員免叶状lf丈1りなどに必＇災な利 l]を配it'i:する 本科ll lt'i・の履修平．｛立

は．卒業爪位に含まれなし‘

系
列

授業科ll

教

教

教

教

i‘ 
9
.
J
 

rノJ
 

今、ュー

-

「

99

―

―
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•IJ 
.,＇‘、ノ
ー
数
＿
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＿
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．
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／
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、

一

汐▲^̂ I
_

＾1
-

．
 

~/I •• 

-

l

 
J
.
,
 

．

．

 

ー▲^工
↓

拷
J

じ＂＂，
 

＇ 

4ペ
ll ー・ヽ"＂n’ 

.. 、

l
ー・・ーf

l
 

骰
；
ぃ

j

ー

、

ー
、
II
III 

A
1
 •• 

：
l
 

I
— 11:1 

9
]
一
ウ
]

-＜ 
IJ 川

ヒj
 

"¢ ‘‘
 

ltJ {I ：・、し坪学

教有訓度

教有力 法 溢

礼会科教官仏 l

ネ［会科 教 ff法 ll

ネ ト 会 科教宥社、 llI

杜公科 教 ff仏 l¥＇

公民科教介法 l

公民科教脊法 II
．．．．．． 

災．＂｛＼利た教宥法 I
-

災^ II{t 科・教宥法 II
.．. ------

災晶•利・教有法 rn
--

迅徳教行の f11！論と）j法

特別活 動 論
...• -一

牛徒指導（進路指導の
則論及ひ）j法を含む）

孝'J.ff朴l[1炎｛カウンセリングを含む＇

9] 
ツ
I

—-------••; 

一
ウ
l

ウ

i

-

i
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.

 •—_ 
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―

-

2

 

-

2
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2

-

2

2

2

2

 

う
】

- -ょ

2 
—---•, -- ー・一- ----, 

り
1

り
/
]

総合油胄 T 2 
- --------------------------- - - -

総合 演 宵 II i 2 

教宥丈宵 I
('li•Iiij及び'li後指淋を含む）

- -・ 

1 教脊実沖I II _____, _____ _ ―----. l ̂-`――̀_ ＿ 
2] 

-
3
.
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (Lc¥S) センターは，本学の建学の精神に集づく人格形成，輻広

い教氏や知識の宵得， ＇，リ門分野での学業に役立つ llil}姐紅識の行成，社会人として求められる几礎

能力のIil]1→̂ A、かを「たる II椋として掲げています，、

学牛の特さんにも，こうした問題紅識をもって科l-l)役修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科 11 を“人格形成領域"“•般教鉗領域＂ ＇`悲礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて柩坪し 11忙し，「リベラルアーツ＆サイエンス科 [l群」として特別に提ぷしています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環椅」「人間と息想」「国家と規範」「倫岬と社会」「社会とジェンダーJ

という 5テーマ

般教義領域： 9人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済J9健康と福祉」という 4テーマ

），騒礎能力領域：「Jl：ふ滸分野」「ふ滸分野J「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学牛の特さんが就戦して社会へ出る準備をするうえで項

要とされるテーマですっ

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科目として

間溝し，さらに必災に応じて間講するサマースクール等も「総合旭礎教投 I~W」として 1札位認

定しますo LASセンターが独l'-iに間溝するこれらの科llは，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます()

「リベラルアーツ＆サイエンス科甘群」を履修して修得した単位は， 30甲位を限度として lれ清

により，学祁・学科の各科II群に振り替えることができます 「リベラルアーツ＆サイエンス科目

群」の履修や内容についての質間，学業に係わる相，；炎笠は， F棟M2階にある LASセンターに

て随lli受け付けていまず
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リベラルアーツ＆サイエンス科ll群
,----

I 
系列 授業科[l

---~-- ------

1地球と環境 ！地球環境論

2人間と、思想
且瓜の人間、思想 i 2 
‘^・----- --•一・・•--- -•• • 4 、_ ^ ^ 9 - -•- • ．」

現代思想 2 

＇ 

格

形

成

禎

＇ リベラルアーツ

* 2 &サイエンス科！
.．．．．----.-.............--...•---•.. 1 

法律学概論 ※ 2 I•1 群から 11参1翡し，
..- -9• •• 9- l 

政治学人門 ※ 2 た単拉：の中から l
..、・ •- ~ 

倫坪学概論 ※ ！30凩位を限度と”I • 2 
．．．一．．．．．．．~．．．

情報社会と情報倫刑 2 して，各科甘群
|―ー・ ー・・一●● ●ー・...・-- ..--••ー← ● ●ー・・・・^ ●;;、 ,.—•v•-•- ••--- --•ー・ ・ . ～．．-• -.．．．---•1 ●』

域， 女性学人門 2 ' ． ．に [|l請により振
”-- ---...．．．．．．．． ...--4.．．--- --—••••— | 

5社会とジェンダーヒ
ジェンダー論 ※ 2 ］ ーり替えることが

-」. ＾ ～ ～ 

女性学 2 7できます。詳細 I
... 

男‘It学

3 hl家と規範

4倫坪と社会

-----7 ―----- •- --•• -----•• -•• ---.．．-̂^ t.--- --••- -

年次および単位数

※ 

1年 2年 3年 4年

2 
------~-------------

備

---•三―-•―-―: ---—---•+• 
については，オ

般

教

I 
＇サルからヒトへ

1 日本の歴史 a 2 ※:'  ン時に説明しま
^ ＾^ 9•W9~99 99 9 099 • - ----... 99J9 - !――'  

[1本の歴史b ※ 2 i 
．ー・ ・・ ·----~ 

＇す。
99 •9 999 9 9,  i ^ ^, w• 9 9,...-9 -

アメリカの歴史 2 ' ］ 
．一 ．．．一ヽ 99 999 9 9 9 ↓.．．．．．...．． 9 9,．．4・・ ~ 

韓国の歴史 2 
| --•• --..---9..-9.. ...—•__ _-9--....l~99 ~•9--

中同の歴史 2 I I 
ーー・^ ー ' | .， 9 99 -

i人類と科学技術の発逹！I •-• 9------- --•9- 9~ 9--＋--•一•--- 9 2 ] 
文化人類学 巴 2 i 

L .． 9 -9 ^^ • --99・一 ＾ ^”̂・，．．．99- | . ＿...--． 

I ll本文化概論 ！ 2 i 
•- -•一^』- ---―̂ ・---・-、＇”̂ ’^ 9.  9999 | -•9 -

投、 (2:文化のかたち アメリカ文化概論 2 
I1本美術

丁--- ] -••一•-．］•-__J , 2 i 
.． 

西洋美術
, ．．．．．．．．．．．--―一丁―•一．．．．．＿．．ー←ー•-•.. -• ...••.... ．． I 

I ; 2 i 

丁礼五学人門―――-------- -7 2 | -―l 
I: ―→—•--•ニ
，経済事情 2 
卜．．．．．．．．—．．-• •^ ^^^ ^ 9 ~ ' ~ 9 - - ．．i-．．．^ ＾~99- ， l 」

！経済学人門 ※ 2 +•一•-- -—•-•一• •-^ -9• --—----• ^~ 2 I 
1 経済学の晶礎 2 
l ---- •---..-
！中国経済入門--~ -..．-―丁―

4健康と福祉
心と身体の科学

”̂ 

こころとからだ

---------~------------"---

2 リエンテーショ

'J人粕のあゆみ

領

域

3社会と経済

2
 

2
 一'

9ロ
i
9

ーロ 一※印は，学科の科目群に配当あり
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リベラルアーツ＆サイエンス科目群
| |.. 

ロ平列 1¥~~=:~
線形料数学

l駐！ ［非言語分野 統計学り

礎 ／三教養I直言語［□ 2 
総合悲礎教養II（非言語） 2 

日本語悲礎表現法 | 2 
" •~ 

総合基礎教養I11（言語）
総合基礎教養w（苫語）

iビジネスマナー I

＇ビジネスマナー II-／ンI
プレ七ンテーション II~

学科の科H群に配‘14あり

レヒ
ム
H
2

＇ 

}J :f[i語分野
＇ 

i領―-- --

I ③ビジネスマナー
域 し

＇ l ④プレゼンテーション
| 

※印は，

2
-
2
-
2
-
2
-
2
-
2
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V11 授業科目の単位と認定

各年次において）役修しようとする授業科目は， 1iJ—学期の初めの指定された）月 II に，所定

の）jil; （オリエンテーションて記リ］する）で1復修IllIIIりをしなければならない 履修[|l,iijは，

年間の受講，1「|1!1jをたて，平1立を収得する、iふ息｝勺ドをする学！！］］初めの［＇災な『紬きである こ

の）役修l|―Iill＼手紬を間迎えたために，授業科 Ilの版修かできなくなり，その糾呆進級はもとよ

り， ＇、お業がてきなくなる場合もあるので，以卜-に掲ける注立、 'li-J且を厳‘、『して，晶りのなしヽ よ

うに）復修l|l,11]をすること

し1 脱修Ill，心内捉出後は，授業科 Ilおよび牡lヽI1教員などの変史，追加，取消しなどないよ

う，捉出する前に授業時間割衣に且l]してもう ナ幻確，ぶするなど，細心のijヅふを払うこと

なお，股修照合 llが設けられてしヽるので間迅しヽなく登録されてしヽるかどうか必ず確忍する

こと ただし， I役修叶lIII＼書の返還または照合には応じなし、ので必ず「学生控口をとってお

くこと

i2 )復修1|l,t1りをしてしヽなし寸受業科llは，受，溝しても爪位は，忍められなしヽので，技業科 Ilの1|l

Iliりにあたっては巡級や卒業に必災なりt1立のり定を伯爪に行なし、，修得凩位数がが足しない

ように）j令を期すこと

{3 |n] •学期の In] 41か限に 2つ以卜り投業科 llを）役修することはできない もしこのような

屯複する投業科目を1復修ll囁翡に心人した場合は， Il1,j科11とも登録熊効になるので注紅す

ること

14, -・/文単位を修得した投業利廿は， Ii[！文履修することはできない

(5 股修叶lIII¥，りには授業利 ll，コマ・コード番りなど必裳事項を正しく，此人すること 叫載

l：の晶りやイ叫瞭なものは叶1,11り自体が無効になるので l・分汁直すること

(6 英，轟必修利廿および選択科日の履修lll，心手紬は，他の科flと児なる場合があるので，オ

リエンテーションで l•分汎明を受けること

I 71 コマ・コート番りとは，時間割人に授業科11と共に叫人されている番りて，そのII、]限の

授業科 1]に11,]1[の番りである

18 股修lll，訂，りは，、l．9[＼色ボールペンで，心人すること

(9 指定された）tJJ11までに）役修l|lr心を怠った場合は，学業の邸息なしとみなされて，退学処

分となるので捉出期［lを厳守すること

VIll 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

脱修lll，れをして凩位が収得できなかった投業科 llについては，次年度または次学期にお

いて再び）役修することができる

2. 規定外履修

該‘1:iするクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず人文学部1i
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務室に相談すること。ただし 1一年次牛．の規定外履修は原則として晶めない。

IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

, 1 1 試験は，定期試験と臨1翡試験があり，定)t｝］試験は原則として学期末あるいは学年よに

行しヽ，臨時試験は担‘li教員の判断により適‘[［行われるハ

2 いずれの授業利廿も授業時数の13以じ欠）出した場合には，原則として％該授業科［］

の受験責格を失う；ただし， 1両気または正‘片な理Illにより長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

,3 試験の時間割は褐ぷにより連絡する

，4, 授業科llによっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

l 追試験は、やむを得ない'li情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して‘ヽ芥期木または学年よに実施する。

2 追試験を希咆する者は． II-:‘りな'li由をrlll：明する情面をもって速やかに授業担‘li教貝に

屈け出ること．、

'3) 追試験は，成紐表の‘li該科IlにTの表ぷがなされた場合に限って受験することができ

るっ

なお，追[1式験は， I役修（札j•履修を含む）した年度に限り受験することができる c

4 追式験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を人文学着I『li務字に提出しなけれ

ばならなし＼

なお，追ぶ験の受験料は， 1科liにつき200円であるし

3.再試 験

'1' 11f試験は， It;（tlIJとして学）［）j」くまたば‘j:：年オくに実施する 3 ただし，授業科11によっては

再試験を行わない場合もあるッ

2 定期試験の結呆，不合格（この場合成粕表の‘li，亥科llにFの表ぷがなされる）となっ

た投菜科IIのある者は， ［ヽ仙亥投業科IIの担‘I1教員がjり試験を行なう場合，受験すること

ができる

なお， 1li試験は， I役修（Iり履修を含む）した年度に限り受験することができる。

':3, I恥式験の受験を，，乍uJされた者は，「I|L式験受験願」を人文学祁'li務宇．に提出しなけれ

ばならない

なお， Iり試験の受験料は， 1科11につき 1,000円である

4. 試験に関する注意

1. 迎 HI]

il 試験場内では，すべて1i:l'[．腎者の指小に従わなければならない なお，悲，＇，腎者の指ぷ

に従わない者には，退場を命ずることがある



158 

(2 i J式験場内では，惰品川具・持込みを咋された責料以外のものは，すべて監腎者の指

定する場所におかなけれはならない、

(3) 受験者は学牛祉l：または受験ii,f叫詞卜を，机の上の見やすい場所に提がしておかなけれ

ばならない）

(4 "式験間始から20分を経過した後は人宇・受験を忍めない

(5 試験間始から25分を経過するまては退場を忍めないc なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない

(6 受験者は，試験中監仔者の咋II［を得ないで試験場を出てはならないぐ

(7i 試験の行われる学期の投業料よ納の者・授業時数の113以 l-．欠席した者は，＂式験を

受けることかできない

18 柄気・ 1虞その他正‘りな加IIによって受験できなかった者は，診断―LI}.1i故，J［明そ

の他11こ^．‘りな拍IIを証明する苫lHiを添えて，胚濡なく投業すFLヽl1教員に届出なけれはなら

ない-

2. 試験におけるイく正行為の懲戒について

(11 不正行為をした者については，学則第68条により闊せられ，更に年度における ‘ji該

投業科l]の単位．の認、定を行わない

(2) が正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する一

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保，，止人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする

x 成績発表

11 成禎発衣は，アドヴァイザーまたは演習担‘)1教員より本人に成紹表を交付するので，人

文学部'Ji務室の指ぷに従って必ず交付を受けること-その際，学生ム』を捉小すること。

なお，指定された期 Il以外には交付しないし

(2 成粕の謹価は次の心りで表わし， 60、点以卜をもって単位修得（合格）とする 3

（合 格） （．正規試験不合格） （追・再試験イ＜合格）

A : 100-80、し[i、 F : 59点以ド（再試験受験III)

B : 79-70、I!i、 T:追試験受験l)I

C : 69-60、点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59、I、li以ド

E:木受験

(3) 成績についての疑間，質間等は成紹表交付 llのみ受け付けるので，人文学部']i務字に1iil

合わせること c

(41 事故，病気等により指定日に成粕衣の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成粕

表の交付を受けること。その場合は学生＂止および委任状を持参すること。
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児童英語指導員養成課程

2. 児童英語指導員について

小学校において「総合的な学習の時間」の国際理解教育の＾環として，外国語に慣れ視しみ，

外国の生活や文化に触れるなどの学習活動が加わりました。それに伴い，早期英語教育への関心

はますます高まっています。児童に英語を教えるということは， 音戸重視ということと，炎語に

対する興味を抱かせるという点において，中高生の指導法とは異なります。児猷英語指導員養成

講座では，児儀の発達段階を考慮し，早期英語教育に対応できる英語教師を蓑成することを目的

とします。

1. 課程修了認定について

現時点では，児竜英語指導員には，資格認定や免許制度がありません。大学や専門学校などの

養成機関は，それに基づいてカリキュラムを組み，それぞれに課程修了認定を行っています。

本学も，所定の単位を修得した学牛には，独日の諜程修［認定証を発行します。修「証が必要

な場合は，卒業時あるいは卒業後に，所定の手続きにより発行申請してください。
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3. 課程修了認定に必要な単位について

児fit災晶指祁員鉗成課程に1月する科 IIは，人文学名1；杯l|象父流学科に設i付されてしヽ ます

以ドの人にしたかって，合，，134爪位＇（必修 3(）iit位，選択 4りi1立）を収得することで，修 J'，忍定

＂止か父付されます なお，これらの科11はすべて卒業＇炭件平位にも含まれます

-- -------~-------------

伯域 科II名 科Il ltl' 
履修

りt位 【参名】
{ Iム．次 必修選択 りし，［｛｝教免

災晶利教ff法 l 1'1111 3 2 必修 必修

IIr ふilLt. i ム ｝且iitり［→rr•{t教屯ぶ去 1 ,.I/Ill]科II―群 I 2・3 2 必修
央9 9 ̂  

児ij’1災，翡教授法 II （丈宵を含む） '、IJi|’']科il群 l 3 ・,1 ， 2 必修晶
教

Engl応hTeaching'.¥lethodology I 内l"J平1た ll l!I I 2・3 2 必修-J、J 
-------------- ------ - - --

English Teaching'.¥Iethodology II 内l"J科Il lli,: T 3. 1 2 必修

災米児fii文学 a ＇，tJi | l ll科II附':I 2・3 2 必修

児
---------------- ----------------------- i 

iil 英米児り文学 b 専門科[I ltl,: l :3 ・ 4 2 必修

災
------------------------------~------------s.—---------- ↑ -----------

＂ ｛｝ Oral English for Children a I、1/)"J科lI l作］ 2・ 3 2 必修
； 

Oral English for Children b '、1Ji|＇ ’l 科• | l群 I 3・4 2 必修
------~----------~---- --~---------

> 1麟心則学

JI I ! → 

I塁 アメリカ文学概虚

文
一ー・・ -- ．ー・ ・• --

学 近代イギリス文学

災，，｛，i学概，l｛ia 
： I I I 

晶＇災晶学概論 b
学：．．．．．．．．．—．........• -•-- •-...--• ••---- -• 

Basic ¥Yriting Skills 

アメリカ文化概繭
---------- -------- ---

異文化間コミュニケーション，倫
-

'、りl"J店I・ I Hff l i 2 ・ 3 ゥ】 必修

'、11-1"l利・II群＼. 2 ・ 3 2 
ー・

[1Ji l)'l科l-1群＼. 2 ・ 3 2 
• -

I、1}|"J科IIH!II 1・2 2 必修

，，り門科ll翡!II 1・2 2 必修 必修
マ―----- - ---- ---•-, - -- ------------------ --

学科共通 I 1 2 必修 必修
-- -------------7 

他学科 (Ik] I際
｀ヒ掌科）

1・2 2 選択
呵ーー•

専門科llitfII 2・3 2 2科II4 必修
．．．．．  単位選択—-----------------

，，l,tl"J科II ltl'̂ V l. 2 2 必修 選択
．． 

ヨーロソパtIl界とアメリカ 他学科 (ll;）l象、）
文化学科） ， 

3 • 4 2 - i 選択
--------·-------~-----------~ 

間しヽ 合わせ先： l—E]1尿人文学部 1i務‘脊

比較文化概繭

---

必修 必修
---------------~ 

必修 必修

必修

修丘u：の叶IIII]先：，I正明内センター
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

福祉総合学部福祉総合学科における授業利廿は，学科共通科H群 I・ II・皿，専門科[l群及び

自山科日群から構成されているし

なお，「llll科目においては，教職諜村に関する内門科l1が配附されているし

II 授業科目の単位と認定

本学では屯位制を採用している。単位制とは， ＾つひとつの授業科llに＾定の）よ準により定め

られた単ぷ／：かあり，履修した授業科Hに対しては，試験もしくはその他の方法により学胄評価を

したうえで，その車位を認定する制度である

iit位の品定は， A・ B ・ C, 3段階の謹価により行い， D・E・F・T・Zの謹価は単位を晶定

しない。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な叩立は，次の表にポすとおりである e

ただし，自由科日は卒業に必要な単位には含めない。

一＿ 

一学部・学科 T

科[1群 I(）よ礎科日罪□/- 6 

修得

し

暉 II （フィールド学習科H群）利• H群）ー］

4 

叶

6 

96 

ー I 
1翡した科目以外に， 1

情報学部，国際人

目から12単位以卜．
12 

124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「悲礎ゼミ」及び 1年次の必修科［］を含め36単位以上修得していなけ

ればならないこ）

各学年に履修する授業科l廿群および修得準位数の目安は，

/ -学年 単位数の

1年次 学科共通科日群（基礎科[1群）

: Fundamentals of English I 
情報メデイア演習 1
桔礎ゼミ

学科共通科且群 II （フィールド学習科目群）

学科共通科H群皿（コア科l-1群）

ー専門科H群

9

,

,

9

9

9

,

 

〗
一
汀
（
□:
（

り

位

位

位

位

位

位

ぉ

｝

哨

・

単

単

単

単

単

6
 

と

2
2
2
2
6
2
 

す

日

目

日

日

H
日

ぷ

科

科

科

科

科

科

こ

ー

ー

1

1

3

9

,
1
 

表

安
の次

ll

修得単位数

40単位

2年次 学科共通科甘群 II （フィールド学宵科H群） 1科甘 2単．位（選択）

専門科[1群 10科目32単位（選択）

※上記指定された科廿以外に 1科 1:l2単位

修得箪位数

36単位
「―
! 3年次

I 
1修得単位数

| 30単位
C---------

！ 

4年次

修得単＾位数
1 8lii位

~--·---~--

今：業

| 
＇修得凩位数

l 
124単．位

• ------- -

専門科目群

ゼミナール I 1科 H2単位（必修）

選択科日 9科甘26単位（選択）

※上記指定された科目以外に 1科日 2単位
！ 

―”―-

専門科ll群

ゼミナール II 1科日 2単位（必修）

選択科[l 2科甘 8単位（選択）

※1項じ指定された科日以外に 2科日 8単位

_J 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は， 1口］ I （），騒礎科甘群）， l•iJ II （フィールド学習利•H 群）， Inl llI （コア科ll群）

の 3系列に分かれているし」それらの各科H群のうちから「皿卒業に必要な平位について」に小

した所定の単位以卜を修得しなければならない

I 1) 学科共通科ll lt,F I （悲礎科II群）

学科共通科II群 l （晶礎科H群）は，災晶によるコミュニケーション能）),情報リテラシー能

カの炎成と，ド］滑に学牛牛活に人るための悲礎知識・技法を身につけるための科[l群である

※iit位数に0印を付してある科tiぱ必修科目
、-• - --- ------、

授業科［］
年次および単f立数 ．最低修得；
ー~．

1年 2年 3年 4年単位数
備考

--------- -------------- --― —トー— , ---~ 、 --• • • ← --

-
＿
_
＇
 

.

-

一

9

9

 

[
 

2
2
.
 

，

ヽ

／

＼

一

ム

ー
~
．

ー

・

h

-

、

•  ̂

s
 

.
l
 
•• 

l

-

＿
 

~
ー

g
 

II 

n
^
 

•HI 

礼

i

E
 • 

.
 

a
i
-

礼
ー
—

f

-

貨

0

渾
~

ls
一

ア

、

、

／

｝

a

―

ア

t

ヘ

イ

n
 

e

デ

ィ

-
r
‘

、

m
-

a

―

メ

テ

d
-
l
l

メ

i

ゼ

~
一

一
楚

-

L

 

心

'

.

-

J

丈

n
 

一

行
や
—

i

u
 

駐

ヽ

．

．

 
じ

目

―

F

.

|

 

-

E

ト
ー
J
 

E
 

,

9

,

9

|

 •• 

,
'
,
．
,
9
,
＇,．
,
L
'
,
 

系

列

学

科

共

通

科

甘

群

ー

9

,

.

 

-- -------i ----—•----- + --- -―, -----------, 
l 

ゥl

. ---------.  

「学科共通科[l群 I
（）よ礎科た ll lil,:)」の中

より，必修科 tlを含
み 6準位以 l]員選択必 I

修
6i廿位 授業科 ll欄に Eの表

ぷのある科 llは， IJi[! 

WJEクラス (fども
福祉コース）所属の＇
者のみクラス編成が

lされる利廿である L | 
，~，へ＾’マ

〔備考〕

(1) 第→外国語として知いを学ぶ。うち， Fundame叫 lsof English]は必修科[lであるし

(2) 情報メデイア演習 IIを股修するには，、情報メデイア演習 Iのiii位を修得していること U

(2,） 学科共通科日群 II (フィールド学習科日群）

学科共通科l]群 II （フィールト‘学習科目群）は，地域・ ti:会・文化の実際，怖祉分野の経背訊

動などを休験的に学ぶことにより，実践力を向じさせるために設附した科ti群である

• -•-- ．-- . ^‘; ．. —・・・ 9 •一 ー• • 9 -― ： •— -一 一ー・・... --・-・------・... --—••—• ---

授 業科 ll
什汀欠オ3よび単位数 I最低修得

1介： 2イド 3介： 4q： 単位：委文
備 考ム

^̀- ” ^  ＾●～～ー・ ,-~.し^ ”^― 

| l4地域ボランティア研修 2 ! l !「学科共通科 fl群 III 

-- ---- ー・•---―-----•- ---------- --------- • ．ー•-- --•• 、 -- . ' ―-i （フィールド学習科

福祉疑似休験 2 ' 
H群）」の中より，

学 '. ,'| | 
和1・ ! 9 •---―--• ̂  - - - - --•• • •一 ----~----~--ん・＾ ~ 

4単位以卜選択必修

共！ユニバーサルデザイン論 2 授業科ll欄に Eの表
通 ，＇
禾：卜「••------ --------------—• ^ 9 ----.．-• •□ 4単ド,:

ボのある科卜lは，原：

目 1福祉文化環境研修 (H本） ‘) 9 月lJEクラス (fども
群! ll±JllLA.Jw~-'R~n.e;JI'"'\11/J-'/ L .''  

II 「―-----― -9・一―• --＿_ ＿寸

！ 福祉コース）所属の

福祉文化環境研修（海外） ！ 2 
＇者のみクラス編成が！

される科llである u
- --------------- - - -------•ー一→ 9 -- • l -- -．^ ー ・・.¥

I i福祉インターンシップ 2 I 
l ー•-• j _」．．． I _._'---- 9 
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(3) 学科共通科n群 III （コア科日群）

学科共通科［］群Il1 （コア科且群）は，専門教育を受けるために必要な素養を身につけるために

設置した科H群である。

＇ 

人間学 I 2 

女性福祉論 2
 

最低修得
単位数

2
 

備考

［ロアl!llーロ― ~t~L 1 

福祉政策論 2 

口ま：ロニ会論□

「学科共通科目群 III

（コア科目群）」の中

より、 6単位以上選

択必修

6単位
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2. 専門科目群およびその他の選択科目群

(1) 専門科ll群

専門科I1群は．「社会福祉 1:」． 9粘神保健伽祉l:」の川家試験受験資格および「保脊l:」，「介

設伽祉l:」の［吋家脊格を収得するために必要な科日と，それ以外のり叩り科［ー！およびゼミナールか

ら成っている

特に国家責格，国家試験受験脊格の取得については，厳＿l．［な股修条件があるので，後掲の「社

会祁げ11:I：国家試験受験責格」「粕神保健打峠lt：川家試験受験責格」「保有l：日家責格」「介設祁濯

l:l吋家脊格」の況明をよく虚んて，股修科 llの選択に謀りかないように注立すること また，

責格の取得については， 1ij.：年度オリエンテーションにおいて叶細な責料に仏づいて況明を行うの

で，そ叫詞に従うこと

国家脊格， 1 ＿1し1家試験受験責格収得に必要な科 ll 以外の専門利•Hは，伽祉の間阻についてより輻

広く，より深く学ぶための科目であり， flらのキャリア [l標に従って，適切な科目を選択するこ

と（，アドバイザーに相談することもそのための＾つの）j法である

ゼミナールは，学牛各白がテーマを持って価究する科Hであり，指唸教員のドで，人学におけ

る学習のまとめをする必修科目であるた

121 その他の選択科Il群

指定された各科tj群より修得した科H以外に 学科共通科II群 I・ II・皿および専門科1]群も

しくは経営情報学部，［叶際人文学部，メティア学部の利廿より 12単1立以上修得しなければならな

し、
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授 業 科 日

ミナール I

ゼミナー ル 1I
I 

[ F社会福祉援 助 技 術 論 I

※単位数に0印を付してある科目ば必修科[l

年次および単位数 最低修得！

1年 2年 3年| 4年単位数 I

社会福祉 援助技術論 II， 
IF医 学一般 I

学一般 II

護 概論～ I 

II 

F医

F介

4
 

4
 

⑫
 

4
 

③ 

護

齢

土

里
I 

i卜`社

専
EF社会， 
F障害者福祉論

門 i --

心 理学

F介

Fピî
r司

2
 

祉 倫き"

F In 
ノ！→

4
 

礼t 論 4
 

売

一学 2
 

仝皿
1

一こμ 4
 
4
 

科

目

群

2
 

法 、"ら
子 2

 
福祉論

公的扶助論

杜会保障

F地域 福祉論

EF社会福祉援助技術演習 I

社会福祉援助技術演習 II

社会福祉援助技術現場実習

杜会福祉援助技術現場実習

指 導i

杜会福祉 専門研究 I

国 際 2
 

倫
1

一"n

4
 

2
 

6
 

4
 

2
 

96単位

備 考

-
4
-
4
 

4
 +

|
 

| 

「専門科日群」の中

より，必修科口を含
み 96単位以卜選択

必修
授業科目欄に Eまた
はFの表示のある科

目は，原則Eクラス

（子ども福祉コース）

またはFクラス（介

護福祉コース）所属！
の者のみクラス編成 l
がされる科Hである。

4
 

2
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※ i闘噂に()「|］を付してある科llぱ必修科ll
・・--・ ..~ 

授菜科 II
年次およびiit位．数

I ----- ．，． 最低修得
1 ・(f:, 2年 3介: 4年単｛＼＇＇，：数 仙考

^,•• 9 -• • - • -• - -• -......  4 

l欠療‘ノーシャルワーク論 I 1 1 「,:りl"J科H群」の中
.... —•••——•••—•1— ,...-.． ..--••---••—7 iょり，必修科llを含- •-........ 

くすりの知識 2 
. . .  ．．．．．．．．． 

権利擁，I役論 2 I 
.．.  ..  ．．  

み 96単位以卜且g択 i

必修

1 授業科H欄に Eのよ
i 

Fスポーツ科学[ 2 | | Iドのある科 11は， I恥
l ll1JEクラス (fどもー・・

l)よ翡t1支能 (('1 楽） 2 ・ ネ晶祉コース）所属の
.． ー．．．．．． 一 ● • •ー・・・ ・・ ● ● ●● •-]....'.• 者のみクラス編成が

1 
| される科Hである

．．↓  

E},k礎技能（造形）
• ・ ・・ .． ● ● ● ●ー
i 、

l,）よ礎技能（休介）
．． .．． ．．．．．．．．ー ・・

l,1足ft . 孝文 ff 、心 jl[ 、]''.; 2 
ー 、 9 - ---------、 9.. ． ••9. ．..-.． t v •-9一，．三

I・小 IFl 栄や心共：・ 2
．一 ． ．．●一．．．．ー・・・ ・9 .．．.. ，．．． 

1小児保健 4 
．．．．．．．．．．．．．． 

I札ヽ児保健実宵 l 
● ●― ＾ t. ．．．．．．．．→一• -• •--... 4 -9 - -••-. ！ -• 

1 1硲‘[i，．ー児保 ff 1 
ー・・ ・・ --

出／1-:i}トスポーツ概論
jヽー・ 2 

- -.． ．．． ．．．．．-. ..．． ^ ｀”へ●●ー•1 ・・一 •- --．ャ● ー→・
| 

．．．．．．ー•―l

門！乳児 1呆 ffI,  2 
------- ------------ - -- ---------- ------・ 

！ 

科 1発辻心即学 2 | 
「.．．＿．．．•••--．．．．．．.

; t... .....+-••...• •••----

96岨位

i'  

II I'保 ff 丈胄 I| 2 
•. ••- -．．．．．．-．．^ ^  9,.．ヘ-—+- •...^ -•-• -•• --•9 ： 

群 汀呆 ff 丈宵 Il 2 
- .．．． ．．． ． ．.... -... ------.．．．- . ．i • ●ー ・ ・・・—,. • --...... ---
! ]4: 1呆有実沿J

i 

II m i ! 2 I ←•—．．●—-一•-• ••--- -----••-----—- •• -... l --—•—- •-•-．．． -i_---＋●●●ー●一
汀呆行実宵 W 2 1 

' --------- ---------------- ' '●● ●ーー ． ••• - ---------- と

． 

r f呆官丈宵指導 I l ! ! 

—••• •- -• •--- •ー・・ ・・・●●一●ー•—●●—●●ー・••—●●●-- -•--------•一•, -------,-----------..、

叶呆有実や／ i廿導 III 1 
•-—- -• ----• --• 4 -—--- -•—••-- •---------- I 

11呆宥実宵指導 m 1 
• ••••—••—••—............--•------.................-- - • ● ●ー•-7●●ー•----.... i.....-•• 

： | ； 

！ ］」保有内容（総論） 1 
！ 

←-． ．．． --••- ---•---..... • 一・・・•ー●ー・•----•• --• • -. 4 •• •••••一• ... 9 

［保有内容（健康） 1 
-.．．．-.．．．．．”̂  • -~ -.,• -• 

： 

憚有内容（人間閃係） l 
l 

• t -•••--•一• •- -•.. ． --•t • -•—••• ー・一・ → ・一ー•-- • --• -•ヤ

I4」1呆有内容（環燒．，｛葉） j 2 
．． - •..--...... 

l-：保有内容（表現） 1 i 
・--・-- - ---•••---• - 1. ..--•----+• --

｀ 設原坪 2 1 
ヽ—
．．．  ．．．．． 

1贅，没内容！ l 
.．.  ” +  --••....•......• 

＇ 

： 

噂 く放援助論- ‘)．  
・~ I ! | ー・＾‘｀^― -l _̂  - ---• • t-” 令—- -•• t ---- -’ 
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1 系
列！ 授業

―- I E精神

| 
E総 合

※単位数に〇印を付してある科日は必修科日

科日二年次い亨凰位数ー一是低修得＾ 備 考
1年 2年 3年[4年中＾位数
--------•-------~---、-”l -

保 健・ ・ 2 I I :1専門科目群」の中 l
- ： | -— 

演北J ［一 より，必修科目を含
11 | 2 み 96単位以上選択

IF保 育 原ー／→•ーロロ／／□ I t誓矛iH欄にEまた

E教育原坪…]ロ- 2 
はFの表示のある科

--------------------―--• i ，目は，原則Eクラス
1福 祉と文化'2 （子ども福祉コース）

一ー裔--̂:＿ 倫｀ーロ—-□ー／ 誌［^［言□］喜
幼児造形！ 2 ! 

の者のみクラス編成

- I I - ～^ ー がされる科「lである
i幼 児体育| 2 
， ---—+—--• -•一•-V 9-ヽ--- --------

門輝 I矢学 I 2 ［ーロ
l精神 I匁学 II I 

ロ叫保健．［ ］ 1 ： 一
／立神保健/fII-1--―ロニj

屯精神保健輻祉援助技術総論 4 1 I 
Jヽ

．・ ---―T t- -

理 療法概論 ， L2 
科［〗こ心 則、・芹 :1 □＿ 1 

11 臨床心 理学 II
I 

群 1精神保健福祉援助技術各論

96単位

2
 

4
 

精神保健福祉論 6 i 

『精神科リ J：ビリテーション学 I I | ＿--

口知心理;! i : 

/1:〗メ~Lス［［ス[/j/，林［ローロ
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※単位数に〇印を付してある科「lば必修科日
.~—~..............-..^ • 

喜！ i受業利• H --〗竺＜およ竺罰旦しー最低修得
1年 2年 3年 4年！＇ 考 凩位数

備
>-----+ - --- _＿_＿＿ | | | _---•4 

］｀形態別介設技術 I
| . 4'  -＿ 「］i門科fl群」の中

•— ...．． ． ～ 9 ツー--

「形態別 介 設 技 術 II l ! 

--- - -• J -- -□. j^ ー—- ょり，必修科目を含

ど•-...... ＿、～•-•--•-― ---....．．-,......-．．．．．一．．． • ＿.....． j ̂．．.．．― , iみ 96叶t|V：以＿［選択
「介―II- 、だシJ)-J I 2,  "X l1 | 

I F介 ，！疱 実＿＿可― II —- 4一~ 言ft「l欄にFの表
ポのある科llは，原
則Fクラス（介護伽

祉コース）所属の者

のみクラス編成がさ

Iれる科目である。

I, 2 
▲“‘ 

—---•• • ^'--- --.....~ ̂ --—--..—••—•-- i 一ー・→＾ ^”.---•-• ~ 

, 9 ザ ふ＾習指導 II l 
● ～̂ -~.......9 

習指導 m
~.. 

j l 
.． ー ・

l家政学概論 I (住屈） 1 | 2,  
● ● ●̂ 

］家政学概論 II (被服）＇
-----．^ -^^ - I.. -［ 

1 
^ ^  `―. ＿... ＾̂’‘‘← - -•-- 1... .....—•••........ ---

「家政学概論m（栄壺・』瓢） i i | l ! 

` - - ＾ -•t_ | | . ． -••+••—•••—__---. ..．ー•一ー・・ ・一．」

］家政学実宵 I(仕居） i l ! ！ 
← ---•----- -------...... ^ ＾＾卜•—●—• I 

F家政学実曹 II(被服） l 

'，i}, 
i 1家政学実宵 Ill（栄養・調則）

，．＿ ＿ --•... -

!｀老人・［硲‘ー［；者の心 J~!
門［一

ケアマネジメント論
床l• ←―-------—-• --- •一‘^~-

Fl) ;ヽビリテーミ 、そiii!i 't・ l) J ¥ 1:: l) T - 1/ヨ／ rIII" i ’.  2 
[.I 卜•-• -•- -• - -  ̂ ～ -―ー・---- ー•-•-• •—●●●ー• •-• -^  ^ - - ― ,  --•• 

Fレクリエーション活動援助江 2 
ト• ---• - --- -----

群 1プ レゼミ

口／
9

~—-
．

．

 

-

•• 

―

-

―

 

-

i

]

-

―
 

―

―

 

↑
,
.
］
|
＇
―
一

'
’
j
,
1•• 

I|＇↑ 

ト
入
IHl-AHll

論
入

4-rin 
.

.

 

-

.

 

1-n
＿一

ン

一

メ

0

ジネ

H

マ0

0

 

-
P
 

Z
-
s
 

|

L

ー
・
・
・

96爪位

__J 
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3. 自由科目群

得

数

二

9
1
/

位

修低靡
閂

□21
9
-
2
2

□□/

4

-

il 

2
 

3
 

単

ー

ー

ー

'

,

2

|

＇9
,

2
 

び

2

2

2

-

2

 

三
/

2

2

/

／
/
」
2

〗
〗□
□

`
〗[
W
l

日一
授
〗
一
〗
＿
〗
則
理
律
際
理
伍
二
：
が
本

外

日

日

地

地

―

地

法

日

同

倫

介

介

宋

日

’,'卜

＇ 

自

由

店

9̀ー

日

群

ral Fluency I 

脊原理

育課程 論

職論

脊心理学

| •青年心理学
制度

！が /J ノJ i去 論
---

公民科教育法 I
—---

公民科教育法 II

福祉科教育法 I

福祉科教育法 II

道徳教育の理論と方法

特別活動論
f-------------

社会科教 ff法 I

社会科教脊法 II

備
~
 

-

＇

 
考

2 : 
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．
 

＇ 系
列

授 菜 科 |. j 

•ー・

・イド次および単位数-....----••-•-----—ー．—-―-最低修 1翡 i
2年 3年 4年 ‘‘’Ll 甲位数

•----：••------口—-1
z i I I 

| 

生 徒指導
遣路指導の則論及び）j法を含む）

I’l,'•.........................^ ~'̂  ＾,．--•一—•-• ---•-••一•-- •--•• ---•-•一●●●●● ●● ● ●●●ー•—-

教有朴I I，炎 一廿l| （カウンセリングを含む）
l --．.．．．．--..．.. ^’--• - -.. 

科＇吟
加、合演宵

ti i ― 

総 合演牝ill 
群ー一—--• •-••-••-------•一•--• -•-••----------•一—-+

教脊実翌II 
（加iij及び'Ji後指導含む）

.． 

有

価

J
1
 

，
 

・・ヽJ
 

、9

ー

II 

2 
--

9
]
 

9] 

3
 

2 

渭噂〕
(1) 「lIll科 IIとは卒業に必要な単位放には力l噂されないが，

きる授業科 [lである，う
(2) 本学科においては， 目由科llとして，

由科IIについては，後掲の［教職課程」

目由に選択履修することので

教職諜程の科目が準備されている c

の品明を参照のこと。
これらの日
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS) センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教投や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題、意識の育成，社会人として求められる悲礎

能力の向上等を主たる日標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした間題底識をもって科目履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科Hを“人格形成領域"“一般教養領域”‘'基礎能力領域”という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群Jとして特別に提ぷしています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

晶礎能力領域：「非言語分野」「は語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学牛の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで凧

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科日として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養 I~N」として単位認

定しますC LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科I廿群Jを履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科日

群」の履修や内容についての質間，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科目群
T - •-• •- --•- ----------- - - -1 -

， 系 列 I 

~ ー ・・ ＾ ＾・←●＾・・・・ a----

1地球と環塙 牛．］
'---------------------- -'-----

2＼人間と、思想
現9

, J且，
,-

格

二

-
f
-
2
/
l
-

2
-

―
-
―
 

-
2
2
 

9
]
 

2
2
]
2
2
2
-
2
2
1
-
2
2
2
2
2
2
2
-
2
2
2
-
2

ー

9
2
-
2
-
2
う
]
-
_
2
-

ッl

入
ぷ
x
x
x
/
X
ぷ
x
-
<

｝
—X
ぷ
一
次
ー'
x
x

□
ロ
一
又

X
ヅ
x
/

逹

ザ
J
‘
-

-
J
iジ

又し

-ll 

一

ダ
J

.
j
 

日`
1沖

一

の

一

入

叩

倫
ー
イ
―

学

丙

へ

一

＿

史

術

概

.＂＂竺-t 

一
沐
'
,
-

水

技

一

論

―

化

＿

礎

門

科

t

―

-

t

H

命四
i

ト一

a
-
b
キ＂

-
iじ

i

．
 

摘

間

治

砧

論

門

一

論

と

門

一

ヒ

史

史

の

史

史

学

一

茂

J

＿

概

＇

又

門

一

門

Jl
入
の
と
一

―
環
人
想
政
―
小
臨
概
：
竺
概
会
人
ダ
ら
歴
肘
力
肘
歴
科
＿
柏
＿
化
力
糾
〗
術
人
梢
人
の
済
体
持
＿
り

一
と
の
息
＿
と
口
〗
望
学l
牙
社
望
ン
学
一
学
か
の
の
リ
の
の
と
人
文
リ

"
k
仄
一
学
巾
学
芹
経
身
維
あ

丙

↑

、

家

本

仕

冶

理

報

刊

一

ェ

竹

竹

ル

本

本

メ

日

国

類

化

本

メ

一

本

汗

会

済

済

済

作

と

康

当

員＿
ll
払

政

倫

伯

女

＿

シ

女

男

サ

u
l
l
ァ
韓
―
由
人
文

11
ア

日

匝

社

経

経

経

中

心

健

配

一
羊

r
翡ー-

l
 

ダ

一
ー
ヤ
↓

一店の也

ジ

＇ t
 

レ’)

店学

会ネlf 

ょ※
 

形
3日家と規範

成．＿＿＿＿—―---―----

禎|4倫則と社公

域

1人類のあゆみ
’~ 

1

般

教

,
.
,
 

蛇

領

域

2文化のかたち

授業科 [I 曲
叫＇ 名

3社会と経済

4健康と福祉

．． ---- --- -----

年次および弔位数
- --- ―--1―--

! 1年！ 2年 j3年 4年
1 

2 

！リベラルアーツ

＆サイエンス科

日1作から修得し＇

たりt位の中から，
--—マ• -

30凩位を限度と

して，各科[H詳
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vn 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする投業科日は， 1fj学期の初めの指定された期 llに，所定

の）j法（オリエンテーションで，；兒明する）で股修1|l出をしなけれはならない ／役修叶Ir"りは，

年間の受溝』圃をたて，凩位を収得する、瓜息』<1ドをする学期初めの,n：変な手紬きである こ

の｝役修1|l"r,j手続を間辿えたために、投菜科目の履修かできなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに褐げる注紅事叫を厳‘、『して，謀りのないよ

うに1復修[|l,llりをすること

(1) 股修ll囁書捉出後は，投業科Hおよび担‘り教員などの変応追加，収泊しなどないよう，

捉出する前に授業時間‘li;l』ぶこ則してもう 1文確認するなど，細心の注邸を払うこと なお、

股修照合IIが設けられているのでllij迩いなく登録されているかどうか必す雁忍すること

ただし， I役修叶ILIIrJeりの返遠または照合には応じないので必ず万ゲlミ控」をとっておくこと

(2 版修II囁をしていない授業科 IIは，受講しても凩1立は，忍められないので，授業科 l1の1|l

ni＼にあたっては迎級や卒業に必要な凩位の算定を恨屯に行ない，修得単位数が小足しない

ように）j令を期すことし

(3 /,ij 合学期のInl -11か限に 2 つ以卜の投業利•1 ］を固修することはできない もし分割でもな

い屯複する授業科 llを／復修1|l油げに晶人した場合は，両科廿とも登録無効になるので‘ilぶ一、1,ぷ

すること．9

(1! 襄単位を修得した授業科 11は，再度｝役修することはできない

(5, ｝復修lllni,i内には授業科 II, コマ・コード番りなど必裳事項を正しく叫人すること U 叫載

ト．の晶りや小明瞭なものは1|lIIr'll,11本が無効になるので「分注紅すること

(6 コマ・コート番りとは，時間割衣に授業科11と共に心人されている番りで，その時限の

投業科IIに[,hl1iの番りである

(7) ／復修1|lふりは国修lll,li閏叫人例」を参照して，、閃色ボールペンで叫人すること

(8 指定された期 IIまでに1役修Ilしれを怠った場合は，学業の、狐息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期 llを厳守することし

VIII 正規の履修からはずれる場合

1.再 履 修

股修叶％hをして爪位が取得できなかった授業科l］については，次年度または次学期にお

いて再び履修することかできる

2. 規定外履修

該‘りするクラスの授業IIが間以外のクラスで受，溝せざるを得ない場合は，必ず学部1i務喉

に相談することただし 1年次生の規定外脱修は）J/WJとして，忍めない。アドヴァイザーと

相談の卜必す学部事務辛に串しでること c
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IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

l ，， 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年よに

行い，臨時試験は担‘li教員の判断により適＿、［［行われる。

,-2 いずれの授業科liも授業時数のl/3以じ欠靡した場合には，原則として‘li該授業科日

の受験責格を失う。ただし，病気または正‘りな坪由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

13 i 試験のII;『間割は掲ホにより連絡する 3

：4-， 授業科日によっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある。

2.追 試 験

（1, 追試験は，やむを得ない事•情によって定期試験を受験できなかった者に対し，｝以則と

して学期オくまたは学年末に実施する c

121 追試験を希沼する者は，正‘りな事廿］を証明する苫llliを速やかに授業担‘li教員に届け出

ること。

13I 追試験は，成績表の当該科IiにTの表ポがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

4 追ぶ験を受験しようとする者は，「追試験受験頻」を学部9れ務字に提出しなければな

らなし、 0

なお，追試験の受験料は， ］科目につき200円であるっ

3.再試験

¥1 再n式験は，原則として学期」こまたは学年よに実施するしただし，授業科[1によっては

再・試験を行わない場合もある、3

12 定期試験の結果，不合格（この場合成紐表の‘恥亥科 l」に Fの表ぷがなされる）とな

った授業科 llのある者は，‘応亥授業科llの担喝教員が再試験を行う場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，股修（再殷修を含む）した年度に限り受験することができる。

か 再試験の受験を，；午1]［された者は，「再，式験受験願」を学部'li務字に提出しなければな

らなし＼

なお，再試験の受験料は， 1科［］につき 1.000円である。

4. 試験に関する注意

1. 辿則

11 ，式験場内では，すべて監腎者の指ぷに従わなければならないぐなお，監腎者の指ぷ

に従わない者には，退場を命ずることがある

i2! 99式験場内では，筆訊リlj具・持込みを，介された責料以外のものは，すべて監抒者の指
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定する場所におかなけれはならない

(3' 受験者ば和l',hEおよび受験，li-IIJ•IIl|: （追・ il}試験の場合）を，机の 1-．の見やすい場所

に提ぶしておかなければならない

14 試験開始から20分を経過した後は人字・受験を認めない

15 ぶ験閲始から25分を経過するまでは退場を忍めない なお， 1i益仔者が退場を命ずる

場合はこの限りではない

（6) 受験者は．試験中監'lf者の，i,1：II」を得ないで試験場を出てはならない

(7 ,式験の行われる乍期の授菜料木納の者・技業11.}数の13以［を欠席した者は，試験

を受けることができない

18 病気 ·'-li故その他ll--＿‘りな ’-li• 山によって受験できなかった者は，診I:#恥り・ 'Jili知l［明そ

の他」［％な詞Iを＂Ji明する書IIりを沿えて，虹滞なく投業担‘り教員に届出なけれはなら

ない

2. 19式験におけるが止行為の懲成につしヽて

(1 I が正行為をした者については，学則第68条により闊せられ，史に年度における ‘li該

投業利廿の爪位の認定を行わないッ

12 不 I]：ム行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審成のうえ決定する

(3 教授公の決定により処分が確定したときは，学」ミはその旨保ul卜人を召喚して辿知す

ると共に学内にこれを公がするし

x 成績発表

11 成粕発表は，アドヴァイザーまたは演胄担‘11教且より本人に成禎表を父付するので，学

部1i務字の指ぷに従って必ず交付を受けること その際，学生μ!［を捉ぷすること

なお，指定された期[|以外には父付しない。

し2 成紺しの，il叶llliは次の，心りで衣わし， 60、点以卜忍をもって単位修得（合格） とする，ヘ

（合格）

A : 100-80、rば

（正規，，式験小合格） （追・内，式験イゞ 合格）

F : 59、点以l‘-（再試験受験II[) D : 59点以 l‘•

B : 79-70、し[f、 T:追，式験受験IIĴ E:未受験

C : 69-60点 z:追・再ぶ験の受験責格なし

（3, 成粕についての疑間、質間等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せることし

14 病気． ＇詳故等により指定 [lに成績人の父付を受けられない場合は，代坪人を定め，成粕

表の交付を受けること。その場合，代岬人は学化証および委任状を持参すること。
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履修の手りlと手続き

l 授業科目について

楽学部医療薬学科における投業科 ll は，学科共通科 Il 群 l 及び II'~り門科 ll群 l及びIIから構

成されているし

11 授業科目の単位と認定

本学部では単．位』I」か採lllされている りWi{Iji」とは，ひとつひとつの投業料 tl に•定のJょiりによ

り定められた爪位があり， l役修投業科llに対して，試験もしくは，その他のJjil；により学宵謹価

をしたうえで，その単1立を認、定する制度である

平位の認定は， 1¥・ B ・ C 3段陪の謹イ[ll]により行し‘,D・E・F・T・Zの謹仙は単位を認定

しないものとする

m 進級基準

1. 当該学年に配分されている必修科tl （専門科[l群 Iのうちの必修科ll)の単位．を修得しな

けれは進級できない

ただし，木修得必修利廿数が 3科 Il以ドの者の進級を認めることがある

なお，木修得必修利廿数は， ド級学年の木修得必修科日数をもりII尊したものをいう

実胄科IIの単・イりは必ず修得していること また， 2年から 3年への進級にあたっては，総

合演習 lおよび Iヽ り門科1]群 II （選択必修 4単位以卜）を必ず修得していること， 4年から 5

年への進級にあたっては，総合演習 II' 皿の修得および共llj試験を合格していること

2. ILl]学年に 2年以 I・．在籍し， ,E'11な理山なく進級UJ能でない者については，学則に従い適

‘りな処附を溝ずるものとする c
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3. 進級判定の対照となる科日及び進級に必要な科目数

1 年 → 2 年 2 年 → 3 年 3 ・年 → 4 年 4 年 → 5 年 I 5 年 → 6 年 1 

し~ 9 —••-•-•--- ~._ ＿ _•- --—• • ----·—---~-
科た甘数 科日数 科日数 科 日 数 科 H

~ ｀ 

医療薬学悲礎ゼミ薬学外国書溝；涜 生理化学III I医療倫耶 医療統計学

(5 ・ 6年継続）
I薬物治療学皿

卒業実験・卒業論
文及び卒業試験
(5 ・ 6年継続）

薬学概論 有機化学 I

言諮コミュニケー創薬化学 I
ション論演胄

解剖生理学 I

解剖牛坪学II

化学］

化学II

牛物学

分析科学 I

分析科学II

生坪化学 I

物理薬剤学 I

物理薬剤学II

細胞牛岬学

基礎栄養学

陥礎薬学実習

分析科学皿

生理化学II

微生物学 I

，微生物学II

生薬学

食品衛生学

環境衛牛学

保健統計学

薬理学 I

薬理学II

医療薬剤学 I

化学系実習

牛物系実宵

唸総合演習 I

〈16》 《21》

生体防御学

予防医科学

薬物代謝学

毒性学

薬理学III

医薬品化学 I

病態解析学

臨床化学

薬物治療学 I

薬物治療学II

阪療薬剤学II

医療薬剤学皿

阪薬品情報学

布機構造解析演習臨床栄義学

物理製剤学 I

物理製剤学II

数

阪療薬学系実習 I

薬物治療学w

臨床薬理学

漢｝j医学

薬事関係法規

I臨床コミュニケー
＇ション学演習

医療経済学

病院・薬局事前実胃

食総合演習 II

古総合演習III

高齢者医療サービス
論演習

福祉制度論
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病院実務実習
(5 ・ 6年継続）

薬周実務実習
(5 ・ 6年継紬）

《13》 〈4》
-~-~--------~•—•• •— 

＊総合演胄 Iは 3年進級1こにぱ必修c

＊総合油胄 IIIIIは 5年逝級 l-．にば必修う

＊共J廿ぶ験を合格した学牛のみ，病院実務実胄，使｝1,j実務‘Xi)，1を受けることができる。
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ly 
卒業に必要な単位について

卒業に必＇災な爪位は，
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授業科目の配当と履修すぺき単位数

1. 学科共通科目群

l l, ザ：利共通利lI li'[ I （災，翡）

系

列 投 菜 、、f
 

年次および爪イ立数
II 

※単付数に0[|1を付してある利廿ば必修を小す
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2.専門科目群
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において股修しようとする授業科llは， 1り学期の初めの指定された期日に，所定の）j法

（オリエンテーションで況明する）で脱修lll，心をしなければならないへ履修1|iIIi]は，年間の受溝

IIl•[Ihi をたて，爪位を収得する、紅息表ぷをする学期初めのiF.'炭な『紬きである．］この版修 I•|I ，翡手続

を間迎えたために，授業科llの履修ができなくなり，その結呆進級はもとより，卒業ができなく

なる場合もあるので，以ドに掲げる注紅、•li瑣を厳守して，謀りのないように履修叶l,"りをすることっ

11 各学年に配‘りされた必修科！lは‘li,，亥学年でのみ）復修が認められるっ

ただし， ド級学年の科tlを修得／廿来ずに上級学年に進級した者が，その科l]を再履修する

場合はこの限りではないr

2 Iこ級年次の選択科tiを履修することは忍めない(

2 F級年次の選択科llの履修は，止むを得ない坪由が忍められる場合に限りこれを咋11［する。

I, 3 I 'Jこ胄科Ilは，全出席とし，実胄レポートおよび実習式験雰により平lj定されるへ {l［し， 1I：一ヽIi

と忍められる岬由により欠席した場合に限り丈宵期間内および，それに準ずる期間内に追実

曹A‘§がなされることがあるっ

4 卒業実験・卒業論文及び卒業試験は＇作業研究コースと総合演胄コースとし，卒業研究コー

スは，研究宇に所属して研究宇における実験実胄をじとし，その結果を集とした論文により

判定される．〕

2 「総合演習コース」は，研究宇に所属してj一．として特別溝義及び総合演胄を受講し， i忍

定試験及び卒業レポートにより 1;.IJ定されるっ

3 Iiij 2 :rl]の判定に合格したものは最終試験の受験責格を仔えられ，それに合格した者に対

して 6単位がりえられる．）

15! ）役修叶l，山，り提出後は，投業科I!および担‘li教員などの変史，追加，取消しなどがないよう

に，提出する 1lijに授業時間割表に則してもう ・度俯忍するなど，細心の注紅を払うこと（、な

お， It尉1参照合 1]が設けられているので間迎いなく登録されているかどうか確認すること、、た

だし，履修IllIIIt]1月の返遠または照合には応じないので，必ず「学牛控」をとっておくこと。

16 I役修lIM『をしていない投業科IIは，受溝しても爪．位は忍められないので，授業科IIの直泊

にあたっては進級や卒業に必要なり叶立のり定をI打爪に行ない、修得iiWi数が小足しないよう

)j仝を期すこと，

17¥ lIi] •学期の Iii] l̂lが限に 2つ以 I．．の授業科IIを履修することはできない もしこのような屯複

する投菜科llを履修,1,,m,1}に心人した場合は， II11I利llとも登録無効になるのでit、心すること。

i8i 脱修1|lIII＼内には授業科11, コマ・コート番りなど必要加[lを正しく叫入すること 叫載[:

の晶りやイ<lリj瞭なものは1|lIII1il'1休が無効になるので I・分注、立すること

9 災晶必修科11および選択科11の履修lllIII¥「：紬は，他の科IIと異なる場合があるので，オリ

エンテーションで 1う瓦品明を受けること

l]0 コマ・コード番りとは， II、YI月割｝叶こ授業利l1と共に心人されている番りで，その間限の投

業科11にli,Iイ［の番りである
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(］ 1 指定された）［JJl]までに履修1|l出を怠った場合は，学業の心息なしとみなされて，退学処分

となるので，提出期 IIを厳‘、『すること

刊 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

脱修叶l,IIりをして単位が取得できなかった投業科IIについては，次年度または次学期にお

いて再び／役修することができる

2. 規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスで受溝せさるを得ない場合は，必ず学部巾務宇

に相談すること、うただし 1年次牛の規定外股修は1)i(！！ljとして，，忍めない

3. 試験履修

木修得必修科llが 3利廿以 1くの者で， l前年度イゞ合格となった科Hのうち，特に定められ

た条件により．，式験のみによる）復修を認めることがある

V111 試験について

1. 定期試験および臨時試験

I 1 ! 試験は，定期試験と 1揺i；ll、＼試験があり，定期試験は1以則として学期木あるいは学年よに

行い，臨ll炉，式験は担‘li教員の判断により適‘j'［行われる

(2 授業科ll （丈習科IIを除く）は授業時数の 3分の 1以 1：欠席した場合には，原則とし

て‘1仙亥授業科IIの受験費格を失う ただし，病気または Il:ヽ^11な月I.r1-1により長期欠靡の場

合には，特別に配慇されることがあるッ

(31 授業利廿によっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある c

2.追試験

11) 追日式験は，やむを得ない巾佑によって定期試験を受験できなかった者に対し， l瓜則と

して学期木またば浮年末に実施する勺

(2 追試験を希望する者は， 1いりな'l叫をnl［明する翡面をもって辿やかに授業担‘)'i教員に

届け出ること。

13 追試験は，成組表の‘li,，亥科目に Tの表ぷがなされた場合に限って受験することがで

きる なお，追試験は， I役修（l旧復修を含む）した年度に限り受験することができる

111 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験粕」を学部'li務窄に提出しなければな

らない。なお，追試験の受験料は， 1科日につき 200円である。

3量再試験

(1) 再u式験は，原則として学期木またば‘f：年木に実施する

(2! 定期試験の結呆，不合格（この場合成紺ばくの廿該科flにFの表ポがなされる）となった

授業科IIのある者は，ヽ 11,，亥授業科IIの担‘li教員が再試験を行う場合，受験することができる

なお，再試験は，履修（再腹修を含む）した年疫に限り受験することができる c

(3) 再試験の受験を叶叫された者は，「Iり試験受験軌」を学部事務室に捉出しなければな
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らない。なお，再試験の受験料は， 1科日につき 1.000円である

4. 試験に関する注意

1. 通則

I 1 ! 試験場内では，すべて監腎者の指ぷに従わなければならない。なお，監腎者の指ぷ

に従わない者には，退場を命ずることがある。

21 試験場内では，喩晶用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない〕

!3 受験者は学生証および受験叶叫証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に捉ぷしておかなければならない。

14＇ 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

{5i l]式験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではないc

16 受験者は，試験中監抒者の昨Iりを得ないで試験場を出てはならない。

! 71 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以じ欠席した者は，試験を

受けることができないc

18 柄気・事故その他正当な'lHi1によって受験できなかった者は，診断翡・＇柘故証明その

他正‘片な事由を，il［明する書面を沿えて，遅濡なく授業担判教員に1]］出なければならない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

i 1 ! 不正行為をした者については，学則第68条により剖せられ，史に年度における ‘li該

授業科 Hの単位の認定を行わない。

{2！ 不止行為のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

13 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする c

IX 授業科目の単位認定と進級および留年

1. 単位認定

l＼ 各科liの成績は試験の成粕笠により総合的に判定する。

121 100、1ばを満、1,¥とし， 60、1仄以上を合格とし，凩位を仮，忍定する。

その評価は次に従う-

1 9中価 得、1位分布

A 100 ~ 80、1!，1.、

B 79-70,1奴

C 69-60点、

13 1li試験における評価は60、1ばを合格とし， 79点を 1：限とする。

i1！ 欠席数．が1臼尺，パがで「ZJ判定となった場合，授業スケジュールの関係で該‘11科llの

Iり股修が1木l難な場合は，，式験／役修を，忍める



190 

2. 

1

2

 

り
J~

 

ウ
l

~
 

9] 
.,' 

り

a

4

~
 

x
 

?-

り

aし

正当な理由＊による長期欠席者の取り扱い

全授業の 23以［出I出した者に限り定期ぶ験の受験脊格をりえるとしヽう規則は適）IJしなし、

欠席数か仝授業放の l3を越えた場合ても止‘りなjllIIllかある場合，定期試験，

験の受験を，忍める

イ＜合格1.、11! 

平I・ I !?ff I 

l1Vl"l平ll l l甘I:梨学必修科I!)か l.flI !を越えた場合は，

（翡t予：、必修科ti)

3. 無断欠席者の取り扱い

II・“・ヽIiなる則由＊なく、各科IIにおしヽて令校業111]数の l3を欠I,,i'Jした場合はその科 II謹仙に

つし、ては 1Z」謹価とする

を受験させないことを仏える

4. 不正行為の取り扱い

小1H」ム1りを行＇）た場合，i l, 

5. 進級及び留年

(l 

小l[h乃者に対するその他の扱しヽにつしヽてば‘i::It1史位1Pl95, 

しこ）よづく

各学年の進級は．仮，忍定されたり叶立か別に定める皿級），し州に従って，忍定されたとき，

能となる

似級に留年した者は，

修しなければならなし、

I 1' 

14) 

6年次生でネ業出木なかった者は情年または今業延期とする

Il .、‘}’:｛1：・しこ 2 年」又 l•]午籍し

適‘りな処ii"i:を講するものとする

*1E‘りなる則ill I診I杜i，り・ど延，，廿lリJ内・外訊1ll]想礼状りの泊付，9111リJ，りかあること）

成績発表

成粕梵｝叶よ，

i) 1 j• う

レ）

の全てを 1l}）役修とする

利 IHI!ヽ'1教員は1日前にその，，亥‘’1者にその旨を仏え，

その利II,；「仙につしヽては[z J謹価とする

1ヽi[，亥管年の内1"l科 II群 lの必修科lIのうち実宵を除く令てを iり）役

また，選択科IIを11i:r役修するときは， I役修）川を捉出する

ll戸りな則由なく進級 JI［能でない者については，学則に従し、

学祁']i務宇の指小に従って必す父付を受けること

アトウァイサーまたは配属溝ki'：教且より本人に成粕人を父付することによ

そのI象，学牛．n止を捉がするこ

なお．指定されたJ!Jll l以外には父付しなし、

成粕の謹価は次の，；じりてjこわし， 6（）、1!［以卜をもって平位ー収得（合格）

（正規試験が合格）

B: 

c: 

（合格）

A : 100~80 、1り、

79~70、1[i、

69~60、I仄

成舶についての疑Ill],

せること

F: 59、1仄以 l‘̂ （内ぶ験受験 II」')

T:追試験受験11r

追・内ぶ

lヽi該学介．0)1、り1"1

休学の収り扱しヽは忍めなし、

とする

止規ぷ験

1,，人験に1見lする il汀立の 2

I I ĵ 

（追 •.I!［試験が合格）

D: ~9 、1し＇［以 I<

E :,1-c:受験

z:追・再試験の受験責格なし

質間等は成粕衣父付flのみ受け付けるので，学部'li務辛に1!ll合わ

事故，柄気笠により指定 llに成紺ふの交付を受けられなしヽ場合は，代坪人を定め，成粕

｝くの父付を受けること＼，その場合は学生"ll．およひ委任状を持参することと
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履修の手り［と手続き

l 授業科目について

メデイア学部メデイア伯恨学科における技業科IIは，学科共通科[l群 I• II, 1,り l11J}よ礎科•H群，

1，りl11J利・l i lf「I・ II ・ III ・ IV ・ ¥. ・ \I 及び「II 廿利•l i ltfから構成されてしヽる

なお， ［1 1廿科11においては，教職に1月する利廿が準価されている

II 授業科目の単位と認定

本学部では単ぶf：制を採）Ilしている 爪位訓とは，ひとつひとつの投業科目に•定の）fし準により

定められたり叶立があり，履修した授業科 [lに対して，，式験もしくはその他の）j法により学胄，沖価

をしたうえで，その単イ立を認、定する訓塵である

叩立の晶定は，:¥・ B ・ C 3段階の謹価により行し‘,D・E・F・T・Zの謹価は車1立を認定

しないものとする

川 卒業に必要な単位について

卒業に必安な単位は，次の衣にがすとおりである

ただし、自1l1科Hは卒業に必要な単位には含めなし、
--

学祁・学科 メデイア学部 メデイア佑恨学科

系列．ー・ ・・• - • 
学科共通科Il li[ I （処翡• I l 4心｛｝）．．．． ．．．． ●ー・・•--

学科共通科Hif!'II（総合科ll群）． ．．．．ー・一 ー・—- ---ー・ー• -------．. -．. 
専門）店礎科lllti:

I、りl"J科ll群I (•I訂報コア）

'，1，中］科l]群II （映像コア）

,.lJ叩'l科ll群III （デザインコア）

内門科ll群w（サウント‘コア）

専．門科甘群＼・（複合メデイア）

札,1
 

,'¥，門科目群v1（演胄・インターンシソプ）
...• -一●ー●●ー

指定された各科 l•1 群より修得した科 LI
以外に以 l：の科[l群，「特設科H群」

（夕ti玉1人留学生・帰［玉l牛徒に限る），ま

たは他学名IS （経党佑骰学部・人文学部

・伽祉総合学祁）の科IIより選択必修

※ただし，他学部の科 llで）役修11J能な

単位は， 20単位を1.：限とする

位▲ 数

8 

10 

14 

6 

6 

6 

2 

8 

16 

50 

i
 I
 

・. 
n「 126 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に迎級するには， 9）よ礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科11を含め36吊位以上修得しな

ければならないご

各学年における授業科1」および修得単位．数の日安は．次の｝くにホすとおりである。
- -- --------------------••一・ •-- • 
学年 単 1立数の ll 安

---- - --

1年次 学科共通科II群 1 （英，l｛f• 1 1本，Hi)
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I ……• •• 2店rH 4単位（必修）

l 1本,iii-IA・ IB （外国人留学生・帰l叶生必修）・・・ 2科Ii4爪位
，学科共通科ll群II （総合科l-l群）

日オゞ乱｛f-衣且iii倫I ・・ ・ ・・・ ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 1 科• I-l 2 lii位 （必修）
専門基礎科[l群

情報メディアリテラシー I ・・ ・・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・ ・ ・・・ 1科[J2単位（必修）
佑報メディアリテラシー II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科l」2単位 （必修）
デジタルメディアアプリケーション悲礎 ………］利・H2凩位（必修）

叩門科l]群II （映像コア）
映像制作概説 ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．］科li 2単位（必修）

専門科II群w（演習・インターンシップ）
枯礎ゼミ I ・・・・・・ ・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・ 1科II1単位: (必修）
フ゜ロジェクト研究 I ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・・ 1科[l2屯位

修得平位放
37凩位 ※指定された各科目群より修得した科II以外に20単位
---- - ~--

．．．．・• ---- -------- -.. 
2年次 学科共通科Ii群 I (英晶・日本講）

修得単位．数

Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II 2科l-|4凩位（必修）
[1 4%！i ] A. I B （外lE]人留学生・帰国生必修） 2科i]4単位

内l19]』騨楚科^ tl群

デジタルメデイアアプリケーション／心Ill ……… 1科112爪位（必修）
専門科l]群I（伯報コア）

インターネット晶礎論 ................................. 1科^ 1—-l 4単位（必修）
9』[l11l科ゎIl lftw （演習・インターンシップ）
枯礎ゼミ II ・・・・・・・・・・......................................］科Ill iii f立 （必修）
プロジェクト研究 II .................................... 1科I-l 2単1.＿立

39爪位 ※指定された各科lll詐より修得した科日以外に26単位
--- —•• ●、-•--- ---• -””^  ＿、•一•• --．．．．．．-- --•• --•・・・ ・

3年次 ［専門科ll群I¥. （演宵・インターンシップ）
＇ プロジェクト研究皿 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科l1 6 iit位．（必修）

修得平．位放

34単位 ※指定された各科 jj 群より修1サした利•II 以外に28 平位．（選択必修）
・ ・・ •-••”^ ^●^・・ ・、へ•ー・・•---•• •• ----- - - • -- ---

4介：：欠 演宵平f• I l群
プロジェクト研究IV ・...................................1科11 6 iii i立．．（必修）

fl参{! } iitィ＼，．1.放

16爪位 ※指定された各科ll lffより修得した科l1以外に10爪位
．．●ー• -. ．---．．．..... ------------ ------------------------------ -•一•-•- -----

卒業
| 11多得iii位数

126 tj1. 1 i",: 
--
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科］し：通科 ll lil'： iよ． （りし：rr{t.I l 4ふ翡）， II （総合科 ll l抒）の 2つの科11:/tfからなる それら

の各科 llH「のうちから「III. 卒業に必要な爪位につしヽて」にぷした所定の単位以］．．を修得しなけ

ればならなし‘

i• 1 学科共通科•!Jiff I (災』・ II本謂．）

学科共通科II ?ti'▲ •I は．処，｛｝によるコミュニケーション能力と II 本晶文心＇［力の 111] 卜をはかる

科 ll群である

※爪位数に0「Ilを付してある科 IIぱ必修をぷず

系

列．
 

授業科 ll
年次およびり叩数 最低修得

.. ．．．．．．．．．ー→
1介―̂ 2介:_ 3 {J: 4年 i ii f立数
..．．1 ・一→・

価 ¥J 

Fundamentals of 

English I 
＇ヽヽ9. -r-

Oral Fluency I 
科――•--••--- --- - ---

,'..'Fundamentals of 
共， 2

English II 
通

Oral Fluency II ・ _2 
科 —•- -•-• ・・・ー•----•-- • 

l l 
Basic ¥Iedia English 

---------------

群
English for Broadcasting 

I 
! English for Film Making 

l1本泊 IA

災 日本，翡 IB 
---------- -

ー／,_ II本』II八
l l I I I •-- -
. l II本,;ffII B '------ --------- --

ii・ 114燿im

本 11---1％旧＼＇
晶 ビジネス II本，r｛t] 

~ i ビジネスII本MiII ．．．  

ビジネス英詣 I．．．．．．．．．．． 

ビジネスり娼{i-II
，＿  

渭噂J
（ l) 学科共通科 II 群 I では，第•外11,] 晶として英晶（外[Ej 人留学4. J、II}|E]牛徒は[]本晶）を学ぶ

うち， Fundamentals of English I ・ II. Oral Fluency I ・ II (114心翡しよ li4ゞll{「I,¥・ l B ・ II.¥ 

・ II B) ば必修科llである

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを）役修するためには，それそれの 1を修得してい

なければならない

(3) 日本[ln-T ¥ • I Bのしヽ すれか 2単位を修得してしヽ なけれは， 日本晶IIA・IIBを1役修することは

できないc

2
 
-
2
 

9] 

.．．．, 

J 

I 

I 

」-2 9 -．．．.- -••—••— 

, 2 

2 
一

9I 

-．

9
}
-

！ 

--l ——_____-—- --[ 

， 
～ ト・••一 ・」．．．．

2 

8車位

「‘ヽ；：＇利~」し：通科） l lti 
l （ りし iii・ 11 本

Hli)」の I| 1より，必

修科 IIを含み， 8 

甲イ¥',：以、 t選オ）｛、必修

タト国人情学生・帰

[Kl小は，「 I!本，翡

I 入 •I B ・ II 

1¥ ・ II B」を第

外［1;1，翡として必修

| 

2
 
2
-
2
l
,／

]

 

り／
l



メディア学，•:,I, I位修の「，）1と「続き 195 

21 学科共通科[l群 1I （総合科「］群）

学科共通科 Illtl'］ IIは，社会，経済，文化に閃する間題解決に責する総合的知識について学ぶ

利廿群である
．．一

系 年次および準位数
授業科l] . 

最低修得
--------------------- -- -

夕lj 1年 2什―- 3年 I 4年 iit位数 I

!．,、、．．．-.．．．---- --．・--

II本晶表現，，命[ 2 
．． ー・・ ・・＿．．． ー^ ‘^^ ... -．．．．. ． L 

9日本，沿表現論 II 2 
ー• t- --―--- - --- --- ---——-• •L __.  [ 

薄，iじ論 I ,1 i 

-•- - • --....9  - L------
経貨情報溢 2 1 i 

.... ~.... __J___.... -.... ;_________  

i経済I恥扁 i | 4 
, i....• •---- - .̂.．．．．．．-----＿＿＿ ----.••---- -- -| ．．  

学 1,祁祭経済学, 4 : 
.. ＾ ●● ● ●●ー 1 

科 現イし一息想 2 
．．．． v ^ ...．．．----- -• -．．.．---- --

l l: 
ハ文学 2 

．．一‘....．．--．．. ~.. 

i 通
心押学

| 

＇平 1̂- -- ------- -—- i 

| 
文化人類学

I l :--

群
印‘［足術史

~一

II 
II本文術史

．．ヘ

--`  
H本文化論

総「＾・•-．．．--- -． t -•一•-- ---•••--

合演劇，価
科！―•一— ．．一

ll デジタルメデイア •Iヽ
, ltr: i I1IIIl 2 

It ......... ＿．．_＿ー・・ヽ•..--- ---．__ .. ．--;__．．．．．--•••--•ーー・・ー・ー•- ．．-..-----—←ー・_..... ..----—•••--------
I ~ 

異文化父流とメデイア
I ・・ ··-•••一•一—•ー・ • ----- - -• •--... 

メデイアと社公
．． 一

メデイアと 1叶際政治
．．．． 

懺界メデイア文化史

仏化学概，，倫

9] 

苔曲叩＇ 

9] 

... 

2 

2 
― --2 ______~-1 

2 

10単位

□—-------

「学科共通科 ll群

II （糸伶fr利・ll lff)」
の中より臀必修科•

11を含み｀ 101札位
以卜選択必修。

9/] 

ツ
]

j_ ___  _ 
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2.専門基礎科目群

内l"J)よ礎科11群は、学科の内l"l合）＇！域教宥への /IJi'l'}な導人を図るための柏報メデイアリテラシー

能力の記戊と， メデイア関連禎域の）よ礎知識と）よ礎的な）j法論を学宵する科l」を配附している。

系

列

~. 

授菜科t.j 

---------------- ．一

、I‘1り恨メデイアリテラシー I

伯恨メデイアリテラシー II
------------------------

デジタルメデイア

介汀欠および爪位数 最低修得

1年 2什: 3年 4年
凩イ立数

2 

ぢ1̂
J 

ーー

＇ 

2
 

一

•• -.  i 

「,•り 111] ），し礎科 ll

桐」の Iドより，必

修科 llを含み14爪

位以卜選択必修

2 

アプリケーション）よ礎
--- - - - -

内 デジタルメデイア

I I'l 
2
 アプリケーション／心/IJ

払．
デザイン概論

-------

}』L)よ礎論 I
平I・ - ------

II i 
衣現）！騨礎論 II
. ．  

群 メデイア倫則と法

礎
2

i

2

 

一

2 
. . - ― !  

1 4 iit 1立

う
'
]

コミュニケーション概論
．． ．．．．．．．．．．．ー•

企圃とプレゼンテーション
I 
マスコミュニケーション論

！ 
．．．．．．．．．．＂  

シャーナリズム，孤i | 2 
： .．-． •-... -• • --- • --．．．．．-．．．．．,...  -• • 

アニメ・コミック総論 2 
--←― ――→ ^ ^ c～… ー・」^ ＾^＾ 0 ．．--．..-、 - -•- -

2 
.. ．． 

9] 

ゥ

i 
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3. 専門科目群

叩 ’l科廿群は， IからVIの 6群より構成されている 『情報」「映像J「デザイン」「サウンド」

の4つのメデイアの専門領域に焦点を埒てている。それらに関する専門知識と実践能力の養成を

l]的とし，加えてそれらを取り務く社会と文化，及びメディア梢報環塙への理解を深めることに

なる。

前述の 4つのメディア学習領域には，それぞれの根幹となる科［］を， コア科日として配置して

いる。コア科 t1授業は溝義科［］授業とそれに適合する実宵科日授業を統合し，専門知識と対応す

る技術と力法を [Iij時学曹することにより，統合的，実践的な教有効果を高めるように配閥されて

いる。

I 1 I 専門科fl群 I （情報コア）

専門科 l]群 Iは，情報に関する専門知識とスキルコアを学ぶ科 l1群であり，「マルチメディ

ア・データベース論」「プログラミング論J「地J朋情報論 I・ II」を専門コア科l]として配閻して

いなそして，情報システム，情報ネットワーク，データベース，＂情報環境の情恨の桔礎を学ぶ

とともに，ユビキタス・ネットワーク，情報セキュリティ，地理情恨のような最新の科Hも展間

されているぅ

121 専門科H群 II （映像コア）

専門科日群 IIは，映画やビデオなどの，映像制作と映像文化に関わる科日群である。

映像制作の枯本概念を理解する科Hとして「映像制作概説」「映像技法の基礎Jがあり，「映像

制作 I・ II」「映像表現」を専門コア科目として配岡している。さらに、映画史や映像批評，映

像文化とジェンダーなどについて輻広い知識を習得する科甘， ドキュメンタリーやアニメーショ

ンの分野について比較文化論の視点から苔察する科日を配置している。

13) 内門科l]群rn（デザインコア）

叫り科Il群rnは，デザインに関わる科li群である。専門悲礎科目群の「デザイン概論」「デザ

イン駐礎論 I・ II」と並行して， 1年次の「デザイン悲礎実習Jでデザインの基礎を学腎する。

＇、り門コア科 l」として「牛活文化デザイン I・ II」「デジタルデザイン I・ II」「パブリッシング

デザイン I・Il」が配骰されており，専門知識とスキルを学料していく。「生活文化デザイン」で

は，日常牛活のなかで機能し，地域礼会と協働し頁献できるデザイン能力と実践力を投う。「パ

ブリッシングデザイン」では，印副と出版に関わるデザイン能力を氏う。

14 内l"j科 [l群w（サウンドコア）

’、¥il"］科 [l廿訂Vは， i9,j•山とサウンドに 1月わる科 li 群である。 1年次の「サウンドデザイン届礎実

胄」でサウンド領域に関する枯礎能力を義い．「 i予緊技法の）II~礎」「i,i}ti制作」「アナウンス技法

の）1履礎」「 i9,i• 楽・ [i汽附表現論」では，映像制作に関連する胄声訓作坪論とスキルを学習するっこ

の科II群の専門コア科llである「サウンドデザイン I・ II」では，行の収集，サウンドコンテン

ツ制作，サウンド配1ふ 胄データベースについて胄得していく

15 専門科Il l抒＼＇（複介メデイア）

専門科[l群＼＇は、複合メデイアに 1月わる科 II群であり，「W凸デザイン I・ II」「CM紺り作溢
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「まちづくりメティア」 を内l"Jコアfillとして配iiりしている ！ ［休的な1!il}姐仰（決のために， どの

ように「h冒II」頂映像J［テサイン」「サウント」の 4つのメティアを統合し，

て展1}｝lすべきかについて学胄していく

複合メデイアとし

16 VI"]科•ll 『{： VI （演習・インターンシップ

「）店礎ゼミ l・ TI」(1 ・ 2年次）は，学牛牛話の唸人科IIとしの役割を持つ

カー （職業卜の目分イメージ） の確立と形成のために， 具1本的な「学胄91| llli」レ｝

キャリア・アン

「キャリアプラ

ン」を竹成していく

「インターンシソプ」 (3年次）は，‘）こ践教行の 翡＇｛として， メディア‘I,り恨閃連企業， 地）j公

共lJ1休， 各神文化施設，

との学胄をはじめ｀

NPC）などの』貸利[J11本における企業研修， 地域価究，

［l.9|内・洵外でのメティア伯恨インターンシソプ価修を行う

イベント参加な

）ゞ学で勉強した

I、り1"］知識を訊かしながら、‘)こ務経験を茶柏し， ビジネス現場で必要とされている能力を目分目身

の1]で且jl1り『し，感じ収ることをねらいとしている

「プロシェクト価究」は｀ 大学内ての溝義と丈宵授業だけでなく， ｝也J或ネl:：：カヽ ら学ぶ

フィールドワークによって，

解決能力を 1足成することを目的とし．［伯恨」「映像」「テサイン」「サウント」の 4つのメデイ

アをどのように統合して．間題鮒決と価仙削造のためにどのように複合メティアとして展間して

しヽ くか‘)こ践的に学んでし、<

地域社公における晶間題の晶識とその鮒決方法を発見し，

1 ・ 2年次では

分析し，

プロジェクト研究 I・ II」は選択科tlであるか．

地域礼公での実践から間題を発見していく而災なプロシェクトである 「プロジェクト研究ill・

w」は， 3. 4年次の必修科llであり， ，テーマ別複合メディアプロシェクトJと「 l：り 111]似l域別

複合メデイアプロジェクト」からなる

くテーマ別複合メディアプロジェクト＞

地域の文化，環塙，行政，経済．教ft,I欠燎，怜濯などの具体的な諜題を収り I・けげて， 'f'i'j恨

とメデイアの活）！］による間坦解決と価伯の創造をめざしていく C

く専門領域複合メディアプロジェクト＞

映像制作， ビジュアルコミュニケーションデザイン， サウンドデザイン，地則伯懺 モバイ

ル・ブロードハンドなどの内門領域により特化したプロシェクト活動を行うことにより，各内

l"l rtl域をより深く学んでいく

戸k業論文及ひ卒業制作」は選択利•H であるか，学宵の成呆の梨人成をする科日として配附し

ている c
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口―---•- ---~ ---------…、-_＿--- ------•-•--• -••一
系 i 年次および吊付数ー］最低修得

ダリ
授業科[l .....-•-•------..•—---- -

L ! 1年 2年 3年 4年単位数
ー・ ヽ●^- ---

、|．1り報社会と、11i報倫雌 2 [ 
• t t !• •--

一へ •^ v 、 - . V ●● -- - --•• •-- • • •- - -．．．．．．. ． t • - - ---• ...． ---、--． ．- ． .... 1 

| 

情報システム論 2 
I 

------—-••••一•--9 -•一： ！ 

柑インタオ ト）り困・IS | : 
--,, 

ー、ツ，S虻 IiIHI ¥4' 
- -- ―- ．「 .. .. ．． - -9 → 

門 ‘情報ネットワーク実宵 ！ l 2 I 
r--- . ＿---～ -•—-•-- ----••・・・ ・”̀、 、、 1 -，. v 、、 •t -、 V● • --- : 

Iマルチメデイア・データベース論 ， 4 
！店I・ 9—•----- -．．．．．----. tt•--—•9 _＿ _-•--------------

マルチメティア・データベース実胄 2 I ! 
. ~ 

ll プログラミング論
↑ I 4 

i 1罪！プログラミング実習 2 
c ̂―--• --- •? -----^-- i | - i 

I 
！データ構造とアルゴリズム論 2 

三王ータス・ネ--J トワーク論 1 2 
］ 

．ー9. ．ー・・• ---... . -- --• 

伍i情報セキュリティ 2 
I --̂＿ ＿＿ _ _-—- -l--• 一

報地理惰報論 I : 4 ! I コ ーヽ•一•

ァ 地理情報実習 I

Iー：；；［ロII楚 29 ：ー／
L 

2 i 

映像制竹 I --- ［ 4 | i ー・

映像聞作実宵 I l 2 -• →―-〕----•--—---- •••-••-•----•--• -I 
映像制作 II 4 三紺lJ1,1‘虚 II [_  | 2 | | 

内 映像表現

u 映像表現実宵

-- •--•--------- -•------'| 4 1 ―--

, t l _＿--
映像文化実宵 ― -- 2 -[- 2 -- >
科，．

! Iノンリニア編集

+-.l__． i _．|＿．-

. 2 
I II I 

●ヽ● t - .． ...．．．．． t・ •- - •---•--- ----T ――ー・・• -•-----―-

一ーメーション制作 i , l - 2 i 

．．．．．．  ----, ---------

群映lIhi史 2 
一・・ヘ― --

II L__  
映ldli文化論

---i_____L —ーニーーロ
I 2 | 

―----•• • •—•• ●ー•-•• ---．．＇•一•-- --• • t t.  T. ．．．．--•一

1 映像文化とジェンダー 2 
--

映 l~I 映 llhi作品研究 I
・• - - -

像！映l由i作晶研究 II
コ・-― -- -—-. 

ァ 映像ワークショップ］
- - ● ＾ へ9 -- -• -． 映像ワークショップII

ll米映11l1f比校価究
.． 

シナリオ制作
ト• ---, - ------- ---- --

映像制作とシナリオ
.．  ---

比較映像文化論I
（ドキュメンタリー）

---- -------- --

比較映像文化論II
（アニメーション）

l_＿------------

9] 

2
 

6単．位

6凩位

一

I
の

11
上以

、．

4
 .. 

エ
↑

、［什

J）
参

立

ー

1
1
1

い
ァ
必
車
。
）

手
コ

6
参

，
~
ー

）

み

必

且

~
 

ーー

古

千

I

専

情

よ

含

択

!
（
1
1
を
選

ー

備 名

l. 
?l 

2 
--------------
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系

列
授業科II

年次および爪位数 最低修得
．、一．．．．．．．

りt｛立数
lィ，: 2年 3年 4年

ー• • ---- - -...•- - .  -

価 ¥J 

デザイン）よ礎実宵

i 生活文化デザイン I
...•—- ----------------------, 

牛活文化デザイン丈習 I

?l 

4 
―----．.．. ~ 

9I 

-__, 

I 9,、り l"l 利•II /ff lII 
（デザインコア）J

の中より， 6甲位

以卜選択必修ッ

ーンイサテレ） 夕ジテ

山
品
い
科
ll群

m

牛活文化デザイン II

生活文化テザイン実胄 II

1 
•......- --••—••• 

2 

＇ ー

デシタルデザイン実胄 l
-----------------------, 

デジタルデザイン II

（
デ
ザ
イ
ン
コ
ア
）

り

デジタルデザイン実胄 II

4
-
2
 

6 i廿．｛＇:

-- - ----

パブリッシングデザイン I 4 
．・• - - -マ------ - -----... 

パブリソシングデサイン丈胄 l 2 
-

パブリッシングデザイン II

パブリッシングデザイン実胄 1l

サウンドデザイン），騨礎実宵
| 

--- --------

サウンドデザイン I
- -----------o 

サウンドデザイン実胄 I

ll 
T
I
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ll
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ザ
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．
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、_1
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サ

一

サ

ご

山
J

門
科

11群
lr
（
サ
ウ
ン
ド
コ
ア アナウンス技法の）店礎

ー・

音楽・［｛罰表現溢
．．ヽ•.

デジタル祈応）1し礎論

ヴ
/
]

；・
4
 
?] 

←'、り門科 1l1ffI¥
（サウンドコア）」

の中より， 2単位

以卜選択必修

4
 
2
 

2 
ー・ ---------~-------- --

2 | 

2 
-----三

2 

2 

2 ii1位
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系 年次およびi邸 '9/：数最低修得
授業科li l ---． 9 9 ー ・ 備考，

列 1年 2年 3年 4年凩位数 i

／ .. '--．．．．|, --J_9-•--•.. . 99,'., — L------
Webデザイン I ! 4 ＇ 「内門科 l.i群＼―

． ．． ．．．．．．． ．．ー・ ， 

Webデザイン実習 I i （複合メディア）」

---- -•—__ i i 2 i ＿＿ー 9-三 の中より， 8単位

Webデザイン II 4 
--- 9.．．．．． 9,  .'-•• --

Wcbデザイン実宵 II由； ： 
C)'  
;:: I '-、.jー・

| 門［マルチメティアコンテンツ[|i1J『FII I i 2 i _ | | 

！科 マルチメディアコンテンツ佃l{i:ll 2 ' 

! I 
I ←. ，． -^ . -•ヽ• ー・ ～ ． ， ．．．．． ．．．． t ， • ‘~ • ----

CATV制作H ’!  LJ □ _＿ --•-•---—□ 2 [ ---

群 I 広告メデイア論 2 

¥ CM制竹溢 1. 4 | | 

-「CM制1̀ ,l || 2 8叫 '1
複し|: 文化情報施設論 :-- H ---------- -ヽ 9 - • -.．．． 

―̀' —・ ーニー・一 ••-L_- ．----•- ．-
~ナ i
イロンツプロデュース論 2 i --••__ •..,. t ッハ• ---...... -•....__ , | _．! 

1 1 2 1 ア＇
- | ［叉療情報雌

--- ---—--- -• | | - -
コミック制作 2 

1・ブラーーン「•マネジメント 2 
，•-一 ,．．  

まちづくりメデイア

！まちづくりメデイア実習
←_ 1 _ ＿＿＿ 

2 i ・ロ』＇
し^

！悲礎ゼミ I
・専 ！ ＿ヽ••

門 基礎ゼミ II

i | ＿＿．l 

2 ! 

科—------- --• •-—-• I 
目 ィンターンシップ ' 

，群 i--••-•-•一・ t. - - ．-t -•--- --------• 

¥I[ !プロジェクト研究 I I 2 
—・・ヘ t t .．----• t.. ．． ．．．．..... ．．.. - -• •-• --

冗 I飢
沿J ，プロ、ヽゞ

ll 
／エクト研究II 2 

-------------ッ-•ー•． 
イ プロジェクト研究1lI
ン―-- ．．．． ,_,  __,,_  _______ _ 

t iプロジェクト研究W
．．．．．．．．． ， 

プロジェクト研究＼ア 2 
／ 

シi
”t - - - • -•一---------------

ッ
プロジェクト研究＼，1 2 プ

-- ------ -----------

プロジェクト仙究＼]! 2 

プロジェクト研究＼ll] I 2 
----------------- ----------- -

卒業溢文及び卒業制作

99'T 

！ 6 

1 6 1 it 1立

I 

以上選択必修。

「'：Ijill'l床l上 l-i翡I:¥l 

（演胄・インター

ンシップ）」の中

より，必修科 l-lを

含み 16 車位以卜〗選

択必修っ
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4. 特設科目群

特設科H群は，外[1と1人留学牛・ J)、,,}[Ii]牛か現代 II本の礼公状況と II本の文化を且I！鮒し， II本とア

ジアの l½J 係について認、II化げを深めると詞時に｀ 卜級の日本晶能力を胄得するための科IIを配iiりして

しヽ る C

----------------------

： ： 矛文、 年次および爪位数 最低修得
， 投業科廿 --------------

列 l { l :． 2り：^  3年 4介：一 i it 1立：放

11,,Jこ’ji.』|111I i I I JjこのJ]文i合） 2 

II本1叶‘r'iII (11本の紆済） 2 
-----•—| 

II,1ぺ'lî9「r'iill (II,,j,:o)崩や院） 2 | 

牛が ！ 

設
日本，i／i文や論 l

2 
(i)氣雌的表現）

平I・

II 11本[{i文仇，倫]]
2 

（文学的｝＜現）
群

--------

l!i)I際則解 I 2 

l k)際即鮒 II 2 
--- ------ ---------

I Kl l；]:}り1ii/iIII 2 

¥J 
LIJ 
，
 

＇ 

タト11,・1人留学It及び

帰l叶生のための履

修科H

「4―!j:,i支店tlI ltl'ム」 よ

り取得したりt位の

内 4単イ立は， 「学
科共通科Il lt'（. II （総

合科 II群）」に拡

り杯えることかで

きる

-—•----—----------- --1 
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5. 自由科目群

l'l Il l 科•ll は， 教職諜程に閃する科l]を配閻している勺各教科に必要な科Hについては，教職諜

程のページを参照することへ

なお， lrllll科l」は，卒業単．位に符人されないっ

9 :i] 
・--＾ー．．．．
年次および単位数 i •H 

--·-..了• --—,.. -••-•1 

1年 2年 3年 4年

□;b概 ・ローロ ］ 

伽考

地即学II
.．9 -． ＿ _----•^9●ー・ロー• •• I ., 

••一・

地誌
I -••••W•--•---•—--.-+-----1--2---+------9-• 一•一

ヽ

--・..... ~--. L_'.__ ~ 
i lE]際法 4 一ロ•9

--•-•.....，．•一―-- -• -．.. -.．, • •-• | _＿_＿.. |．．-!-―--
倫理学概論 , 2 

-..... - --―→--,．..'・ •• • |.  

,＇,；：教学概論 I i 2 ' 
••9^ |...•• -••-

教有厭即 2,  
i l'l.--．．--．-. ----—--• I ――-------+-＿＿ ＿＿ 

| 由

l 

科

, l ] 

i社会科教有法W
・・-----

公民科教脊法 l
--・― ↓-

I ! 2 ● ● ●ー・・一．．． ． ．●●ー ..．．., 
! liじ 公民科教有法 II ---- --- --- ----:・ 2 , ' 

.......... ..............— -'---··-----L---..,. ·-~ 

l'情報科教行法 I | | 2 1 
．．．，．．．．．．．．．， 
伯報科教有法II

ー．．．
柏恨と職業

．． ＾ ^ ・・・・..
道徳教有の雌繭と）j法 l 2 

．^ 一．．．^ -・--・--・-

特別活動論
.．．．.．.．．．．．．．..．--．．．．．．、
牛徒指導 I 

| （進路指導のji11溢及び）j法を含む）
l. ..• - •ー．．．．一．．．．．．．●●●●●—••.. ．．．．．． 

教ff+11,，炎
（カウンセリングを含む）
・-・......  ・・-・-----

総合演胄 I
.... 

I 総合油宵II． ．．．．． ．ー・
教宥実宵 I
(・J;: 1ifi及び’ji後指導を含む）

授業科l.l

2
 

り
/
]

2
 

り／】

',9~ 

3
 

教有丈習 II
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リヘラルアーツ＆サイエンス (L...¥S)センターは，本学の建学の粕神に晶づく人格形成，輻広

い教義や知識の宵得，専門分野での学業に役立つI:il題紅贔の有成，社会人として求められる枯礎

能力の11,JI'.・ぐりを tたる 11椋として褐げています

学生の特さんにも，こうした間題紅識をもって科ll脱修をしてもらうために，学祁・学科です

でに間溝してしヽる科 ilを＇＇人格形成伯域"“ •般教蛇飢域＂ ＂）店礎能力禎域＂としヽ う 3領域に人

きく分けて東各則し直し，「リヘラルアーツ＆サイエンス科Il itl:」として特別に捉小しています

各々の伯域は，

人格形成伯域：「地球と環塙J9人間と思想J「I叶家と規範ー「倫則と社公」「社会とシェンダー」

という；テーマ

般教氏領域：「人知のあゆみ」「文化のかたち：「社会と経済」「健康と伽祉」という 4テーマ

悲礎能）J領域：「JIr iム11{i分野J「,iム11{｝分野」「ビシネスマナー」「プレセンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります いずれも，学生の特さんか就職して社会へ出る準備をするうえで爪

災とされるテーマです

これらに加えて. LASセンターが特に）Jを人れたい分野・テーマについては独lrlの科目として

間溝し，さらに必要に応じてlltJ溝するサマースクール笠も「総合）よ礎教蛇 I~IV」として iii位．，忍

定します LASセンターか独目にl}tl晶するこれらの科廿は，すべて 1~4年次のいずれかで）役

修することかできます

「リヘラルアーツ＆サイエンス科1]群」を履修して修得した準位は， 30凩位を限度として巾，IIり

により，学部・学科の各科ll群に板り替えることができます 「リヘラルアーツ＆サイエンス科ll

群」の脱修や内容についての質間，学業に係わる相成等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随ll.『受け付けていますL
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リベラルアーツ＆サイエンス科II群
「―--．-—●● ● ••—•• • ----

似ii I 年次および単位数
|，系列 i 授業科日 ー＿—-価
域 I 1年 i 2介:i :-i年 4il. ̂ 

・---9 '-9へ

1地球と環境 i生話と環境 I 

| 
2 

．へ •—••••- -•• I 9 9 ~ • - -• -•一ー

＇現代の人間思想 2 

現代息想 •~ /＿ー／□-—-リヘラルアーツ
［と政治 2 i | ＆サイエンス科

日本国慮汰 ※ 2 ll群から修得し
9 --••—••- ---.  •-

法律学概論 た単位の中から
成 政治学人門ー ：ーtー-•2- 2 I----•一· •—• 3岬位を限度と

箭{ 4倫坪と社会
＿＿＿．― |倫理学概論 ※ | i ‘) ＇ 2 : Iして，各科11群
三—,
情報社会と情報倫坪 2 に1ll[11りにより振

域 —-/］口；lり人 ロ一竺＿ t. •一―-•―・り替えることか
［5＼社会とジェンダー

―iiIItl ※ 2 できます。詳細
〖厨？―t--- .一●^ ―＂ W - t • -^  --- --： 

※| 2 | 1については，オ

I 団什学 へ1 2 リエンテーショ
•ーロー —— ------—ー→ーサルから一ーヒトヘ 1 2 —一？ ンIIかに，，兄明しま

~ --”…^--~—`•- ・--．  

ローの歴史 a 門ロー 2 す。
IH本の歴史 b 齋

-•一

2 

1人類のあゆみ アメリカのJ怜史 ぷ 1 2 1 

i韓国の歴史 ※ 2 [ 

| 〗日ー歴史 ※ 
--..----～、～tt - •- -”̂  -'—•—•••• 

l ―---- J_ 2,  般＇
！人類と科学技術の発達 2 

',.-•-• •-- - •- -••- •-- •-- • -.． 

＇ ・文化人類学 ＊ 2 
教 L. ---t—-•------—------- "—• ー・‘ "‘----------•• --••.. I _＿ 9 

l l.1本文化概論 ※し 2 

養 2文化のかたち □/一ーリカ文化概論 ※ 2 
．•一

9 日本芙術 ※ 2 
令J'i - ＂―•一ん• - - . . ＿ ＿ ． ． ． ＂  •-..一―-•- -•• •———--•-••- -l-•--••-•--••—•• ! 

内汗美術 ※二 2 
..一 ： ＇  

域 ！社会学人門 ※ 2 
-—• ● • -- --1経済情情 2-------------: 

9 -• • ・●？ヽ—- -• - -●● ● ●ー・．．．．．．．．．、、 ヘ・ ・一•→ • -- ． ．．．．．． -—ヽ•--•一••--•• • ------．........... ---•. i 

経済学人l11J ※ 2 I 

経済学の）店礎 ※ 2 

中国経済人111] ※ 

-- -•-- -• - | --...—ー; ------
‘) 
← 

ー•.,. -..． 

心と虹＿化の科学＿＿• -一—〗—. l_＿] 
健康維持と生活骨lt't※ 2 

．．．． ．．． ー・ ・

※印は，他の科ll群に配‘Ii

想

範
息

規
と

と

川

家

¥、

E

)

|

 

＼
 

．．
 、

9

,―

-3) 

-2] 

'

，

‘

 

.
＇
-し

•
9
,
.

＼

各

杉

）

上

］

9
,
 

3社会と経済

＇ 

へへ● ッツ^．．．

4健康とネ苗祉

l
 

「

¥J 
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リベラルアーツ＆サイエンス科 II /ff 

領

域
ー・• —• ● ● ● ー

t氏
林

rl

)
i
i
J
 

系 列

l非，］，，｛t分野

ヒヒ
ム

"u

)J 

飢

域

2, ；，翡分野

3ビジネスマナー

4プレセンテーション

年次およひ単位．放

l {I : 2 {Iム^ 9,3イ1: -
---------------------- ．．． 

悲礎の数学 2 
.． 

線形｛し数学 2 

糸允111―''/:の）＇員礎知識 2 -... -.．．. 
総合）よ礎教氏TI, J I，→ i 1 1 /iー）．．．．．．．． 
総合）！し礎教丘II(JI l i-II {i) 

一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

日本議）よ礎ja}畠
------------------ -

f lイ<fl_ ；tと1| 4<11{｝ •:· ~~ c 114--::,~ 2 

総合）贔礎教査ill(I 1"1ili) 
-- ．．．． ．．．．．．．． 

総合），尉促教氏w(l î11{t) 
.．.  

ビシネスマナー l
-- - ----------------- - -

シネスマナーー］

企IIiliとプレゼンテーション

プレゼンテーション l

プレゼンテーション II
-- 一^ ＾ 

授業科ll 仙 ぢ

ー

4
』
今

一

I
l
 

ー
＇ 

2
-
2
 ッ]

99.,.-9I?l2 

9] 
ゥ

※「［J（よ， 1也0)f:|［ l机＇^しこ配‘l.i
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において版修しようとする授業科甘は， 1り学期の初めの指定された期日に，所定

のガ法（オリエンテーションで況明する） で履修1|iIIiりをしなければならない。履修I{I，れは，

年間の受溝叶l剌をたて， 単位を取得する怠息』＜ぷをする学期初めの重要な手続きである。 こ

の版修申泊手続を間迎えたために，授業科l］の股修ができなくなり， その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので

うに履修ll国をすること

以ドに掲げる注紐事項を厳守して、晶りのないよ

1 1' 履修lll可＼悶捉II¥後は，授業科 llおよび札1ヽ1,教ししなどの変吏， 追加，取梢しなどないよ

う，捉出する前に授業Il-、『間割表に且IJしてもう寸如確認、するなど，細心の注怠を払うこと。

なお，履修照合llが設けられているので1lil追いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。 ただし，履修申晶書の返還または照合には1心じないので必ず「学’-1こ控」をとってお

¥2 I 

くこと、一

履修［：l%青をしていない授業利廿は，受溝しても凩位は，忍められないので，授業科Iiのl|i

油にあたっては進級や辛業に必要なり叶立のり定をl判屯に行ない，修得単位数が不足しない

ように）j令を期すこと。

i 3, 詞 汗：期のl11J 時^限に 2つ以 I：の授業科甘を履修することはできないへもしこのような

直複する授業科l」を股修叶l,i訂代に叫入した場合は，

ること。

両科Hとも登録無効になるので汀邸す

14 

~
’
~
 l

3
 

，
 

1̂文凩位を修得した授業科11は，

履修山叫jii}には授業科Il,

再度脱修することはできないっ

コマ・コード番号など必要事項を正しく品入すること記載

：の誤りやイ叫月瞭なものは1|l,Ifi「l体が無幼になるので十分注、息すること。

6
 

コマ・コード香りとは， ll•:『間割表に投業科 ll と共に出人されている番りで そのi翡限の

授業科目に1,h11iの番りである c

:7 

,. 8 学業の邸息なしとみなされて， 退学処

VIll 

股修IlI晶翡は， 91は色ボールペンで出入すること。

指定された期 Hまでに履修lli,lliを怠った場合は，

分となるので捉出期 llを厳守すること，う

正規の履修からはずれる場合

1. 再 履 修

履修l|1，心をしてり叶立が収得できなかった授業科IIについては．次年度または次学）t)］にお

いて1りび履修することがてきる

2. 規定外履修

該‘りするクラスの授業闊間以外のクラスで受晶せざるを得ない場合は， 必ず学i,il;’li務屯

に相談すること ただし 1年次牛の規定外股修は）以則として認めない、
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IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

¥l ! 11式験は，定期試験と臨II、i・試験かあり，定期，式験はJ駅則として学期木あるしヽは学年木に

行し、，臨時試験は41l‘片教員の判甘／iにより適甘＇．釘われる

(2 いすれの投業科 ll も投業 ll•-、『数の l 3以じ欠席した場合には，原則として‘恥亥授業科甘

の受験責格を失う ただし， 1内気または止‘りな剛Iiにより長期欠席の場合には，特別に

配應されることかある

13' 試験の時間割は掲ボにより連絡するし

14 投業科I!によっては論文（レホート）捉出によって試験に代える場合かある

2.追試験

(1 追ぶ験は，やむを得ない’li・佑によって定期試験を受験できなかった者に対し． h闊llと

して学期4くまたは学年4くに丈加する

I 2 追試験を希沼する者は， lt‘片な ’ji•1 廿を，，J|明する汎 1(1[ もって速やかに投業担 ‘li 教且に屈

け出ること

i3 追ぶ験は，成紺は］）‘片該科IlにTO)衣小かなされた場合に限って受験することかできる

なお，追ぶ験は， I役修 (Ilt}復修を含む）した年度に限り受験することかできる

14 追試験を受験しようとする者は，「追ぶ験受験馳」を学i・；1いl}務‘脊に捉出しなけれはな

らなし＼

なお，追試験の受験料は， 1 科• Hにつき200円である

3.再試験

(]) 札j•11人験は， J以則として学期」くまたは学年よに実施する ただし，授業科［ ！によマ）ては

•Hi^11Jし験を行わない場合もある、

12 定期試験の糾呆，が合格（この場合成紺はこの判，亥科IlにFの｝＜／」くがなされる）となっ

た投業科IIのある者は， Iヽi,，亥投業利廿のりlヽIi教員か1り試験を行なう場合，受験すること

かできる＾

なお，再試験は，｝役修 (Iり）役修を含む）した年皮に限り受験することができる

¥3 再試験の受験を IIII^• II［された者は，「再ぶ験受験崩しを学部'li務本に捉IIiしなけれはな

らなし、し

なお， I加式験の受験料は， l 利•日につき 1,000円である

4. 試験に関する注意

1. 辿且lj

(11 口式験場内では，すべて監粁者の指小に従わなければならない なお，・監腎者の指小

に従わない者には，退場を命することがある

(2 試験場内では，喰晶JIl且・持込みを許された責料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならなし＼
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i3 受験者は学牛証および受験許可証（追・・再試験の場合）を，机の卜^の見やすい場所

に提ぷしておかなければならない

4 rr式験間始から20分を経過した後は人宰・受験を，忍めないっ

5 試験間始から25分を経過するまでは退場を，，忍めない3 なお，監腎者が退場を命ずる

場合はこの限りではない2

6 受験者は， 11式験中監腎者の，I,1：l1［を得ないで試験場を出てはならない。

i7’ 試験の行われる学期の授業料よ納の者・授業11・・も数の1/3以 1ご欠靡した者は，試験を

受けることができない。

8 病気・ 1i故その他11:-ヽ11なれ山によっで文験できなかった者は，診断苫．，一廿故証明そ

の他正‘りな加liを訛明する苫面を添えて，迎滞なく授業すIl9li教員に届出なければなら

なしピ

2.試験における不ll:̂h為の懲成について

＼］） 不正行朽をした者については，学lll]第68条により澗せられ，更に年度における％該

授業科日の単位の認定を行わない、

'2， が正行幻のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

:3! 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。

x 成績発表

11 成紐発表は，アドヴァイザーまたはプロジェクト研究III• IV担‘Ii教目より本人に成績表

を交付するので，学部．＇れ務宇の指ぷに従って必ず交付を受けること そのI繁，学．I卜̂ 証を提

ぷすること c

なお．指定された期 [i以外には交付しない。

2 成粕の謹価は次の心りで表わし， 60、191!：以卜をもって爪位修得（合格）とする。

（合 格） （一正規試験イ汀合格） （追・ l'J・試験不合格）

A : 100-80、I!i、 F : 59、[!,［以ド（再，，式験受験11J) D : 59、「，圧以F

B : 79-70/.( T :追試験受験uJ E :よ受験

C : 69-60/.( Z :追・ 1州式験の受験責格なし

3! 成禎についての疑間，質l廿l等は成粕衣交付IIのみ受け付けるので，学部1i務字に間合わ

せること）

!4 1i故，訥気等により指定IIに成紺ば、の交付を受けられない場合は，代｝り1人を定め，成粕

表の交付を受けること その場合，代lll！人は学'I・可llおよび委仔状を4か参すること）
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

観光学部ウェルネスツーリスム学科における授業科目は，学科共通科Il l打： T. II．m `専門枯

礎科111ffI・ II, 'りl"J科Il l抒l.II ・ rn, Jヽり『＇］閃連科 II群から構成されてしヽる

II 授業科目の単位と認定

本学i'船では叩｝：制を採）11している 平1立制とは，ひとつひとつの授業科llに＾定の晶準により

定められた単位かあり，履修した投業科tiに対して，試験もしくはその他の力法により学宵日十価

をしたうえで，その単位を忍定する制度である、

単位の認定は.,¥・ B ・ Cの3段階，沖価により 1」しヽ， D・E・F・T・Zの謹価は単ぶ,:を認、定

しないものとする

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の｝くに小すとおりである

学：科•
～．～ ～ ～ ～ ~ 

系列

ウェルネスツーリズム学科
- ------ - - - -------------

ウェルネス ゥェルネス
ツーリズム』[!l1iを 観光経‘i方を
I I I心に学ぶ場合 I Il心に学ぶ場合

-~-----—---
! 

i ii f立数 単位．数

、、ド平l・Jし..j直企rl l lt'f I （タトlEl,］翡） 14 

学科共通科ll群II

（観光‘情報・リスクマネジメント）
．．．． -- - -ー・ ・・・・•• -• - - ．. 

学科共通科 Ill1f皿（コミュニケーション）
． ． •ー・- --------------- .． 

専門桔礎科[l群 I （ウェルネス）
.． - -

'，り門悲礎科廿群 II （ホスピタリティ）
．．．．．．． 、- ．．．． .． 

＇、り門科日群 I （ウェルネスツーリズム，廿IHIi)
-- ．．．．． -

内門科 l••1 群 II (ウェルネス観光経‘院）I門五＿1|群皿 ——-• ----- -- -

（観光実務・研修・インタ ‘‘ ー／ンッフ・キャリア形成）
------ - 、 ー・・

専門閃連利甘群

， 
ヘ9 •- -• 

4

4

-

4

8

-

8

i

4

2

8

-

8

 

ヘ

ー

-

＿

.

 

l

-

2

l

-

l

 

1

4

8

-

8

2

4

-

8

8

 

i
 

l
.
2
-
l
 

•一●ーゴ

指定された各科lll打より修得した科11以外に選訳

必修
24 24 

| -----•--- -• 
-~—
~l -

1
 

124 124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「観光実務集礎 I・ II」「キャリア形成演習 I・ II」及び 1年次の必

修科 11を含め36単位以 l-^ 修得しなければならない2 そのためには、以下の脱修モデルを参照して

恨咽に股修五十圃をたてる必要がある。

1. 履修モデル A

ウェルネスツーリズム叶圃領域をtに学び地域密杵刑の就業を H指す場合

口：八
2

l学科共通科[ll｝じrn |ビジネスマナー I② 
（コミュニケーション） ビジネス

ビジネスマナー II

4単小＇1：以上選択必修 プレゼンテーション I'.J)
ネットワーキング

==cc=  三土— =·.•—ごご二 1 -

ii専門基礎科日群 I 1ウェルネス論II ¥2 i 

（ ウェル不ス） （環境・文化・史跡）

必修科目を含み
ウェルネス概論 ②ウェルネス論W 2¥ 

I 8平位以卜選択必修
（地域礼会・まちづり）

！ェコツー
I―-

リズム論2I 
●● 

i専門陥礎科IllffII
ホスピタリテ.!)炉業論’2¥

（ホスピタリティ） ！ホスピタリティ
必修科llを含み

ホスピタリティ概論②ホスピタリティ
、 マーケティング 2¥ 

, 8単位以l．．選択必修 マネジメント 2 i 

l□―--［. ＿==+ --—-l万ェルネス
＇，t}門科ll群 I ツーリズム研究I¥.4 

| 

| （ウェルネス （地域札含•まちづり） ウェルネスツーリズム
観光概論 (2 

ウェルネスツーリスム
ツーリズム，汁Ilhi) ～・＇：プロジェクト B ri 

ウェル不ス プロジェクト C .6 

24平位以上選択必修 I
） 地域観光liJf究I(11本） 4 

i観光』恥ト・統叶 2 
・ー 観光・環境関連仏訓 2 

．．．．．．― |観光政策論 互， ー・一
i観光ビシネス論w

観光ビジネス論II
（観光貨業法） .2 

（交通システム論） 2 
！ホスピタリティピシネス

ホスピタリテイビシネス μIf究＼・（イヘント・コンヘ
i研究w（旅行’ll業論）4 lンション'lt菜畠1

4 

,，りl"J科ll群 lI
（ウェルネス観光経党）

i口札位以卜選択必修
―-- -- -

ー ・．必修
~T- - --•- -------砂-----^ゥ--- •-1 

I' ； 

3ポ次
＇ 

, 4年次 l 
-- ー・｛

-/ 
リスクマネシメント Ill.2

I こごこ—- ----

内l"l科ll ltr m 
観光実務基礎 I ② ホスピタリティ

（糾！光実務・研修 。 一 ‘‘--‘ ヘ ・_、、

・インタ ‘‘  
'， 2, 9 、

ー／ンツフ
ホスヒタリ Tイピン不ス 観光実務基礎11 -ー＇， し／ネス研修・インター 健康牛活コーデイ

・キャリア形成）
研修インターンシ 17 I 2＼ ンシソプI¥'（海外） 2 

キャリア形成演習 1l②キャリア形成演習rn⑫)
ネータ質格演宵 2¥ □1以 l選択必修 キャリア麟l頁習 I②) 旅行

----——------- ＿＿__ ---~””- ------ヤ

| ＼りl"ll関連科11lff 
| 8単1立以卜選択必修！

簿出論 ②I 111:界の歴史と文化］ 2 I衣文化，9倫

II―----—--——------ - --—•— 
！ i {l :次in．位数 34 
'~—-----------------------

!， 累栢単1立数 34 

36 34 

70 104 
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2. 履修モデルB

ウェルネス観光経‘iオ領域を î，に学び観光1!］連命業での就業を 1j指す場合

平1,l l lil: 

、Tf I共iりHllinl
（外[1 ],，｛,i） 

必修HI!を含み
l l爪i,’,J‘)、I選択必修

学利！＼迎利 llil!II
I観光打＼恨・リスク
マネシメント）
I ij¥（、'1い｝、 Ii也i)！、必修

‘望：｛I !し通平111Hf Ill 
lコミュニケーシ丑ン＇
l iii i:rい、 1-i匹択必湘参

＜
 

玖:・ 
/
1
 

ー 声
し
、玖

{—. 
/
1
 

?l 

Fundamentals of 'Funclanll'ntals of 

En』IshI 2 | 
: English II 2 

Oral Fluency I 2 
.'（) r a I I‘l l l (’l l (‘y l [ 2 

韓lhJ,,/iI.¥ 2 
':,:,:'I： | I il I I ! i l ] 2 

i :’訊IKI l 9 { } ］ ] 3 '） 

!. /1見光ヒシネス会晶＼1
- （韓11il i l { ｝ 1 2, 

～ ・ウ. . . . ...  ._..  . ー• ! 
伯報システム し2| 

ピシネス 観光メティア論 2

・アプリケーション 2リスクマi、シメント］［ 2 

リスクマネシメント 12 
'1 

iビシネスマナー 12 ! 

ビジネス ヒシネス
プレセンテーション T:2 プレゼンテーション 112' 

閃文化コミ 1二午ーション 2

3年次

修>ヽ
J
.
V
 

．． 

冴
グ

．．
 

4-̂ 

．
 

，

．

 

•~/j 
.-.

-
1
 
＇ 

-

．

 

―

―

 

.-

,
9
.
 

i !、I/l"J)！し祉［オ111111I 
| （ウ・1ニルネス）

！必修利 IIを含み
！ 8爪1¥9/j‘J、I，選択必修，

l、1/1"]J.I,祉tt、111lff II 
（ホスピタリティ）
必修HIIを含み
け甲i立[)、 I・且計I{、必修

.． 

しりl"J H I I /ff I 
（ウェルネス
ツーリズム 1』|Ihi1 

] 2 iii f＼ケ以、 1.. i泣4)｛，g、il参

l•り l"JHllliYII
＼ウェルネス観光舒‘{••(I

2 l平1¥9/j‘)、I一辻計1{、必修

ウェルネス概，i倫 ＼2 

ホスヒタリティ概向2

観光概論

ウェルネス畠lll 2 

（ユニハーサルツーリスム1

ウェルネス
ホスピタリティ論 2

2 観光地即学

English 
I•( ) l→ r「(）］ •: ］ （̀ 3 (）（） 

リスクマネシメント III2 

エコツーリズム溢 2,

ホスピタリティ
サービフ Js、999119 .） 

ポスヒタリテ，
~ i』9)！)¥'..、Lヽjll＇学

コミュニケーション，9氣2

ー•i

?l 

ウェルネス

2 ツーリズム価究IIl1 ウェルネス地域観光
l ｛ユニハーサルツーリスム） 研究］Il （欧米） 1 

観光文化倫 2 
- ・-...  -------. 

観光ヒシネス，倫 I
lド］魯観光l:'.シネス論I2 

ホスピタリティヒシネス
ホスピタリティ

観光ピシネス碕＼

フロジェクト 13 6 
ヒシネス hJI•1E IIl 

（ヒューマンリソース

i （エアライン 'h業畠IA I 
マネジメント） 2 I 

ホスヒタリティ
ホスピタリテイビジネ

ビジネス研究l¥
ス・プロシェクト C 6 

（旅1J'F業溢） 1 
-----------

I、I/I"］科11/r(Ill i 

直兄丈務・ {J1修 観光実務基礎［／観光実務基礎 II 9_2 エアライバ肱 'l 

・インターンシップ ホスヒタリティヒシネス
ホスピタリ Tノピン不ス ホテル実務 4 

・キャリア形成） ｛サ［修インターンシ Jプ］ 2 
価修・インターンシ JフI¥!観光通，具ガイト演胄2

Iキャリア形成浙習 l',、2’ キャリア形成祇習 JI',、2‘ ¥ -（洵外） 2 1 

18りiィ，’r以 1選択必修
キャリア形成演胄Il12 

！ 
'--- -．．．こ• --•こ――-•.．．．．．_ - -•- - -- ＿` - --------- - ----- 7―- ---―--- -- --------．．．． 1 ----： •- ------. •---―--.．.二: ------ -- ---9 ―-------- :•----- -...•....-- --_—ご―—― 1

しりl"JI刈辿科11 /ir 
I 

け単位以卜選択必修
簿，，山論 Jilli界のIft史と文化 II2 ジェンダーと観光 2 使，］薬11怜 2 

---- -----------•-- ---------- - -------- ---------IIイ1次単{{1数 ——- 34-. 36 」 34 20 

累柏単．位数 34 70 
！ 

I 70,  104 I 124 
~ •- -- --•こT.----- ----------_:-_ -- -—•—- -------------―------＿こ――~ - - - ＿＿ - ----- - --- - ----- -- - - ---- 」 ． ． _ -------- -- ．  
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科日群は， I （外lkli讃）， II （観光情報・リスクマネジメント）， 1II （コミュニケ

ーション）の 3つの科日群からなるっそれらの各科l]群のうちから「皿．卒業に必要な肌位

について」 (P212) にぷした所定の単位以上を修得しなければならない。

1 学科共通科Il群 I （外l-t.J語）

学科共通科日群 Iは，グローバル化時代の到来とともに，近い将来やって来ると予想され

るアジア人交流時代に向けて，英語に加えてスペイン語，中国語，韓国語の語学能力向上を

はかる科［］群である。

※凩位数に0印を付してある科日ば必修を示す。

I~ Iー 授業朴H ーロ□□ロニ：~備考
Fundamentals of English I 竺 ！「学科共通科 H

----------L---------―-~_ i群 I （外同話）」
Fundamentals of English II •, 2 

~ 

Fundamentals of English lil I 2 1 1昇悶t:み凶胃
単位以卜選択必

？ I~:::;;ロニ； ／：ー2 :［三「[•[
科 Oral Fluency III I I I 2 I ! • 8単位を必修。

廿 ＾＇ハ Englishfor Wellness 

逍―-Tourlsm-- - -~ -l-I 
科 Englishfor Tourism 

日

群

,
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i
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―
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―
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;―---------

系＇
列-. -------- - -- --------

学 観光ビジネス会盾 1
科 （スペイン乱i-）
It: ----
ノ

通 観光ヒジネス会[1li]J 

科 （スペインi{¥-）
ll -----------

群 作見光ヒジネス公請III
I 

授業科•ll

・ヘ 糾！光ヒシネス会，TI[]¥＇（ 111 [E]，れ）
外ー••- ．． 

ll」 観光ヒジネス会油＼
渾 i.... ．．＿ ＿ 
" I I.  
- 観光ビジネス会請＼1（韓l!il，翡）

（対，t[＿i，_l,llf) 

-．．- -

年次および1it1立数 最低修得
~—ー・ ・ --------・ 

1 年 2 り•. 3年14年単 f立数
↓-- -----~ - - -- - -

9] 

... 

(I I l l l ; 1, [{｝） 2 

2
 

9
]
 

ゥ
1

9l 

-----••— l 

>へ9,．．

船
叫＇ 考

l
 i
 

渭噂〕

(1) 学科共通科Il l詳lては第外lKl晶として災，翡および第外lKl晶を学ふ

of English T, Oral Fluency Iは必修科IIである

(2) Fundam(_‘ntals of English II, Oral Fluency 11を履修するためには．それぞれの Iのii11立を修得

していなけれはならない 詞椋に、 Fundamentalsof English III, Oral Fluency IIIを履修する

ためには．それそれの IIの凩位を修得してしヽなければならない

(3) スヘイン［l{，i．中1r]泊，韓11し1五{}のそれそれにおしヽ て， I 3を履胄するためには 1Aを，

するためには lBのIit1立を修得していなけれはならない

うち， Fundamentals

IIを履胄

(2) 学科共通科ll lti▲ II （観光↑五恨・リスクマネジメント）

学科共通科 ll ltr IIは， 糾しい時代の観光テクノロジストにイく［1[欠な「、情報システムJ

「W凸デザイン」「観光メディア 11(i」などによって柏報・メデイアリテラシーについて学ぶ

科 [l群である ）JIlえて， ツーリズム）布業にイ,11［欠な「リスクマネジメント」についても学ぶ

ことができるよう科II配附している
．．．．． 

系

［ダ1J
, ． ．  

r ‘ヽ‘’'.』|li報シ

科
共i ビジネス・
通，アプリケーション
科 ，—-一―― —--•• • -• ^ —・・一• •••--- ----•」

日，デジタルメデイア ・

『

投業科11

ー・ ・

ステム

9l 

Web デザ
/ .......• -

誓；パブリッシングデザイン

情'
・ヘ・.• -

恨
観 光メディア論

.． -.  

リ 観光メディア訓作
ス--•一．．
ク 広 内 C M 制 作
マ←．．．． ．．．． t リスクマネジメント I

.. ---• -.．.......．．← 
メ・
ン i リスクマネジメント 1I
ト「―•一•--――-..．．．．．--•-•-•―- - --• 

--'._., ; I)スクマネジメント m
9へ~～ • 9 - - - --~ ~ - ～←一

イ ン

---------------------

年次および単位数 最低修得．．  ー・ • ー・．．．．~

1年 2年 3年 4年 iれ位数
•-- --•.． L...．ヘ~—.．．．．．-•
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-------------------↓ 
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， 3 学科共通科日群III （コミュニケーション）

学科共通科ll群IIIは， あらゆる職業領域において必要不可欠なマナーやプレゼンテーショ

ンを‘'芥び， その晶盤としてのコミュニケーションの某礎について学ぶ科l]群である。
, - -

i 

- -

系 i 年次および単位数

授業科H

f--
| 

ネットワーキング論 2 

L-
I 

--•-- -_j -- | _＿ ＿ 

; ; | 
, 9 —_. ：,  

ビジネスマナー I 2 ¥ ,  

9 ,  

‘‘ヽ，,、
ヒン不スマナー II 2 

| --9 - ~ •-----•-- -＇- ---- 9 - -

| 

＇ビジネス
プレゼンテーション I 図 l l 

1年
1
-

＾
 

h
 

2
 

| 
最低修得

3年 4年単位数
~- :.... ~ 
| 
| ！ 

4単位

•--～～•一／

備 考 ・

「学科共通科H群

Ill （コミュニケー

ション）」の中より，

必修科 Hを含み 4

単位以上選択必修c

-̂--... ---'------------
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2. 専門基礎科目群

tり1"］）よ礎科lllt［は、心身の健康とし愚かさに1月する体験や学清を IF視するウェルネスマイントを

学び、サービス業としての観光にイ<llJ欠なホスピタリテイマイント‘および関連科廿を学ぶめの科

[l群である

系

列
-．．．．．．  -．．.  

ウ ェルネ ス 概 高
．．．．．  

ケ ア高

技業科II
年次およびり叶立数

．．ヽ•・ ・ヽ•

1年 2年 3介：＾ 4介ム^
ー• - •- -→・・・・・・・・・ ・

2 

2 
- - ----- - ------••—.......- -• 

‘~~, 

ッポ

I

ス

4
1
1
1
.
 

ゾ

Hliit

ス

栄

ネ
・i

'
y
 

レ
ー
”

）
迅ー＇ 

工

（

ゥ
山

JlnJ
屈
礎
科
11群
ー

ウェル ネス il{ilI 

（環塙・文化・史跡）

ウェルネス，韮nm 
（ユニバーサルツーリズム）

；； ゥェルネス倫 W

エ （地域礼公・まちづくり）
ル
ネ
ス

スポーツ文化倫
-----: 

レジャー・レクリエーション論
• -- ・-

旅 1」.l欠学

ェコツーリズム雌
．．．．．．．  

ウェルネスホスピタリティ論

,.ー'
各<

`
•
6

ヽ
~

J

クり

――7 
i 

ツl

2
 

り／
l

2
 
ツ
]

2
 
ウ

]
-
2

倫
··------••—, 

ウェルネスと牛汎学胄

山，ホスピタリティ概綺 2 
Jヽー'-----

門！ホスピタリティサービス繭
），し i ．．．．．へ

礎 ホスピタリティと文化

_ 
科 ， ．．．．．．．． ．．．．．一一 • -•• • - •-•---• ---•一•••- -••--•--- -•一―-

「l ホスピタリテイコミュニケーション論
群！ • • ---•--••---....---•••••------•-••-••--•••-•-• -•••-• 

rr ホスピタリティ術業論

示 ホスピタリテイマネシメント
ス「―- -•••-•ゴ

ピ ホスピタリティマーケティング
タ i ―--- --- -••--- ＿＿ 1 |  
リ サービス経済論 2 

．．．．．．．．．．．ー•• -.... --••-,- -- -

ア＇

ィ ホスピタリティと福祉 2 

2 
•••——|—-••••-- ----―-•---• 

2 

「＇

2
l
 

2
 
り
/
]

ウ

9
]
 

--- --

： 
l 

最低修得

凩位数

81札．位

9] 

ゥ

8 i札1立

名曲四＇ 

「＇、り l"J)店礎科 11
群 I (ウェルネ

ス）」の中より，

必修科目を含み

8爪位以卜選択

必修

「内l'’l)，い礎科 Il
群 II （ホスピタ

リティ」の中よ，

り，必修科 Ilを
含み 8凩位以lこ
選択必修 1 

！ 

観 光心則学 l 2
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3. 専門科目群

薗 ll科甘詳は，「専門科日群 I（ウェルネスツーリズム，；1―llhi)」と「I，[i『l科lil罪II （ウェルネス

観光経党）」の 2つの伯域からなり，テーマ・地域・業界研究を核としている。

くウェルネスツーリズム，11―11!1j>

ウェルネスツーリズムを）甚調に新たな観光＇廿業のクリエータを II指す。

くウェルネス観光経貨＞

ウェルネスツーリズムを基調に妍たな観光'.lf・業のテクノロジストを目指す。

I 1 I ，'り『l科 Ii群 I （ウェルネスツーリズム，寸圃）

如門科ll群 Iは，［専門駐礎科 Il群 I （ウェルネス）」と連動しており，「ウェルネスツー

リズム研究 I~wJおよび「ウェルネス地域観光研究 I~w」などで，ウェルネスツーリズ

ムに関する創造）J.構想）J.企lihi力などを鍛え，「ウェルネスツーリズム・プロジェクト A

~C」で地域ニーズに即した観光商品の準備・間発，広報に収り組んでいく。

I 2 I f、り11']科 l]群 Il （ウェルネス観光経‘i：t)

専門科ll群 IIは，「観光ビジネス論 I-VJ「ホスピタリティビジネス研究 I~VI」などで

実務の詳細について学び，「ホスピタリティビジネス・プロジェクト A~C」によって，適

正な知識に陥づいた実践）Jを身につける勺

13 ,、1}門科甘群1I1 （観光実務・研修・インターンシップ・キャリア形成）

専門科11群 1I1は、フィールド教有及びキャリア形成教脊を実施する科日群である＂「ホス

ピタリテイビジネス研修・インターンシップ I~¥＇」は，さまざまなフィールド休験を通

して，広い視野や実践））を投っていく。さらに，「実務」を中心に据えたいくつかの科llと

「キャリア形成涼習 I~ m」及び「旅行業務取扱1脊J用者費格演習」などの脊格取得科l］を附

いている。多彩なキャリア形成プログラムを通して，就職に直結する能力を1年次から身に

つけていく。

研修・インターンシップは，学牛の希咆により，他の利廿に支悴のない限り， I ～＼'のい

ずれも履修でき， ＇］｛前学宵（学内），フィールド実践，＇ li後学1月（学内）の 3段階で行う。

謹細な内容況明は，オリエンテーションllかに行う。

14 ! 専門I見］連科lil詐

'、り̂l"］I見］連科11群，「博叫論」「食文化論」「ジェンダーと観光」などウェルネスツーリズム

に結びつく関連領域について広く学んでいく c



220 

系， 年次および単イ立数
-------------~------- --

列 i.

授業科ll 1年 2{j: --3---年-----,4 {j : ^ 
最低修得

価 投
単 1I 9 /▲^放 J 

----------------------- --- - -----------------

ウェルネスツーリズム研究 I 「専門科 H群 I

（健康・栄於・スポーツ）
4 （ウェルネスツ

ーリズム叶111Jj)」！

ウェルネスツーリズム研究 II
をtとして脱修

（環塙・文化・史跡）
4 

する者は， 24爪
位以卜.選択必修～

ウェルネスツーリスム研究rn
併せて「[¥i『J科！
11 lff II (ウェル

, ヽlJi ム （ユニバーサルツーリスム）
4 ネス観光経‘i月）」

---------------- ----―---- -----------T-

の中より， 12単

l"J ウェルネスツーリズム研究W
位選択必修(

店I- （地域社会・まちづくり）
4 

--

Il ！ウェルネス地域観光研究 I
------------------

群 (II 本） I 4 

I 
--------―・ --- l --- -

I 
ウェルネス地域観光研究 II

（アジア）
4 

ウ
ウェルネス地域観光研究m

ェ！ （欧米）

＇）レ'―- - ^ --- -- -—-------------` ＾ ---—----—+-----

ウェルネス地域観光研究w
ネ (T^船）

ス,_―-------
ウェルネスツーリズム・

プロジェクト A

ウェルネスツーリズム・

リ 1 プロジェクト B
- -- - --

ズ！ウェルネスツーリズム・

ム プロジェクト C

（卒業論文含む）
Ii 1 ▲ ------------ --- - - - --- ----—-----•----------

圃!'
観光 概 論

．． 

- I観光調介・統社, _______________ _ 

観光 文化論
------ --------------．［ 

地理学 2 
----------------------+-----------

観光政策論

環境責源論
--------

観光・環境閃連法制

4 

---------------1-

ツ

6 

4 I 
24単位

4 
(12単位）

--

6
 

6
 

--- ] 
-7~------, 

: 2 

2
 

2
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系

列I
観光ビジネス論 I

（国1際観光ビジネス論）

| 

観光ビジネス論 II

（観光営業法）
1------

観光ビジネス論IIIロミ「It) | 
--＿＿．＿＿、[_

授業科目

専，
観光ビジネス］釦V

門□／ロステム論）

観光ビジネス論V

（ヒューマンリソースマネジメント）
-

群 ホスピタリテイビジネス研究 I

II i 
（ホテル事業論）

□ —-----―----- | 
- ホスピタリテイビジネス研究 II

（フードサービス事業論）

ェ ロリテイビジネス研究皿

ル （エアライン事業論）

ネ 1ホスピタリティヒシネス研究I¥

ス！ （旅行事業論）
！ 

観 i

------------ | _！ ＿ 

ロヒ／タトリ：ロニス／h］［二t＼倫□＿ 4 -I 

，科

,1 
．． 

ウ

光

経

|

□観、
E
る

以

併

H
ネ

叶

fJ
修

考

群

ス

を

す

位

。

科

ル

ム

よ

必

一
日
ネ

J
修

皐

修

門

ェ

ズ

中

択

一
科
ル
）
履

24
必

専

ウ

リ

遥
の

P

営

て

択

l
（

一

位

経
し
は
選
て

I
ツ
）
単

備

圃

□
エ

-

l

（

光

と

者

上

せ

群

ス

画

12

一
専
ウ

[••L' 
得
玖

修
立

t

|

 

fl 
最

単9.,

'• 

4̂
 ̂q

―
 

4
-

数

q
[
.
-
2
 

位阜
年3

-

びょ
口
こり-2

{
 

ぉ
ー上',.,．,、

次

年ロ

， 

----—•••• ••——••—- -•十~
l 

党 i

ホスピタリテイビジネス研究VI

／□-ツ・温泉療法1j業論）
‘-/ 

----

ホスピタリティビジネス・

プロジェクト八

2
 

2
 

2
 

9
]
 

----1 

4
 

4
 

4
 

24弔位

! (12単位）

4
 

4
 

---~--~, 

! 6 

--9• -．_ ＿＿＿ 1 

ホスピタリテイビジネス・ i 

6 
プロジェクト B

ホスピタリテイビジネス・

プロジェクト C

（卒業論文含む）

6
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系

列
授業科H

I
I
I

務

礎

礎

丈

ン

．． 
ーヽ

•-
-
.
}
-一

ー）
 

ー）
 

務

務

ラ

実

実

卜

＿

r

じ

ス

ー
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科 Ilは， 1り学期の初めの指定された期［］に所定の

}j法（オリエンテーションで況明する）で1復修申泊をしなければならないo I復修I_li[11りは，年

間の受訊叫圃をたて，平位を収得する訟息表ぷをする学期初めの重要な手続きである この

履修叶％青手続きを間違えたために，授業科日の版修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注紅’ji•項を厳‘がして，成りのないよ

うに履修l-|l訊りをすることが不可欠である。

11 履修申訊i,t}捉出後は，授業科1iおよび札lヽli教貝などの変吏，追加，収梢しなどはないよ

う，提出する前に授業Il;『間割表に即してもう ・度確認するなど，細心の注怠を払うこと。

なお，履修照合Hが設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認、す

ることっただし，履修 ll—llii'ii―りの返還または照合には応じないので必ず「学牛控」をとって

おくこと。

2 )役修ll国をしていない授業科目は，受溝しても叩立は認められないので，授業科目の Iii

晶にあたっては進級や卒業に必要な単位の仇定を恨屯に行ない，修得弔位数が不足しない

ように）j全を期すこと。

i3 「丘］ 学^期の同・北llか限に 2つ以卜．の授業科l-lを）復修することはできない。もしこのような

重複する授業科l---iを履修I-l%h甚に晶人した場合は，両科Hとも登録無効となるのでii:．窪す

ること。

｛4¥ 度単位を取得した授業科目は，再度履修することはできない。

1,5 )復修[l%li書には授業利甘， コマ・コード番りなど必要1i項を正しく同じ人すること C ［じ載

l-．．の謀りや不明瞭なものはl|lnhl]体が無効となるので 1・分注、なすること。

(6 I コマ・コード番けとは， II―ヽ『間割表に授業利廿と共に心人されている番りで，その時限の

授業科llに固行の番りである。

I 71 )役修叶lJ青苫は，、［は色ボールペンで叫人すること c

18! 指定された期 l1までに脱修1|i[11りを怠った場合は，学菜の、忍息なしとみなされて，退学処

分となることがあるので提出期 llを厳守すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

腹修l!J1]J'fをして単位が取得できなかった授菜科l］については，次年度において再び履修

することができる〈，

2.規定外履修

該‘14するクラスの授業ll:、『間以外のクラスで受晶せざるを得ない場合は，必ず観光学i'｛|『li

務字に相淡すること ただし 1年次I［の規定外I復修はJ以則として忍めない、

V111 試験について

1. 定期試験および臨時試験

i 1 I 試験は，定期試験と臨llが試験があり，定期ぶ験はJ};［！！ijとして学期末またば‘各年よに行
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2
 

しヽ，臨時試験は牡lヽIi教員の判断により適‘I'［行われる

いずれの授業科IIも投業時数の］ 3以 1：欠li'i';した場合には，｝）孔則として‘片該授業利廿

の受験責格を失う ただし，病気または正‘りな且IlIllにより長期欠席の場合には，特別に

,＇ 
り
J

(4 

2. 

配慮されることがある

ぶ験のIlか1lij割は褐ぷにより連絡する

授業利廿によって論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある

試 験追

I l' 

9
,
 2

 

追叫し験は，やむを得なし、1叶むによって定期試験を受験できなかった者に対し， JJi(t!ljと

して学期」くまたは学年木に実施する

追試験を希叩する者は， 1［‘りな'li由を [11卜明する書lhiをもって辿やかに投業担‘片教員に

¥ 3 

iけ出ること

追＂jし験は，成禎表の‘知亥科llに「TJの衣ぷがなされた場合に限って受験することかて

~. 
4
 

9

9

 

3. 再

(11 

12 

3
 

~
し

きるし

なお，追ぶ験は，履修（再版修を含む）した年度に限り受験することができる

追ぶ験を受験しようとする者は，「追ぶ験受験犀化を観光学部事務字に捉出しなけれ

ばならないこ

なお，追試験の受験料は，

試 験

廿j-^試験は， I原則として学期末またば‘;：年4くに実施する

l科日につき200円である

ただし，授業科目によっては

内試験を行なわない場合もある

定期試験の結果:,イ＜合格（この場合成紺は辺）‘り該科llに「F」の衣ぷがなされる）と

なった投業科日のある者は， Iヽ仙亥授業科甘の担‘-l1教員が内試験を行なう場合，受験する

ことができる

なお，再試験は，股修 (Iり）役修を含む）した年度に限り受験することができる

再叫し験の受験を叶渭［された者は，「再試験受験厠」を観光学部1i務寮に捉出しなけれ

ばならなし‘、/

なお， 再ぶ験の受験料は， l科l1につき l.000円である

4. 試験に関する注意

1. 通

(1 I 

則

試験場内では， すべて監抒者の指ぷに従わなければならない。 なお， 監督者の指ぷに

従わない者には，退場を命ずることがある

(2 試験場内では，管叫用具・持込みを咋された責料以外のものは，すべて監督者の指定

する場所におかなければならない

~ 3 受験者ば因l詞l［および受験咋Ilĵ,JI:. （追・ 1加式験の場合） を，机の卜の見やすい場所に

提ぷしておかなければならない c,

~
ー
：

4

5

 

し

し

試験間始から20分を経過した後は人字・受験を認、めない

u式験l・始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお， 監抒者か退場を命ずる場
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合はこの限りでない。

16 I 受験者は，試験中監腎者の許可を得ないで試験場を出てはならない，

｛7) 試験の行われる学期の授業料木納の者・授菜時数の13以 I•^．欠席した者は，試験を受

けることができない。

18 納気・事故その他l]→．‘りな＇］［山によって受験できなかった者は，診断，打・事故， J[明その

他正‘11な事由を，1正咀する書面を添えて，遅滞なく授業担‘’i教員に届出なければならない。

2. 試験における不正行為の懲成について

11 イく［［行幻をした者については，予測第68条により闘せられ，史に年度における灯該授

業科目の単位の認、定を行なわない。

12: 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

131 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保，，正人を召喚して通知する

と共に学内にこれを公ホするっ

IX 成績発表

i 11 成納発表は，アドヴァイザーより本人に成紹表を交付するので，観光学部'，F務室の指示

に従って必ず父付を受けることその際，学生証を捉ぷすること。

なお，指定された期 H以外には父付しないし

!2) 成績の，沖価は次の出りで表わし， 60点以l：をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験小合格） （追・再試験不合格）

A: 100-80点

B : 79-70点、

C : 69-60、r訊

F: 59、1ば以 l‘- （再試験受験叩

T:追試験受験ii」̂

z:追・再試験の受験責格なし

D : 59、点以 Iご

E:未受験

3 成納についての疑間，質間ぐりは成紺はとと付日のみ受け付けるので観光学部'li・務喉窓［］に

間合わせることっ

4 1靖父，訥気等により指定 l]に成粕表の父付を受けられない場合は，代雌人を定め，成禎

衣の父付を受けること その場合ばTi:-991［および委任状を持参することし
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教 職 課程

I. 教職課程の履修について

教職諜利は，中学・翡笠学校教員の免咋状（教有職且免叶状）を収得する諜程であるし本学に

おいては，以ドで辿べる教科の諜利かある 免，介状収得のためには．卒業に必災な科llに加えて

「教載に 1月する科•ll 」なと，相 ‘11 贔の自由科 II を履修しなければならない

教職，渫杵は，将来教員になる紅欲のある者の履修を）以則とする 学生，ぷ村には，允丈した学業

を修め人学を卒業すること、その卜でさらに，教職をめざす熱瓜を特って最後まて努）Jする、1訟ふ

が求められる 最近の教員採）llは放において少なく，質においてもきわめて翡度なものが災求さ

れており，これらの状況を跨まえたうえで版修すること .. 

II. 教育職員免許状について

1. 免，；↑状の釉類および教科

本学で収得できる教行職員免咋状は．弟 l衣のとおりてある

（第 1衣）収得できる免咋状の神類および教科
--------------

学部・学平I-
免咋状の種類

I I l学校教誼→釉 似i〈}学校教諭•柿
---,-------

！ 

ネ!: 会
条f‘,；；iテ、1訂恨学祁 総合皐f‘汎~学利•

保健体宥

i 

I Kl 91{ î 

日際文化学科 社 会

I囁祭人文学部 災 " {i・ 

杜 会
l玉l際父流学科

英 晶^
”+ i 

輻祉総合学科 ネI: 公

公

麻

民

業

柏報

保健体脊

I Kj ー｛，
 1

1
 

ー
rL~ 
q
;
▲
 

メデイア学部

l ---- --- -------- ----

地丑I!）栢史

仇講

公

英

公

伽

民

^
L
I
 

f
r
 

_—_-1 
-9 

民

祉
＾．．．＿ー•••1

| 

メデイア情報学科！ 社会 、／：民
1,j 報

！ 

~-------ロ
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2. 悲礎脊格と最低修得単位数

教育職員免許状を収得するためには，学士の称号を有し，さらに免昨法に定める車位（第 2

表）を修得しなければならない。また，中学校教諭牙重免許状を取得する際は，平成10年4月か

ら施行された免許法の特例に定める「介設等の体験Jも必要である。

（第 2衣）教脊職員免許状取得のための最低修得単位数

免許状取得に必→・要な
最低修得単位故 口／―］口校教諭一種 高等学校教諭＾種

口ー職に関する科日 31肌位

／互文科し関する科日 □ □□扇箪り
23>札位

20皐位

16肌位教科人は教職に関する科11 8単位
----

第 2表の「教職に関する科目」は，どの教科にも共通に設定された科日である。第 4表 (236

ページ）にその内容がぷされている。

また，「教科に関する科日」は，免許教科ごとに定められた科［」である。第 6表から第23表

(238ページから255ページ）に学科および教科ごとにその内容がホされている。

「教科および教職に関する科[-I」の単位には，上記の科目から最低修得単位を超えて履修した

ものが含まれる。

III. 単位の修得及び履修方法

1. 学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学＋の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに，その中には免許法で第 3表

の科目を含むという制限がある。注慈をして履修すること。

（第 3表）卒業に含めて修得する科I]□―-----
区分

—… ――．一—-— | 履----＿修 方 ーー一試＿一----I 
日本［エI憲 法 (2単位） I必ず殷修をすること。

□ ，牛評スポーツ概論 (2単位） 5科日の内，いずれか l科H (2単位）を修
スポーツ科学 I (2単位）

スポーツ科学 II (2屯位）
＇得すること。

なお， Iヽi［亥学科において開設されていない場
スポーツ科学 a (2弔位）
スポーツ科学 b (2 rit位） 合には他学科からの履修が必要となる。

| 9 ----．_ 
Oral Fluency I (2単位）

Oral Fluency I (:-3単位）

Oral Fluency II (2 ljt位）

情報メデイア油習 I (2単位）
、情報メディア油曹 II (2単位．）

↑li報メデイア論 (2単位）
情報メデイア油習 (2単位）

lヽi該学科において開設されていない場合には

他学科からの履修が必要となる。

8 科• Hの内，いずれか l科ll (2i札位）を修

得すること 3

コンピュータ）長礎論（丈晋を含む） （2平．位） I なお， ‘伽亥学科において1開設されていない場

コンピュータ応）1］論（実習を含む） （2凩位．） 合には，他学科からの履修が必要となる C

コンピュータ技能 I (2車位）
,I‘-1，i報メディアリテラシー I (2単位．）
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2. 教職に関する科目

「教職に1月する科 II」（第 4人）は，免咋状を収得するうえて、 部^の科IIを除き，必修となる

また，これらの科IIは｀学[!lll:, 1] Ill科lj l作に1メ＾分され，卒業に必裳な平位数には籾人されなし、

（第 1}、）教載に1対する利ll 

、、f
 

II りt 11'r )役修什：上次

責教職綺 9] 

責教行））i(JIII 9] 

り
/
I

へ．．．

食教行）j江論

食4仇指導

け凡糾糾行府の岬，，命及び
}j法を含む）

責教有朴1,，炎

（カウンセリングを

含む）

責教官心則‘、? 2 

1'i1I・．，心J:III‘、[： 2 

責教ff,，訂'1,．論 2 

古教ff制度 2 

責教科教行汰 l 2 

責教科教介法 II 2 

食教科教行法l]] 2 

教科教印人I¥.. ..... 2 

1玄直徳教脊の刑論とかi」、- 2 

i食特別活動扉 2 2 
．．．．．．．． ．．ー・・・ ・・•-- -• ---.． ．...．.. ． ． ． ． ． •.• • --• ---- • -• -• --． .．． • _ ＿... 

注 1 女[|]の付してある利IIは．免叶状の責格を得ようとする者は必修てある ただし，闊等学校の

免叶状のみ収得する場合は， 「迅徳教介」を「教利人は教戦に1月する科l1」に配＇片する ※1:11 
の付してある利IIにつしヽ ては，し、すれか 1平1112叩位を選訳必修すること

礼 2 総合計罰/IIを）役修する者は，教職論人は教有））i（坪 Iを修得していること

2
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t
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11 

り

I

3

3

3

4

※総合演胄 l

※総合油胄 II

（教職雌裳修得）

※l]］はし、すれか 1科11
2単位．選択必修

i廿 イ立履修{,： ▲次

一^
2 2 ~ 3 

う
I

ー・
2 

責教ff‘)dil 

(1Hiij及び'}i後指導を

含む）

教有‘)翌'III 

り
/
]
り
／
l

ヅ
]

3
 

l ~ 1 

2~4 

3
 

，
 ＇と

り
r

] 4
 

］ 『教科教有社；」は，」受りを受けようとする免咋状の教科に1見lするものを全て／復修すること

第 3人を参照して，教科別の科llを確実に版修し，修得すること

（弟り人）教科教有法の科11名および股修IIが期
--------

教科名 科li名

•ー・ ・・ー ・・・・と ． ．．．．． ー・・
hl il{i• 国，翡科教有法

.． .．．．. ．．．． ---- ．．一~

ti 会 1 卜1会オI:教 ff il、

りしー 9 1 /i りt,, {i• 平1ー 孝父 ff il< 
--・・- ．．ー・・ ・ ・・・

保健休行 保健休介科教有法．．．．．． 

地坪／炉史 地坪／炉史科教 ffil; 
.．.  ．． ．一 -．．． 

i~ l心 2: l心 店｝ 孝父 ff il: 
-------- ------. ---- ----- ..  

商 業 rffi 業科教行仏．．．．．．  
， 

付hi ネ11ー ネM :t1l: 千斗孝父 ff il; 
.．.  

1. h ヤIi ,l1i fli t lた 孝父 ff il; 
..．．，．．＾へ ”-.． 

3年次 • 4年次
.． ． •ーー・ ・

Iiij !Ul 1灸柑j oij !tJj 1灸川j

II ・ III 

II ・ III 
・• -- ．  

II ・ III 
--,,:, -1 

I II ・ III'I¥' ．．．．．ー．．．

I II 
一丁 ．＾ 

. - l 

I II -

I II i 

i----r rrl ー！

.． 

I ! II 

I
-
I
 ー
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・か 「教脊実宵 I」を履修するには，第 4表の食印を付してある必修科［］令てと，実習教科の

教脊法 I・II・IlIの爪位を修得していなければならない。ただし， r’，勾等学校の免許状のみの

場合は「逍徳教有の則論と力杜ぃを除く、なお，中学校の免咋状を取得する場合には，「教

ff実習 II」を併せて履修すること。

3.教科に関する科目

「教科に関する科日」は，免許状の教科別に定められた科Ilで，各学科の導門科liの一部及び

目由科Ilからなっていな本学では，中学・高校と両Jjの免咋状取得を ll指す教科コース制をと

っており，その科Hは第 6表～第23衣のとおりである，，学科ごとに授業科甘が指定されているの

で，所属学部・学科の表を確認すること。指定された科llの中から，女印の付してある教職諜程

における必修科Ilを含み20凩位以卜^修得すること。

なお，第 6表から第23表の庫位数に0印を付してある科日は，各学部・学科の卒業必修科llで

あり，△印を付してある科t」は Il廿l科t7，無印は各学部・学科の選択科Hをぷす。

4.教科又は教職に関する科目

「教科に閃する科日」および「教職に関する科目」の中から，最低修得岨位数を超えて，中

学校教諭•種免許状では 8 単位，高等学校教諭•種免昨状では16単位以l^，を選択して修得するこ

勺｝レ｝
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経営情報学部 総合経‘防学科

社会コース （社公・公民）

以 I‘U)｝、より，教ff職員免咋法 l^令において規定する爪位数を含み，最低20り1位以,.．修得しな

ければならなし‘

第6衣〔ネ［会閃係授業科II〕

I 教行職且免，i午法施行規則＇
免，1,l一 定める教科に閃する＇、り 1"l
状の教脊科ll
神粕

科 ll 
4•..... ----

11本史及び外IKl史

本学l}｝l1は利•II
備 考
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．＼ 
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第7表〔公民閃係授業科日〕
`t9・~．．

＇免許 i

教脊職貝免許法施行規則
1 定める教科に関する専門

状の I教育科[]

ロー科目 .1-—-__ 
開設科•日＇ ！、，r.9▲ ！ 履修

甲1.¥Î ／ 
， 中次

法律学（同際法を含む。），食法律学概論 2 | l. 2 
i 政治学 ([r,:]際政治を含む。） ＊国 際 、‘こ仏 I[ 2 | 3. 4 

羹同院法 II 2.  3・4 
国 家 と政治 2 1 ・ 2 
現代社会論 2 I 1 ・ 2 
地域とぷドらし 2 ' 1 ・ 2 
泊費生活と行政 2 i 1 ・ 2 
政治学 2 I 2 ・ 3 
行 政学 i 2 | 2. 3 
民法 I i 2 i 2 ・ 3 
民法 II I 2 I 2・3 
商法］ 2 ! 2 ・ 3 
商法 II i 2'2・3 
法 人 税法 I I 2 i 2 ・ 3 
行政法 2 I 2 ・ 3 
労働法 2

〗［、口］：［口
I 2 • 3 

マクロ経済学 2 i 3 
財政学 2 I 3 • 4 
因際経済事情 2 1 1 ・ 2 
金融論 I I 2.  2 ・ 3 
金融論 II. 2 2・3 
虚 f 商取 引 論 2 I 2 
経常管理総論 I 2 : 2 ・ 3 
企業倫理論 2 2 ・ 3 
地域振興論 2 2・3 
国際 経貨論 2 I 3 ・ 4 
異文化適），も論， 2 1 ・ 2 

_.」」ー企業と社会 2 1 

背学，倫岬学，‘ぶ教学， l]責｀理＿＿学概論］ 2 | l．2 |》‘詞乳｝闘
ローし、理学 ‘ぷ教学概論 I 2 ! l. 2. 3 

i _＿ ＿ ． ． ． t 
！必修

碍の付してある利］i{よ．免，年1一｀｀うとする者は，必;喜得しなければなら:‘い ーロ

本学開設科 I—-l

.
J
 

与．
9.,' 

-
1
 

9

d

 
>
f
 

・ヽ
．ヽ 社会学，経済学（国際経

済を含む。）

校

稀

- -~ 

備考 ， 

---］ 
： 

一～

，
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廂業コース （商業）

以ドの｝、より，教行職且免，i'1社、•卜において規定するり叶立数を含み，

ればならなし＼

最低20単1立以 I・修得しなけ

身38 }く［商業l刈係授業科ll ] 
--------- -----、．．．．．●ー• - --• --. --- -•.. 

免，］だ
教行職員免咋法施行規則

I 定める教科に1月する内門

状の教行科11

柿舟＇｛ f‘Î 

本学1}｝j設科II
備 ¥J 

麻業の 1月係科ll

J
 

9
,
 ＇ ，

 

．．
 ゞ

JヽJ' ＾
 ”f

校

‘‘
 

釉

責会 』 学 l 
＊会 11| 、‘;;:II

マーケティング溢

経や（学 総論

流通 虚

ロシスティクス概蘊

怖叫論 I
徳晶溢 II
上級徳晶繭

［業拇叫蘊 I
l̂．業 縛叫論 1l

財務晶』 ＜雌 I
財務晶』＜繭 II
条f‘料；分析 1]倫

経 貨戦略論

人’li・ 労務特升I!11倫

紆 ‘i的組織論
I lー，小企業論

介菜とリスクマネシメント

竹坪会 I-1ー「論 I
竹； jlI！会 l，1.1;fiI II 

／恥価五1・ 筍：論 I
厭価 t,1^-r,:論 II

会叶監 1t 論

現代ファイナンス溢

会 II「学牡溝
消費i者行動分析溢

広四論

非管利マーケティング論

サーヒスマーケティング論

j1,・II緊マーケティング論

起業マネジメント論

1i —業と網 IK
祈規 '-li業［｝｝］発論

ベンチャーキャピタル論

NPOマネジメント論

行政・自治休
マネジメント論 2 

4ヽ 化経 ‘i均論 2 

サービス実践論 a 2 

サービス実践論 b 2 
--------------------.-~-~--, 

指 導 4 
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3
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3

3

2

2

2

3

2

3

3

3

3

3

3

2

2

3
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ゥ
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2
2
2
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-
2
2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
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職業指導 責職 業
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食月］の付してある利tlは，免II'1状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならない、
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、情報コース（伯~恨）

以ドの表より，教育職員免許法lこにおいて規定する凩位数を含み，最低20単位：以l-^修得しなけ

ればならなし＼

第9』こ〔1青報関係授業科ll〕
--••了ー••

免許
教行職員免，1↑法施行規則
定める教科に閃する内l"j

状の i教育科l.l
釉類

.• ・ •- -．． ---• .....．．．．．．．．一．．．．．．．．．．•一―-.. Iー・・ •—•一 ．． 

利•日 間設科II 単位屈雙.II · ✓人
.. ... l .  9..．．．．． 

伯報社会及び［廿恨処坪 責伯殴杜公と情恨倫JI[ i 2 I l | 
'［胄恨化戦略論 2 2 

―-...．ー・ ' •- ----.. , . ··~ 

iコンピュータ及び［＼り報処則食ァルゴリズム）IIs礎論 2 ' 2 I 

責プログラミング），騒礎 2 2 

伯報メデイア論 2 | 1 
情報学）よ礎演習 2 , 2 

付i惰Ii‘‘f:I, t.、I•Il iiii ]）] | 2 2 
柏報岬，倫 2 i 2 
アルゴリズム応用論 l 2 2 

1閲＇ ！ プログラムは 9]|- | 2 | 3 

□— プログラミング応Jlj i 2 3 
―--―--- ！..．・- ....~ j__ー....

閤：＇、情報システム『）事を含！責情報システム論 2 I 2 む，＼） （実料を含むt;;(i~-~-2-,. ~--1 
経管伯報桔礎，，倫 1 2 1 

データベース），し礎論 2 ! 2 

データベース応、J1]論 I 2 . 2 

データベース計噌 2 i 3 

•一ーー システム監介論 l.---2 3 •-.j__— .J 
|＇lii報通信ネットワーク ！女‘情報ネットワーク論 2 i 2 

（実胄を含む） インターネソト杜公論 1 2 2 l 

神
1 流通梢骰システム論 2 2 | 

•一•••-――—-• I ••—•••—•• ..．  ．．．． 

マルチメデイア』迂見及 斉デジタルメデイア論 2 2 

び技術（実習を含む） ！ （実習を含む）
l 、1、1り：報衣現技法 2 I 1 ・ 2 

デジタルメデイア

アプリケーション）よ礎 2 i 2 

モデル化と I I 

I シミュレーション 2 3 
.．．...．．．．．．..．．.．.．.．.．．．.  --.．．．  

柏•ヽ恨と職業 心r,1W 恨と職業 2 l 2 ~----1 
1,1fi 恨，陥業論 i 2 2 

1 マーケティング1]り報畠 9 2 3 

！ 糸ll 象設 ，11i・ ヤli 論 2 I 2 
........... . . . . . .  ···-·-••一●●●ー...●● •••••—· •-• -•• •—•—•----••----· •一•—• - -•-. l__ 2. L.. ? c ----

斉1]1の付してある科IIは，免，企状責格を得ようとする者は、必す修得しなければならない

・・-―---- 9 --― 1 

本学間は科•ll
備考

≫
 >

f
 

ヽ
・ヽ

校
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保健体有コース

以ドの表より，

ければならないっ

（保健休脊）

教脊職員免，1,1：法 j―^＾において規定する凩位数を含み，最低 20単．イ立以 I．．修得しな

第10k［保健｛本宥関係技業利甘J

教脊職且免叶法施行規則
定める教科に関する専門
教有科Il 

．．． 

平1ル Il 

本学1-lil，没科II

間設利•|l 

ー・--------------~--・・------------

i [．位
l 

--

修
次

股
年

仙 名

休有実技

I l l 

：

し

父'↑ 

"r 
‘‘
 

0休つく

辟械

陸 l:

水

サッカ

バレーボール

ハスケットボール

采 道

ダンス

スキ

神. 
9 -

I',．：J 

竺
I

`
 

f
H
 

A
.
 

学

校

休有原則，体介心且l！学，
！ ｛本脊経‘喜秤理‘Jヽ ，~，休脊社
会学及び連動学

牛坪学

動

動

技

泳

述り

述

競

〇近動‘,t'：（述動）jiよ学を含む）
スポーツ経党学

スポーツ心理学

ス ポ ー ツ社会学

心と身体の科学
---•一 ： ••—-••• -.  ... ^・・・・ ・•-----• -•-.........— , 

〇運動 '.t iり！学 2 2 

解 剖 牛則学 2 2 

スポーツ栄投学 2 2 

健康骨理概論 2 2 

スポーツ医学 2 2 

健康述動指 導 法 ！ 2 3 

（実習を含む） ， 

| 

-, 

〇衛＇t. 公衆衛 ’•I:．学

種 I

―--

衛生学および公衆術It学
一 一 ~..... 

〇学校保健

〇救急処

（実習を含む）

免叶状責格を得ようとする者は，
，
 

ょ,1
 

~l 
十湘

一
る一あ一てし

-
lリ-1
 

-
）
 。

99.|~“ 

3

3

3

3

3

3

3

3

3

 

2
 
.

.

.

.

.

.

.

.

 .
 

?
l
?
l
?
]
？
]
9
]
?
l
9
1
9
l
2
 

＇ 

＇ 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

 

...... 

※悩械述動，陸い説
技，水泳の 3科II
より 1科 II選択必
修

※サッカー，バレー
ボール，バッスケ
ットボールの 3科
lJより l科11選択
必修

※柔道， ダンス， ス
キーの 3科甘より
1科目選択必修

?
l
?
l
?
]
9
]
9
]
 

＇ 

3

3

3

 • 

.

.

 
2

2

2

 

．
 

?

l

2

1

 

?] 

1----~----------------

3 | 

学校保健学

---

必ず修得しなければならない。
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国際人文学部 国際文化学科

国語コース（国語）

以ドの衣より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低 20単位以上修得しな

ければならない。

第11表［国語閃係投業科H〕

ロ｀”-一—--- -----
I 1 教育職員免許法施行規則'

免，ii・ 定める教科に閃する専門
状の 教脊科［］
種類 □— ----~ 

i 科H __J 
食日

国語学（音声―丘＾語及び文 食日

亨表現に関するものを含

むく）） ＇ 

□---r 

叶1

9ヽ9’艶--rム

校

ii 
t
↑
 

ーユ→

蒻

等

学

校

砂開設科目

開設手[] ]門］
本晶学概論 a 2 l. 2 

本話学概論 b I 2 i 1 ・ 2 

語学概論 a I 2 I 1 ・ 2 n 
[―§- i計学：根見詞命 b, 2 11 ・ 2 

日本諮の 音 声 ， 2 2 

日本語学の謡紺・紅味' 2 11 ・ 2 

日本語の文法 a i 2 I 1 ・ 2 

日本語 の文法 b ! 2 I 1 ・ 2 

日本語教授法a（教授怯） 2 i 2 ・ 3 

日本語教授法 bi 

（コースデザイン・評価）

廿4ゞ乱｝孝[l受社：C(孝文材・孝[!し）

l-1本語'教育事情 a

H本語教育＊情 b

日本語教育実習

日本晶表現

種I----
! l―Ii]文学 (I吋文学史を含 i責日本文学概論

む。） 食 ll 本文学史

H本の文学a（古典）

！ 日本の文学b（近・現代）

漢文学 食漢文講，；1Ca（韻文）

-----+---•一
食漢文溝，，允 b（散文）

．．夕—--- •• 

,l}：道（内‘liを中心とす食Ll｝迅a（ド‘ji中心）
！る。） 女翡道b(，l}’Ii中心）

- tttv9~— 

女印の1,jしてある科IIは，免昨状責格を得ようとする者は，

備 若I
i
9
1
 

2 • 3 

, 2 ・ 3 

3. 4, 

i 3 ・ 4 

, 3. 4 

1 ・ 2 i 

I ---

; 2 ;-1 
i: ; : I-I 

: 2 3 3 9- -／ 

必す修得しー：、けれはなら:い (9--

?
l
2
2
2
3
2
 

?
l
?
-
2
2
 

9
]
?
l
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社会コース （社会・地則1炉史）

以ドの人より，教行職且免n'1払 l^→において規定する単位放を含み，

けれはならなし‘

第12R〔礼公快l係校業利ti〕

..• 

I‘ ,1〉

,
1
)
'
 

9,rino1 

免
状
柿

9
,
 

教行職員免叶法施行規則
定める教科に1月する Iヽリl"J
教ff科II

{c: I, l I 

日本史及び外II•I 史

本‘、i::|｝｝l 1は利 11

間は利 11

責外 l•K] 史概晶

女 11 本の 1炉史a

l責 II 本の 1栢史b

人化文直史；II I木：アシア
文化嬬史b(II本： I吹応

韓日の｝！養史

中川の｝梵史

ラテンアメリカの帰史

i it { o: 

最低 2(）単位以 1：修得しな

仙 ¥J 
［立修ヽ^I≫ 
11シ人- -．．．→ 

1 ・ 2 

1 ・ 2 

1 ・ 2 

2 ・ :i 
2 • 3 

1 ・ 2 

I ・ 2 
2. :; 

9
]
9
]
り
／
l

？
]

C

/

I

C

/

地則学（地心を含む）

I j I'  

I 

責地 則 、‘j:： a 

責地即学 b

食地 晶

文化人類学

逍跡と文化逍）；『

lk| |；祭文化価修 I

II 中比校文化
，そ、

1
‘‘
 

「法1I t学、

文
L
↑
 

責il; 1lt 学概，詞

羹[1,J I繁法

[1、I|；祭閃係論

政治学人 l"J
[is] I象政治人 l11J

中lKlヒシネスと法

「杜公学，経済学」

神

政治学」

*Itel|：祭経済学

玄経済 l恥論 l

責紆済 Jりし論 Il 

経済学人 1"l
アジ ア経済

社公、＇． i;：人 1111

女 1化学

ビジネス人 1"l
祁tlIi]Jji {tネti:'?，命

中 [1,]都 rli文化論

中日経済人 1"l
1 1 I l !，-| Iが業高

ー・

9
]
9
]
9
]
9
/
]
9
]

ツ
l

2

/

]

9
]
4
4
2
2
2
 

ー

4
 

9
J
 

3

2

1

.

 
3
 

2

2

 •.... 

2
 

2

1

3

.

3

 

ー

2

4

4

2

2

1

 

•••••• 
1

3

3

1

1

3

 

.1 

1
9
]
?
]
り

/
]
9
]
9
]
2
2
2
2
]
2
2

4

3

3

2

3

2

2

2

3

3

3

3

 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

り

3
9
]
9
l
l
2
l
l
l
2
2
2
2

倫

rJ-< 

---------

玄印の付してある科llは，免許状責格を得ようとする行は，

「1斤‘‘芥， 1扉i且t1‘]と， ‘／i•：孝文‘]と」 即

教

声

一

ァ

＾

>
．
9
J
>
f
 

Jヽ

・ヽ

概

概

AIllAll 

I
—

I 

1̂.i
ブ
ー
L▲ 

ツ
～
り
'
]

△

△

 

t,．．．.．--→ 

しヽ ずれか 1科II
2単小＇／：以卜選択
必修

必す修得しなければならないc

9
]
9
}
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第13表〔地理府史閃係投業科11〕

教宥職員免咋法施行規則
定める教科に閃する＇り l"J 本学I}｝］，没科I!
教育科li 

＇ 備 考．． ．．．．．．．．．．．．．．ヘー・・・・ ・・•--.. -

科日 閲設科 l| Iii．位
履修］

• ／..、|
i 1卜次 i 

---•------•—----•-.....---...---•--------—-•-•--••:_-——!.----—--

史 食日本の歴史 a 2 I 1 ・ 2 

I責日本の歴史 b 2 1 ・ 2 

＇文化交流 史 a 2 2 ・ 3 

（日本：アジア） i 

文化 交流史 b 2 2. 3 

([I本：欧米）

＾ヽ4
 

．
ー
1
4

ャ
'
,
'．．．． 
,＇’ 

叶
の
類

免

状

種

」

•L 

1̂-
9

ド
）

ム

J,＇ 

K

、

9
-
．
 

，
 

，
 

-
1
 

．
 

学

校

雨工↑

外 [1,] 史

女地理学 a

食地雌学 b ! 

文 化人 類学

遺跡と文化造）if. ! 

[lil際文化研修 I

日中比 較文化 1

I l 4く 民俗学

ll韓比較文化

i 沖縄文化交流史

-----—• 9―-―---. | ＿‘̂  

人文地理学及び目然地即学

； 

- -

！ 

?
l
9
]
9
1
?
l
 

食外 l玉l史概，1兒！

韓国の歴史

中国の歴史，

ラテンアメリカの歴史 I

2 

2 

1 ・ 2 

i 2 ・ 3 
| 

'l ・2・3・4 
！ 

: 3. 4 

1 ・ 2 

3 ・ 4 

2 ・ 3 

?
l
9
]
2
2
]
2
l
2
]
2
2
2
 

2

2

2

3

 

．
．
．
．
 

1

1

1

2

 

'

,

 

I --―-―---

*I]］の付してある科 [Iは，

地 II、も 食地

免咋状責格を得ようとする者は，

ー廿→ー： → 

"、心 △ 2 

・し——•---•一•一•- -••-•-- 1--- -----•-- --• 
必ず修得しなければならない，

3
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英語コース (9 9 •国央ml)

以ドの表より，教有戦且免咋法［において規定する凩位数を含み，

ればならなし＼

iiと1氏20凩1立↓又［修イ翡しなけ

第14~ ［りふ糾関係投業科 11 〕
I ` ••ー・・ •----•• • ~ ＾ 1• 

教宥職員免咋法施行規則
免 riII：定める教科に関する専門
状の教行科目
：種類―• •---- ---•.. 

I じ

し

）＇リ

ト
L
)

＇リ

ー

，
言
・1

9
 

t

．ニーー

,ヽ^ォ

科ll

"f 

‘
ヽ
~

文 学

英

英
＊
＊
 

●

9
9
,
 

ー

.
t
1
t
 

4
t
i
I
 

ー,L 

I
^
9
:
 

,L. 

今

．．． 

本学間設科 t• I 

間は科日 単位
---- ----- ---ャ

学 概論 a

学概論 b

玄アメリカ文学概論

女 近 代 イ ギリス文学

1 | l 

災，l｛tコミュニケーション
‘ヽ‘’費f̂ 

校 i

,＂’ ，＇ 

危り》
A
・

学

校

神 児文化則解

-------------

i女I畑asic ¥¥'riting Skills 

Intermediate Grammar 

Intermediate Pracial 

Discussion Skills 

lrnermediate Reading Skill, 

| 
! Business English ¥¥" riling 

: Spoken Business English 

翻，J⑭の）騒礎 （り［日）

翻，J｛O)杖江］ I英ll・'}：務翻，此

辿ぶの晶礎（英l.l)

辿，J｛の技法（英甘・史務翻訳！

食］［文化i闘Jミュニケーショ入貪 i

比較文化概論

アメリカ文化概論

アメリカの Jf否史

ョーロ）ハIll界とアメリカ

コミュニケーションの凡慶

多文化杜会論

価 考

9
]
9
I
 

:、

2

2

ヵグ

参
~
~
ヽ

．．． 

復
平

l

l

 

I
/
 

?l?/ 

2

3

 

．． 
l

2

 

9
l
2
2
 

2

2

2

 

••• 
l

l

l

 

9
l
?
l
9
]
9】

2

2

2

?
l
?
]
2
2
2
2
2
 

4
4
4
4
.
3
2
2
2
]
4
2
l
1
 

4

4

 

3
 •• 

-

.

3

3

 •...•••.... 

．． 

2

3

3

3

3

-

2

1

1

1

3

1

3

 

2

2

 

→.．．- •—• ● ●● ● 

食印の付してある科llは，免咋状責格を得ようとする者は，必す修得しなければならない。
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同際人文学部 国際交流学科

社会コース （社会・公l〈)

以ドの｝、より，教有職員免19,1•試 I^．において規定する爪位数を含み，

けiしばならなし、

最低 20平位以1：修胄しな

第15}．＜ ［ r、し~I斐l係投業HI l〕
．．．． 

教宥職員免，l,1：法施行規且lj

定める教科に『丈lする＇、り l"J
教介科 11

．

．

．

．

 
ー'

ー
）
．

.
0
火・
K

'‘
 .... I

 
．ヽヽ

t"じ

)

'

 

,＂ 
'ー
J
4
4
£
ー

平1≫ I I 
．．． -

ll本史及び外lI、1史

1j1 

9

-

9
^
 

、
J
‘、

佼

f t 

地」：り！学（地，ふを含む

｀
 

~^ 
"
f
 

‘ヽL
'一』

一

-
,
f
 

ーー、}-

•‘i 
-

L

9

,

＇ 
政治学］

［ネI:公学，糸f済学一

本‘‘f:|｝［l ，は利•II

間は科II
.. ．．． 

責外 [l,•1 史概晶

ll ~'の歴史 a
II 本の歴史 b
文化父流如(11本：アシア）

文化文泊史blI I本：1吹釆I

「1/ i・ 、、i;'.• イ倫i升Il』]と， ‘，i、曼孝父‘‘j;:」

責地

責地

責地

責倫

責‘ぷ

則

即

責社、 1t「学概高！

責[1,j|：祭仏

[1q|：祭政治人『'l
政治学人 l"J
[1if I際交流高

[ L[ I繁父流・協｝J‘)こ践

M I月;: |｝fl 1E,，命
l L[ I緊 1月 1系 ,i命

アジア［ I什祭 1月係高
．＿ ＿ ＿ 

食[!、•[ |： 祭舒済学

責紆済 J以溢 I

女経済肱蘊 II

舒済学人 l"J
I l 本と北米

l ！本とヨーロッパ

ll 本とアジア

N (; （） • N P (），倫

沢文化適応，，倫

即

教

~
．
~
・

＂た
J
"
f

、9
‘

ヽ

.
―
.
―
 

9

t

9

^

 

、
J

、
J

、9

、J.

概

概

9
,
 

•• 

‘
 

ー
じ

a

b

 
•••• 

几

•I、 i
1111IJ 

畠

i i i. f ¥，I. 
隻
欠／
 

~,ヽi' ，反
ー

．―クー／
I

．
 

ウ
]
ツ
]
9
]
9
]

？l

2

2

3

3

 

2
 
.

.

.

.

 

ー

1

2

2

ー

9

9

,

＇ 

仙 ¥J 

9
l
り
ノ

l

3

り

l
C
/
l
?
l

ツ
I
?
l

3

4

2

2

2

|

l

|

 

.

.

.
 2
 
.

.

.

.

.

 

ゥ

]

3

1

1

1

3

3

3

9

,

 

↓

'

 ゥ

I

4

2

2

2

2

4

4

1

1

3

3

2

2

2

4

3

 

.

.

.
 2
 
.

.

.

.

.

 

3
9
-
9
]
l
1
1
3
2
 

4

,

 

9
l

ツ
l
り
／

l
？
l
り
／

l
ウ

｝

ウ

】

り

乙

c/l

9
l
り
／
I

しヽすれか l 利•11
2爪位以 I．．選択
必修

責印の付してある科 11は． 免叶状責格を得ようとする者は、必す修付しなけれはならなし、
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祈）16}＜［1ミl心1見l｛系投業科11〕

4
 .

.

 

~
 ノ

ー
）
.

•
1
•
I
i
1
1
0

米
k

ー免
状
柿＇ 

教介職且免叶法施行規則
定める教科に 1月する専門
教介科II

科 11

国、:ill学(|.1しlI象法を含む），

政 治 学 (I叶院政治を含

む） ／ 

,＂J
 ，＇ 

•E• 
9

、
Ĵ'‘ 

I

、

~1 9
今、

J
‘ヽ

L

父'↑ 

，ネ1公‘芹．廂fi斉‘‘;： ([Ell摩

紆済を含む）」

t
"
L
 f

 
．
 

「1バ‘、'/:,1詞j州‘]気 ‘9J'：孝父‘‘芹，
、じヽjII I‘、J‘;~」

責1=11の付してある科 IIは，

責社； il卜学概論

責11、I I;;緊 砂、

lk| |：祭政治人 l"J
政治学人 l"J
IKl 1繁父流 雌

l l li緊父流・協力丈践

IE! I；祭 I開 発 1倫

11| |：祭閃係高

アジア 1Kl 際 l½l 係畠

責11| |；祭紆済学

女粁済厭論 l

責経済厭論 II

経済学人 l"J
II 本と北米

ll本 と ヨ ーロッパ

日本とアジア

.:--.'GO・ :¥'PC)繭

沢文化適 1，ぷ論

女倫

女富

| ｝ i~l ，，支 HI!

則

教

本学1片l11文科ll 

9

-＇ 

~1 

"
'
j
'
,
J
 

‘
ヽ
．
‘
ヽ

概

概

崖
欠
i

3

4

2

2

2

4

4

4

-,1、

/

．
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-

.
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/
I
 

3

3
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,
I
J
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-
9
]
1
t
り

/
]
9
]
9
1
9
]
4
4
4

.9~i 

＇ 

9ー
しヽ`

r

9
1
9
/
]
9
]
9
]
9
]
ツ
l
9
]
?
]
9
]

論

論

兒，i,1:;1）し責格を得ようとする者は，

9
]
9
l
 

仙 ¥J 

I 

4

3

3

2

2

2

4

3

 

.

.

.
 2
 
.
.
.
.
.
 

り

0
9
1
9
]
1
1
1
3
2

9]9/I 

..．．．．. 

しヽ ずれか 1科目

2叩立以卜選択

必修

必す修得しなけれはならないし
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英語コース （英語）

以 Fの表より，教育職員免許法＿口こおいて規定する単位数を含み，

ければならない

最低 20単位以I：修得しな

j
 

を
ヽ
．．． ‘
 

校

f
J
 

,

E

 

ー

j
 

竺
1

対―‘

ァ
＾>

f
 

‘
 

．ヽ

校

第17表［英占関係投業科日〕

環員免許法施行規ili]~ ― 

りる教科にl[］する専門 1 本学l}fl設科
勺科H

ー一.~ ------ ・ - ・----- •--- ・ ―- ..-•- • --

科 II 間1i文科[I

-― 

"｛i‘、;: I＊災語学概論 a

！合英，沿学概論 b
―-•-------~ 

米文学 ！責アメリカ文学概論 I

中 I

l 'I 責近代イギリス文学 I 2 2. 3 
←-- --------- •·―-一一• ↓ •一”^ - -• W・＇一—- --~•—— --

英語コミュニケーション！責BaSlC ¥¥ritIng SKllls" 

, Intermediate Grammar 1! 2 

Intermediate Pracial 

Discussion Skills 

Intermediate Reading Skills 

, Business English ¥¥'riting 

I Spoken Business English 

翻ボの陥礎（災ll)

翻人の技法（英1]・実務翻瓜I

通ぶの基礎（英H) ！ 

迎成の技試漢且・文務翻点） ］ 

-----,..ー

f 甫

9
]
9
]
?
l
?
-
?
l
2
5
/
l
2
 

2
 

1

.

 

ー

2

4

4

4

4

4

4

 

.

2

 .•••.. 

1

3

3

3

3

3

3

 

＊異文化Iii]コミュニケーション論 i 2 2 ・ 3 

比較文化概論 2 i l ・ 2 

沢・文化坪解 2 1i l ・ 2 I 

| 1 本と北米 2 I l. 2 

アメリカ対外関係論 4 i 3 ・ 4 ! 

ドII靡コミュニケーション人門I 2 I_ 1 ・ 2 
ヽ•-..．.．．.. --＾――-．”‘‘”』—•”···-------

責印の付してある科IIは，免咋状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない）
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福祉総合学部 福祉総合学科

杜公コース（杜会）

以 1、(}） ｝文より、教行職且免，［叫、 1̂．におし、て規定する iit位数を合み号最低20平．（立以l．．修得しなけ

i Lはならなし、

仰i18 J、［イ、1-：: I t[］ ｛系長菜利11J 
教官職員兒，9/1社、柚釘規則

り’じIIII ‘！しめる教科に1月する内l"J 本学 1)i~l は利'll
;J}((}） 教介利II 仙 名

神狂l {、l II | } ｝l 1 9支fl11 I it 1立 脱修
年次

II本史及び外IL]史 責外 11,・1 史概晶 △ 2 2 
女 II 本の I杯史 a △ 2 1 ・ 2 
支 11 本の 1岱史 b △ 2 1 ・ 2 

地則学（地心を含む） 責地 即 学 a △ツ 2 

女地 則 ＇ヽJを b △ 2 2 

I'，：J 
責地 I I、[、 △ 2 2. 3 

社、（l':学，政i‘fi学 玄社、 11' 学概畠 △ 2 ‘ム) 

等
羹ア 11,．l 院 社、 △ 4 3 • 1 
玄 il、 、‘J‘;’ブ・ 2 1 ・ 2 

ヽ‘‘:• t 1：公＇芹，経済 ‘,J乏 ， I LI I象 紆済学 △ 4 3・4 J・ 
女経 済 恥 高 △ 1 l • 2 ・ 3 

校
人 廿ij 学 2 l • 2 

！ 
ジェンダーと付闘I礼公 2 1 ・ 2 
ジェンダー論 2 1 • 2 

サスティナフルネ1公論 2 I ・ 2 

ネ!: /‘ 学 2 l. 2 上ベ

釉 J~! J:;位、1訂、店1{ l l面i 2 2・3 

マーケティング論 2 l ・ 2 
ユニハーサルテサイン，崎 2 2・3 

泊費 1［動論 2 2・3 

伯恨ネットワーク論 2 2 • 3 
I l・． ì古 一レ

j床999,・ 如,＇9. 2 2 ・ 3 

1斤‘‘}'., 1韮iH II‘‘}'. 9 :i、・孝父＇予'. 倫則学概高 △ 2 3 しヽすれか］利•If

‘ぶ教学概，祠 △ 2 3 
2爪位以 Î．選択
必修

責I9|JO)付してある利IIは，免叶状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならなし、
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杜会コース（公民）

以卜の衣より，教育職員免許法卜.において規定するりt1•I'-「．数を含み，最低20mfI9/：以l修得しなげ

ればならない

第19l< ［公民 I½］係授業科 II 〕
．・・•- ----- ―- - -- --

免咋
I 教育職員免i'「法施行規且lj

定める教科に I½］する専門 本学l}il設科ll
状の教育科II iiiii ぢ
種類

- ---- --- ------------ ---―-----―ヤ•- ---- ---

科 11 • IJll，此科II 爪位 胴I/旦Ilシ人-- ------- -- -- ．．．．  

法1lt学（日際法を含む），食法律学概論 △ 2 2 
政治学（l[1|繁政治を含む）食 11,] |：祭 法 △ i 3 • 4 

法 学 2 1 ・ 2 
-- ---- - --------- --- --- -------------------- ---— 

闊 ti会学，経済学 ([1、 _ ］ 際 経 唸 国 際経済学 △ 1 3 ・ 4 

済を含む） 食経済 原 論 △ 1 l ・ 2 ・ 3 

人間学 2 1・2 

ジェンダーと福祉杜公 ！ 2 l ・2 

ジェンダー論 |2 l ・2 

サスティナブル社会贔 I 2 1 ・ 2 

社 会学 I 2 1 ・ 2 

環 境 佑報溢 I 2 2 ・ 3 

マーケティング;rrr≫ I 2 1 • 2 

ユニハーサルテサインll(i | 2 2. 3 

泊 費 行動論 i 2 2 ・ 3 

、情報ネ、J トワーク論 / 2 _ 2 ・ 3 

生活と環檄 i 2 2 ・ 3 
--- -------------------- - --------------------- ------------------'--------------- ----------------

朽‘’f'.，1命珂！り気‘/；一：孝文‘ヽ芥， 1命 珂！‘、ド柑見 ，命 乙"2 3 しヽずれか l科ll

心坪学
2凩位以「選択

宋教学概，！倫 △ 2 3 必修
一――---------- ----- - --------- -------------- - ---------------—-------------- -------------

食[|]の付してある科l1は，免，；乍状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならない

^
1
ム

j
 

呑ん・

学

佼

種
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祁濯．：コース（福祉．）

以 I‘U) 」しより，教介職員免咋仏lこにおいて規定する単位数を含み，•最低20 平．位以 l^．修得しなけ

ればならない

第2(）表〔fliiネl|1月係授業科II〕
．•一．．．．．．~

教宥職員免，i'l払施り規則
i免，1,1^一 定める教利に1叶lする内l"l
I状の教布科II
i柿粕

科 ll 間，没店1• I. l i itィ＼，1. 屈雙
i'「• ✓人．． ．．．． ．．．．． ．． ・ •-........ 9 • •- • -••ー・ ・

食 tl：公ネh,1ネlll恥論 4 1 ・ 2 

（載業指導を含む）

伽祉文化概繭 2 l ・ 2 

社公 保 1琺論 4 2 ・ 3 

ノ↓ !'Iり小）：リ）J ［1倫 2 2 ・ 3 

女 ‘It 伽祉，，裔 2 1 ・2 
'--------- .．  

女 i,'り齢者 伽朴論 4 l ・ 2 

責児が：輻祉． 19倫 4 l ・ 2 

食 障 古 者 福祉．論 1 l ・ 2 
ー・ ~ ．， ．． ー• • --． ． ．．. -------

食札公輻fIli妥リ）J技術,;;n ・ 4 1 • 2 

食札公糾柾援助技術論 IT 4 3 

地域福祉．論 4.  2 ・ 3 

俣療ソーシャル

校 ！ ワーク論 4 . 2 ・ 3 
..• - -

介設則，倫及び介，役技術 玄介，没概論 1 2 1 ・ 2 

介設概，盃tr II 2 3 
女介設浙習△ 2 2・3 

------- - ----- - - ---------- -'---------- - ----ー・ ・↓、•9

社会輻祉総合丈宵 支介，没実技現場実宵 △ l 3. 4 

| （社会祁濯援助丈胄及び責社会伽祉按助技術

社会伽祉施設等におけ 演習 l

る介護丈胄を含む） 社会福祉援助技術

油~宵 II'2 3 

免叶状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。

I 卜1．公ネ[,'，ネ11学
（職業指導を含む）

I • -•一•- • -• -•- -•• -•.'---------

, • 9― 
1貨齢者礼濯，児，＇［ i伽祉

l"J 及び1硲‘，打者ネ闘I

・・-----.  

社公付什廿援助技術

学 i

甫工↑
| 

I 
羹印の付してある科t1は，

本学l}｝l設科II

2
 

ヴ
/
]

備考・

-•------___--•-- •- ] 

•一● ！^ 
！ 
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メディア学部 メディア情報学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，教育職且免許法上において規定する爪位数を含み．最低20単．位以 l：修得しなげ

ればならないっ

第21衣［社会閃係授業科H〕
． 一ー 一、^

免叶―
i教育職員免昨法施行規則
i定める教科に関する専門 本学間設科I]

状の i教育科l」 ・ 備名

釉粕[
／ オト 11 [ llfl r□1-11 吊f¥} 1i]［夏

---------- --------- - - - - - - ---~--- ---------- ----- -------~ --------, 

1 11本史及び外l:kl史 食外 l•Kl 史概況 △ 2 2 

II Ii責 日本の 歴史 a 2 2. 3 L |＊日本の歴史 b 2 2.3 
! ［lt界メディア文化史 2 1 ・ 2 ・ 3 
．^．．．．． 

学

中 1地岬•r （地晶を合も） ：］［ ：［］ ： ： 口； ［ 
l也f用、情恨論］＇ 4 1・2 

j應 ｝lll ‘lfi やIi［益倫 II i 4 2・3 
杯—-- --•一—-•- -- ----•-- --• ---i 
人法律学，政治学 心法仲学概溢 i 2 2 

責lEl 際法 i. △ 4 1 ・ 2 

メデイアと国際政治 ! 2 1 ・ 2 ・ 3 
-- ---- ---f ？ヽー‘^-- ----•- • --- | ． - - --— 

社会学，経済学 I 賣［f~|際経済学 4 

種 責経済厭論 i △ 4 : 

コミュニケーション

概論
・.1 

マスコミュニケーションIIIIi

メディアと社会

2

2

 

す庁‘、?, 1倫iJ里‘]を， ‘,i :孝文'‘;:'. 論

論

概

概

学

学
則

教

倫

宋

△ 2 

△ 2 

3
 

2
 
• 

• 

2
l
2
]
2
 

l

.

 ー

! --------1 

I 

3

3

 

1 - -• 
しヽずれか l科ll 
2単位．以 I．．選択

］必修
斉[|]の付してある科IIは，免，l'1状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならない
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灯‘}22人 l:: l心1月｛系」文菜刊11J 
孝文ffl[it t iりもIIl ;」、}血f」)よ［リIl
定める敦刊に1)［lする内l"J
教fffÎ 1 1 

兒叶
状0)

柿1:Ji 
、、｛
 

11 

社、11'学 (j1sj|：祭社、を含む

u父i合‘、/:(l1iJI訂打l文1合を合も‘
9 9 

l"J 

本学I} ｝l 1 1支fll1 

間は利11

），責且、 ii' 学概直

）責 11 1 1：祭 社 、

メティアとI1q1摩政沿

仙 ¥, 

i ii 1立

2 
△ 1 

,.) 

』．‘
.
J
 

，
 

，
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ペ

9
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J
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i、1
済を含む）

校

柿

([ KI I悶祠予

1'| ＇.i’・ア、 1iii」|| 1. ］^・＇， 」，i、,孝文‘、i;＊'
、じ、JIii‘、J、:^

責 Il| 1閉 舒｛斉

古経済）り［ぷ

コミュニケーション

札！凡 II詞

マズロミ叶ニケーシ日ン直

メティアと ti公
シャーナリスム直

1
 .. 
‘
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`
J
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1
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9
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3
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2
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ー

・
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・
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I

し、すオしか l利11
2巾fI9！以 l．選択
必修

必す修得しなltiLはならなし、
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△

△
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¥,I Il0)付しとこあるHllは．兄l9,1;l)、ft格を得ようとする打は，
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9「I!［恨コース (J I ?i恨）

以ドの」＜より，

ばならなし、

教職且免咋法卜`において規定するり叶立数を含み， l立 fl~20 甲｛立以、 1-.fi参 fばしなけれ

筍‘;23}こ[‘|i］骨l|見］｛系授業科II〕
ー・•ー・・ ・ -- - - - - ----

孝文ffl［設li伏tn'1iより他1ĵt見UIJ
定める教科に1叶lする 'itJ叩'l
教宥科11

免",1―

，状の

柿類

ー••-------•-------•- ］ 

本ゲ~閲，没科 II
備 ぢ

'' I口J

．．． ，ぃ
J

々
、

た

一；
 

、
J
‘‘― 

-- ----

科 l l l}fl設利l| 1ii_f立 り叫I1旦
,「1 こ ✓人

-- • ----.． 
．．．．．．．．．．・• - -．．- - -.  

柏素IHI公及び柏恨処即 食 •I.Ili 『IHI＿公と柏恨倫坪 2 1 ・ 2 
•• ---... ． -.....--.. I .. • --• ---••一ー．＿．•一•-•------••-•-•--, ___  _ 

コンピュータ及び柏恨処岬食プログラミング論 4 

、I‘1り恨メデイア

リテラシー II

プログラミング実胄

データ構造と

アルゴリズム論
ー・ ．．．．．．．  

れり恨システム (‘jこ胄を合責柏恨システム偏

む） ＇ マルチメディア

・データベース溢

マルチメディア

・データベース実宵

校

．＿  ＿ 

梢恨迎イ，iネットワーク

（実宵を含む）

.... 

マルチメデイア表現及

び技術(‘)こ胄を含む）

柿

付j恨と職業

, _____ -

責‘情報セキュリティー

インターネット）よ礎畠

伯恨ネ J トワーク丈胄
• - ------ -----

責マルチメデイア

コンテンツ制作 I
女マルチメデイア

コンテンツ制作II
デジタルメディア

アプリケーション）よ礎

デジタルメディア

アプリケーション1、し）11
デジタルデザイン I

業

論<le 

ヶ
平

ヒ
H
．ヽ

ヽ

ヽ食

9
9
,

．,. 

J

J
へ
ら
'
’
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責1:11の付してある利 11は，

△ 2, 2 

, 2 I 1. 2 

免［l,1状責格を得ようとする者は，必す修得しなけオlはならなし、
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w．教職課程履修についての注意

1. 教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

1)各年次のオリエンテーションに必す出席すること そのI怒必す学牛使見を持参すること

2) 教職諜札＇を股修しようとする者は，教職，，児利の規利にしたかい， 1年次から脱修),I1rtiiを

立てること ただし，履修にあたっては，卒業に必製な利廿を優先し，その I・ーで．教職課

利の科11の）役修を名えること したかって、時間割 I汽＾で履修したい教職閃係の科目と学部

内l"l科IIかInj時限にボ複した場合は， 1iij述のI)闊llに従って股修，＇「間を立てること

3) 教職諜程を履修しようとする者は， 1年次 4月に「教職諜程履修登録カード」を教務諜

へ提出をすること

4) 投業科llは， じ級年次の科IIを1役修することはできない 1：級年次の者か， ド級年次に

配‘liされた科ilを脱修することは元し支えないが， II.'『間割編成 1^＾｀学部専門科日とf：複す

る場合があるので，配‘り年次にI役修することか望ましい

5) 編人学化は，学祁の授業科llとして認定されたりif立が，免)1,l̂'iLI→ムの凩位と認、；じてきなし、

こともあるので，オリエンテーションの際に個別指導を受けること

6)教職，渫程にIll]する連絡は，すべて褐小により行う

2.教育実習について

教脊丈胄は， 4年次〔丈習校から指定された 2週間（中学校免叶の場合には 4週間）〕に行う

教有‘)こ胄 I及び II （中学校免咋の場合には必修）の）役修にI緊しては， 爪に必変なり叶立を修得す

ればよいなどという安易な考え）jはしないで，教培に立って正規の授業や生徒指導を担‘りする直

任を考えて，教職の職務を則解してしっかりと準価しなければならない（、そのためには，以ドに

小す各坦をふまえて，真剣に取り糾むこと

l)教脊X胄 l・ IIの脱修条件

教行実胄履修年度に 4年次（卒業見込）の者て，各学科のぶした椋準的な修得り叶如放の

II安をおおむね満たしていること

原則として" 3年終［時に教職に関する科目（第 4表）の「教職論J「教有原即」「教脊心

坪学」「教脊制度」「教脊）j法論」「教有諜程論」「教科教育法」「道徳教行の岬論と）j法」

「特別活動溢］「教ff}j法論J「生徒指導」「教fffll,，炎」を令て）役修していること （ただ

し，高等学校の免昨状のみの場合は，「道徳教育の雌論と｝j法」を除く）

3 3年次に教ff‘Jこ習担‘りの指導を受け，実習に向けた滸手続きを済ませていること

2) 教育実習内，沿丁哨んきについて

教有実習希望者は，実習実施の前年疫のうちに各日の出身中学校人は翡等学校に教有実宵

を依頼しておかなければならない ([1.‘f細は， 3年次 4月に況明会を行う）

3) 教育実習の履修は， 4年次 4月に発｝ぐする「教存文宵牛名薄」の登載をもって許 Il［する

が登載後も指導を受けていない場合には，教脊実胄の許Jl]を収り ii『すことかある。

4) 教脊実宵費納人について
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教脊実宵牛名簿に登載された者は、教育＇）こ曹費 30,000円を納入しなければならない。ま

た， ー＾度納めた実胄費は， JIFlllの如何にかかわらず返還しないへ実習費納人方法について

は， 4年次オリエンテーションで品明する。

5) 教脊実習加iij.1i後指導

［ 教育実習事廿ij指導

教育実習に向けて，教育実習担‘11教員により指導を行う。

期間:4年次の 4~ 5月（実施叶両については，オリエンテーション時に説明）

2 教脊実習事後指導

教脊実習終了後，教育実宵すIl}り教貝により，教科ごとに指導を行う。

(H時および教室等については，掲ポにより指ホする。）

3.教育職員免許状一括申請について

l) 教育職貝免昨状の叶1,，Iりは，大学からT—菜県教脊委員会に市括して行う。申泊手続きについ

ては， 4年次の10月に，品明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式‘li[lに交付する。

2) 中学校教諭•種免許状の 11杯打を希望するものは「介護亦の休験J の証明が必要である C,；羊

細についてはオリエンテーション時に汎明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課
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健康・スポーツ関連資格
（経営情報学部総合経営学科）
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健康・スポーツ関連資格

（経‘酋情報学部総合経臀学科）

資格1¥：健康運動実践指導者（受験資格）

●認定団体： （財）1建康・休）Jづくり ’Ji-業財［寸l

●資格の概略：健康づくりのための連動指導者にりえられる称り0) つ^て． I入学的）よ礎知識，

述動’l-^叶！学の知識， 1建康づくりのための述動指沖の知識・技術・ぐりを持ち，健康

づくりを目的として作成された述動プログラムに）店づき，ジョギング，エアロ

ビクス・ダンス，水泳及ひ水中述動等のエアロヒック・エクササイズ，ストレ

ッチング，筋）J・筋特久）Jトレーニング方の祉j強述動の実践指導を行うことか

できると認められた者に仕えられる 卜^位責格として健康述動指唸卜かある

●認定方法：以ドの所定の凩位修得後， 11は定団休か行う t1式験（惰晶および丈技）に合格した

者が認定される

●認定料：受験料25.000円．登録料21.000円 (s年1ij―史糾）

●参 考： （財）健康．体）Jづくり 1［業財団

http: WW¥¥ア.health-net.or.iPundoshidosha・ index.html 
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資格② ：スポーツリーダー

●認定団体： （財）日本体行協会

●資格の概略： 日本1本脊協会公認スポーツ指導者責格の/つで，地域におけるスポーッグル

ープやサークルなどのリーダーとして，基礎的なスポーツ指導や連貸にあたる

人材を義成する．〉日本休育協会公認スポーツ指導者責格は，平成17年度より祈

制度が導入され，この責格が祈たに設けられたっ

●認定方法：以ドの所定の箪位を修得後，叫翡した者が認定される。

●認 定料 :6.300円（史祈なし）

●参 考： （財）日本休育協会

http://wwwア．japan-sports.or.jp/ coach/index.html 

科I1名 単位

共通
牛涯スポーツ概論 2 

群 II

スポーツ社会学 2 

健康管則概論 2 

I ' 心と身休の科学 2 
専門科目

群 II
スポーツ心理学 2 

救怠処骰（実習を含む） 2 

スポーツ経営学 2 

スポーツ阪学 2 

I スポーツと地域賑興 2 ， 

修得年次

I 

2 

2 

2 

2 ・ 3 

3 

3 
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資格3：障害者スポーツ指導員（初級）

●認定団体： （財） ／ j本1岱古者スホーツ協公

●資格の概略： I硲古者の適性に応し t~ スポー、‘· ‘ ノ レク）エ ／ヨンを迎して．健康・体）Jの糾

抄,.l,1‘1i進と説技）Jの111JÎ．に寄りする者を氏成する l̂．位脊格としてl|！級． I・^級

かある

●認定方法：以卜の1リi定の i札位修得後， 119，心した者か，忍定される

●認定料：認、、Jし1"15.00011]，年公費3.5(）（）|ll (lイ1• 1IJ) 

●参 考： （ll1) | | 4寸昴古者スホーツ鳩公 ht lp: ＼¥ ww.jヽad.or.jp

，
 

夕系~' 科11名

'l:iJI:スホーツ概直

学科」し逍

！平111irf II 
1 スホーツ刊、、J:'.I1 

I ------

i ii i立

2 

2 

jl参1＇｝イ1-次

l. 2 

9
-

スホーツfI公学 り／一

スホーツ心J川学

1,1/. l"J f;、1← l l, 

i ltl’II 
スホーツ舒‘i:『学
.． 

スホーツ 1匁学

？
l

-

ツ
l

ハ
／
l

り/―

)
）
 

、
'

9
l
 

ッl

）
）
 `ヽ

資格A：心肺蘇生法

●認定団体： （li) |1本ライフセーピンク協公

●資格の概略： 11本ライフセーヒンク協公0)11ど、＇心責格 0) •つて、救命の連鎮を J:|l'ii『し心）l履炉1•

怯かてきる者を氏成する ライフセーヒンク訊動の導人貴格でもある

●認定方法：救急処ii','を1復修し，投業の中てぶ験（レホートおよひ丈技）を釘い、合格した

者か，忍定される

●認定料： 2ふOOl'J

●参 考： I牡） 11本ライフセーヒング励公 http:,n,・,,・.jla.gr.jp honw.!1tm 

Iヽ•-- -•• • 9 ● ••••—---• t. .--• -.. ．．..--- - ? - ．....... --•ー・ ・・・••----. ． ---- --． ....— ●●● •— ---• 
系列 科II名 ii叶立 修得年次I •—- ； •-• - -•--—---• •------,—---• •-• -• ---- 9•--- ---- •--•一

，学利•]し迎 I> ,II
| :l、文急処it'i『)こ胄を含む） 2 2 

_ ___J____巫 ・—~ | -____J 
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資格⑤：ベーシックサーフライフセーバー

●認定団体:（特）日本ライフセービング協会

●資格の概略：日本ライフセービング協会の晶定責格の—つで，海浜における救助の知戚・技

術を持ち，ライフセーハーとして活動できる者を投成する ライフセービング

のスポーツ訊動の導人ともなる 日立責格として指導員責格がある

受溝条件は，泳）J (400m を 9 分以内， 50m を 40秒以内，沿行20m以 l••9 立

ち泳ぎ；分以j:）があること

●認定方法：学外集中で実施する その中で試験（惰叫および実技）を行い，合格した者が

忍定される ii[細については別迄オリエンテーションを行う-

●認定料： 7,000円，その他実費 (1iii[l、溝帥料，施設使）11料など）

●参 考： Il本ライフセービング協公 http: www.jla.gr.jp homc.htm 

資格⑥：アシスタントマネジャー（受験資格）

●認定団体： （財） l —1 本休有協会

●資格の概略：日本休行協公公認、スポーツ指導者脊格の→つで｀総合/¥!Jの地域スポーツクラ

ブにおいて，クラブ員が允実したクラプライフを送ることができるよう，クラ

ブマネジャーを補佐し， クラブ経貨のための晶活動をサポートする

●認定方法：以ドの所定の単位を修得後，，忍定l寸l休が実加する特別溝胄を受溝し，試験に合

格した者が認、定される

●認定料：受験料2100円

責格登録料10000円 (,1年間，初lll]登録IIオのみプラス3000Iリ）

●参 考： （財） 1 1本体行協会 http:._-,vww.japan-sports.or.jp. coaclvindex.ht叫

I • ----9 
.., -

系列 科Il名 爪位 修得年次
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学芸員資格

本学では，人文学部lKII象文化芹科の学化を対象として，学芸且責格収得のための科llをlffl，溝し

てしヽます 学公員は， 1＼り物館におかれる内l"］的職ししてあり．科学・歴史・民放・応術・動柏物等

各釉の博物館に展ぷする責料を内lIL]的な知晶に払づいて収集・保竹・展ぷし，利J廿者に対して況

lリJ.助，i・指埒を行し、、また晶1HiJf究し，その他これらに 1月連した1i業に従'liします

人文学部の学I卜.は，必修の 7科 1115単．1立を収得すiLは，学じの学位を得るとともに，学芸員責

格に必要な凩位を得ることができます ただし，この 7科llは＾部を除き 1rll廿利甘であり，卒業

裳件に必災なり叶立数にはり人されません

なお閲物館‘)こ胄 I・ tしり物館丈習 IIの）役修には丈習費30.000ド］か必裳です

さらに丈胄牛の受け人れをお願いする 1,!}物館の都合により，特に拇物館実宵 IIでば文晶生の放

を制限する場合もあります そのI釈には，学芸員の職に対する確1古］とした心望を｛応忍したに第

2. 3 学年で生涯学や／論・ I•り物館概論•閲物館学各，詞・視聡‘此教有・教育）恥坪•閲物館‘Jこ胄］の

↑ij叶立を収付し終えた学I［か，俊凡してt専物館実宵 IIを履修登録できます

また， I·.,;山の学〗；日の職務を遂行するために相）心の内門知議か＇災求されます

本学ては，文化史・民俗学・考古学・）こ術史・地心の分野から科•ti を股修できますのて，各分

野に裕ける利［」を柏極的に単位取得し，［り門知識を閥めるよう要望いたしますe
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博物館学芸員課程講座科目

戸―--

l 科 l] I 本学間溝科目 単 位 履修年次

牛社学宵概論 生涯学習論
-I口＿2 | 

. ． - ---• __jー•~-- 2・3 

博物 館概 論 博物館概論 I 2 I 2 ・ 1 
_ ___j  

博物館経営論

i 博物館資料論 博物館学各論

1，/:1:勿直fi直□：ー：口：：［ 1／ :—.ll .／. : ---+-• 

4 1.3 
I 視聴謡教有メデイア論！視 聴 ‘i恙 教 育 2 , 2 ・ 3 
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1 社会福祉士国家試験受験資格 I
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社会福祉t国家試験受験資格

（ネhitII:斎怠{?']をi;1; fili i:ll]糸怠(「‘予：平I・)

I.社会福祉士とは

付公付け‘1II:｛よ．礼公ti,,1札1,、1/l"J戦の1叶家責格てあり．杜公礼闘I:I:及び介設flげl|1：社、によって 内

1"J I'[J)、II,，設及ひiki付をも→て．身休 I・^ れしくは帖f1|l|．の1外尺りかあること人は環炭 1:(}）即山により II

噛'[活を管むのに Jil位i.かある者の柘濯に1月する相成に応し．助， 1̂．指導．ネi叶lIサービスを提供す

る者または『人1'：1|）その他の保健1欠燎サーヒスを捉1共する者その他の閃係者との連絡及ひ，，）1,j1やその他

叫這をhうことを菜とする者！ （1lll社、第条）と定jいされてしヽ る

礼公杯'ih11か働く載域と職神は、各柿礼公杓濯施設の指怜L1.'J:.ii'i.Z扱且・相談li, 4、II，淡機1月

(}） +1 1,l}: l i囀公的械1月（児 ,'i'i1'l1成1刈や伽柑 'Ji務所のケースワーカーなと）． I入燎樅1月 (1入燎ソーシ

ャルワーカー）． ど人保健｝血は (+11，次且） ｀地域且括と長センター， ti公礼叶11I肱人公のコミュニテ

イ・ワーカーやボランティア・コーデイネーター，介設保怖＇れ業のケア・マネシャーなと多岐に

わたる '「ljl1'1「能力が小 1分な人泣をよ扱する1成介後見聞1文（成年後見人）なとにおいても礼公fl1,1

祉卜は砧趾1してしヽ る

II. 社会福祉士をめざすには

礼公fi叶l|l:0)責格を収得するためには、本学でい］家，式験の受験責格を得た後．年 1[11|＇）こ施され

る［1|泳試験を受験し．合格しなけれはならなし、 日家ぷ験の受験責格を得るためには，本学で1’ji

牛労働加）指定科IIを仝て平位取得する必＇炭かある（｝< 1を参照）

礼公祁濯 l:|I']家ぷ験の合格牽は約30%としヽ うりili|｝[］であるが． ・1年次から 191分1fl身の学胄スタイ

ルに応した』訓的.'.,<かが的な学胄を継紬することて．合格の l[［能刊も閻くなる

また、本学には， ti：汁闘l1：をめさす人心を文扱するfi闘l教行センター（上＼棟 l階）か，没iili：さ

れているのて、利湛的に活）llしてもらいたい（r[餞Illは88貝を参照）

指定111 ]の履修につし、ては以ドの、1,1.(ぷ噌虞し， h叫IJとして1肘溝年次に平位収得する必＇炭がある

I. 衣 lの1月連欠ll,i瓢域のうち， I"]家試験受験責格収得のためには 1と5ば必す巾位収得しなけ

れはならないが． 1， 2, 3については．その 3科IIのうち l科 11以卜を単位＾l［丈1りすることで

囚家，，式験受験責格を収得することができる ただし， lk]家ぶ験では，その :-in11かすべて出題

されるので， 1k]家試験合格のためには：｝科IIすべてを1役修することが沼まれる

2. £< 1の知識似！域のうち， 1叶家試験受験脊格収得のためには 6から9は必ず凩位収得しなけれ

はならないか， 10,ll, 12については，その 3科IIのうち l科 II以 1：を爪位収得することで1LI

家試験受験賢格を収得するこができる ただし， 1k]家誡険では，その 3科 llがすべて出題され

るので， lk]家ぶ験合格のためには 3朴IIすぺてを1役修することか望まれるし
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3. 表lの技術領域については国家試験受験脊格取得のためには， 1妬から16のすべてを単ぷ／．．収

得しなければならないが，本学では1311は，それらに該‘りする科llが IとIIの 2科[]に分かれ

て間溝されているので，その両方を爪位収得しなければならない。また， l4～団の科目の履修

については，それらが実習関連科l]であることから，別に定められている股修条件を満たす必

変があなその詳細については，各年次に行なわれる履修況明会や現場実曹況明会で説明する

ので，それらに必ず出席し，履修条件を満たすことが必災であるっ

4. 実習（社会輻祉援助技術現場実曹）の晶手続きや詳細についても，現場実習況明会において

品明するので，それに必ず11,11甜し，手続きのミスや遅れのないようにすることが必裳である。

なお，社会福祉援助技術現場実宵の登録費は，履修年次に別に定める額を納人する勺
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III. 必要取得単位数（よ 1)

r11
ハ

成

^
μ
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法令指定科 ll 本
---------------~-----------------------

名・科科 ti 
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^
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ネ
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‘
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J
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J
 杜公学
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2
 

ー ． 2 

‘‘‘’~ * f̂ 
•t 

ゞ
j
‘‘ 1

＾ヽ)
-
、>
Jし

ウ
l l ・ 2 

朕学上般 I

介設概論 l

ネI:'.i?tM祉ム｝）；［，命

翡齢者伽祉，倫

l硲‘'り者伽祉論

児 l‘itfhihl論

杜 公保 1硲論

公的 扶助論

地域伽ネfl: I倫

礼会伽祉援助技術論 l

社公伽祉援助技術論II

礼公付叶II-}尉l)J技約演胄 l

礼公福祉抜助技術油背III 

ti:会伽祉援助技術

現場丈怜I 9 6 

社会福祉援助技術

現場実胄指導

(1i-1iij. 1i後を含む）
••—• ● ●● ●●ー・一• . ．．．． . ．．． ， . . . —•• ●ー・ ・・・•• -• ... ． .. ~ ．． ...9. ． ~ ..．． - -- --- •ー．．．ー・• . .．．．------

伽祉総合学科の学生は卒業IIかに児廿'iti{I祉い］，身伽靡古：者輻祉＿Iij，九ll的I硲古者福祉い］，社会伽

祉i：▲，li，児屯指導員の各責格を収得できる ただし．それらは，社会福祉！：の責格と異なり，

Iヽりl"J機1月・施設で担‘り職且として任命された後にイi効となる1f:)Ij責格であるし

4 1入学・般

5介設概繭
...  -- -．..．..．.． 

6社会伽村））;(高

7 -t人伽刊論

81笥古者伽祉論

り児侑伽祉論
l(）社会保 1硲論＊＊

l]公的 i)、助溢＊＊

12地域伽刊繭＊＊
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1:;社会伽祉抜助技術繭

欠II

識
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域

技

術

飢

域

14社会伽祉採助技術
油・胄

15 t I口公fili礼li及リカ1支術・

現場実宵
....... ・・・・・・・-・・ 

16礼公輻祉訟助j支術

且い易‘)こ胄指導

甘
．．．．．ー• -

叩立履修年次
--1 • -•ーI.. ・・--

2 i l ・ 2 
＊受験責格とし

‘ては，法令指

定科I!I~- 3 

の内 l科 11以

ト選択必修

ただし， 1E)家

試験では 3科

II IIけ姐
・ •- -• •ー・一・・ ・

＊＊受験責格とし
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の内 l科I!以

t選択必修

ただし， 1叶家
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福祉総合学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表 2)

• --

科 ll 群
．＿ ＿ ＿ ＿ 

| 
学科共通科ll lfi: I 
（）よ礎科ll群）

--- ・• --

学科共通科ll lfi: II 
1-フィールド学胄札II『(II!

-.．-、----
学科共通科IUff III 
（コア選択科ll群）

ー

-- -

年次 9] 

...．．＿... I 

{l ^ 上次

3科116川1立必修
・------"---------------

この『l・lli作の中から
4爪位以l̂．選択必修 9

'--------------~-----------

この利lllffの中から
6爪位以卜選択必修

、'---• -

社会学②

心理学②

法学②

介護概論 I②

・・• -

3 年次 4 年次
．．．．．．．．ー・

専門科ll l罪
| （選択科Illt乍） ， 

92爪位以卜選択必修
，医学一般 I④r---- I 

社会福祉原論④

高齢者福祉論④

児童福祉論④

障害者福祉論④

社会保障論④

公的扶助論②

地域福祉論④

◄―関連知識領域

＇ ◄ 知識領域

~一

i 

~．．．、 ・ ・・
必修科IH詳

i1位必修

― ― !  

l 

--

ゼミナール I2 

. 
ネ［公fll'1t1I:1.¥1l"lfiJI究I1 ．．．．．．． 

札3公fi闘I:'りl"lfiJI究Il4 
し—- --- -

札．公filI打l-1, t、)1 1 {i) f究I1 
- -

札公ネi,'1h11，し）Il{iJ|：究Il4 i 

一
ゼミナール II2 9 

仔瓜科tI iff 

---―|  

！ 

以卜の科Il ltI 及び他学郊より 12 爪 f立以！—.を選択必修

・文萎

丈ッ娑
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立
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9
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ー、汐
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禾
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30 

70 

36 

106 l 

---

18 
．．．．ー・

124 

汁）網掛け店1・11は， ti公ti,,1ネIll:lI I家試験受験責格収得のための指定科11てある

それそれ，関連知識領域， 知識領域， 9寇讃領開てある
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精神保健福祉t国家資格受験資格

I.精神保健福祉士とは

粕神保健伽礼11：は， 1997I平成 9Jりに誕’l．した柏神保健飢域のソーシャルワーカーの11、.)家責

格てある

「粕神保健伽刊 1:0)責格を定めて，その業務の適正を図り，も，j て粕神保健の向 l：及び柏神1外';

、古者(/)ネl1,1{•I|0)lii進に寄りすることを ll的とする（第 1条）」と定めた粕神保健ti叶11I：社、（公布：

平成 9年l2月1911ilJ|！第131 }}）には．次のように定義さ iLてし＼る

「粕神保健朴闘I:I:とは， 第28条の登録を受け，柏神保健付闘11：の名称をlllしヽ て` 柏祉11硲古者の

保健及ひ祁濯に1月する Iりl"HIり欠ll,11炭及ひ技術．をもグ．）て柏ネl|l:J内1むしその他の1入燎施設におしヽて柏祉l怜';t古

の1公燎を受け， J..は粕刊11;,;，;ヽ 囚者の礼貪復帰0)促進を図ることを 11!'Iりとする加，此を利JIjしている者

0)礼公復帰に1月する十II,，炎に応し・助I;・,指導， 11常II砧 へ の 凶I心のために必＇炭な，， Jll練その他の仮

助をhうことを業とする者をいう」（第 2条）

すなわち，粕神保健伽祉 I:は，粕神l砕古者の俣健およひ伽祉に1月する'、1Jt|＇’j的知議・技術．を）Il

し、て，粘神1硲古者の社公復帰に1}［Jする相，，炎仮助を行う者であり． したかって責格取得後の職域

には，粕神科l)渇翡訊l,i［会復帰嵐，支，竹叉叫クループホーム，保健）州や粕神保健札濯センタ

ー，救，，隻嵐，丸 11/1I：嵐は、ハローワーク， fi,｝祉’Ji務所なとの相，，炎窓11から施設やセンターなどの

多くの場[l,IIての活蹄か期特される

II. 粕祉l保健礼闘II：をめさすには

粕神保健伽礼 l:0)責格を収得するには，本学て11cJ家試験の受験責格を得た後に，年lllll l)lド旬

に丈施される柏神保健付闘I:l:11q泳試験を受験し，合格しなけれはならなしヽ 受験科11は，「柏神

l'J、.＇芹，柏神保健学，粕神科リ Jヽヒリテーション学．粕神保健伽祉蘊，柏神保健杯濯扱助技術；礼

会伽祉J駅，，倫，ネI会保1硲論，公的杖助論，地域伽{II論，＇じ J川学， ti公学，社、学及び1入学・般Jの13

科IIである

また，本学にて粕祉I1呆1建祁廿lll:l l ]家試験の受験責格を得るためには．ネi1,1朴1総合学祁祁濯心則コ

ースにある実宵を含めた [I’JJ:It労働省の指定する科•11 」の令てのiF1立を収得し，大学を＇、や業する

必炭（卒業見込みも 11[)がある（」＜ ］を参照）

』、1にある 1Jji牛労働省の指定科IIのうち．知識伯域の粕祉ll'ぺ学は本学ては粕祉l|'及学］．粕神l匁

学 1Iとなり，粕神保健学は粕神保健学 I・粕神保健学 1Iとなってしヽる それそれ I・ IIともに爪

位収得が必＇炭となる またItl辿知，，；砂J.！域の1入‘]と・般は1矢学＾般 I.［りく学・般 1Iとなってしヽるか I

の旧立収得が必裳となる

』ヽlにある指定科Ilのうち疇｝、11,ii'砂J]域の付公t/i¥tll}恥倫，杜公保1硲，譴公的扶助論，地域伽祉溢

の 4科 IL I月連知，誡領域の1父学＾般，心且1！学， fl．会学，仏学の 4科 llは．礼公伽祉1：受験責格と
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共通の科日である。努）Jすれば両責格のダブル受験が1l-［能である。

表］にある指定科目のうち，本学に設ける技術飢域の桔神保健伽祉援助実習 9単位には，実背

指導 3爪位を含めるへこの実胄の手続きや咋細については，「実習況明会」において指小がある

ので必ず出席し，特に手続きの遅れや捉出内類にミスが無いようにすることが必災である なお

実宵の登録費については， 3年次に別に定める額を納人する。

粕神保健福祉士国家試験の受験については， 1年次より叶圃的に継続することが沼ましい。

また，社会福祉応／廿研究や別に設けられる受験対策溝庫などを柏極的に活Jllすることが合格へ

の近道となる 参考として，伽祉心理コース「粕神保健輻祉l：殴修モデル」を表 2にがす一臨床

心理学閃連科甘も ln]時に履修していくことが咆ましいし

表 1 精神保健福祉士指定科目

[：＇999.[ 

原生労働省指定科甘
必要 配‘_13

備苔iit位放
本学：開講科li 叩1,i数

年次

月連知載領域

1)［笈学鳴交 4 医学＾般 I 4 1 ・ 2 ※阪学鳴足IIは選

阪学一般 1I 2 2 4) ｛ 

2)、心理学 2 、しヽ岬学 2 1 ・ 2 
※(2)心理‘芹，社会

学，法学のうち
社会学 2 社会学 2 1 ・ 2 l科 l]以卜選択
法学 2 法学 I 2 1 ・ 2 必修

~^ 
ー—

i 

訓識領域 ' ： 
: 

3)粕神阪学
I ＇ 

4 粕神阪学 I 2 l ・ 2 

粕神l'尺学 II 2 2・3 ， 
＇ 

I ! 2 ・ 3 精神保健学 I 2 

I精神保健‘‘;:II 2 I 2 ・ 3 
： 

湘ili祉I平ド）ハビリテーション学 4 ! 2 ・ 3 

粕神保健怖祉論 6 : 2 

ネI•こ；ミネli ネII•Hi(,，命 4 l ・ 2,※(8)社会保1硲論，

社会保障論 4 2・3 i~I礼If夫JJ)J,l命，地
域福祉高のうち

公的扶助論 2 i 2. 3' l科 ll以 1：選択

I地域伽祉論 4 2 ・ 3 ! 必修

l 

内『神保1建礼濯長助技衛総論
t 

4 1 ・ 2 

し（）i精神保健輻祉長助技術各論 4 精神保飩佃祉扱助技術各論 4 2 

」！粕神保健伽祉按助油胄 2 翡iり神保健伽祉援助油宵 4 , 2 

2粕神保健輻祉抜助実宵 i 
， 

-- ----- | ！ ＿＿ 

粕神保健伽祉援助実i)，'/I 
(＇li.Iiij.,lt後指導一を--含-む） 1 1 

， 3 
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表2 福祉総合学科福祉心理コース精神保健福祉士履修モデル

1平1tI l l罪 I{f：欠
I.  ・_:: ::_ー．．．．．'------ ---_・ _____ : 
J11S{V想科 Il l詳Fundamentalsof 

I (必修） English I 2* 
伯恨メティア演胄 l2* 

晶礎セミ l2* 
|........• →,  - -------•-... -...•---
！フィール lヽ、福祉擬似休験2

学胄科ll lf（地域ホランティアl洲修2

Iコア選択科・人間‘、J‘;:2
l l l詳 女‘『I才柏祉溢2

地域ボランティア 91年2

ジェンダー論2

l Ih | l ll科 11Hr柏神［ク、．．学 I2 

い神保健輻社会糾祉原論4

祉 I:選択科 i

11 ()、II識飢

！域）

粕神保健輻］粕神保健伽祉扱助技

胤卜選択科術総論4

) 11 (技術飢

賊）

！粘神保健伽 1入学肴支 ll 

| hl」卜選択科心即学2

9 日（I月連知社会学2

識飢域） 法学2

内門科11群臨床心珊‘f:T2
！ （選択科ll) 

2年次
．．一

柏恨メティア祉噌 I2 

≫、ヽ汐
••• 

ーIり

3

粕祉l［応＇i：'.II2 

I i’1]神保健学 12

！粕神保健学 II2 

机附Iリハヒりテーション
1礼神保健伽祉，，命6

社会保［卯論4

i~llり 1大JJJJ 呵年2
地域伽祉高1

・• - • --• 

粕神保健伽祉抜助技粘神保健伽祉扱助‘[i外

術各論4 9 ('Jfl/6, 指唸3)

粕神保健付げIけ及助演

習4

［笈学 般^ II2 

1 { I : ・次

臨床心刑‘f'.II2 

認知』じヽ｝り！学2

人格心Jり！学2

| 
I、1}|'り必修科

[l l群
..  

4:、Jlj!j釈社灌牝II倫2 1g:/；）iこ、じヽ且財支社、:1本
心即アセスメント）よ礎丈亨12験丈胄2

1饂り、、し』州ケース 9スタティ訓骨2il：公ネ闘I:'、り1111研究 Il 

地域l笈燎伽礼繭2 ネ1公輻祉応Illi軋究 Il 

l欠療ソーシャルワーク 11(il

伽祉リスクマネシメント2

くすりの知識2

牛活と環塙2

ゼミナール I2* ゼミナール II2* 

10 44 29 12 
-

125 

i t) ＊月］は必修科ll
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保育t国家資格

惰蘭hl総合学部 祝祉総合学科fども福祉コース）

l 保育士とは

保ffI：は， •般に似育所なと児 ii'噌闘I加，没におしヽて j'• どもの 1は行を行う者てあり， 平成15年11

）」の改 l|．児,'i¥i'i,,1介1社、他f［により lI•-I 家責格とな 9）た 児,w;:闘l:iよ第18条の 1 (平成15年11)]以降）

によって，「都道府県知'liの登録を受け、保有卜の名称をljjいて，＇、り l"J的知識及び技術をもって，

児州の保育及ひ児 ii’1(}）闊，凡行に対する保介に I½] する指導をhうことを菜とする者」と定］こされて

しヽる

似ffl：か働く職域とは，慟く視辻の［どもを飢かり保介する公立や民間の保有所をはじめ，児

,'i'，加，没，久II的詞’；古児嵐はなと(})児，れ伽祉I血設における児 i'j'i指柑且，また，テハート，公共施設な

と(}) 4待的に fともを打＇（かるか應設， 企業保行なとかある

]] 保育士をめざすには

本学の札濯総合‘ヽ ；：：；i|濯湘総合学科［ども怜濯コースは，指定保有 l::i,t成施設てある 本学 f

ども怜濯コースて， 1］ut労働省の指定した科llを全て車位収得すると，卒業と 111]時に保有 l:li:]家

責格を収得することかてきる

l. 本学の j'• とも fil,1刊コースの ll 的は，本学の建学の則念のもと．指定保官 l.：壺成施設におけ

る内l"l的な学術仙究を通して， 1K]内及ひlし］1：祭ネ1会において［どもの健令な保有に貞1t応する人

材を氏成することである

2. f-とも伽刊コースの履修を希笠するものは，人‘、Jゞ ：年度の 4月4くまでに． Iりiうしの fども伽祉

コース仔録屈を． fi闘I総合‘'和＇i|；巾務‘本に捉出しなけれはならなし‘

3. j’＾とも札濯コースヘの編人・ 11広人ば之け人れなし‘

4. 1呆官 1：のIL]家責格収付に係るIJ/／卜労働省指定科IIは別｝、の通りである 仝て収得しなけれ

は保frl:O)jl,.]家責格は収得てきないのて，留、紅すること

5. 1呆ff‘jこi)，、1の晶手続きや，沿細は，保行）こ胄，晶1リ］会におしヽ て，，lt明する 必す，品明公ぐりには出席

し， 「摯きのiJ,1Jれや間迎し、かないようにすること なお，｛呆介実胄の登録費は， 2,3. 4年

次に，別に定める額を納人する

＊ 本学の付闘1総合学部伽刊総合学科 fども伽祉コースに所属しなしヽで， 1呆ftI：の責格収得

を目指す学化は， 応の受験責格を満たし，各都追府県か実施する保存1：試験を受け合格するこ

とで，川家責格を収得することができる （伽祉教ffセンターにおいて，保有l：受験の柏報提供

を行っているのて， 99「しくは， 87貞を参照）
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（別表）

指定保育士養成課程に関する科目

← .  --------――-------

系列 l 本学開設科l-i
-~-----·-·--

!、情報メデイア演習 I
I ＇ジェンダーと福祉社会

サスティナブル社会論

i Fundamentals of English I 

生涯スポーツ概論 2 : 2 

［スポーツ科学 I
----—--• - -------•ー•----＿_ | 2 l 

社会輻祉原論 4,  1 ・ 2 

社会福祉援助技術油習 I

児箪福祉論

保育原理

菱設原坪

教育原理 I
'--．,  ---- -

：発逹心理学

保育・教育心坪学

! 2 小児保健
マ
示 1 小児保健実習

夕Il 小児栄鈴

精神保健 2 

―- -f一家族援助論 2 
保脊内容（総論） ］ 

保有内容（健康）

・保育内容（人間関係） ． 

保育内容（環境・ぶ葉）

保育内容（衣現）

乳児保育

障古児保有

義護内容

教

義

科

日

1

系

列

凩位

2
 
2
 

配‘11年次

2
 

1・2 

1・2 

ー

．一

『情報メデイアi賓習 IJ 
9「Fundamentalsof English I J 
「牛涯スポーツ概論J
「スポーツ科学 I」
を含み 10単位以l遺^ 選択必修

ゥ
]

4
 
4
 
2
 2
 

2
 l ・ 2 

2
 
2
 

ー・ 2 

2
 ?
]
 

4
 ー

2
 

必

修

、、才

ll 

3

系
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2
 2
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3
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 ー ゥ
]

ー り
と

2
 

3
 ー 3
 

2
 

2
 9
]
 

ー 2
 

r ヽ•-•一

4 ：晶礎技能 (i"i'楽）

系 ），騒礎技能（造形）

列 ）よ礎技能（休行）
_．．，̀ - ---•- ---•. -- -•• 

i 1呆宥実宵指導 I

保育実宵指導 II

1呆宥丈胄 I

保宥実宵 II

5J
系

列

6

系

列

総合礼灯胄

2

1

 

9]

？
l
-
2
 

~.4 

1

2

2

 
り

1

3

2

3

4
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系列

保

ffllの
本
質
・

lI
的
の
則
鮒
に

閃
す
る
科

11,
J
L
、

I
¥

凡

り 齢古者ネlii札l論

J心則‘予

臨床心則学 l

臨床心則‘‘i::II 

修 1月、、）j保 仇燎‘ノーシャルワーク論
す 11、-fi

！る
のの地域ホランティア直

| [|← {‘I [〗＾喜地域ホランティア研修
I l ~. 

保
行
の
対
象

)
＂
k
n
牛

t-

o
j
i
伍

川

{

ー
：
る

Isi

~El l
;
‘
 抄｝

必

ll 
l 

Jls
礎

K
人
ヒ
ヒ

1
ム

IJ

本学間は利• | l 
..... 

伽祉と文化

伽hl：文化繭

地域伽祉論

ネ1会学

幼児造形

i幼児休育
ー・↑ • --- --- - - ----― 

1呆有‘jこ胄廿や祁1Il
実1呆―....．..
ン）,：J土く
I I I J 

保有‘jこi)，'/Ill

保ff‘jこ胄I¥'
------ -- -

T
 

V
-

k
l
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.
 ム

-
2

~
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．
 

ー
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,
1
 

ー

ー

ヽーし甘
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I
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l
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4

2

2

2
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1

2

2

 

2

3

2

2

2
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1

2

 

12l~ll 

名
▲

1
)
 

＇ ＇ ＇ 

2

2

一ー

3

2

 

．． 
2

l

 

18爪位以卜選択必修

9
]
 

3・4 

3・4 
... 

4 必修
----------, 

4 いずれか選択必修

2 4 
．．．．．．．．・•....
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福祉総合学科子ども福祉コース保育士履修モデル

□― -
| 11日群 1年次 2年次 3年次―- -- --- ---- -- -- -- ----- --- --------―- | ----4イ［：次］
！教義科甘

- --—--- --9 -―--------．．．------- ------~---- -~---

Fundamentals of English I z tt囁スポーツ概論 2

Iサスティナブル社会論2-------t,―-----―--――-- ------- --T―--------- - •- --―---•一―- --」
ロ＼報メディア演胄］：［―-- ---―-- ----------- ---_ ＿＿ ----- --------i-----——- --＿＿_ 1 

三ポーツ科学IJ_J_
---------l------- - -----------'------. -- ~----. ---_j  

シェンダーと輻札社会2,
-- ------――- ----- ------t -̂--- ----------＿ l —---------- | ---------t-、---~-----

必修科ll

！ 
_.．．．．．．．．． I 

---
社会福祉原論4 保育原坪4

- - -- --

I児ti,福ネl|＿I；扁4- --、- lネI会福札援助技術1崩やl[ 2 
--

＇教育原珊 I¥2 
__ --- --• [ ---- -----1 ---• 義護）原理2 附i'J神保健2

----—----~----

2系列 ［保在教育心理‘f:2 ！小児保健2 家放援助論2----- -•-i—-------- -- |＿--- -------_＿ _ _＿.、

！ ，小児保健実宵1¥
9―----- ------―---＇- ＿＿_ ______—---W -—----—- -------！ - - ----――- -:--- '  

小児栄投;---1
-------—------- ---- -----9-—-- -------[-- ----- ---'---，__＿＿ 

‘ ‘‘,「 l発泣心f朋f:2 保介内容嘉燒・パ羹I2 ---------~----~-~-------~---------—•--- ---------
3系列 ， 

1 
！ 乳児保育2 保育内容（表現） 1! --—• -----+---•------ー一ーロー ・------ -•-- -----― ←-- --- ----―-----------------l 

l 保育内容（総論） l， ！ ロー 1:圧五介（健康）1 二 1 
保育内容（人間1関係） 1， 

←―-- ---- -- ----- ---- ----- --------'------- --—- ---- ------ --—へ• 9 ---- -- - - -- -

―- —- -l 障古児保脊l_＿  口/----I 
i -------- -- -~-----------

尭設内容］
---

, 4系列 ，）よ礎技能
!----- 噂変）2)fl:礎技能（休育） 1 

-----------

- -~ --

5系列 ・ロE（造形）＇―．II2 
|｛呆育実習 I2 保育実宵指導IIl 

--- ----—•- ------ - -------~---- -------~ --- --------

| 

1保育実宵指祁 ll 9 総合油習2---- -- --- - -- ．．――----- ~ 

: 6系列 ； 9 | 
C------- ____ [ _______ --------—- ----------------- -----------•-l_ ＿＿＿-------- -

I選択必修科l」
口―-•-•一

保育の本質・ 11 1福祉文化論2 地域輻祉論4 ·—----

--••ーーロー•--• _＿＿＿ ＿＿ 

....．.．-

I 的の坪解に閃す 1福祉と文化2¥ ！ ロ禾l甘 ［社会学2 -―- •---—- —+—- -―----- -

一●● ＾ー ・・・・•-• - --• - 9 ---．．．． _．．.. ~•—••-- -• ● 9 -...  • ---• -•一、● •—•••--L----······ 

ト・一•--- -••一●●
ii硲．‘舟者糾祉論4

ヘ••-- -• ● ••—~ --..~ -..．．．｀  

解に関する科II
／国 の 対 象 の 即 i心坪学2

i 1iii lばし‘:f用学 I2 臨 I木心刑‘f'.II2 
ー・・ヘ•-―-- ．．． _..．・ •一 —●ー・・ ・• ... ．．..．| ＿_ ＿＿＿＿. ． ． ． ．．．． L .． ．． -• 

! 1呆介の内‘脊・）jij< L J’1'仰（に1見Jーし叫 lt）＇地域ポランティア佃修 2 ! 
ー、．．．．． t．上. ----• ［幼児休ff2¥ 

，ヽ・ ・...•一 T● ●●● ••—•-- --•- -..．．．----- —-. 

駐礎技能 i幼児造形2••一 ＾ ～ ～ー• 一• ••一•-- -．．． ． L _.． ~ ---- ． t •• L...-• - ..... --• --• ●●ー•一 ●ー一．．．．

保有実宵
任紅科•II 群

.. 

t •------—•••• ! •......... 

以卜の科iI群および他学部より 20凩位以し選択必修

• -..• -• -• -• • -

保介史牝IIIII人はI¥)_2 i I 
••-9. .----•—•• ●ー・ ・•----------------... I 

保ff実宵指”;q,m 1 i 
^•一••---• ●●●一●●●ー• --• -―.. • ------••---• •--•--......! 

,h |’'l店111lff 屈礎ゼミ 2 ゼミナール I2 ゼミナール 1I2 ．．．，．． 

年次iii位数

！累柏川位数
i 

36 

36 

ー•..．．--..．..．'------一•- -• • --• • • --.．．．．----•-

38 1 37 13 

7 l lll 121 
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介設福祉t国家資格

(tM朴1崩念{r]叉噌lS 伽祉総合学科介設輻祉コース）

l 介護福祉士とは

介晶礼げ11I:は、 1凶齢者や1;，,；i古行の杯濯を図るため．高礼裔者礼囁嵐没やI硲‘古者札濯施設における

介設サーヒスや1，州むにおける介設サーヒスを行うネ1公礼闘Iし1Jl|"j職のIll家責格てあり，社公付，ihll. 

及び介設杯濯 l：砂、ムによ＇）て 1'、1}|"l1,1乳II，誡及び技術を打って，身1本1̂9人は村汁ljl卜¢)1外'i‘，じかあること

により 11 常 '1活を貸むのに、11;,,:;かある者につぎ心身の状況に応した介設を 1 」し、囀、l~ びにその打及

ひそ(})介，lll打に対して介護に 1月する指唸を1」うことを業とする者」 (Inl法第 2条） と定］しされて

し＼る

介晶似付 1：か働く職域は，介，lIt1呆除施設なと各｛l[!礼公fiげl|l虹設の介設員・化泊と長il. +11,，炎

几),,;‘む介護サービス ’Ji業所の，，h|！il介設員囀：）内院の介護且なと多岐にわたり，各分野て介護の内

|＇’lJKii|’Jに J，いくよ抜や指導をりう 2 0 0 7年の社、改正により，その業務内容か「心身の状況に

1、し；した介設 とさオし，明確化か図らiした

II 介護福祉士をめざすには

本学の打闘1総合学til湘濯総合学科介設怜濯コースは，指定介り隻付闘II:i足成施設である 本学介

設輻祉コースで，原It労1動省の指定した科IIを全て iit位収得すると， 卒業と [,iJII、］に介設礼げl|1:|I,•I 

家責格を収得することができる

l． 本学の介設輻祉コースの II的は．本学の仕学の即念のもと，指定介設伽祉 I:::i足成加，はと

しての内l"l的な‘？胄・仙究を通して， Jり！念と技術を休得し．地域の介護に貞胤するととも

に， 1叶内外を通して介設の分野でリーダーとなり得る人材を育成することである

2. 介設杯濯コースのI役修を希望するものは，人学年度の投業Illl始までに，所定の介設伽祉

コース登録）川を，祁濯総合学部'li務窄に4,［出しなけれはならなし、

3. 介設札濯コースヘの編人・ 1l,1、人ば文け人れない

4. 介設祁',111卜のIk]家責格に係る）＇ /'I:．労働省指定科 Ilは別｝＜の通りである 全て収得しなけ

れは介設伽祉 1：のIk]家責格は収得できないので，留、紅すること

ふ 介設‘)、：宵の晶「紬きや，沿細は．介設丈胄訪糾/J会におしヽて況明する 必す況明会等には出

),',1,；し， 『紐きの漏れや間述いかないようにすること なお，介設丈習の登録費は， l, 2, 

3年次に，別に定める額を納人する

※ 本学の打闘l総合学部付叶11総合学科介，没伽祉コースに所属しないで，介設伽祉 1：の責格取得を

日指す学！［は， 定の受験存格を満たし， I，J)］|＾労働省か丈施する介設伽祉t:＂式験を受け合格す

ることで， l叶家脊格を取得することがてきる
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．ロ分
野

介護福祉士養成課程に関する科目
-- - ---------- -

法令指定科II
------------------------

科 II名
-----

>
）｝シ 人間とその小活の則鮒

社会伽祉概論

ど人福祉論

i 1硲‘、古者祁惰11:論
| 

i リハビリテーション論

礼会伽祉援助技術

社会福祉援助技術演晋

i レクリエーション活動援助法

名人・ 1硲‘，り者の心則

家政学概繭

S
l
l
 

礼

r
実9

^

 ゞJ
、L父正家

,＇9
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1

ー」＇

足舟芥．ヽいい一
．
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，＇’
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ク

璽

H
J
 

r
、

粘神保健

介設概論

9 ＾ ● 

介設技術~

I ---.... -·ヽ• ••••—- ----.....—•—•••• - -

，形態別介，，隻技術艮

.． ． ．  

介，没実習

------------------

介，i隻実宵指導

-----

本学間溝科II 
● ● ● ●ー・・・・●● ー・・

科目名 爪位／復胄年次 備考・
. .  ．．．．．←  

4 ,I1'  

I 

! 
地域伽祉論

i、心Jlj！学＇，

社会学 2 1 
---•..t• ••----- -•-

礼会伽祉Jti噂 i 4 1 

I闊齢者福祉論 I 4 I 

I障‘；杯者輻祉論 4 

リハビリテーション論

i社会輻祉按助技術論 I

社会福祉援助技術演刊 I

レクリエーション泊勁扱助怯

ど人・ 1砕古者の心即

家政学概論 I（住屈）

i家政学概論II（被服）

家政学概論1I1（栄義・［；/籾j!)
---

i家政学実習 I（住屈ー）

家政学実晋 II(被服）

家政学実習rn（栄蛇・』訊！）

似学般 I 4 

l欠学般II i 2 i 3 
--

i'柏神保健学 I 2 3 
•- •-.. 

介設概論 l

介設概論II
I t,9 • -'｀へ 9,.....-—

，介設技術 I

介設技術 II 2 2 
I UX.J -••ー・＾一 ・・ ヽ• ...．．．．．．- ---••ー・・• -•••一—•--- ---•し

JI：ク見畏けIJ1r;；隻オ支｛肘 I 4 2 

JIゑ応旨けIJ1r訊Li支｛ボ[II 

介設実習 I

介設実胄 II

介設実沖IIII
--

介設実宵指杓 l

介設実宵指導 II

介設実胄指導III
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日本語教員養成課程

I 日本語教員について

II本晶教宥とは， l l 本』を 1 、、J•11行としない人に外1 叱翡として日本』を教えるものて、日本人か

日内の‘・戸校制度て受けてきた11el,l{,i教行とは沢なります

l l本人だから II本晶を教えるのは的平たと息し、かちですか｀＇）］院は．逆に， I’,9,’j度な内l"J的な灰II

議か必要とされます グローハルな視、I'闊から 11 4%{iを分析．，；兄明すること， II本の文化や杜公を

晶1i1（O)なしヽように紹介すること， 文化的に児なる背凰を小『つ人々のグループを適切に指導するこ

と，なとの能力か求められます

II本』を学ぶ人の放はこの20年ほどて」，；l｝｝jllしており， ll本畠教員を） l指す人の数も附えていま

す 就職はそれほと容易てはありませんか，,,，•1|際化社会にともなって l I本講教員の‘ITM'炭は」，；li)くす

るはかりです 1 1 4%h教員の活闘の「場」は． II本11、.)内はもちろんのこと洵外の）ゞ 学・ 1|I 1貨校・小

学校・ II本晶学校・ lKll象交流1,tl1本・技術研修樅閃など，大変1111,,1）L、＼ヽ です 今． !11：界の多くの人がII

本』を勉強してしヽます これらの人々の求めに応しられる 11本晶教員が必災とされています

また， lI本晶教且を 11指す人でなくても， ll本，翡教且としての』II練を受けた人のリ｛文化コミュ

ニケーション能力は，将米．洵外と 1月連ある企業笠に就職を希甲する人，:¥p 0活動のボランテ

ィアや，洵外占年協）J|塚員としてI"Ii象的に活闘したい人にとっても役立つものになるてしょう

本学部では「教える知識」「教える技術j「l囁祭人としてのよぶt」を胤ね仙え、 lL)内のみならす

洵外でも活躍できる本格的な I!本，沿教員の氏成を目指します そのために， ll本晶教介に閃する

知識・技術の修得は勿論，沢文化間コミュニケーションに I¼］する科甘，あるいは ll 本の文化， I梵

史に閃する科11などlll|l}広く学背する独1]の教介プログラムをJll；訟しています

このプログラムの最人の特徴は， l叶内外での価修・実胄の他‘i:｛さと．必修科llとして大学内

で教介‘jこiJ，1を行なうだけでなく． 1, 2年次の知期のインターシップや 3,4年次の長期の教行研

修など，洵外での日本出教行を体験する機公があります これらはそれぞれプログラムの導人と

什 l．．けを ll的としているか， JJIlえてl-KI内の日本，翡学校でも研修が複数[11]丈施されます

なお， II本h{t教員としての能力を認、定する試験として「 II本晶・教宥能）J検定ぶ験」かありま

す（．ーこれは日本nh教有の知識および能力が日本n{f教行の専門家としての水州に逹していることを

＂l[明する検定です（本学の投成諜程では， lrI]検定に即して授業内容を構成しています

II 課程修了認定について

現時点では， I! 本晶•教員には，責格認、定や免 rIIl^ilJl 度がありません 大学や内門学枚などの虻成

機関は，文化庁からぷされた投成諜村に 1月する指針に）よづき，カリキュラムを糾み｀それぞれに

課利修丘忍定を行っています

本学も，所定のり叶立を修得した学生に，独自の諜程修八忍定[1]［を発行します（，修 J'nl［が必要な
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場合は，所定の手続きにより発行II1泊してください

間い合わせ先： F棟 3F 林 T•質先生研究寮

修 j'91止の[ll,lh先：イ吋叫東 1F )＼文学部1i務寮

皿 課程修了認定に必要な単位について

日本，翡教員佼成諜程に1月する科l]は，人文学部のIt]際文化学科・『1際交流学科に設置されてい

ます；

以ドの』ぶこしたがって，合社33り孔',:（必修25爪位，選択8凩位）を取得することで，修j'r，忍定

99l「が父付されますC なお，これらの科llはすべて卒業要件単位にも含まれます，＼

l. 、必修科U (25爪位）
|―-----―-------―----------- ---—-- --------------------―-----------

「

領域 科 ll 名 i単位 1-KII緊文化
| 

l．じl|祭交流 備考~
------------ - --- -- -... _ l_ ----- ---------------• -----

2 |＇：lj[|＂l)よ礎 I 如 "ll¥’
．．． - - ~-------

l-l 1-1本晶学概論 b ! 2 専門払礎 I '、iJl|（（l I¥T i 

本ピ—----- • -—— - ---

"- | l--j本晶の音声 2 内P'Jl 専門I¥'
． --------- •------- ~---. -----------------~ 

厚I l]本，翡の語低・心味 2 | ＼り1'il] しり1"ll¥＇ 

貪第，4,1｛砕l得論 ロロ］［ー （い日I¥ -i 
ll 日本泊の文法 b 2

 

専門 I ，，リ門IY

連連
引～月

一
r 
一
L Ii 

J ^ー・
t ir ー

,r冒＿1

•99,' 

22 

)-)--． 
． :1ヽ．}-.it-

r1-、YJi•91 
ー.. 1.I 乎人
オ'

.-文yイ・
（一ン-

a-bイ
去去ザ、vi、l

授デ一芝―才
教教ス

畠一晶一i
本本コ、'

~ ~ 日本五窃筏仏に閃するnij丈心白

II本閲教授法 c （教材・教具） 2 内l11Jl¾J辿

l 1本晶教宥fli.、11ja |') ~ ’、り1l'll見l連
ト・~•••—---• ----------------

------ 1'― 2 
'! lil心{.i.教 育'li41jb ＇り11111月辿

11:,-jゞ，iff孝文ff‘jこ沖／ 3 炉＂］関連

専l"J]¥ァ

炉"JN
L_ ＿＿.. 

’、tJil"J I¥T 
---

専1"1N

r-り1"lW 
し---- -•一

＇，りl"JN

「日本晶教授法 b
• C」を履修する

には， 「日本』の

文法 b」の爪位を

修得していること

を条件とする
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2. 選択科l1 (8単位．）

．． --- ----------- - --

飢域 利• I l 名 間 'r: lKil繁文化 lk［院交流
--------→ 

，i !！｛｝学概論 a 2 内I"鳩礎 I 内門 Il
I・....... 

I i•II{t学概論 b 2 '、り1"l)長礎 I E•り 111] II 
．．．．．ーー ・ --------

日本社会と日本illî i 2 学祁）1り礎 学部）店礎
-c--- ． 9 •-- -.．．.. --

閃，
コミュニケーション概溢 2 ‘ヽ芥部）よ礎 ‘‘;；'. i'｛|；晶礎

---- •- ．． 

連 礼公 li I]｛f学 4 叫 lllI 
-．．. ｀ ．．•-一 ．・•---．．  

利• 異文化間コミュニケーション論 2 
.．. . ． .  

専門J甚礎 I 専門 Il
一,__________ _ - ---

コミュニケーションインターンシノプ！ 3 'Yl"JllI 
I I :..• ------•- - ^ • •• •一―---• •.．．．．ー•-―---• •----• -- l 

日本文化概論 内1lIl}よ礎 I
I-••--------—• ^ •• -—――--•-―・・ ・• -．．．．-- ---」 t -2_――し•--̂——•-••- ••— -------

多文化卜1会高 2 しりl"l]1]
.．.  -- ー一 9 ^ •一・ - ー・・ヤ ー••

l 囁祭 l¼J係論 4 しりl"J閃連 ＇、りl"JI 

備名

{iの利廿より． 8

叩1i：以 l：を股修す

ること

~ー•一••--. ^ • -•--------~----~----~----------
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城西国際大学学則（抄）

第 1章 目 的

弟 l条 城 lJり11・I|摩大学（以 1ヽ 「本学」とし、う）は，教介）よ本社、‘l［ひに学校教行社、0)崖めるところに

従しヽ ，広しヽ 分野の知誡と深しヽ 1りl"Jの学iIIりを教長研究し，知的，凪徳的能力の泊ii足をはかり，もっ

て1叶家礼食に印訊し得る人材を氏成するとともに、人知文化の発展に寄りすることを 11的とする

第 2章学部及び学科

弟 2条 本学［こ経‘i;[|h恨学立I,.11,11繁人文学t,；|;． fiI1，ネ1I総合学祁．梵学祁・メティア学祁・観光学立1;

をiiり<

2 廿ijjj'［の学i9第に次の学科を iiり＜

条f‘,；；，亨、11 i j恨学i,i[ ： 総合崩f‘ド「学 1~:IO 

l1sll原人文学i,i|；| 1,.II；祭文化学科

| i 1 |；祭父流学利ク

ネili hl一舟怠{t‘、i’'i,i|； fili礼l糸怠{「‘予：困I

榮 学 i,'1|； 1入燎梨学科

メティア学祁 メティア伯恨学科

ij↓)¥'.;、芹祁 ウェ~ルネスツーリスム学利

第 3章修業年限及び収容定員

第 3条 本学の修菜年限は次のとおりとする

（］ 経‘i象I’I＼恨学祁， 1L) |：祭人文管祁， filif!I総合学祁． メティア学祁及び観光学i'，品の修菜年限は 1

年とし，在学年放は 8年を超えることかできなし、

(2 薬学部の修業年限は 6年とし，イI学年数は12年を超えることかできない

13) 人学人学前に本学のカリキュラムに廿IJして＾定の爪f立を修得したものか本学に人学する場

合， Iヽi,，亥爪位の修得により本学の教ff諜打の．i軍を履修したと，忍めらオ Lるときは，文部科学

大1:,:の定めるところにより．修得iii.位放その他の 'Ji坦を勘案して本学か崖める期間を本学の

修業年限に通りすることかできる ただし，その期間は．本学の修業年限0) ＾＾分の•を超え

てはならなし、

第 4条 本学各学晶の収容定且は次のとおりとする

----------~• ．̂^ ---------、- ------------~ 
学 名［； 学 科 人学定ii 編人学定li l|{’'ゞ‘ェ＊ 9 9 

（第 3年次）
介 Jヒ只

i経‘iオ‘|、1り恨学祁 総合経貨学科 50(）名 20名
------

l•Kl|；祭人文学 i,i|;
l Kl |；祭文化学科
l-Kll緊交流‘‘i:：科lりげ＇1-社‘合'fIII; f闘l紅合‘パ1上 3(）0名 3名 l450り

薬 学 部 1仄療俵学利 18(）名 - l(）80名
- ------ - ．．．．．．．． i ．．... 一・ ・ ・・

メティア学祁 メディア柏恨学科 180名 ］名 730名．．．．．．．． 
' 

．．． 
工し、］：~祁ウェルネスツーリスム学科 l2(）名 一 480名

-.＾一＾ --- ~--
I 

120名
12(）名 l(）名 ,
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―

―
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＿
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名
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第 4章職員組織

第5条 本学に次の職貝を骰く。

学長

闊ll 学 長

教 授

准 教授

溝 師

助 教

助 手

1i務局長

1i務職員

技術職員

2 Iiij瑣の外に必疫に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める、」

第 5章教授会

））戊 I)り [1•1 |：祭大学学月lj (j少） 289 

第6条 各学部に教授会をi悦き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 ‘'芹部長は、学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に1i故があるときは，学部長がfめ指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の淮教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる 3

4 学部教授会構成員の 3分の 1以上の要求があったとき，学部長は判該学部教授会を招集しな

ければならない 3

5 学部教授会連党に関する規定は，各学部において別に定める-

第7条 教授会は，次に掲げる1i瑣を審議するし’

1 教宥及び研究に関すること c

2 教宥諜程及び授業に関すること。

13 I 学'.l:．の人学及び退学に関すること。

i4 学牛の，，式験及び卒業に関すること。

15 学牛の袖導及び‘it:：,1］に関すること。

16 教授，准教授，溝帥，助教及び助手の候補者の推附並びに退職に1月することう

i7 その他‘‘図 こと

第 6章 学年・学期及び休業日

第8条 学年は． 4月 111に始まり翌年 3月3111に終わる 2

第9条学年は，次の 2学期とする

liij学期 4月1IIから 9月30IIまで

後学期 lO!JllJからン恩年 3月31日まで

2 I、ii項の規定により年間の授業II数は，｝以則として定期試験笠の日放を含む35週とする，う
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第10条 休業 IIは，次のとおりとする

il 11 IIN 11 

1 2 1 l l民の祝 11 に 1月する社、•i I'(II{{ ｛、1123年法il1• 第 178 り）に規定する休 II

i3 介lj立叫念 11 1 J J 2811 

i i 1卜］｛）J什、文 ：；）J 21 1 lから：l/J 311 Iまて

。 以期休菜 8 JJ l 11からけ｝l 31 [ lまて

（； 冬期休文 lこ）lご(i1 1から柑什:1 JJ 8 11まて

2 学には必裳により伽l［第 lりから第 (jりまての休菜11を変［し，あるいは1趾叫に休丈し，人

は休菜 11に実験・丈胄・油胄'、iをil化［することかてきる

第 7章 授業科目及び単位

第J]条 技業刊Il 1よ，予：｛1 ]し雌利11ill. I、1J'1'’j)，し礎Hllln・ ，、りl"J利 11m•牡，没什 11m • n111利11m

及ひ教職に1月する内1"」教官HIIとする

第12条 伽条の利 11は｀必修・選択及ひi'I1l1f、II I O) ：｝ ｛州とし、，溝ぶ~. itii,1州・実験・丈宵及ひ丈技

により iJう

弟13条 各長業Tll1(/)巾位放は， l爪位の長菜科 11を1511、]間の学修を必災とする内容をも＇）て構

成することを村洲とし，投業の））社、：こ）、し、し，‘片該投業による教官幼翡授業時間外に必裳な学

修笠をぢ應して，次の）／い‘{／iーにより爪位放を，IIりするものとする

, 1 ,IIl,11ぷ義及ひ油胄につし、ては， 15Hか間から3(）時間までの範ll廿て）く学か定める時間の授業をもっ

て］ iii位とする

2 丈験，すこ胄及ひ実技につしヽては， 30時間から15時間までの範1)1jて大学か定める時間の投業

をも＇）て 1平1立とする

2 IiりJ且の規定しこかかわらす， ＇や菜論文， 卒業価究， ＇や業製作吟の投業科 IIiこつしヽ ては， こオしら

の字修の成果を，［「仙して iiti立を長・りすることか適切と，忍められる場合には． こオしらに必要な学

修等をど應して，平位放を定めることかてきる

第］l条 各学祁におし、て1}ll/）応する長菜利• | i及ひ爪f立数は，りlj』<'2のとおりとする

第 8章履修規定

第15条削除

弟16条削除

第17条削除

第18条削除

第19条削除

第20条 学科共通科lUff. Iヽり1'り）よ礎科Il l判• Iヽりl"J科l.l l打及び牡設科H群の）1 Jより，各学祁・学科

所定の投業科II及び所定の爪位以 I^▲を履修しなけオしばならなし‘

2 他の学；i|；人は他の学科の長菜村・11は， II9「llJを得て版修することかてきる

第21条 履修する授業利11は、 1lj学期）リ［定の期間に登録しなけれはならない

第22条 爪位の晶定は， 11人験によって行う ただし，授業科IIの種類によっては，他の）j法によ
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ることができるっ

第23条 式験は，定期試験及び臨I翡試験とし，定期，式験は学期よ人は学年よに行う，

第24条 いずれの授業科Llも，授業時数の 3分の 1以上欠席した場合には，‘片該授業科[lの受験

脊格を失う，ただし，納気又はJ.：りな理lllによる長期欠席の場合には，特に考慮されることが

ある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる＿

第25条 各授業科 11の成紺詞『価は， "e¥・B・C・Fで表わし，,,.¥・ B ・ Cを合格とし， Fは不合

格とするう

第 9章卒業及び学位

第26条 卒業責格を得るためには，学祁·学科の定める投業利•日のなかから，経営情報学部は

124単位以上， I囁祭人文学部は126平．位以上，伽祉総合学祁は124庫位以上，翡も芹部は190爪位以

lこ，メデイア学部は126凩位以上，観光学部は124爪位以上修得しなければならないし ただ

し，「l 由科 H の単イ＼冒よ，卒業に必要な爪位数には仰人されなし、〗

第27条削除

第28条 卒業脊格を得た者には，卒業ill書を授与する。

経党情恨 学 部 総 合 経 党 学 科 学 卜（経‘[「情報）

ltl際人文学部国 1寮文化学科学．l：（［ •KII際文化）

国際交流学科学I: ([Ell際交流）

伽祉総 合学部福祉総合学科学I:(i'M祉総合）

染学部阪療薬学科学卜（ 薬 学 ）

メデイア学部 メディア情殴学科学l:（メデイア情報）

観光学部 ウェルネスツーリズム学科学l:（観光学）

2 学位．の授りにつしヽては，本学学（｛f．規利に定めるところによる 3

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 人学の時期は、学期の始めとする

第30条 学部に人学することのできる者は，次の各りの 1に該‘りし，かつ本学が行う遣抜試験に

合格した者とする

, 1 高等学校を卒業した者

,2 通常の諜利による 12年の学校教脊を修rした者

, 3 l 学校教脊法施行規則 (ll(Hll22年文部省令第11り）第69条の規定により，翡雰学校を卒菜し

た行と 1rij閤 以l．．の学）Jがあると晶められる者

すなわち

外川において，学校教宥における 12年の』打を修j’ した者，又はこれに準ずる者で文祁

科学）--::1:,:の指定した者

2 文部科学人いか翡笠学校の』｛がと 1rr]等の，I見利を介するものとして認応したh：外教介施設

の‘li該課科＇を修 rした者
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3 文祁利学）＜1:,:の指定した者

1 人学人学責格検定規利 (II{｛和26り文i.il；省令第13り）により文祁科学）ゞ1:io)1」う人学人学

責格検定に合格した者

5 その他人学におしヽて，相‘りの年令に辻し．応’Jぷ‘げ校を'‘'ヽ 業した者と 1n]等以卜の学））かあ

ると忍めた者

弟3]条 人学をよ粕する者は，本学）リ［定の「紬によって舶い出るものとする

第32条 人学を，介 11Jされた者は．？『約，りを沿え， 1リi定の期 l！まてに人学「続を完 J’ しなけれはな

らなし、

第33条 本学に学 1：人‘、化他の人学から本学に編・加、人学，人は学内におしヽて肋、祁もしくは転科

を希望する者は，その学祁に欠員のある場合選ぢによって，1『11［することかある

たたし，その時期は．学年の始めを It叫ljとする

2 他の大学へ'|広学を希望する者は，所属‘‘?ド|；長に加、、］噂ll を捉出し，学長の，1,1•II［を得なけれはな

らなし、

第31条 ‘,?I：人学，編人学人は加、人学を，1『ll［された者の本学人掌のための晶 r・紬は，弟32条の規

定に準して行しヽ，かつIii」)く学におし‘-c1役修したりiイ立の修得，1|卜1リl，りを捉出しなけれはならなし‘

弟35条 ‘、Jヽ；： I:人学．編・ llり、人学，又はル、祁した者は，その学祁に 2年 以u,：学しなけれは卒業す

ることはできない

2 学 l：人学，編・転人‘、i＇ら9 ;1_は他i.i|；に1月して．本 1,；し各条に規定しない 'lt坦につしヽては別に定め

る細則による

第36条の 1 教介 I•→ {i益と認められるときは，本学か協定，人は認、定した外1k] の大学の投業科 l l 

を履修することを，介 II［することかできる

2 1)ij川の規定により修得した単位は， 30爪イ立を超えない範間で本学におし、て修得したものとみ

なすことかできる

3 |ii」2J且の規定の＇）こ柚に 1月し必裳な 'li珀は別に定める

第36条の 2 教ff1.^h益と，忍められるときは，学＇じか本学に人学する 1前に，他の人学又は知期）ゞ

学および知期）ゞ学・闘等専門学校の内攻科にお¥,)て阪修した投業科 Ilにつしヽて修得した凩位

を，本学に人学した後における投菜科l1の履修により修得したものとみなすことかできる

2 教fil..h益と，忍められるときは， 1)i」J'[［の規定以外に文祁科学）-.:I:［の定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における投業科llの履修とみなすことができる

3 Iiij 2坦の規定により 1復修した授業科廿について修得した平位は， 30爪位を超えない範l)t]で本

‘学において修得したものとみなすことかてきる ただし，編人学，似学席の場合については適

川しないものとする

第37条 納気その他やむをえない’ji伯により，引きつづき 3か月以じ出席することのできない者

は，その1月11を訛明する内類を沿え，｛応1I：人連署のうえ学lぶこ願い出て，その，1午11rを得て休学

することができる c

ただし，休学期間は 1年以内とし，史に休学を＇炭する者は，前坦により，；乍 lIIを得て 1年以内
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に限り休学することができる。

なお，外国人留学Itで，兵役のため休学する者は，学長に頼い出て，その期間休学すること

ができるっ

2 休学期間の通算年限は 2年とする c

第38条 休学者は， I！訊！ljとして学期又は学年の始めでなければ，復学することができない

第39条 休学期間は，在学年数にり人しない、

第40条 病気その他やむをえない打1-ifiにより，退学しようとする者は，その1HIIを証明する［片類

を添え，保,il「人連署のうえ学長に退学厠を提出して、 l11•Iりを受けなければならない

第41条 lf・・胄な1i山で退学した者が‘1仕亥学部に再人学を志咆したときは，選どのうえ許可するこ

とがある万

この場合は，既修授業科日の全部又は惰I；について，再履修を命ずることがある勺

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志叩する者は，第31条に定める手続とともに別衣 1の人学検定料を納めなければ

ならないc

第43条 入学を許li［された者は，第32条に定める手続とともに別表］ iの人学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならないっ

第44条 授業料は，別衣 lにより 4月及び10月の＾．期に分けて納るものとするへただし，年額を

もってー市括に納めることができる

2 施設設備費は，別衣1［により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 ・・度納めた学費は， I恥則として返辺しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない勺

2 休学を許ii［された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の平額を免除する

ただし，外国人留学牛で兵役のため休学する者は，兵役介籍料を納付することとする c

第47条 授業料及び施設設備費の納人を怠り，腎促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 [El又は公共l寸l1本から， •定の在学期間と履修科 Ilとを定めて人学を委［9[された者は，選

名のうえ委riutとして人学を，i,l渭［することがある，う

第49条 委北生の人学責格は第30条の規定を準）廿する-

第50条 委91-［牛として 4年以 l．．在学して，学部学科の教在渫利に従って授業科llを股修し，所定

の旧立を修得した者には卒業IIl「内を投りする

第51条 委北生の授業料その他納付金は別人］による

第52条 外ll;_1人学牛の人学及び転人学については， 11本人学生に1月する規定を準用するぅ

ただし，溝義を岬解し得る程度の日本[I{iの能力を必要とする介

第53条 委，iul：ー・外 11,•1 人留学牛・帰 lIil生徒及び社会人‘'和1•-．に 1月して．本窄各条に規定しない’ji.Jll

については，学祁学生に閃する規定を準）Ijするほか，別に定める細t[I]による「

第13章科目等履修生

第54条 ‘ヽ芥祁の授業利•ll のうちの 1 科 11, x.は放科IIのI役修を希望する者に対しては，科II 笠•履

修牛として人学を咋II［することがある
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弟55条 科II等）役修’tとして人学で苔る者は，履修するに足る能））かあると認められた者とする

第36条 利II等股修生として人学を、と噂l'［する者は， I叶定のII,1饒ll,！け、1]に）役修しようとする投業科II

を晶載して，学期又は学年の始めに粕い出るものとする

第57条 科11等版修’［は，履修した投業科11についてぶ験を受けることかてきる

2 |iij唄の，，人駿に合格した者には，その投菜科II I叶定の爪位をりえる

3 :fl-11匁履修I卜̂ として在籍した）月間は， 1卜見↓の謀杵0)介学年数に換符しなし‘

第58条 利•II 等）役修＇じの技業料その他納付食は，別｝ヽ l による

第59条 科II等）役修化に1月して本1,;'［各条に規定しなしヽ ’Ji唄につし、ては，学祁学化に1見lする規定を

l、(l)1Jするほか，別に定める細tll」による

第14章研究生

第6(）条 各学；・'，|；におしヽて，牡外な研究に{,、L’ji• しようとする者に対しては，価究’卜^として人学を，1,1一

H［することがある

第61条 h)［究小として人学することのてきる者は，その学邸におし、て，選名のうえ適‘liと，忍めら

れる者とする

第62条 研究’卜-として人学をよ顧する者は， 1リi定の出崩l内粕に， {i)f究姐II・研究11「間を叫似して

)，iiJ'［い出るものとする

第63条 研究小のイ「学年限は l{l ・とする

ただし， 1i柏によっては，期間の延liを1柏い出ることかできる

第61条 {,Jf究牛は，指導教員の指導に従って，仙究に従’Jiするものとする

2 研究’Iは，指導教Li及叫II任教liのIf爛'iを得て｀学部の講義・すこ験及ひ油宵に出）出すること

かできる

3 {iJf究牛として相‘りの成粕を小したと，忍められる行には， h）f究，北明，りをりえる

第65条 研究生の授業料その他納付危は，り｝1J}<,1による

始66条 価究牛に関して本が各条に規定しない’ji川については、学部学＇卜に 1月する規定を準Iljす

るほか，別に定める細則による（

第15章賞 罰

第67条 次の各りの 1に該‘片する学生は，教授会の議を経て学長か』＜彰することがある

11 品行・学））ともに俊秀な者

i2 篤行のあった者

第68条 ‘予測その他，本学の定める，名規則を守らず，学牛の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学にか懲成する

2 懲成は，JII古・ ｛が学及ひ退学とする＾

身{}69条 次の各りの 1に，，亥‘りする者は，退学を命することがある

(] I 性行が且で，改神の見込みがないと認められた行

12 学業を怠り，成業の見込みがないと，忍められた者

(3. 11：▲‘りな坪由かなく，出席常でない者

(1 ! 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免，，乍状取得のための諜秤（以ド「教職課程」という）をii’,｝＜ 

2 本学において責格の収得できる教行職且免咋状の神粕及び免咋教科は，別衣 (3の 1) のと

おりとする，、

3 教員の脊格を得ようとする者は第14条別衣2に定める，教科に1月する内門教宥科目のほか

に教職に関する＼叶"l教行科llを脱修しなければならない

1 教職に関する内門教育科ll及び単位放は，別表 (3の 2) のとおりとするヘ

5 Ii［国の内門教有科 II は自由科•II とし、卒業に必要な叫り数に加えなし‘勺

6 教職諜程）復修細則及び教職諜利の述‘}的に1梵lする細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の責格収得に関する課程（以下：学芸日諜程」という）を置く．〕

2 学芸員諜程／復修細則及び学公且諜程の連‘院に1月する細則は，別に定める

第18章 保育士の資格取得に関する課程

第72条 指定保育l：義成施設として，伽祉総合学部伽祉総合学科「ども伽祉コースを iiり<.)

2 指定保存 1:1逢成施設に1月する細且1Jは，別に定める万

第19章 介護福祉士の資格習得に関する課程

第73条 介，，隻輻祉1:1登成施設として，福祉総合学部福祉総合学科介設福祉コースを附く。

2 介，没輻祉—七義成施設に 1月する細則は別に定める、9

第20章留学生別科

第74条 本学に留学牛別科をiil}＜,〕

2 |iij項に次の諜程を設け，学生定員は次のとおりとする'，

l-1本文化専修，，見科'30名

H 本，，｛i，』l{I参，渫 l'1'40名

ビジネス・、Ifi‘iliしI/修諜利 30名

3 留学小別科に1月する細則は，別に定めるっ

第21章図書館

第75条 本学に図，り館を iit<ォ

2 I 叉l}｝館の行蝿連‘iオ，その他必要な ，J「•項は別に定める。

第22章公開講座

第76条 本学に公l}il，溝kiがをIHl，没することがある()

2 公闘l,9/Ii-I根に閃する規利は別に定める、）

第23章雑 則

第77条 この学llllに特別の定めがあるものを除くほか，この学[ll]の‘)こh他の「続その他，その快行

について必災な細則は別に定める

第24章改 正

第78条 この学則の改正は，且I1,li会の議を舒てJ:II!’li長が行う
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付 UIJ 本学廿ljは，平成 1年11J J 1 11から施行する

付 則 この改正は，平成｀〗年 4 月 l l lから施行する

付 且lj この改止は，平成 6年4月1日から施行する

付則 この改正は，平成 7年 1月1[ Iから施行する

付 廿1］ この改正は、平成け年 1月111から施行する

付 廿lj この改正は彎平成 9年4)］1 11から施行する

付 則 この改正は，平成10年，1月1I]から加1」する

付 且IJ この改正は，平成11年 1月 l[lから施1［する

付 且lj この改 l［は平成11年 9月111から施行する

付 則 この改 l［は，平成12イト lI J 1 I lから施行する

付則 この改 11:は＂平成 13年4月111から施行する

付 則 この改正は，平成ll年1月1[ Iから施行する

付 甘lj この改止は，平成15年 1JJ 1 11から施行する

付則 この改正は，＇「成 16年1月］ l 1から加釘する

付 則 この改 l「は，平成17年lJJ 1 I Iから施行する

付 則 この改正は・平成l8年1J J 1 I］からり虹行する

付 廿lj この改正は，平成18年 6)］l l1から施行する

付則 この改正は，平成19年 1Jl 1 11から施行する

改止条文 第 3条，第 6条，第 7条

付 則 この改！）：ーは，平成20年4月］ ［1から柚行する

2 ただし，平成19年 3月31日以前に1[）Ijされた専イ［溝帥については，経過机骰として現行ど

おりとすることができる c
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別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

学牛秤別

入学検定料
人学金
糸令‘砂ァ 'l‘iりや[:lヽ・芹立l;
国際人文学部
祁i打I:糸伶{r、‘芥合1;
槃 ‘‘jる＇：部
メデイア学部
観光学部

授業料
糸怜悩テ JIli素且、`芹存I;
人文学 部
福祉総合学部
茉学部
メデイア学部
観光学部
在紐料
施 設設備費

経貨‘情報学部

人

＇初年度 240,000
次年度以降 300,000
初年度 240,000
次年度以降 300,000

1 初年度 240,000
次年度以降 300,000
各年度 586,000
初年度 240,000
次年度以降 300,000

1初年度 240,000
次年度以降 300,000

1. 日本国外から志望する外国人留学生については，人学検定料を減額することができる。
2. 人学試験lメ．分ごとに併頻を希竿する者には，人学検定料を減額することがある c

3. 委北牛の人学伶及び授業料は， 予定在学期間及び履修授業科日数等により減額するこ
とがある。

4．研究生のうち本学卒業牛については，人学金を免除し，授業料も減額することがある。
5.研究牛には，研究内容閤により必要経費を別途負担させることがある勺
6. 施設設備1『は， ド叫のとおり納人するものとするヘ

初年度後期 (10月）に納人
次年度以降 前記 (4月）

7. 外li;1人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料として10,000円を納人するものと

する C‘

文 9

q

 

ゾ

f
‘. ヽ一 ，

 

^
-
)
 

,'--'r 

福祉総合学部

薬学部
メデイア学部

学部学牛 科11等殷修生

（委よ生を含む）
＇｛洲究＿II:． i~ 、_＿、--- - ——--------

- - - ＿ _＿ _ | -

flj flj 
35,000 15,000 

, 100, 000, 
100, 000 | 
100,000 
300,000 
100,000 
100,000 

' 

300,000 
300,000 
300,000 
400,000 
300,000 
300,000 

770,000 
770,000 
770,000 

1.430,000 
770,000 
770,000 

270,000 
270,000 
270,000 
715,000 
270,000 
270,000 

120,000 i 

120,000 

120,000 

250,000 
120,000 

観 じ
し、）

ヽヽヽ9,

了^
9
)
 

立

n

l単位に付
10,000 

（各学部共）

30,000 

1単位に付
10,000 

（各学部共）

30.000 

120.000 

（注）
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学友会規約

第 1章総則

第1条 本会は，城西fr1,11緊）ゞ学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名1番地，城西lE]際大

学内に附く c

第2条 本会は，次の2種の会員より構成する e

(1) 正会貝

(2) 賛助会員

第 3条 i1:．会員は，城l屑国際大学の仝学生とする。

第 4条 賛助会員は，城西国際人学の丑阻札長，専務坪胄，教員，職且並びに父母後援会役員

とする。

第5条 賛助会貝の本会における地位は，本会の健仝円滑な述背のための助ば者又は協力者

である。

第 6条 本会は，会貝相li．の自 i-→．的活動により，学術および文化・休有の向r．を図り，併

せて会員相利の人格の闊揚を指向すると共に，本学の発展に責することを 1]的とす

る。

第7条 l瑣 本会は， 1］1I条の日的を逹成するために以ドの機関を設附する 3

(1) 学友会連絡協議会

(2) 学友委員会

(3) 学術団休委員会

(4) 諜外活動委員会

(5) 学術団体顧間会

(6) 諜外活動顧間会

2項 l訊心述管機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第8条 l瑣 公長は，学長とし，会務を総括する。

2坦 副公長は，舒‘i恥Ì1り報学部長，人文学部長， 1i務lり］長の 3名で構成し，会長の援助を

する また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する）

3几＇［ 名誉会長は坪'li長．名脊副会長は専務且lじli・とし，本公を統括する，J

第 3章会計

第9条 l坦 木会の文出は，＿［1-―.会員の納人する公費，援助金，父1:}後援会助成金，富附令，その

他の収人をもってあてる，

2坦 11h[J11本への配付については，学友会連絡協議会の合、紅により決定する：J
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第10条

|［公員の納人する公費は，年間5,000円とする

4く公の公1,1イト度は， 1ij年 4月1| lに始まり翌年 3Jl 3111に終わるし

第 4章 規約改正

弟ll条 l坦

2」li 

3坦

4 J且

本公規約の改正については学］人公辿絡協議会において審ふする

本公の規約改ルの決議は，

決する

|1[ ？r [IIl委父0)」^易{-;-1よ，

委員 3分の 2以 I．．の出席を必変とし， 過平数をもって

晶に0)仇するところとする

本公の規約改lいが成立したときは，

とする~

改正貴料を 1カ）jIlij学生褐ぷ板に発』ぐするもの

学友会連絡協議会規約

第 1章 公
じ爺 則

第 1条 城l)LflKl際）く学学友公規約弟7条2坦に）森づき，城l14hlI原大学学友会辿絡協議公規約を

定める

第 2条 本協議公は，

＜ 

城西It]院）く学学友公連絡協議会と称し， 本邸を城I}り1KII象）く学内に置

条り

3
ゞ
'
J

”牙 本協議公は．城I}り1囁祭大学学）人公の近‘i:『か1リ滑に行われることを 11的とし，

院人学学）人公の発展に寄りする’ji唄を審議， l灼忍する機関とする

城西 l•KI

第 2章 会 員

第 4条 本協，ふ公は，学Ji.公公に， ililj貪長 (3名），学術l.J!体顧Iiil会会具副会長，諜外活

動訓lllJ公公長，閥公以父母後投会代di:.(I名）．学牛部に， hilli,.,1|；長，学II:』にお

よび学友委員公代i<(，了名），学術村l休委員公代衣 (2名），）］児外祈動委i［会代｝＜

(2名） の21名で構成する

第 3章 協 議

第 5条 本協成会は，次の'ji坦の審成， J灼忍を行う

(l) 学友委員会の役員の選出

(2) 、‘芥J人::rti：の，凋整
(3) 学友会規約および学友公に属する機関の規約の改正

（4) 学友会所属I寸11本の魔忍

給6条

(5) 学友会述貨に必要な'.ji坦

本協議公の晶長は，学牛部長が行い，イヽ＾在の時は副部におよび学生課艮が行うし
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学友委員会規約

第 1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城両国院大学学友委員会規約を定め

るこ

第 2条 本会は，城印叫際大学学友委員会と称し、本祁を城l叫l吋際大学内に附く。

第 3条 本会は，城l！り国際大学学友会正会員の代表で構成する

第4条 本会は，城西国際大学学友会の連‘常が円滑に行われることを ll的とするとともに，

城llり[1,J際大学学友会の発展に寄仕するものとする。

第 5条 1項 本会は， liij条の I]的を泣成するために以下の機閃を設岡する。

第 6条

(1) 学術1寸J休委且会

(2) 諜外活動委員会

(3) 編瓜委員会

(4) 生活委且会

(5) 大学祭実行委員会

(6) 卒菜アルバム編集委員会

(7) マルチメディア広報委員会

(8) 吹奏楽団

(9) チアリーダース

2瑣 Î．叫連‘酋機li]の規約は，別にこれを定める。

3坦 本会の連‘i・；『卜必要と，，忍めた場合は，糾たに連管機関を設置する 3

第 2章 役員

役員は，以ドの役員を岡く，）

(l) 会長 1名

(2) 副会長 2名

(3) 総務 1名

(1) 会 11「 2名

(:i)'盈：介 2名

(6) 渉外 2名

第 7条l」[［ 会長は，本会を総括し令ての'li項に対し令立任を負うものとするっ

2瑣 副会長は，会長を袖佐し，会艮イ＜在のIIかはその職務を代行する()



城西国際大学学会会則

［城西国際大学学会会則



30(i 

城西国際大学学会会則

第］条 本公は，城l}り11 | l摩）ヽ ＇、ド学公と称する

第2条 本公1よ， ’ji務），Jを城IILl| 1 | l閉）、管内 I字務，，見） ｛こii’[i< 
第：．｝条 本公は城11LfI kj I:，]:）ご；，しこおItる敦ii'fiJI究i，古動をi[I見し．人文科学匂舒‘げI1¥ :r|［学．伽11!紛合

メティア］；＇．観光予 ii)[)罰）］圧展と公ll +11 /Lり）父泣を図ることを Ilt'Iりとする

第1条 小公は． 1iり条O>11 t'Iりを心1戊づるため．次0)＇」i業をりう

l. ・公恨笠0)発1J 

2. hJI充公・ IIl1＼乳if公及ひシンホシウム等の闘liii' 

：i. 「J-クシコ／フ 9,9,i'← ｀公LしによるクルーフiiJI究訊動

l. h)|'it ilfl,Ji）jしこよる地域ti公への寄り

り．本公力込必位と認めた他1寸I（本とのリ、詞研究

(j. そ0)他本公か必裳と認、めだh)11恥＼重）J

第 t]条 本公は，次0)公［しをも→ご構成する

1. 11:公li 

1 本学紆‘i泊Ih恨学i9,1|;，11q1摩人文管介1;．伽祉総，合学立1：` 快学i,il；． メティア学i,'，1;，観光

学i,i|;` 人学 I尻人文利‘予： fiJI 究刊｀腎，;；；9••Ih恨学仙究科， ti,,1惰I紐合字価究利、ヒシネス

テサイン仙究刊及ひ情‘ヽ ；，1|別刊0)’、1jiff教il 

2 本字I囁祭‘芥術文化センター｀ ！）ヘラルアーツ＆サイエンスセンター，礼濯教行セ

ンター，物質文化hJI究センター． メティアーコミュニケーションセンター．かす

さ介1J此仙究センター， 11 ||：，賢敦行センター，伯'}|｛刊ヽ、汽iJI究センター、，翡学教ffセン

ター， IT教官センター｀シェンター．女‘『l'`汽1JI究所の研究il 

1 3 本‘;：紆‘i+11り恨学i,'，1;，11 | 1摩人文予祁．伽付紐合‘芹i,il；，翡t学立1；． メティア学i'，1;．観光

学［i|；，人学I:i)I.文刊‘Th)I 究｛、I. 紆 ‘i;;,• 、 11ij'[Ii学価究↑I. 伽祉総．合‘予：｛l）|．究利，ヒシネス

テサイン{1)!分、先刊の学IÎ 

1.l 本掌Jl'，;li州）JIIIi,ij▲ 1'：Ill及ひ本学l'，J11［職ししの希叫者

2. l i }} I」公li 

i，1 本学の＇、作業 4^，介、よ及ひ）く学1ル[)I.文科学仙究利，紆‘i判h恨学価究科，伽礼総合学価

究科， ビシネステサイン価究利修 J'者介心

12 本学公0)Ifふ忍を得た竹

3. f}t助公ii 

1 本予公の趣旨に賛111]し，学公0)＇li応訊動に対してリ）J，i及ひ板助を行う者

第6条 本公に次の役員を ii/i:< 
1. 食に l名

2. 副公にオ＇ il名
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4 ． 委

—’+,1‘ 

ク
,
I
 

ー.9 2名

芥•l^} 名

第7条 公艮は学長とする、う

9

l

3

4

 

公には公務を統括し，木会を代表する

副公lこ， 監— .li. 委員は正公貝より会長が委嘱する c

本公の述党のため， 会長， i1,rlj会長，委員によって述管委員会を構成する 3

L
0
 

会長は述‘貨委員会を招集し， 議長となる

6
 

機Itll]、も編集研究公．講演会方の企lrlll,i歩外・広鼠 公111，庶務方は， 会長から委I~属された

委員がこれにヽlげたり， 必炭に1心じて委員会を設けるものとする-

[I 
その他，特に必要がある場合には特別委員会を iiりくことができる

第 8条 本会に， 以ドの各分科会をi悦く

1. Ml際人文学公

2. 女、『I：. 9

4

 
；
 
、J
‘
L
 公

3. 経‘i判h恨学公

4．伽祉総合学会

;‘ー、"11オ、9.La 
9
^
 

>［ 
、L

、1

ヽ

／
上

6
 

メデイア学会

7. 観光

第9条

第10条

第11条

第12条

本公は，

‘"’テI・ 会

各分科学会は，第 3条の ll的を逹成するため，第 4条に定めた1i業を行うことができる

事業，年，1パ、かについての．fIi]を行う介:・ l |II1総会を 1}fl佃し，

本公の経費は， 会費及び寄付金その他の収人をもってこれに允てる

公員は．次の会費を納人するものとする

l. 」|••＾食且

2. 特別会員

3
 

杓助会且

り^^額

り：裔l

｛l -^府）＇l

第13条

個人（ -I I) 

法人(--f I) 

3.0001'] 

2.000日

6.ooo l l j 

30.000[11 

本会の公』年度は， 1!j:年 4月111から祁年 3月3ll1までとする万

．

．

．

．

 

J

寸

J

J

J
'ー

1

f

f

1

 

I
J
I
J
l
j
i
j
I
J
 

、

、

、

、

ー，

1
，

1'

ー
，
ー
，

木会会廿IJは，

この改正は，

この改正は，

この改正は，

この改正は，

平成 8年 1J J 1 11から｝鱈する

平成16年 4月1IIから施行する．〕

平成17年 4月lIIから施行する"

平成18年 1J J l 11から施行する勺

平成20年 1月1IIから施行する．）



城西国際大学同窓会

1 城西国際大学同窓会
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城洒国際大学詞窓会規約

第 1章総則

第 1条 本公は城I｝月11,・II；祭大学1,iJ窓公（以 Iく［木公」としヽう）と称する

佑2条 木貪は公日1、IIりのt)iI怜をはかるとともに，城I)り114|；祭）ぐ；：：0)発）1[に寄りすることを 11的と

する

弟；；条 本公は次の 'li業を行う

l ] 学校社、人城I！り人学，城I)りIE||；祭）く学と lnl窓会（木祁・ Jzi'i|いおよひ公liとの辿絡

,2 公目名節およひ公恨の発り

3 その他本公の 1]的を辻成するのに必裳な '|i業

第l条 本公の本糾は城I)り1l |1摩大学内におく

弟し了条 本公の公日はII公員・準公員． 4、|別貪員および賛助公員とする

] | I .̂ ;t l l 1よ城l)りlk)|：祭）く学の＇ヤ菜’卜とする

I 2 i、［公l［は城IILlll l|；祭大学に介学中のものとする

i 3 特別会ilは社、人役且・城11り1K)際人学の教職i［とする

(1 怜llJJ公liは城l1り11)I際大学にうじ期間{l籍したのち退学したものて総公におしヽて認められた

ものとする

15 他）く学より城印 I、1|：祭）ゞ 学）ぐ賃‘}しに人学し，修 I:または1．＇,り l：の，渫程を修」’したもので，人公

金および公費を納人したものは止公日とする

弟（；条 本公に次の機閃をおく

i 1 へー、
/
r
-

I
4

、
/
9
-ヽ

,
1ノ

IL
人，イツ｝＇ 

！3 とi9・1|；長公

第 2章総 会

第7条 総公は本公の最閻決ふ樅1月とする

2 総会はI［会員をもって構成し，定例総公は公』年度が終［後 3か月以内に間1化するものと

し， ］か月以洲に公小するものとする

第8条 次の場合は臨時総公を1}fli化することかできる，

(1 会長が必要と認めたとき

1，2 正会員20(）名以卜^の署名をもって＇炭求かあったとき

第9条 総公は公にか召り、する

第l0条 会長は総公の，ふにとなるし hilj議長は会長の指名するもので総会で晶められたものとするし
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第11条

,1 

,2 

総会は次の 1i•項を，，義 'li として沓議するヘ

1i業，寸訓およびそれに）よづく lパ｝案に閃すること

巾業恨店およびそれに）よづく決符宋に111]すること

,.3, 

4
 
-' , `）, 

役員選出および改選に1月すること

規約の改I［に1月すること

その他［＇災 li叫に1月すること

第 3章 役員・役員会および支部長会

第12条 本会に次の役且をおくぅ

r], 
、4

、
/
r
-

^
A
、
ー

9] 
9

9

,

 
3

4

 

,
.
,
 

副公長

9-Iヽ
I I --I• I -

監

r

ト
~
；

r――
 

『

；

9

-

,

 

1名

芥Iー：名

杓l←^名

2名

第13条 本会に名脊会艮ぼI!’ji長），

る顧liil （学牛iil虞．闊lj部長）

名脊副会長（‘常務則'li及び学長）

および1'11，淡役をt,:|名おく

をおき，本会を統抗す

9
]
 

名脊会長及び名脊/i¥lj会長は，総会及び役員会に出）r'i'i'することができる

第14条 会長・幹’jiおよび監'li・は総会において 1_［会員のうちより選出する

長に就任と 1nj時に幹'-liとなる

但し， と部長は文部

9
]
 

3
 

副会長は会長の指名するもので総会において，，忍められたものとする

札］l，炎役は会長・ hilj会にの経験者および総会において」fi/）翌されたものとするっ

第15条 役員の任期は 2年とし、

の残任期間とする また，

内任を肋げなし、 ただし，袖欠による後任者の仔期は，

文祁長である怜1位）｛「期は如';|il口在任期間とする

洲任者

第16条

第17条

会長は役員会にはかり述貸委且芥t名をおくことができる

会長は本会を代表し会務を総坪する

?

1

3

 

会長ことあるときは公l叶し行となる間会長は会長を袖佐し

幹’Itは役員会を組織し公務を遂行する

第18条 役員会は正闊lj公におよび幹’jiをもって構成し，

審議決定する

会長が議長となり総会に捉宋するlliいれを

?
I
 

役員会の述‘貨規定については別にこれを定める

第19条

第20条

相，，炎役は会長の災，hにより役且公に出9,'位し、心見を辿べることができる勺

9
]
 

幻；1；に会は各如鳴長をもって糾織し会務を遂行する

文部長会の述管規定については別にこれを定める

第 4章 会計監査

第21条 監'liしよイ<::0)i:』を1i:，’,1fし， 総会においてli：点ftfl訊をしなければならない、
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第 5章会計

第22条 本会の近党は人会金・公費・‘，が付金およひその他の収人による

第23条 会日は人‘、J、::llかに州公員｛『として10,000111. 伶業［月に終身会竹として4(）,0(）0円をそれそれ

納人しなけれはならない

弟2」条 本会の会，i1年度は 4月 111よりン例年 3月3111まてとする

第 6章規 約改正

第25条 本公の規約改ルは次の場合に役員会の議を舒て総会で決定するし

I.1 会」こか必要と，忍めたとき

i2 l［会且の 1剖の署名により裳求のあったとき

第 7章事務 局

第26条 本会の 'li務を遂行するために本部に'li務局をおく

2 ’ji務局に1見］する必要な規則は役員会の議を経て会」尋呪める

付 且IJ 本規約は，平成 8年 4月 1日から施行する。



城洒国際大学父屈後援会

父屈後援会共済事業規約

城西国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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父屈後援会共済事業規約

1.趣旨及び事業

城l)り11、.l|：祭）く学父/:J：後扱会ては，城l)りlKlI際大学学4 （大学院I|．．及び別科‘]を生を含む）の父母

又ば予費負担者として登録された者（様J.¥l) を公且とし， tIIIi払助の柏神に且ljり，次のよう

な共済']i業を行う

, 1 在学！［を対象として「予：I卜教ff研究災古1位古保除J(以,,・,『‘iり［保阪Jとしヽ う）及ひ

合伽祉I寸11本定期1呆欺」（以 I‘., 「牛命保除」という）に加人することにより， l1,1閑授業中や，，見

外訊団）J丈‘戸内外を1!｝］わすに24時間‘‘;：'.lj:_l+:．活を保1硲し，次のようなときは各保除特約条坦にも

とすく 1某検食の文払が文けられるようにする

1 I|』［中及ひそれに洲ずる/iJf究活動"Iに発牛した1蒻‘，じ及び夕じ亡，後逍判

2 学牛の II‘iit4訊（，渫外活動等も含む）でよる小應の'Ji故による夕じ亡または1リi定の1'ル1文l笥

古になったときれしくは人院及び所定のI硲古状態になったとき

3 病気によるタヒ亡または1叶定の応’j度1硲内になったとき

1 化命1h山陰の保1坑［金受取人は，公日とする

12 公日か小應の災内に遭遇されたときは，見舞i戸を文給する

噂 学生の l[』巾及び，』外活動，牛活中の偽‘,i,： 1i故に対して見舞金をと給する

2.共済費

i I 学生 1人年額9,0001リを会員負担とする

12 共済費納人は人学1月9,000円とし， 2年次以降1ij年 4月よ11までに9.000円を納人する

13 共済'-li業述‘料；卜ぺ吃戌汀-翡ざる場合には附額することかできる

3. 共済費の支出内訳

(1' ‘ヽt'：9上保険にl'i¥lする保除料

保検料につしヽ ては， 1呆陰約汰に）よづく料額とする ただし，役員公に恨古するものとする

糸f‘i: 『‘|．~i·W‘]と；．il; 人学時 (4年間） 3.'.2001リ

| lヽ．l|際人文学；’iI：人学時 (4年間） 3.200円

ネllihlー巌翁{r分＇：i'ill 人学II か (1 り•・間） 3.2001']

薬 -ヽヽ．J、タ・ 部 人学時 (6年間） 5.1001リ

メデイア学部 人学時 (4年間） 3,200円

保険打効期間は卒業年度の 3月:31日までとする

(2 生命保険に1月する保険料

観光学{{|; 人学IIか(4年間I3,2001リ

｝ゞ学院修 l,． 人‘ヽ芹IIか(2年間） 1.7001リ

）ゞ 学院 拇 I上^ 人学ll-、i-（3年間） 2.50011]

別 科 人学II•‘} （1年間） 9501リ

保険料については，保検約款に）1しづく料額とする ただし，役員公に報古するものとするし

｛呆I焔t1i交り）UJ間は］年間 (4JJ l 11から 3月3111)
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i 3! 共済店金

児‘常事態に対応するため， J記金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費文弁者たる会員が死しした時は，その、な思をつぎ』馬市子弟が，通常の卒業，渫秤の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の Illし出により無利息で貸りを行うものとする-

なお，この細則については別に定める

5. 事故の際支払われる保険金

I 1 学牛保除の保険金

•一~ 9. | 

区 分 ＇保除金 l

•---• • 1_.．．．--．．＿_＿ _••-- ----l.  --•--- •-•--

l]1-→．諜中の死亡 2,000)j 

ク 傷古 (4|l以 I-.) i 6,000円～30}j^ド］

後追1硲古1呆除金 ！ 90]j円～3.000Jjl1J

人院給付金 (180日を限襄） 1日につき 1,000円

2諜外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡， l.0007j[1J 

ク の偽店： （14日以 1:） i 3万円～30万円＇

通学中・施設間移動中の似‘;1f(7 I]以 lこ） 1．5Jj円～30)Ĵ『J

45万円～l．500 ]jド］後遣偽害保険金

人院給付金 (18~ を限度） 1 11につき | 4.000円
- - --- •- ---•-• ---- - -―•一• •- -•I 

※後追 I；叩 i!：金は，保検に保険約款による所定の身体障古••の程度に応じて保除金が支払

われます。

l2， 生命保険の保険金

区 分 保険金

訥気によるタヒ亡•閲！如罰，月 150)jドl]

不慮の事故による死亡・ 1＇，●：渡 I靡古 ． 150}j | ll 

I砕‘1じ給付金 15)j円～105万円

人院給付金（人院 5ll以J-.120日を限度） 1 LI 2. 250円
-------------------------・-・-・...... 

※此j)文障‘；杯保除危は， 粋通保険約，炊に定める所定の翡度1硲寓状態に該‘りしたときに文

払われます また、 1外只じ給付金は，災‘因総合保1硲特約条唄に定めるI叶定の身体齢古

の利度に応じてと払われます，〕

13 その他

通学途中， 11・：課Iドの1i故発小による死亡又は偽‘心のI際には， 1：11」学牛保険とり・^ ．命1呆陰の保

除危が支払われます

例えば，夕じしの場合は2,000JJドJ+ 150}j 円，合 11「2.150)j|•リが支払いを受ける保除金です;
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6. 各種見舞金

l f l } ｝心｝、•i; （1,；l:」し 2)

1 会員か死しした場合はlOJjlリの弔慰食をと給する

2 学化か夕じ亡した場合は 1(））J『]の,t}慰、金をと給する

2 it；‘，杯見舞金（様式:2) 

］ 学生か l|』［中腐，いJi故を起こした場合は，完治するまての治療費の')こ費l(）｝j日を限度と

して給付する

たたし` 1 I I以卜の治療につしヽては学牛1呆陥から沿燎費が給付されるのて．その給付粕

を入□し,JI¥,‘ヽた伯額の限塵を !())jい］とする

2 学！「か11:国 11以外の，，影外泊動笠て1ij1,:,Ji・故を起こした場合は．完治するまての治燎費の

丈費l0)J―Iリを限度として給付する

ただし． l1 | 1以卜ぃ迎I尻人は :`iII以 l̂．の人院治燎につし＼ては，学生1呆陰から人1尻給付企

か給付されるのて，その給付舶を；［し,JI¥,、た食各J'！の限度を !()Jjl1]とする

3 学りか通学迄l| I ・施設間移動中に似‘[＇ li故を起こした場合は，‘ぶ治するまての治燎費の

丈費JO)jll]を限度とし給付する 但し 7l l以卜り)治燎につし)ては学牛保除から沿燎費か給

付されるのて，その給付各且を凡し1)1しヽた企額の限度を ]())jjljとする

7. 本共済’ji業の経費は共済費をもってこれにあてる 但し，本共済'li業及ひ父l:J：後抜会 'h業の

述院にともなう収如‘)噂に過が足か＇卜.-した場合には，相 liに述！IJできるものとする

付廿lj

l. 本共済'li業規約は平成 1年 -1J j 1 [［より＇）こ施する

ただし，学生保凱の適）1Jは，平成 1年 6月111からとする

2. -.{(」い斉’li業規約は平成 (3年 1月 111 ・ i,；|；改 1F

たたし，学牛保除の適l/jは，平成（｝年度人学牛からとする

3. 本共済'li菜規約は平成 8{l -1月111 ・ i't|；改正

ただし、学＇「保除の適） Ilは．平成 8年度人学生からとする

4. 4(共済れ業規約は平成l(）介―̂-1 J J 1 11 ・部改正

ただし，学生保険の適J-llは，平成10年度人学Itからとする

5. 本共済'li業規約は平成14年 4月1「I.部改llー：^

ただし，‘、J、::It1呆欺の適lllは，平成14年度人学牛からとする

6．本共済1}業規約は平成16年 4月111 惰I；改正

ただし，学生保除の適ll」は，平成16年度人学牛からとする c

7. 本共済'li業規約は平成17年 4月11-I ̂  i9.1|5改正

ただし，学牛保除の適Jjjは，平成17年）文人学牛からとする）

8. 4ゞ 共済れ業規約は平成18年 4月111 ＾部改正

ただし，学生1呆欺の適）1Jは，平成18年度人学生からとするし
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（応94)
明るくさわやかに

城西国際大学学歌
作詞＝谷川俊太郎

作曲＝谷川賢作
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